















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　この『アクロス』シリーズの三巻が発売されたあと、『無印』シリーズで『ブレイク』シリーズとのシャッフリングが発生したり、新シリーズとして『デスマーチ』が立ち上がったり、『アリアンロッド・サガ　ファンブック』が発売されたりと、なかなか大変なことになっている『アリアンロッド・サガ』ですが、『アクロス』シリーズも負けてはいません！

　とゆ～わけで、ＧＭ兼けん著ちよ者しやの久保田悠羅くぼた・ゆうらです。

　前巻のあとがきで予告しましたとおり、この四巻から『アクロス』は、第二期ともいえる「ノーデンス編へん」となります。そして、時代がついに『無印』に追いつきます！　とはいっても、ようやく『無印』のスタートラインに並ならんだだけだったりしますが（笑）。

　しかし、ピアニィたちフェリタニアの面々、そしてファントムレイダーズたちが活かつ躍やくしていたその裏うらで、〝黄金の狼おおかみ〟がどこで、何をしていたのか、ということがようやく描えがけるようになったわけです。その辺りも、楽しんでいただければ──と思います。

　それでは『アクロス』シリーズ恒こう例れいとなりました（笑）、ほかのシリーズについて紹しよう介かいいたしましょう！




●アリアンロッド・サガ・リプレイ

　通つう称しよう、無印。著者は『アリアンロッド』のゲームデザイナーであるきくたけこと、菊きく池ちたけしです。

　フェリタニア王国の女王ピアニィ、第一の騎き士しアル・イーズデイルらを主人公とした『アリアンロッド・サガ』のメインストリームとなるシリーズで、最さい新しん刊かんの四巻では『ブレイク』シリーズのメンバーとのシャッフリングを行なっています。

　そして、五巻では物語も大きく動く予定！　乞こうご期待!!




●アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス

　本書。通称、サガＡ。著者は私、久保田悠羅です。詳細は省略します。




●アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク

　通称、サガＢ。著者はファーイースト・アミューズメント・リサーチの社長でもある鈴吹太郎すずふき・たろう。

『無印』の対極をなすシリーズです。『無印』とのコラボレーションも終わり、いよいよ三巻では、ファントムレイダーズがグラスウェルズ王国の秘ひ密みつに迫せまります！　こちらもあっと驚おどろく展てん開かいが待ってるぞ！（笑）




●アリアンロッド・サガ・コンチェルト

　通称、サガＣ。こちらはリプレイではなく、『電でん撃げき G's Festival! COMIC』（アスキー・メディアワークス刊）で連れん載さい中のコミックで、著者は佐さ々さ木きあかねです。

『無印』の三年前のピアニィを描くファンタジー学園物で、『アクロス』のエルザも教師として登場しています（その経けい緯いについては、『アクロス』三巻参照）。主人公は、グラスウェルズの騎士の家か系けいに生まれたセシル・フォーミダブル（ただし、本人は争いごとが嫌きらい）。彼と、ピアニィや学園の仲間たちとの絆きずなや友ゆう情じようを描いたハートフルな物語です。




●アリアンロッド・サガ・デスマーチ

　通称、サガＤ。著者は〝かわたな〟こと、田中信二たなか・しんじ。

『無印』で描くことができなかった隙すき間まを埋うめていくシリーズとして爆ばく誕たん！　名は体を表わすかのごとく、その制せい作さく進行もデスマーチになっています。

　主人公はアルやエルザの義ぎ妹まいアキナ・ブルックスで、プレイヤーは声せい優ゆうの酒井香奈子さかい・かなこさんが担たん当とうしています。そのほかのプレイヤーも豪ごう華かで、菊池たけし、鈴吹太郎、たのあきらとなっていますが、実じつ際さいには『無印』での責せき任にんを取らされてプレイヤーになったとの噂うわさ。一巻「死んで花実が咲さくものか！」、二巻「愛はお金で買えません！」が好こう評ひよう発売中。




●アリアンロッド・サガ・エチュード

　通称、サガＥ。『ゲーマーズ・フィールド別べつ冊さつ Vol.19　アリアンロッド・サガ演えん義ぎ』に掲けい載さいされたリプレイ。著者は新人ライターの緑谷明澄りよくや・あきすみ。ピアニィのプレイヤーである大おお竹たけみゆさんが部長を務つとめる、ＴＲＰＧ部〝ルティナス〟のメンバーでもあります。

　サガＣと同じく、エストネルのシェルドニアン学園を舞ぶ台たいとしたリプレイで、プレイヤーとして前ぜん述じゆつの大竹みゆさんが参加しています（ただし、ピアニィ役ではありません）。




●アリアンロッド・サガ ファンブック

　通称、サガＦ。正式タイトルは『アリアンロッド・サガ　ファンブック　Fellowship of Stone』。リプレイ＋ボイスドラマ＋シナリオで構こう成せいされていて、コンセプトは「読んで、聴きいて、楽しむ本」。リプレイ、ボイスドラマ共に、ピアニィと彼女の母ティナの物語となっています。なお、『アリアンロッド・サガ　ファンブック』の発売は富士見書房ではなく、エンターブレインなのでお気をつけください。




　と、ゆーような展開でお送りしている『アリアンロッド・サガ』。ざっと駆かけ足で紹介したところで、そろそろ『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス④　剣けんの嘆なげき、王の帰き還かん』の開かい幕まくとしましょう！







前巻までのあらすじ




　帝てい紀き八〇七年一〇月。アルディオン大陸の二大強国のひとつ、白はく竜りゆう王おう国こくグラスウェルズが隣りん国ごくのアヴェルシア王国へと侵しん攻こうを開始した。〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟と呼よばれる事じ件けんの始まりである。この戦いにおいて、傭よう兵へい隊〝黄金の狼〟はアヴェルシア軍の陣じん営えいに参戦。しかし、圧あつ倒とう的てきな戦力を誇ほこるグラスウェルズ軍の前に、〝黄金の狼〟は全ぜん滅めつしてしまう。

　この戦いのなか、〝黄金の狼〟に所属する四人の傭兵──ユンガー、エルザ、ツヴァイ、ダインは、幻まぼろしの都市オートニアを抜ぬけることによって、戦場からの撤てつ退たいに成功。ユンガーたちは新たに傭兵隊を結成、〝黄金の狼〟の名を継つぐことを決意する。

　だが、彼らの前に謎なぞの組そ織しき〝バルムンク〟が立ち塞ふさがる。〝大弩アーバレスト〟のグレゴリー・バクスター、〝三叉槍トライデント〟のドライ、そして、グレゴリーとの戦いに〝黄金の狼〟たちが勝利したあとに現あらわれた〝火焔剣フランベルジユ〟のアイン。ツヴァイにそっくりな姿すがたをしたアインはツヴァイに向かって、彼の母親の安あん否ぴを問い掛かけて去る。母親を心配するツヴァイは、ダインと共に故こ郷きようへと向かう。一方、ユンガーは戦いのさなかに別れたカテナを追い、エルザはラドフォード伯はく領に残った。再会の誓ちかいと共にそれぞれの道を進む〝黄金の狼〟の傭兵たち。

　そして一年後──。

　母親の行方ゆくえを知る手がかりとなる人物──コーレアを見つけたツヴァイは、ダインとともに彼女を追う。コーレアの目的地はすでにレイウォールの管かん轄かつ領りようとなった旧アヴェルシア。そこで、ツヴァイたちはユンガーやエルザと再会する。

　しかし、ここでもバルムンクは動いていた。〝硝子剣グラスソード〟のノルスティンがレイウォールから派は遣けんされた代官──ダルトンを殺し、再び戦いを起こそうとしていたのだ。さらにノルスティンは、アヴェルシアに眠ねむる竜りゆう輝き石せきを手に入れんと画かく策さくする。〝黄金の狼〟たちはこれらは阻そ止しするも、ダルトン殺しの汚お名めいを着せられてしまう。

　だが、そんな彼らにも協力者が現われる。かつて、ユンガーが助けられたことのある、旅の神官サイラスである。サイラスはバルムンク撃げき退たいの任を受けたノーデンスでもあり、ツヴァイの母親イルマが捕とらえられていると思おぼしき場所も知っていたのだ。

　急ぎその場所──ゴルフォード王国のハント大森林にあるバルムンクの工こう房ぼうへと向かう一行。そこで待ち受けていたのは、ツヴァイそっくりのホムンクルスたち。そしてアルディオンには存在しないはずの魔ま族ぞくだった。

　かろうじて、〝黄金の狼〟は魔族との戦いに勝利し、イルマを助けることに成功する。この戦いのあと、ユンガーはノーデンスとなり、エルザはシェルドニアン学園の講こう師しとなり、そしてツヴァイとダインはアインの情じよう報ほうを探さがすためアルディオンを巡めぐる道を選んだ。

　それから三年。奇き跡せき的てきに目覚めたイルマから、ツヴァイは衝しよう撃げきの事実を聞くことになる。
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◆Preplay 01◆あれから三年の月日が流れた




　ＴＲＰＧをプレイしている時、キャラクターシートや筆記用具、ダイスなどがあるのは当然のことである。だが、机つくえの上に置かれているのはそれらだけではない。喉のどの渇かわきを潤うるおす飲み物や、小こ腹ばらが空いた時、口が寂さびしくなった時につまめるお菓か子しなども必ひつ須すといえるだろう。




[image: ]村：ということで、今日は北海道のお土産みやげを持ってきました。

矢薙：北海道ですか？

[image: ]村：はい！　ポテトチップにチョコレートがコーティングされているんですよ。

一同：へぇ～。

えんどー：では、さっそく……。（モグモグ）おっ！　これはうまい！（笑）

ゆーら：（モグモグ）おぉ～、意外とクセになる味ですね。

きくたけ：確たしかに！　チョコの甘あまさとポテトチップの塩味がこれまた絶ぜつ妙みようだ。

ゆーら：うんうん。この間の『無印』の時に比くらべたら、まさに天国と地じ獄ごく（笑）。

きくたけ：うっ！　そのことはもう……言わないでくれ。

矢薙：ん？　何があったんですか？

きくたけ：いや、この前の『無印』の収しゆう録ろくのときのことなんだけど、社長（『ブレイク』のＧＭ、鈴吹太郎すずふき・たろう）が場を暖あたためると称しようして、変な味のゼリービーンズを持ってきたんですよ。

[image: ]村：へ、変な味？

矢薙：変な味って……いったいどんな味なんですか？

ゆーら：腐くさったタマゴ味とか……。

[image: ]村：腐った……。

矢薙：タマゴ味？

きくたけ：鼻くそ味とか……。

えんどー：げぇー（笑）。

ゆーら：あ、あと鉛えん筆ぴつの削けずりカス味ってのもありましたね（笑）。

矢薙：鉛筆の削りカス味？　ど、どんな味ですか！　それはっ!?（一同笑）

きくたけ：（小声で）しかも、プレイ中にクリティカルを出したら、そのゼリービーンズを食べなければいけないという、変なルールまで導どう入にゆうされたんですよ。

ゆーら：（ジト目で）それ、きくたけさんが言い出したことですよ。

きくたけ：うむ。そんなこともあったかもしれない。

一同：……。

[image: ]村：（恐る恐る）そ、それでどんな味だったんですか？

ゆーら：（遠い目をしながら）たぶん、知らない方が幸せだと思います。

きくたけ：食べたいですか？（笑）

[image: ]村：遠えん慮りよしておきます（笑）。




　このゼリービーンズの顛てん末まつについては、『アリアンロッド・サガ・リプレイ④　裏うら切ぎりのマリオネット』を参照していただくとして、ここでプレイヤーを紹しよう介かいしておきましょう。




矢薙直樹やなぎ・なおき

『ナイトウィザード The ANIMATION』の柊蓮司ひいらぎ・れんじを担たん当とうした声せい優ゆう。そのほかにも音おん響きよう、インターネットラジオのパーソナリティ、ＣＭのナレーターなどもこなす、フリーマーチという会社の社長でもある。

　この『アクロス』シリーズでは、渋しぶい大人のキャラでありながら、女じよ装そうもこなすお茶目なユンガーを担当。三巻かんにおいて、エストネル王国の密みつ使しノーデンスとなった。




[image: ]村清子よしむら・きよこ

　ＴＶアニメ『ナイトウィザード The ANIMATION』『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』などに参加している脚きやく本ほん家か。二〇一〇年七月より始まるＴＶアニメ『伝説の勇者の伝説』のシリーズ構こう成せい、脚本も担当する（みなさん、よろしくお願いいたします）。

『アクロス』シリーズでは、〝炎ほのおの申し子〟のふたつ名を持つ魔ま術じゆつ師しエルザを担当している。その火力はまさに超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんの主しゆ砲ほうである。三巻のエンディングで、エストネル王国にあるシェルドニアン学園の臨りん時じ講こう師しとなった。その様子は『電でん撃げきG's Festival! COMIC』（アスキー・メディアワークス刊かん）にて連れん載さい中。ぜひ、読んでくださいませ。




菊きく池ちたけし（きくたけ）

〝きくたけ〟の通つう称しようでもおなじみのファーイースト・アミューズメント・リサーチ（Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の副社長。『アリアンロッドＲＰＧ』のメインデザイナーでもあり、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズの著ちよ者しや＆ＧＭでもある。

『アクロス』シリーズでは、出生に謎なぞを持つ少年ツヴァイを担当している。ただし、出生にものすごい秘ひ密みつが隠かくされていたのは自じ業ごう自じ得とくといえよう（一巻参照のこと）。ＮＰＣのミリアと、ただいま絶ぜつ賛さん青春中！




遠藤卓司えんどう・たくじ（えんどー）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのゲームデザイナーで、通称〝えんどーちん〟。彼のゲームデザイン最新作は、ニンテンドーＤＳ用ソフト『世せ界かい樹じゆの迷めい宮きゆう』をＴＲＰＧ化した『世界樹の迷宮ＳＲＳ』（エンターブレイン刊）である。

『アクロス』シリーズでは、エクスマキナのダインを担当。機械人らしいクールな思考でほかのみんなを救ったり、読み過すぎてドツボにはまったりしている。




　そして、ＧＭを担当しているのが私──久保田悠羅くぼた・ゆうらである。




久保田悠羅（ゆーら）

　えんどーちんと同じく、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のゲームデザイナーであるが、そのほかにも蘊うん蓄ちく本の執しつ筆ぴつをしたり、リプレイを書いたり、進行をとりまとめたり、事じ務むをしたりしている。

『アリアンロッドＲＰＧ』では、システムやワールドのデザインのお手伝い、そして『アクロス』シリーズではＧＭと執筆を担当している。

　一部でふと「うにゅう」とか鳴くという噂うわさがあるが、さすがにふとは鳴きません。しかし、何かあった時は保ほ証しようの限かぎりではない（笑）。

　以上のメンバーでお送りいたします。




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：さて、三巻第六話のツヴァイのエンディングで、ぶばーっと三年の月日が飛んだわけですが──。

きくたけ：うん、飛んだ。しかも、衝しよう撃げきの事実を母さんから聞いた（笑）。

[image: ]村：アインと兄弟ですもんね。

きくたけ：まぁ、予想はしていたけど。なにせ、アイン（アインス）、ツヴァイ、ドライ、フィーア（一同笑）。

矢薙：それで、あれからアインの捜索とかに、何か進しん展てんはありましたか？

ＧＭ：残念ながら、アインの消息についての情報は、ぷっつりと途と切ぎれています。

きくたけ：ちっ！（笑）

えんどー：でも、お母さんから何か聞けたんですよね？

ＧＭ：その辺りは、ツヴァイのオープニングシーンでやるつもりです。

矢薙：ついにツヴァイの出生の秘密が明らかに（笑）。

ＧＭ：ええ。まぁ、ツヴァイだけじゃなくて、ほかのＰＣについても、この三年間何をしてきたのか、そして今何をしているのかなど演えん出しゆつしていきたいと思います。何か思いついたことがあったら、言ってくださいね。あと、その時間経けい過かの分の成長点も上乗せして、ＰＣの成長をしていただきます。

きくたけ：おぉ～、また強くなるぜっ！（笑）







◆Preplay 02◆今回予告とシナリオハンドアウト




ＧＭ：それでは、今回予告を読み上げます！




今回予告

　ツヴァイの母イルマを救い出してから三年の月日が流れた。

　ノーデンスとなったユンガーはもちろん、ほかの三人もそれぞれに忙いそがしい日々を送っている。平和とはほど遠いが、それでも充じゆう実じつした毎日といえるだろう。

　そんなおり、とある場所がバルムンクの襲しゆう撃げきを受けたとの報ほう告こくがもたらされる。

　その事じ件けんが起きた場所──それは、ＰＣたちにとってなじみ深い地だった。

　時に帝てい紀き八一二年五月。竜りゆう輝き石せきに導みちびかれ、黄金の狼おおかみが三み度たび集つどう！




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　───第七話「争そう乱らんへのオーヴァーチュア」




　すべては、竜の石の導みちびきの下もとに───。




[image: ]村：わたしたちになじみ深くて、バルムンクに襲おそわれそうな場所って、やっぱり……。

えんどー：ラドフォード伯はく領にほぼ決まりじゃないかなぁ（笑）。

きくたけ：なにしろ、あそこには〝王おう威いの竜輝石〟があるからな。

えんどー：あれ？　でも、そのことを知っているのはアインだけだったはず。

きくたけ：ということは、今回の敵てきはアインか？

[image: ]

ＧＭ：うひひ（笑）。

きくたけ：うひひ、じゃないっ！　また、何か企たくらんでいるな？

ＧＭ：それは秘密です（笑）。

きくたけ：ちっ！

[image: ]村：でも、ツヴァイくん的には、あそこに行くのはうれしいんじゃないですか？

きくたけ：え？　なんで？

[image: ]村：もちろん、ミリアちゃんがいるからですよ（笑）。

[image: ]

きくたけ：うぇ[image: ][image: ]。また、ラブコメモードの予感が……（笑）。

矢薙：きくたけさん、がんばれ！（一同笑）

えんどー：ところで、八一二年の五月ということは『無印』の始まる三ヶ月前ですね。

ＧＭ：そうです。ピアニィ女王が──この頃ころはまだ王女ですが、レイウォールから逃にげ出すほんの少し前、ということになります。

[image: ]

矢薙：いよいよほかのシリーズに時間が追いついてきた（笑）。

ＧＭ：ええ。ですから、今回からほかのリプレイなどのリンクが、今まで以上に増ふえていく予定です。「この人はこんなことを考えていたのか」とか「このときにこんなことをしていたのか」みたいな感じですね。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

[image: ]村：それは楽しみですね。

ＧＭ：ただ、ちょーっと情じよう報ほうが多くなりますので、覚かく悟ごしておいてください（笑）。

きくたけ：ますますほかのリプレイシリーズと記き憶おくが混こん乱らんしそうな予感がする（一同笑）。




　そんなきくたけさんや読者のみなさんのために、本文や欄らん外がいなどでもいろいろフォローしていきます。そちらも合わせてご覧らんください。




ＧＭ：では、それぞれのシナリオハンドアウトを配りますね。まずは、ユンガーから。




▼ユンガー用シナリオハンドアウト／矢薙直樹

コネクション：グリーナ・デュランタリエ　　　関係：上司

　ノーデンスとなったキミは、エル・ウォーデン王にもその力を高く買われ、バルムンクの痕こん跡せきを追ってアルディオン各地を飛び回る──そんな日々を送っていた。

　そんなとき、エル・ウォーデン王からノーデンスの指し揮きを任まかされているグリーナ・デュランタリエから連れん絡らくが入る。

　バルムンクに動きあり。至し急きゆう、戻もどられたし、と──。




矢薙（以降、ユンガー）：グリーナ・デュランタリエ？

ＧＭ：エストネルの騎き士しで、エル・ウォーデンに代わってノーデンスを取りまとめる人です。

[image: ]

ユンガー：なるほど。そういうことなら、戻らないわけにはいかないですね。

ＧＭ：そういうことです。で、どんなお仕事かはオープニングで説明します。あと、ユンガーはノーデンスの印章指輪（＊）を持っています。

ユンガー：あ、前回サイラスが持っていたやつですね。

ＧＭ：はい。これを見せれば関所はフリーパスですし、貴き族ぞくや王族とも面会できます。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]っ！

ユンガー：なんか、すごく偉えらくなった気分です（笑）。

ＧＭ：それだけ、ノーデンスは特別な立場なんです。では、次はエルザ！





（＊）ノーデンスの印章指輪　ノーデンスの身分を証す指輪。『アルディオン大陸ガイド』の伝承データを使用すると、特殊なデータが使用できるようになるが、今回はそのルールは使用していない。






▼エルザ用シナリオハンドアウト／[image: ]村清子よしむら・きよこ

コネクション：ウィルフレッド　　　関係：庇ひ護ご

　エストネルに拠きよ点てんを移うつしたキミは、シェルドニアン学園での臨りん時じ講こう師し、ブルックス交こう易えき商会エストネル支店、さらにノーデンスからの依い頼らいをこなす八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをしている。先日もブルックス交易商会の仕事で、ギルマンに奪うばわれた商品を取り戻もどしたばかりである。

　その面めん倒どうな仕事を終え、ようやく一息ついたキミの許もとを、ひとりの人物が訪たずねてきた。

　彼の名はサイラス。ノーデンスのひとりである。そのサイラスからもたらされた情報は、驚おどろくべきものだった。

[image: ]




[image: ]村（以降、エルザ）：あ、サイラスさんだ（笑）。

ユンガー：今回も出てくるんですね。

ＧＭ：そりゃあ、あれでも彼はノーデンスですから（笑）。

えんどー：それよりも、コネクションがウィルフレッドってことは……。

ＧＭ：ええ。シナリオハンドアウトのなかでは触ふれていませんが、そこは察してくれるとうれしいかなと（笑）。

きくたけ：やっぱり、襲しゆう撃げきを受けた場所はラドフォード伯はく領で確かく定ていだな（笑）。

エルザ：うわぁ、ウィルくんが危あぶない！

えんどー：いや、もう襲撃受けてるし（笑）。

きくたけ：ところで、ギルマンに商品を奪われたって、『ドラゴンマガジン』に掲けい載さいされた矢野くんの短たん編ぺん小説のこと？

ＧＭ：そうです。二〇〇九年に掲載されたものなので、ちょっと手に入りにくいですけど、今回と時代的に近いので絡めてみました。




　ちなみに、この短編小説のタイトルは「アリアンロッド・サガ　ギルマン・ラプソディ」である。エルザとアルが、ギルマンの部族間闘とう争そうに巻まき込こまれてしまう、というお話。『ドラゴンマガジン　二〇〇九年三月号』に掲載された。
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ＧＭ：なので、今回はその事じ件けんを無事に解かい決けつして、荷物をグラスウェルズ王国へと運んだあとということになります。では、次はダインです。




▼ダイン用シナリオハンドアウト／えんどー

コネクション：ノーラ　　　関係：同行者

　キミはフリーの傭よう兵へいとして活動しているかたわら、エストネル大だい神しん殿でんで巡じゆん回かい神しん官かんとしても仕事に従じゆう事じしている。今もツヴァイと共に、アルディオンを旅している最中だ。

　その仕事でひさしぶりにクロフトへと立ち寄よったキミは、そこでノーラという女じよ性せい神官と出会う。そしてキミは、その女性の口から思いがけない言葉を聞くことになる。

　その言葉とは〝バルムンク〟──。




えんどー（以降、ダイン）：怪あやしい……。いきなり怪しいですよ！（一同笑）

きくたけ：依い頼らい主ぬしの振ふりをして、ダインに近づいてきたとか？

ＧＭ：いひひ。

ユンガー：違うみたいですよ（笑）。

ＧＭ：いひひ。

きくたけ：どっちだよっ！（一同笑）

ＧＭ：そんなの言うわけないでしょうが（笑）。

ダイン：そりゃそうだ（笑）。

ＧＭ：まぁ、ダインのハンドアウトはこんな感じです。そして最後はツヴァイ！

きくたけ：おぅっ！




▼ツヴァイ用シナリオハンドアウト／きくたけ

コネクション：ヌル　　　関係：家族

　母親のイルマを助け出したキミは、彼女と共にエストネルへと移うつり住み、フリーランスの傭兵となった。とはいっても、ユンガーやエルザ、ダインといった〝黄金の狼おおかみ〟の仲間から依頼を受けているのが主だ。

　今は巡回神官となったダインの護ご衛えい役として、彼と共にアルディオン大陸を巡めぐっている。どこかでアインやバルムンクについての情報が手に入らないかと期待してのことだったが、今のところめぼしい情報は手に入っていない。

　そして、ひさしぶりにクロフトの街へとやってきたキミは、イルマより聞かされた出生の秘密を思い出していた。
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きくたけ（以降、ツヴァイ）：おっ、いきなりの回想シーンか？（笑）

ＧＭ：まぁ、前ぜん巻かんのエンディングからの続きだと思っていただければ。三巻ではすべてを語れなかったので。

ツヴァイ：なるほど、補ほ足そくということね。

ＧＭ：ついでに読者の方への復ふく習しゆうも兼かねております（笑）。

ツヴァイ：復習かよっ！（一同笑）

エルザ：そういえば、ツヴァイくんのお母さんが、ツヴァイくんとアインが兄弟って言っていたけど、三人組のドライとか、前回出てきた仮か面めんのフィーアもそうなのかな？

[image: ]

ツヴァイ：う～ん、どうだろ。

ＧＭ：その辺あたりについてもオープニングで解かい説せつする予定です。

ツヴァイ：そういうことならＯＫだ（笑）。

ＧＭ：とゆーような感じですね。ユンガーはエストネル、エルザはグラスウェルズ、ツヴァイとダインが旧きゆうアヴェルシアからスタートとなります。

ダイン：また、最後まで合流できなかったりして（笑）。

ＧＭ：いやいや、今回は目的地が分かっているから大だい丈じよう夫ぶ────だと思う。

ツヴァイ：思うって、どういうことだよっ！（一同笑）

ＧＭ：ほら、どこに行くか決めるのはＰＣですから。前回も、ツヴァイとダインが分かれて行動したし。

ダイン：（乾かわいた笑い声で）はっはっはっは。

ＧＭ：まっ、そういうところがＴＲＰＧの面おも白しろいところでもあるわけですが。それでは、キャラクターの成長をお願いします。




　先にも書いていますが、『アクロス』四巻を始めるにあたって、各プレイヤーには第六話での成長点のほかに[image: ]点の成長点を追加しています。同様にギルド〝黄金の狼〟にも60点の成長点を与あたえています。ただし、上級メインクラスへのクラスチェンジは、第七話が終わったあとということにしてもらい、基き本ほんクラスのままでのプレイとなります。所持金も一二〇〇〇〇Ｇ追加し、それで武ぶ器きや防ぼう具ぐ、ポーションなどの消しよう耗もう品ひんも購こう入にゆうしています。

　三巻でも書きましたが、シナリオとシナリオの間で大おお幅はばに時間を進めた場合は、このように成長点や所持金を増ふやしてあげると、ＰＣが成長した、あるいは時が流れた感じがでます。ぜひ、試してみてください。




ＧＭ：成長は終わりましたか？　では、順番に発表してください。まずはユンガーから。




●ユンガーの場合（10レベル）

ユンガー：はい。ようやくキャラクターレベルが二桁けたの10レベルになりました。

ツヴァイ：『無印』の三ヶ月前で10レベルか。なんか追いついてきた感じがするぞ（笑）。

ダイン：上級クラスも見えてきましたね。

ＧＭ：第八話では上級クラスになってもらう予定です。で、スキルは何を取りましたか？

ユンガー：前回から２レベル上がったので、スキルは隠おん密みつのまま移い動どうできる《シャドウストーク》、命中判はん定ていのダイスを振り直しできる《シークレットアーツ》、クリティカルの時にダメージのダイスを増ふやせる《マーダースキル》を２レベル取りました。

ＧＭ：なるほど。密みつ偵ていとか隠密っぽくていい感じですね。

ダイン：姿すがたを見せずに移動し、そして物もの陰かげから撃うつ！

ツヴァイ：おぉ、なんか格好いいぞ（笑）。

ユンガー：なので、装そう備びもシャドウブレーカー（＊）とトリックマント（＊）に変えてみました。あとは防ぼう御ぎよ力りよくを上げるために女神のネックレスを買いました。

ＧＭ：さすが10レベル。装備もけっこう替わるなぁ（笑）。次はエルザ、お願いします。





（＊）シャドウブレーカー　隠密状態の時に行なう判定にダイスを１個増やす防具。

（＊）トリックマント　シーフのスキルによるダメージのダイスを１個増やす防具。



[image: ]




●エルザ・ブルックスの場合（10レベル）

エルザ：わたしも10レベルになりました。スキルは《フレイムロード》と《エフィシエント》の両方を５レベルにして、あと《イフリート・シマー》（＊）を取りました。

ＧＭ：ついにエルザの火力がＭＡＸに（笑）。

ダイン：これで《ファイアボルト》のダメージ、いくつになりました？

エルザ：えーっと──９Ｄ＋30です。

ツヴァイ：平へい均きんで60くらいかぁ～。

エルザ：あっ、あと防具をヴァニッシュローブに変えたんで、さらにダメージが10点上がりますね。

ＧＭ：ヴァニッシュローブ？　どれどれ──（キャラクターシートを見る）本当だ！（笑）

ユンガー：どんな能のう力りよく持っているんですか？

ＧＭ：魔ま法ほうのダメージが上がる代わりに、魔法防ぼう御ぎよ力がガクンと下がります。

ダイン：防御力よりも攻こう撃げき力とは、またエルザさんらしい（笑）。

ツヴァイ：さすがピアニィの先生だ（一同笑）。





（＊）《イフリート・シマー》　メイジのスキル。〈火〉属性の魔法ダメージを与えた場合、ダメージを与えた対象の命中判定のダイスを１個減らす。



[image: ]




●ツヴァイの場合（10レベル）

ツヴァイ：こっちもキャラクターレベルは10になった。取得したスキルは《フェイドアウェイ》と《ラストアクション》（＊）、それに《カスタムガン》（＊）が２レベル。

ＧＭ：《フェイドアウェイ》？　射しや撃げき攻こう撃げきはあまりやらないのに？

ツヴァイ：いや、ウォーロードにクラスチェンジした時のことを考えたんだよ。《ファストセット》を取ると、マイナーアクションのスキルがふたつ使えるようになるじゃん。

ＧＭ：なるほど。《ファストセット》を使った時も移動できるようにするためか！

ツヴァイ：そういうこと。まぁ、魔導銃キヤリバーで射撃攻撃した時に命中判定にボーナスが入るから、まったくのムダというわけでもないし。

ＧＭ：くっ！　そこまで考えているとは……。

ツヴァイ：それからクイックバンドを買って、行動値と移動力が上がっている。

ＧＭ：なら、それを活かして活かつ躍やくできるかも。

ツヴァイ：ん？　どこで？

ＧＭ：それはあとでのお楽しみということで（笑）。それでは最後はダイン、どうぞ。





（＊）《ラストアクション》　ガンスリンガーのスキル。戦闘不能になった時、即座に行動する。

（＊）《カスタムガン》　ガンスリンガーのスキル。キャリバーを改造して強化するスキル。



[image: ]




●ダインの場合（10レベル）

ダイン：私もみなさんと同じように10レベルになりました。スキルは《シンセサイゼーション》（＊）《バッテリーバックアップ》（＊）《リンメルコーティング》（＊）を取得しています。ＭＰタンクがついて、装そう甲こうがキレイになりましたよ（一同笑）。

ツヴァイ：エクスマキナらしい成長だ。

ダイン：あとは《フェイス：アーケンラーヴ》のスキルレベルを上げて、使用できる回数を増やしました。これでみなさんの切り札が、命中しやすくなるかと。

ユンガー：それは助かるな。

ダイン：装備もポーションホルダー以外は新調しました。《ヒール》や《プロテクション》を強化するためのブーストシールドとクルセイダーガーブ、防御力を上げるための守しゆ護ごの輪と竜りゆう鱗りんの首くび飾かざりを買ったので、これで物理防御力が25、魔法防御力が23になりました。

ＧＭ：げっ！　高っ!!

ユンガー：でも、倒たおれるときは倒れる、と（笑）。

ダイン：そうなんですよね。まぁ、そうならないようにがんばります（笑）。





（＊）《シンセサイゼーション》　アルケミストのスキル。ポーションを同時にふたつ使用できるようになる。

（＊）《バッテリーバックアップ》　エクスマキナのスキル。ＭＰが増える。

（＊）《リンメルコーティング》　エクスマキナのスキル。物理防御力と魔法防御力が増える。
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ＧＭ：あとはギルドスキルですね。こちらもふたつ取得することができます。

ユンガー：ふたつか……。

ダイン：まぁ、妥だ当とうな線だと《耐たい性せい：重じゆう圧あつ》とか《高機動部隊》とかですね。

エルザ：《高機動部隊》は『デスマーチ』の方で使っていますよね？　もっと『アクロス』っぽいのにしません？（笑）

一同：『アクロス』っぽいか……。

ダイン：エルザさんが商人の娘むすめなので、《派は遣けん販はん売ばい》とか《武器商人》とかは？

ツヴァイ：《武器商人》って、どんなのだっけ？

ＧＭ：えーっと……（『スキルガイド』をパラパラとめくって）矢や弾だまをセットアッププロセスに買えるギルドスキルですね。

ツヴァイ：矢弾か……。それは面白いかも（笑）。

ユンガー：矢弾ってなんですか？

ＧＭ：弓とか魔導銃キヤリバーで使う消しよう耗もう品ひんです。〝矢〟と〝弾〟を合わせて〝矢弾〟となっています。ユンガーにはうれしいギルドスキルかもしれませんね。

エルザ：それってつまり、あらかじめ矢を買っておかなくてもいいってことですよね？

ダイン：そうなりますね。

ＧＭ：一シーンに一回だけですが、戦せん闘とう中でも買うことができますよ。

エルザ：（うれしそうに）す、すごいじゃないですかっ！　必要な時に必要な分だけ買えるんですよ！　あ、買った矢弾がなくなるってことはないですよね？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。使ったものはなくなりますが、使わなかった分は次のシナリオに持もち越こすことができます。

エルザ：これですっ！　これにしましょうっ！（きっぱり）

ユンガー：うわっ！　早っ!!（一同笑）

ツヴァイ：なんか[image: ]村さんが生き生きとしてきた（笑）。

ダイン：まぁ、将来的にツヴァイも恩恵に与れるから、いいんじゃないですか？

ツヴァイ：15レベルからだけどな！（一同笑）




　魔導銃キヤリバーで使用できる矢弾──キャリバーブースターは、キャラクターレベルが15レベルにならないと使用できないのです。




ユンガー：じゃあ、ブルックス商会から購こう入にゆうするということで、ひとつは《武器商人》にしよう（笑）。

エルザ：（満面の笑えみで）まいどありがとうございま～す。




　そしてもうひとつのギルドスキルは、ＨＰとＭＰを同時に回かい復ふくすることのできる《命の滴しずく》に決まった。




ＧＭ：あと、三巻で手に入れた〝剛ごう健けんの竜りゆう輝き石せき〟を誰だれが持っているのかを決めてください。

エルザ：やっぱりユンガーさんじゃないですか？

ユンガー：でも、前巻の終わりにノーデンスになったので持ってないんじゃないかなぁ。ノーデンスってエストネルの密使で、中立の立場ですよね。

ＧＭ：そうですね。

ユンガー：だから、ユンガー的には竜輝石を持つのを嫌いやがると思うんですよ。なので、ツヴァイに預あずけます（笑）。

ツヴァイ：お、俺おれっ!?

エルザ：別にいいんじゃないですか？　主人公っぽくなってきたことですし（笑）。

ダイン：右に同じ（笑）。

ツヴァイ：まぁ、みんながそれでいいのなら、別にかまわないけど……。

ＧＭ：じゃあ、竜輝石はツヴァイが持っているということで。さて、これでプリプレイは終わり！　それでは、セッション本ほん編ぺんを始めましょう！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆ノーデンス動く




ＧＭ：それでは最初のオープニングシーンはユンガーからです。

ユンガー：グリーナから連れん絡らくを受けて、エストネルに戻もどってきました（笑）。

一同：早っ！（一同笑）

ＧＭ：まぁ、帰り道に特に何か起こるわけではないので問題はなし（笑）。あ、オープニングフェイズでは登場判定を行なえませんので、指定されたＰＣしか登場できません。

一同：分かりました～。

ＧＭ：さて、エストネルへと戻ってきたユンガーはその足で、〝白銀の館やかた〟とも呼よばれる王おう城じようグロースターへと向かいます。その名のとおり、陽光を浴びて白はく亜あに輝かがやく、美しい城しろです。

ユンガー：じゃあ、懐なつかしそうにその城を見上げながらつぶやきます。（シリアスな声で）半年ぶりか……王都に戻るのもひさしぶりだな。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：こういうとき、声優さんはずるいよね（笑）。

エルザ：セリフの言い方とか、格かつ好こういいですからね～。

ＧＭ：うんうん。しかし、そんなユンガーの思いを知らない門もん衛えいが、城の門へと近づいてくるユンガーに詰きつ問もんしてきます。「このグロースターに何か用か？」

ユンガー：黙だまったまま、門衛の人にノーデンスの証あかしである指輪を見せます（笑）。

ＧＭ：「し、失礼しましたっ!!」　槍やりをビシっと構かまえると、慌あわてたように門衛はユンガーに敬けい礼れいして、道を空けます（一同笑）。

ダイン：さすがノーデンス（笑）。

ユンガー：じゃあ、門衛に向かって軽く手を挙げて、城じよう門もんをくぐっていきます（笑）。

ツヴァイ：なんか、今日のユンガー隊長、むちゃくちゃ格好いいんだけど。

ＧＭ：アルディオンにおけるノーデンスの立場は高いですからねぇ。

ツヴァイ：やっぱり、格好つけずにノーデンスになった方がよかったか（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、そんなツヴァイの後こう悔かいは置いとくとして……。

ツヴァイ：えぇ[image: ][image: ][image: ]（笑）。

ユンガー：じゃあ、置いといて────。

ツヴァイ：置いとくなっ！（一同笑）

ユンガー：（しれっと）グリーナのところに行きます（笑）。

ツヴァイ：隊長が俺のこと無む視しした[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：では、いつも命令を受けている部屋へと向かうということで（笑）。そこは、ノーデンスのみが入ることを許ゆるされた部屋で、重じゆう厚こうそうな大きな扉とびらがあります。ユンガーがその部屋の扉の前に立つと、印章指輪が淡あわい光を放ち、自動的に扉が開いていきます。

ダイン：ギギギギギギ……（扉の開く音らしい）。

ＧＭ：そこは、城の城じよう壁へきのような真っ白い壁かべで囲まれたやや広めの部屋になっています。窓まどは一切なく、玉ぎよく座ざ以外の調度品も置かれていません。扉もふたつだけで、今ユンガーが入ってきた扉と、玉座の横にある扉だけですね。

ユンガー：部屋の中には誰だれかいますか？

ＧＭ：すでに四人のノーデンスがいて、一斉に部屋へ入ってきたユンガーを見やります。

ユンガー：どんな人たちがいるんですか？

ＧＭ：それはこんな方々ですっ！（ハガキや手紙をテーブルの上に出す）

ツヴァイ：おっ！　読者からの投稿だ。

ＧＭ：はい！　せっかくなので『アクロス』でも採用させていただきました。とりあえずは、このおふた方です。




　とゆ～ことで、「アルディオンの勇者募ぼ集しゆう！」宛あてに送っていただいた投とう稿こうの発表です！




ヒュー・レイド・ジークムント（14歳さい／男／ヴァーナ

投稿者：東京都　１３３５番目の男さん）

　サイラスの弟で子しを自じ称しようする狼族アウリルの少年。犯はん罪ざい者しやの息子むすことしての過か去こを持つが、サイラスに助けられたことで彼を兄あに貴きと慕したってノーデンスになった。クラスはウォーリア／ガンスリンガー。
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エルザ：サイラスさんに弟子がいたんですね（笑）。

ＧＭ：自称ですけど。今は独どく立りつしてひとりで行動しています。ちなみに、ドジっ子属ぞく性せいを持ち、周囲に無自覚で迷めい惑わくをかけるトラブルメーカーだそうです（笑）。

ツヴァイ：なんで、そんな危あぶないのがノーデンスになってるんだよっ！（一同笑）

ＧＭ：エル・ウォーデン王の懐ふところの深さではないかと（笑）。では、次。




ヴァージニア・クラム（24歳／女／ハーフフィルボル

投稿者：岐ぎ阜ふ県けん　木方優太きほう・ゆうたさん）

〝夜魔の短剣ナイトダガー〟というふたつ名を持つバルムンクに家族を殺され、その復ふく讐しゆうを誓ちかった女性。フィルボルの血を引いているため、年ねん齢れいよりも若わかく見える。クラスはプリースト／バード。
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エルザ：こちらは逆ぎやくに重い設せつ定ていですね。

ツヴァイ：なんという対照的なふたりだ（笑）。

ＧＭ：それもエル・ウォーデン王の懐の深さということで（笑）。で、ユンガーはこのふたり──ヒューとヴァージニアとは顔見知りです。このほかにもふたりのノーデンスがいますが、そちらについてはユンガーは知りません。

ダイン：ノーデンスは密偵のようなものですからね。顔を合わせたことがない者がいても、不思議ではないということですな。

ＧＭ：そういうことです。で、ユンガーに気がついたヴァージニアが真面目な顔で軽く会え釈しやくをして、ヒューも「ユンガーさん！」と名前を呼よんで駆かけ寄よってきます。

ユンガー：ひさしぶりだな。

ＧＭ：「はいっ！　ユンガーさんも元気でしたか？」　再さい会かいを喜ぶように笑顔で答えます。

ユンガー：なんとかな。それで、今回の招しよう集しゆうの理由は？

ＧＭ：「まだ分かりません。すぐにエル・ウォーデン陛へい下かとグリーナ様がこちらにいらっしゃるということですが……」　どうやら、ヒューも理由は知らないようですね。

ユンガー：そうか……。

ＧＭ：「でも、これほどの人数のノーデンスを呼び出すなんてなにがあったんでしょうか？」と、ヴァージニアがふたりの会話に割わり込こんできます。

エルザ：五人で多いんですか？

ＧＭ：ノーデンスは基本単たん独どく行動なので、五人も集められることは滅めつ多たにないと思ってください。そんな感じでユンガーたちが話していると、玉座の脇わきにある扉が開き、ふたりの人物が部屋へと入ってきます。

ユンガー：ふたり？

ＧＭ：そう。ひとりはノーデンスの上司であるグリーナ・デュランタリエ。そしてもうひとりは、もちろんエストネル王国の国王──。

ダイン：（大声で）エストネル国王、エル・ウォーデン様、ご出しゆつ座ざ[image: ][image: ][image: ]。

[image: ]

一同：えぇええええええっ!?

エルザ：なんでそうなるんですかっ！（一同笑）

ＧＭ：どこの北きた町まち奉ぶ行ぎようかっつーの（笑）。

ツヴァイ：いや、つい（笑）。

ユンガー：ところで、グリーナってどういう人なんですか？

ＧＭ：さっきも言ったようにノーデンスを取り仕切っている人で、エル・ウォーデンに仕えている近この衛え騎き士しです。種族はヒューリンで、女性です。

ユンガー：女性の騎士なんですね。

ＧＭ：そして、年齢は六〇歳くらい。

一同：ろ、六〇歳っ!?

ＧＭ：ええ。しかし、美しい白はく髪はつと、皺しわはあれど整った面立ちの美人という印象の女性ですよ。背せ筋すじもしゃんとしていて、両りよう手て剣けんを軽々と扱あつかいます。

ツヴァイ：豪ごう快かいな婆ばあさんだ（笑）。

ＧＭ：とはいっても、もうそれなりの年齢なので、エル・ウォーデン王も現げん役えきを退しりぞくように言っているのですが、グリーナはそれを頑がんとして聞かず、六〇歳ながらもいまだ現役続行中です（笑）。

エルザ：豪快なだけでなく、頑固な感じですね（笑）。

ツヴァイ：若い者にはまだ任せてはおけんっ！　とか、いう感じ？

ダイン：エル・ウォーデンも大変ですな（笑）。

ＧＭ：（笑）。とまぁ、そんなふたりが部屋に入ってくると、ノーデンスたちはみな跪ひざまずいて、臣下の礼を取ります。

ユンガー：私も、もちろん跪きます。

ＧＭ：そして、エル・ウォーデン王は玉座に着くなり、こう告げます。「諸しよ君くんらもすでに聞き及およんでいるとは思うが、近年になってバルムンクに関係があると思わしき事じ件けん、およびその予よ兆ちようが頻ひん発ぱつしている」

ユンガー：まぁ、〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟もそうだったしな。

ＧＭ：ユンガーの言葉にグリーナは大きくうなずきます。「特にここ数ヶ月、アルディオンの各地でバルムンクと思おぼしき連中の動きが活発化しています。そこで、みなさんには、それぞれいくつかの件の調ちよう査さ、対たい応おうをしていただきます」

ユンガー：そういうことか。

ＧＭ：ええ。で、グリーナは調査すべき内ない容ようの概がい要ようと担たん当とう者しやを読み上げていきます。だいたいこんな感じですね。




①レイウォール王国の王都で暗あん躍やくする仮か面めんの男の調査

[image: ]

ツヴァイ：おっ！　これ、『無印』に出した奴やつだ（笑）。

エルザ：キンバリーを魔ま獣じゆう化かさせた仮面の人物ですね。

[image: ]

ＧＭ：そういえば、キンちゃんってどうなったんだっけ？

ツヴァイ：逆ぎやくモヒカンになったまま、行方ゆくえ不明だったような気が（笑）。

ＧＭ：あ、哀あわれだ……。




②ゴルフォード王国の兵器開発の噂うわさ

エルザ：これは『ブレイク』の二巻の話ですね。

ダイン：確か〝ファイアアロー〟と呼ばれるバルムンクの陰いん謀ぼうだったはず。
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ツヴァイ：タクサンノごーれむト戦ッタ。恐カッタ……。

ＧＭ：なんで片かた言ことなんですかっ!?（一同笑）

ツヴァイ：それだけ大変だったってことなんだよ（←『ブレイク』で、ＰＣのアンソンとして戦っているため）。




③ラングエンドの雇やとった傭よう兵へい隊たいブラックヴァイスの調査

ユンガー：ブラックヴァイス？　初めて聞く名前ですね。

ＧＭ：はい、初登場です。

エルザ：これも投稿ですか？

ＧＭ：ええ、埼玉県のSHOCK．Sさんの投稿です。シャオリーという名の女性に率ひきいられていて、お金よりも殺しを目的としていると噂される悪名高い傭兵隊です。

ツヴァイ：なんか、戦うことになりそうな予感がする（笑）。




④グラスウェルズ王国のエーデン伯はく領にて目もく撃げきされた、獣けもの型のエクスマキナの調査

ダイン：これは矢野君の小説ですね？

ＧＭ：そうです。小説は富士見ファンタジア文庫から発売中で～す（笑）。

ユンガー：それで、私はどの任にん務むに就つくことになるのですか？

ＧＭ：グリーナはユンガーの瞳ひとみをじっと見つめたあと、意を決したように言います。「あなたには旧きゆうアヴェルシアのラドフォード伯領へと向かってもらいます」

[image: ]

ユンガー：ラドフォード伯領？

ＧＭ：「つい先ほど、ラドフォード伯の別べつ荘そうが襲しゆう撃げきを受けたとの情報が届とどきました。しかも、その襲おそってきた相手というのが、あなたと因いん縁ねんのある〝火焔剣フランベルジユ〟のアインとのこと」

ツヴァイ：やっぱりアインかっ！

ＧＭ：「なんとか撃退はしたそうですが、再さい度どの襲撃も予想されます。あなたのお仲間にも手伝ってもらった方がよいでしょう」

ユンガー：分かりました。仲間にはすぐに連絡を取って、現げん地ちで合流するようにします。

ＧＭ：「よろしく頼たのみます」

ユンガー：ところで、仲間にはどうやったら連絡が取れますか？

ＧＭ：アニマルメッセンジャーというアイテムがあります。動物を使って、手紙を送ることができるというもので、小説ではナーシアが黒くろ蛇へびを使ってアルに手紙を送っています。

[image: ]

ユンガー：なるほど。じゃあ、私は森っぽい感じでカブトムシにします。

エルザ：森っぽい？

ユンガー：エルフですから（笑）。

一同：あ、なるほど（笑）。

ユンガー：名前はロンガーで。

ＧＭ：ロンガー？

ユンガー：カブトムシだけに、ストロンガーから名前をお借りしました（笑）。

ダイン：なるほど！　それでロンガー！（笑）

ツヴァイ：い、今時、分かるかそれ……？（一同笑）

ダイン：しかし、我われ々われに連絡を取るためにはもう一匹ぴき必要かと。

ユンガー：じゃあ、もうひとつアニマルメッセンジャーを買います。名前はランガーということで（笑）。

ツヴァイ：ユンガー、ランガー、ロンガー（一同笑）。

エルザ：なんか語ご呂ろがいいですね（笑）。

ユンガー：話はこれで終わりですか？

ＧＭ：「ええ。あとは各自の判はん断だんと裁さい量りように任まかせます。質問がなければ、至急それぞれの任務地へ向かってください。解散！」

ユンガー：では、エル・ウォーデン王とグリーナに一礼したら部屋を出て行きます。

ＧＭ：「ユンガーさん、気をつけてくださいね」　退出しようとするユンガーを、心配そうな顔でヒューが見送ります。

ユンガー：大だい丈じよう夫ぶ、無茶するつもりはない。ヒュー、それにヴァージニアこそ気をつけてな。

ＧＭ：「はいっ！」「大丈夫よ」　ふたりが笑って答えます。と、そこにエル・ウォーデン王が声をかけてきます。「ユンガー」

ユンガー：（怪け訝げんそうな声で）なんでしょうか、陛下。

ＧＭ：「どうやら時代が動き出そうとしているようだ。今後の動向も踏ふまえ、慎しん重ちように行動することを望む──みなもな」

ユンガー：（渋い声で）心得ております、ご安心を。では、行って参ります。







◆Opening 02◆ひとつの事件を終えて




ＧＭ：さて、次はエルザのシーンです。アルやナーシアと協力して、ギルマンの手から取り戻した荷物を、無事に取引先に引き渡わたし終わったところです。ですから、エルザは今、グラスウェルズ王国のドールセントにいます。

エルザ：アルくんやナーシアさんは？

ＧＭ：荷物の納のう期きが迫せまっていたので、事件の後始末をアルやナーシアに任まかせて、エルザだけ先にドールセントにやってきたという感じです。

エルザ：アルくんならきっと大丈夫ですよね？

ＧＭ：この件に関しては──ですけど。なにしろ、このあと小説の一巻（『ルーズ・ソードマスター』のこと）に繋つながって、ひどい目に遭うわけですから（笑）。

エルザ：そこまでは私のせいじゃありません（きっぱり）。じゃあ、アルくんのことは放っておいて──。

ツヴァイ：あ、見み捨すてた（笑）。

エルザ：え？　見捨ててなんていないですよ。アルくんなら大丈夫と思っているだけです。さて、シェルドニアン学園の先生たちのお土産みやげを買いに行きま～す（笑）。

一同：ひ、ひでぇ───っ！（笑）

ツヴァイ：アルよりもお土産が大事とは……。

ダイン：うむ。アルが家族のことを避さけている理由が、なんとなく分かった（笑）。

エルザ：そんなことよりも、グラスウェルズの名物ってなんでしょう？

ツヴァイ：確か、ラーメンがあったような……。

エルザ：え？　ラーメン？

ツヴァイ：うん。アルが『無印』の四巻で食べてた。

ＧＭ：な、なんでグラスウェルズにラーメンがあるんですか？

ツヴァイ：さぁ（笑）。あと、まんじゅうとかお好み焼きも売ってたな。

ユンガー：ま、まんじゅうっ!?

ダイン：お好み焼きっ!?

ツヴァイ：あ、ケバブもあったぞ。

一同：なんでケバブ売ってるんだっ!!

ＧＭ：グ、グラスウェルズのイメージがぁ～。『無印』の四巻で何があったんですかっ!?




　収録のとき、もちろん『裏切りのマリオネット』は発売されていません。




ＧＭ：きくたけさん？

ツヴァイ：ん？

ＧＭ：（引きつりながら笑顔で）と、とりあえず、あとでじーっくりと話し合いましょう。

ツヴァイ：お、おう（笑）。

ＧＭ：き、気を取り直して……。さて、そんな感じでエルザが──。

エルザ：ケバブ食べてます（一同笑）。

ＧＭ：ぶばっ！

エルザ：ま、まずかったですか？

ＧＭ：い、いえ（笑）。え～、エルザがケバブを食べながらお土産を買っていると──ブブブブブブブと、何かの羽音が聞こえてきます。

エルザ：ブブブブブ？

ＧＭ：キョロキョロと周囲を見回すと、エルザの頭上を旋せん回かいするようにカブトムシが飛んでいます。その足には丸めた小さい紙がくくりつけてあります。

エルザ：ユンガーさんから手紙っ！　（掌てのひらを差し出しながら）こっちおいで～（笑）。

ＧＭ：カブトムシはエルザの掌の上に留とまります。

エルザ：どっちの子かしら？

ユンガー：ロンガーの方です（笑）。

エルザ：じゃあ、ロンガーくんの足から手紙を取ります。いったい、何かしら？

ユンガー：（渋しぶく）ラドフォード伯の別べつ荘そうが襲われたらしい。

エルザ：（わざとらしく）な、なんですって[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ユンガー：（さらに渋く）襲撃してきたのはアイン。私もラドフォード伯領へ行くことになった。エルザも至急向かってくれ。

エルザ：お土産を全部キャンセルして、旅に必要なものを買います！（きっぱり）

一同：早っ!?（笑）

ＧＭ：と、エルザが慌あわてて買い物していると、うしろから声をかけてくる人がいます。「あれー？　エルザさん？」

エルザ：ん？　誰？

ＧＭ：エルザが振ふり返ると、そこには神しん官かん服ふくを着た金きん髪ぱつの優やさ男おとこが、恋人と偶然出会ったかのような、嬉しさに満ちた笑顔をエルザに向けて立っています。

エルザ：もしかして、サイラスさんですか？

ＧＭ：当たりです。「こんなところで会うなんてー、もしかしてオレとエルザさんは運命の糸で結ばれてる？」

エルザ：へ？

ＧＭ：「いや、へ？　じゃなくて。もしよかったら、その辺でお茶でもどうかなー。ちょっといい店、知ってるんだよねー」　サイラスは軽けい薄はくそうな笑顔で、エルザの手を取ります。

エルザ：ちょ、ちょっとっ！　サ、サイラスさんっ!?

ツヴァイ：エルザをナンパするとは……。

ダイン：命は惜おしくないと見える（一同笑）。

ＧＭ：「まだー、お茶飲むくらいの時間はあるでしょ？」

エルザ：え？　まだ？　それって……。

ＧＭ：「そういうこと」　エルザの言葉に、サイラスは軽くウィンクで返します。そして小声で──「バルムンクの動きが急に慌あわただしくなってきてね。それで、手て空あきのノーデンスに招集がかかって、それらを調べるように命令が出たんだよ」

エルザ：じゃあ、ラドフォード伯のところが襲われたのもっ!?

ＧＭ：「何か関係があるかもしれない。そっちにはユンガーが向かったんだよね？　オレもこれからグラスウェルズのエーデン伯を調べることになった」

エルザ：サイラスさんも？

ＧＭ：「まーね。まぁ、こっちはあくまでも噂だからたいしたことないと思うけどねー」

ツヴァイ：エーデン伯ってことは矢野くんの小説の話かぁ。このあと、サイラスは大変な目に遭あうんだよな（笑）。

ＧＭ：ええ。でも、このときのサイラスは、まだそのことを知らないのであった（一同笑）。




　サイラスがどんなひどい目に遭うかは、『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』でご確認ください。




エルザ：じゃあ、わたしも気をつけてくださいね、くらいしか言えませんね（笑）。あ、そうだ！　さっき買った旅用のものをいくつかサイラスさんに分けてあげましょう。

ＧＭ：「あ、ありがとー。やっぱり、もしかしてエルザさんってオレに気がある？」

エルザ：（にっこりと笑って）《ファイアボルト》も一いつ緒しよにいります？

ツヴァイ：恐こわっ!!（一同笑）

ＧＭ：エルザの満面の笑みに引きつりながら、サイラスはぼそっとつぶやきます。「それはちょっと遠えん慮りよしておこうかな。まだ命が惜しいからねー」

エルザ：（先生のように）うん、よろしい（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、お互たがいに無事だったら、エストネルでデートってことで」

エルザ：はい？

ＧＭ：「おっと、そろそろ行かないと。それじゃ！」　言いたいことだけ言って、サイラスはエルザにウィンクをして去っていきます（笑）。

ユンガー：やはり命は惜しくないとみえる（笑）。

エルザ：（ため息をつきながら）ほーんと、懲こりない人ですねぇ（笑）。







◆Opening 03◆母との回想




ＧＭ：では、次のシーンはツヴァイです。ツヴァイはダインと共にクロフトの街へとやってきたところです。

ツヴァイ：クロフトか……。なんだか懐なつかしいぞ（笑）。

エルザ：一巻以来ですからね。




クロフト

　旧アヴェルシア王国のほぼ中央に位置する鉱こう山ざんの街。第一巻においてＰＣたちは、この街をグラスウェルズ軍から解かい放ほうする手助けをした。
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ツヴァイ：せっかくなので、前に行った酒場へと向かおう。

ＧＭ：〝ミスリルの輝かがやき亭てい〟ですね。親父の名前はエリック。髭ひげ面づらのヒューリンで、当時（五年前）の年ねん齢れいは四〇過すぎ。

ダイン：私も登場していいんですか？

ＧＭ：いいですよ。ただし、ハンドアウトにも書いてあるけど、ほとんどがツヴァイの回想シーンになるから、最初と最後くらいにしか登場できませんが（笑）。

ダイン：ＯＫ、ＯＫ。

ツヴァイ：しかし、一巻ってことは五年前か──ってことは、エリックさんは、もうすぐ五〇歳くらいか？

ＧＭ：そうなりますね。厨ちゆう房ぼうから出てきたエリックの髭や髪かみに、白い物が混まざり始めているのが見て取れます。「ひさしぶりだな！　元気だったか？」

ツヴァイ：あぁ、なんとかやってるよ。しかし、ずいぶんと皺しわが増ふえたな（笑）。

ＧＭ：「ほっとけ！　お前もずいぶんでかくなったな」

ツヴァイ：前に会ったときは、まだ一六の子どもだったからな（笑）。

ダイン：また、お世話になります、ご主人。

ＧＭ：「あんたらならいつでも大だい歓かん迎げいだ。遠慮せずに好きなところに座すわってくれ。最初の一いつ杯ぱいはおごりにしてやるよ」

ダイン：かたじけない。

ＧＭ：みたいな会話のあと、飲み物や料理が出てくるのを待っている間に、ツヴァイの回想シーンとなります（笑）。

ツヴァイ：ぽわぽわぽわ～ん（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。具体的には三巻のエンディングの直後です。

ツヴァイ：確か、母さんにアインのことを聞いたところで終わっていたんだよな。

ＧＭ：そうです。そして、ベッドから半身を起こしていたツヴァイの母──イルマは、こうツヴァイに告げました。




「アインは……あなたの双ふた子ごの兄。そして、あなたとアインは──バルムンクの中ちゆう枢すうのひとりである〝折れたる魔剣ノートウング〟ヌルの息子なのです」




ツヴァイ：（棒ぼう読よみで）な、なんだって[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：そして、驚くツヴァイの目をじっと見つめながら、ツヴァイの母親であるイルマは言葉を続けます。「あなたとアインは、ヌルの代わり──次代のバルムンクの中枢を占しめる者となるべく生み出されたの」

ユンガー：生み出された？　ホムンクルスってことか？

ＧＭ：「いえ、ホムンクルスではないわ。専せん門もん的てきな説明は避さけるけど、計画の参加メンバーの中でただひとりの女性であった私と、ヌルの因いん子しを素もとにしてあなたたちは生まれたの」

ツヴァイ：じゃあ、俺は本当に母さんの子どもなのか？　あっ、今回からちょっと背せ伸のびして、一いち人にん称しようが〝僕ぼく〟から〝俺〟に変わってますんで（笑）。

ＧＭ：では、自分の記憶よりもちょっと大人びたツヴァイを複ふく雑ざつな思いで見ながら、イルマはコクリとうなずきます。「大丈夫。あなたもアインも、私がお腹なかを痛いためて産んだ子よ」

ツヴァイ：そっか……。それを聞いてホッとする。

ＧＭ：そんな様子のツヴァイに、意を決したようにイルマが言います。「あなたには、もうきちんと真実を話す必要があるわね」

ツヴァイ：真実？

ＧＭ：「そう。あなたが生み出された理由よ」　イルマは視し線せんを一度窓の外へと向けると昔むかしを懐なつかしむような、それでいて悔くやむような複雑な表ひよう情じようを浮うかべ、ゆっくりと語り始めます。「ヌルはバルムンクの中枢のひとりよ。その後こう継けい者しやとして、あなたとアインは生み出されたの。この計画は〝刻銘剣オルナ〟と呼ばれる人を中心に進められて、当時ホムンクルスの研究をしていた私も参加することになったのよ」

ツヴァイ：じゃあ、母さんもバルムンクだったのか？

ＧＭ：ツヴァイの問いを、イルマは悲しそうに肯こう定ていします。「そうよ。錬れん金きん術じゆつの研究の援えん助じよをしてくれるって話だったから……。それがバルムンクだって知ったのは、ずーっとあとのことだけど。こんなこと言っても、言いわけにしかならないわね」

ツヴァイ：……母さん。

ＧＭ：「話を戻もどすわ。あなたたちが生まれてから数年後、私は偶ぐう然ぜん聞いてしまった。あなたたちを戦わせて、生き残った方を〝ヌルの後継者〟にすることを……」

エルザ：それでツヴァイくんを連れて逃にげ出したんですね。

ＧＭ：そういうことです。「それを知った私は、あなたたちを連れて逃げ出したの。そのときに、コーレアにも協力してもらったわ。でも、アインは捕つかまってしまって……」
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ダイン：なるほど。つまり、自分を置いてツヴァイだけを連れて逃げたと思って、母親であるイルマのことをアインは憎にくんでいるというわけですね。

ユンガー：そういえば、三巻でイルマさんを殺してもかまわないって言ってたっけ。

ツヴァイ：となると、なんかアインもかわいそうな奴に思えてきたな。なんとか誤ご解かいを解といて、助けてやりたいぞ。あと、ヌルってどんな奴なんだろ。母さんは知らないの？

ＧＭ：その問いには首を振ります。「ごめんなさい。私も会ったことはないし、どこにいるかも知らないの。私が知っているのは、あなたたちを産むために使った因いん子しは、彼が持っていたという剣を元にしたってことだけ……」

ツヴァイ：つまり、ヌルが父親みたいなものってことか。

ＧＭ：そうなります。

ダイン：そのヌルの剣って折れていたりします？

ＧＭ：折れてないですね。イルマの記憶によれば、漆しつ黒こくの両手剣とのことです。

ダイン：そうですか……。

ユンガー：何か思いついた？

ダイン：いや、てっきりふたつ名の〝折れたる魔剣〟と関係があるのかと思って。

ツヴァイ：まっ、それはそのうち分かるだろう。よし、決めた！　まずはアインを説得して、奴からヌルについて聞き出してやる。バルムンクに属ぞくしているってことは、多少はヌルについて知っているに違ちがいない。

ダイン：説得して言うことを聞く相手なら、楽なんですけどね。

ツヴァイ：そこはぶん殴なぐってでも言うことを聞かせるさ（笑）。

ＧＭ：と、いう感じでツヴァイがイルマから話を聞いているシーンを思い出していました（笑）。そして、誰だれかが名前を呼よぶ声が聞こえてきます（と言って、ダインの方を向く）。

ダイン：なるほど。そうくるわけですね。では──ツヴァイ、どうしましたか？（一同笑）

ＧＭ：ご協力感かん謝しや（笑）。と、ダインの声が聞こえてきたところで、酒場の喧けん騒そうも戻ってきます。

ダイン：大丈夫ですか？　もし、気分が優すぐれないならば、すぐに休んだ方がいいかと。

ツヴァイ：大丈夫、大丈夫。ちょっと回想シーンしていただけだから（一同笑）。

ダイン：妄もう想そうもほどほどにお願いします。

ツヴァイ：妄想じゃねぇ！（一同笑）

ＧＭ：とまぁ、そんな感じでツヴァイとダインがやり合っていると、みなさんに声をかけてくる女性が現あらわれます。ということで、次はダインのシーンとなります。







◆Opening 04◆バルムンクを追う者




ＧＭ：では、最後はダインのシーンで、そのまま前のシーンの続きとなります。ですので、場所はクロフトの町の〝ミスリルの輝き亭〟。ダインとツヴァイの両方が登場です。とゆーわけで、見知らぬ女性が声をかけてきます。「ご一いつ緒しよさせていただいてもよろしいですか？」

ツヴァイ：わざわざ相席しにくるの？

ＧＭ：ツヴァイが回想している間に、すべてのテーブルがお客で埋うまってしまったようです。

ダイン：どれだけ長く妄想していたんですか？

ツヴァイ：だから、妄想じゃねぇって！（一同笑）

ダイン：この女性がハンドアウトにあったノーラさんかな？　まぁ、断ことわる理由はないので、どうぞと言ってちょっと席を詰つめましょう。

ＧＭ：「ありがとうございます」　その女性は優ゆう雅がに会え釈しやくをすると、空いている席に座すわります。年齢は二〇代半ばといったところで、腰こしまである長い艶つややかな黒くろ髪かみに透すき通とおるような白い肌はだの美しい女性です。やや大きく胸むねの空いた服を着ているためか、清せい楚そというよりも艶やかな印象を受けます。その胸に聖せい印いんが輝かがやいているところをみると、おそらく神官でしょう。よく見れば、洋服も神官服をアレンジしたものであることが分かります。

ダイン：ほぉ、神官ですか。

ＧＭ：神官というには、ちょっと色っぽい感じがしますが（笑）。で、その女性もダインが神官であることに気がついたのか──「お見受けしたところ、太陽神にお仕えしている神官のようですが、どちらの神しん殿でんにお務つとめですか？」

ダイン：私はエストネル大神殿の神官でダインと申します。そして、こちらが……。

ツヴァイ：ツヴァイ。ご覧のとおり傭兵だ。で、あんたは？

ＧＭ：「ご挨あい拶さつが遅おくれて申しわけございません。わたくしはカムロートの神殿に務めているノーラと申します」　ぶしつけな質しつ問もんをしてしまったことを恥はじるように、頬ほおを赤らめながらノーラは答えます。
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ダイン：いや、だからまたそういうフラグは立てなくていいから（一同笑）。

ＧＭ：あ、大丈夫、大丈夫。今回はそういう話じゃないから（笑）。

ツヴァイ：でも、カムロートの神官が、なんでこんなところにいるんだ？

ＧＭ：すると、ノーラは意味ありげな微笑ほほえみを浮かべて聞いてきます。「伝説や伝でん承しようといったものにちょっと興きよう味みがありまして、その調べ物といったところです。ダイン様も旅の途と中ちゆうのご様子ですが、それなら伝説や伝承などをお聞きになることも多いのでは？」

ツヴァイ：な、なんかむちゃくちゃ怪あやしいんだけど（笑）。

ダイン：ここはもうちょっと引き出してみますか。どのような伝説を求めておいでですか？

ＧＭ：少々ためらいながらも、ノーラはひとつの言葉を口にします。「……バルムンク」

ツヴァイ＆ダイン：……え？

ＧＭ：「バルムンクという組そ織しきについてご存ぞんじありませんか？」

一同：え────っ！

ツヴァイ：さ、さらっとバルムンクとか言ってるし！

ダイン：こ、これは何かの罠わな？（笑）

ツヴァイ：見た感じ、普ふ通つうの人ですよね？

ＧＭ：普通の人の定てい義ぎが難むずかしいけど、見ただけでは怪しいところはない（きっぱり）。

エルザ：十分、怪しいですって（笑）。

ダイン：さて、どうするか……。

ツヴァイ：いつでも抜ぬけるように、そっと手を魔導銃キヤリバーにかけておこう（笑）。

ダイン：とりあえず辺りに今の言葉を聞いている人がいないかを確かく認にんして、口止めしておこう。見ず知らずの者に、気軽にその言葉を口に出すものではありません。

ＧＭ：「それはどういう意味でしょうか？」　小首をかしげながらノーラが訊いています。

ダイン：命が惜おしければ、その言葉は信用できる者にしか言ってはいけないという意味です。

ＧＭ：「もしかして、あなた方はバルムンクについて何かご存じなのですか？」　それまでは優やさしい笑顔だったノーラの表情が、みるみるうちに厳きびしいものになっていきます。

ダイン：む？　やはり罠だったか……。

ツヴァイ：それはどういうことなんだい？

ＧＭ：しかし、ツヴァイの問いにノーラは答えません。

ダイン：あなたこそ、何をご存じなのですか？

ＧＭ：「バルムンクはわたくしの仇かたきです」

ツヴァイ：仇？

ＧＭ：「はい。彼らはわたくしの家族を、友人を、そして故こ郷きようを奪うばったのです」

ダイン：なるほど。いかにもありそうな話ですが……。いきなり旅の者に向かって、バルムンクなんて言葉を出してくるところが怪しすぎる（一同笑）。

エルザ：ダインくん、うがちすぎ（笑）。

ダイン：いや、我々の立場からすると警けい戒かいしすぎるに越こしたことはないのですよ。しかし、判断材料が少なすぎますね。とはいえ、あまりやるとやぶ蛇へびになりそうな予感（笑）。

ツヴァイ：ダイン、どうする？

ＧＭ：と、重たい空気が流れるなか、ブブブブブブ……と音が聞こえてきます。

ユンガー：あ、ランガーが来た（一同笑）。

ツヴァイ：ダイン！

ダイン：分かってます。むぅ、やむを得ません。ここは急用ができたということで、席を外しましょう。まだ、オープニングですし（笑）。

ツヴァイ：メタなこと言うな（一同笑）。

ＧＭ：おっと！　では、席を立って出て行こうとするふたりに、ノーラが慌あわてて声をかけます。「わたくしはカムロートのクリスタという街で、〝崩ほう都と〟ベルリールの研究をしている賢けん者じやレギン・バスカヴィル師のお手伝いをしております。もし、近くに立ち寄よることがありましたら、バルムンクについてもう少しくわしいお話をお聞かせください」

ダイン：分かりました。それでは失礼します。ということで、小こ銭ぜにをテーブルの上に置いて、店を出て行きます。

ツヴァイ：また、来るぜ！

ＧＭ：「おう！　今度はもっとゆっくりしていけよ！」　厨ちゆう房ぼうの奥おくから聞こえてくるエリックの声をバックに、ふたりは〝ミスリルの輝き亭〟をあとにしました。

ダイン：手紙の内容は、エルザさんと同じですよね？

ユンガー：同じです（笑）。

ツヴァイ：クロフトからなら割わりと近いな。まっ、行かないわけにもいかないしな。

ダイン：そうですね。しかし、彼女はいったい……。

ＧＭ：と、ノーラの正体は謎なぞのままで、オープニングは終しゆう了りようとなります（笑）。

ツヴァイ：謎過すぎるわっ！（一同笑）







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆黄金の狼おおかみ




ＧＭ：では、ミドルフェイズへと移うつりましょう。このシーンのシーンプレイヤーはユンガーとなります。舞ぶ台たいは一転変わってラドフォード伯はく領りよう──ここからは全員、登とう場じよう判はん定ていで登場することができます。【幸運】で難なん易い度ど７。登場したい方は申告してくださいね。

一同：はーい。

ＧＭ：さて、ラドフォード伯はくの別べつ荘そうへとやってきたユンガーが見たものは、激はげしい戦せん闘とうの痕こん跡せきです。死体や怪け我が人にんの姿すがたこそないものの、館やかたの壁かべに撃うち込こまれた銃じゆう弾だん、魔ま法ほうによってえぐられた地面、あちこちに残る乾かわいた血の跡あと──。

ユンガー：こりゃまた、ずいぶんと派は手でにやったようだな。

ＧＭ：ぽつりとつぶやくユンガーの視し界かいに、ピンクブロンドを短くカットした女じよ性せいの姿が映うつります。年ねん齢れいは二〇歳さいくらい。革かわ鎧よろいを着込んで、慌あわただしく敷しき地ち内ないを走り回りながら、てきぱきと従じゆう者しやに指し示じを出しています。

ツヴァイ：その女性って……もしかして、ミリアか？

ＧＭ：当たりです（笑）。

ツヴァイ：そっか、ミリアも二〇歳なのか。

ＧＭ：正確にはツヴァイと同い年なので、二一歳ですね。

ユンガー：もう、すっかり大人って感じですか？

ＧＭ：そうですね。背も伸のびて、容よう姿しも大人っぽい雰ふん囲い気きになっています。

エルザ：熟うれ熟れって感じですね（笑）。

一同：熟れ熟れっ!?

ダイン：すごい表ひよう現げんだ（笑）。

ＧＭ：熟れ熟れかどうかはともかく、少女っぽさが抜ぬけて、大人の女性という感じにはなっています。と、ユンガーが来たことに気づいたミリアが声を上げて、駆かけ寄ってきます。「あっ！　ユンガー隊長！」

ユンガー：ひさしぶりだな、ミリア。だが、もう隊長と呼よぶのはよしてくれないか。私はもう隊長ではないのだから。

ＧＭ：するとミリアは笑顔で答えます。「ボクにとって、ユンガーさんとカテナさんはいつまでも隊長なんだよ」

[image: ]

ツヴァイ：大人っぽくなっても〝ボク〟かよっ！（一同笑）

ＧＭ：当たり前じゃないですか（きっぱり）。

ツヴァイ：……。

ＧＭ：なにか？

ツヴァイ：ごめん、俺が悪かった（一同笑）。

エルザ：でも、いつまでも隊長っていうミリアちゃんの気持ち、分かる、分かる（笑）。

ユンガー：ふっ、そこまで言われたら、断ことわる理由はないな。しかし、ずいぶんと派手にやられたようだが……。

ＧＭ：ユンガーの言葉に、ミリアはため息をつきながら周囲をぐるっと見み渡わたします。「まぁ、ね。お父様とボクもこっちじゃなくて、城しろの方にいたから……」

ユンガー：そうなのか……。じゃあ、マリア様とウィルフレッド様は？

ＧＭ：「ふたりは大だい丈じよう夫ぶ。コーレアがいたから……。でも、コーレアが……」悔くやしそうにうつむくミリアの声が細くなります。

エルザ：えっ……っ!?

ツヴァイ：まさか死んだっ!?

ＧＭ：え？　あ、いや死んではないですよ。ここで死んじゃうと『無印』に登場できなくなるし（笑）。

ツヴァイ：あ、そりゃそうか（笑）。

エルザ：ほっ（笑）。

ユンガー：なるほど。積もる話もあるが、あまりのんびりしている余よ裕ゆうはなさそうだな。とりあえず、そのときの状じよう況きようをコーレアから聞きたい。話はできるのか？

ＧＭ：「うん、大丈夫。怪我はしているけど、話くらいならできるから」　ミリアはその場にいる従者に指示を与あたえると、ユンガーをコーレアの部屋に案内してくれます。

ダイン：では、私はユンガー殿どのよりも一足先にここに到とう着ちやくしていて、コーレアの部屋にいることにしたいんですが。

ツヴァイ：あ、それいい！　俺おれも俺も（笑）。

ＧＭ：では、登場判定をどうぞ。




　この登場判定にはふたりとも成功する。




ＧＭ：では、ミリアに案内された部屋の中には、ベッドの上で上半身だけ起こした状じよう態たいのコーレア、それとツヴァイとダインがいます。

ツヴァイ：隊長！

ユンガー：お前たち！　もう来ていたのか。

ツヴァイ：ちょうど、この近くのクロフトの町にいたもんだから（笑）。

ダイン：ユンガー殿から連れん絡らくを受けて、すぐにこちらに参りました。

ユンガー：それで、コーレアの様子は？

ダイン：えーっと──どんな感じなんでしょう？（笑）

ＧＭ：身体からだのあちこちに怪我はしているけど、命に別状はないって感じですね。ただ、身体を激はげしく動かすような運動などはムリ。戦える状態ではありません。

ダイン：と、いう感じです（一同笑）。

ユンガー：なるほど。大丈夫か、コーレア？

ＧＭ：「はい。なんとか、という感じですが……。おひさしぶりです。ユンガーさん」　ベッドの上で、コーレアがユンガーに一礼しますが、その瞬しゆん間かん、やはり痛いたみがあるのか、うっ、とかすかに呻うめき声を上げます。

ユンガー：ムリするな、コーレア。なにがあったのか、話を聞かせてもらうだけでいい。

ＧＭ：「分かりました。あれは──」




　コーレアの話を要約すると以下のとおりだった。

　何の前まえ触ぶれもなく、ツヴァイによく似にた顔を持つ戦士が、仮か面めんをつけた一いち団だんを率ひきいてこの別べつ荘そうを襲おそってきたらしい。ツヴァイにそっくりなその戦士はアインと名乗り、この別荘にある竜りゆう輝き石せきの引き渡わたしを要求したという。

　もちろんこの要求を飲むことなどできるはずもなく、別荘の警けい備び兵へいたちが応おう戦せんするも、彼らでは歯が立たず、火か焔えんにも似た刃やいばを持つ二振ふりの長ちよう剣けんを自じ在ざいに操あやつるアインには、コーレアでさえかなりの苦戦を強いられた。




ＧＭ：「──しかし、不思議なことにアインは、自分の部下が全員倒たおれたところで、また来る、と言い残して去ったのです。あのまま戦えば、私に勝てたであろうはずなのに……」

ツヴァイ：また来る、か……。

ユンガー：アインは我われ々われに〝王威の竜輝石〟を預あずけておくと言っただけだからな。竜輝石が必要になった──ということだろう。

ダイン：しかし、コーレアでさえ歯が立たないとは……。レイウォールの動きは？　さすがに属ぞく領りようとはいえ領りよう地ち内で騒そう動どうがあったら、何か動きがあるのでは？

ＧＭ：ラドフォード伯の対たい応おうが早かったためか、レイウォール側には伝わっていないそうです。まぁ、それもあってラドフォード伯はオブライエン城じよう（＊）から動けないわけですが。

ダイン：なるほど。

ユンガー：ということは、次の襲しゆう撃げきは我々だけで何とかしないといけないわけか。

一同：う[image: ][image: ]ん。

エルザ：でも、アインってけっこう強そうですよね。

ダイン：（『アクロス』三さん巻かんを見ながら）25レベルのコーレアでさえ、勝てない相手ですからね。




『アクロス』三巻第七話で、ＰＣたちはコーレアと戦っています。そのときの彼女のエネミーレベルが25でした。

　もっともこのときは、コーレアを操っていた〝硝子剣グラスソード〟のノルスティンにダメージを与えることで、彼女の意識を取り戻すことに成功したため、コーレアと最後まで戦うことはありませんでした。

　まともに戦っていたら、かなり大変なことになっていたはずです。




ツヴァイ：まぁ、こっちが四人がかりでやればなんとかなるかもしれないが……。どちらにしても、ミドルフェイズからいきなり大変なことになりそうだぜ、こりゃ。

ダイン：しかし、コーレアを倒せそうだったのに、また来るとはおかしな話ですね。

ユンガー：コーレアを倒して、そのまま竜輝石を奪うばえばいい話だからな。

ダイン：もしかしたら、ツヴァイを呼よび出すためかもしれませんよ（笑）。

ツヴァイ：がーん。お、俺のせい？　俺のせいなのか!?（一同笑）

ユンガー：どちらにせよ、また来るようなら何らかの策さくを練らないとならんな。

ツヴァイ＆ダイン：はい。

エルザ：（突とつ然ぜんに大声で）あ──っ！

一同：ど、どうしました？

エルザ：登場するの忘わすれてました（一同笑）。

ツヴァイ：忘れてたのかっ！

ユンガー：格好よく登場できるタイミングを狙ねらっていたのかと思ってました（笑）。

エルザ：あはははは（笑）。

ダイン：素すで忘れていたらしい（笑）。

ＧＭ：どうします？　ここで登場します？　一いち応おう、このあとにも登場できるシーンは設もうけてありますけど。

エルザ：そ、そうですね。ここで登場しても何となく間ま抜ぬけな感じがするので、そっちにします（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいです。それでは、ここでこのシーンは終了します。





（＊）オブライエン城　ラドフォード伯の城。現在（帝紀八一二年五月）はレイウォールから代官が派遣されているが、ラドフォード伯はその代官のオブザーバーとして城に詰めている。









◆Middle 02◆闇やみでうごめくもの




ＧＭ：さて、次はマスターシーンとなります。どこかは分かりませんが、薄うす暗ぐらい部屋の中でアインが何者かと話をしている──というシーンです。

一同：何者か？

ツヴァイ：相手は誰だれ？

ＧＭ：フードのようなものを目ま深ぶかにかぶっているので、顔は分かりません。その姿は魔法によるものか、ホログラムのような立体映えい像ぞうで映うつし出されたもので、声も男だん性せいなのか、女性なのか、年ねん齢れいはどのくらいなのかすらも分からないように細工されています。さて、そのホログラムの人物は開口一番、アインに向かってこう言います。「いったい、どういうつもりだ？」

ユンガー：もしかして今回の事じ件けんってアインの独どく走そうか？

ＧＭ：「お前にはツヴァイの始末を命令してあるはずだ。もはや、何の意味もないラドフォード伯の別荘を襲撃するなど……」

エルザ：あれ？　この人何も知らないの？　もしかして、へっぽこな人？

ＧＭ：え？　へっぽこっ？

エルザ：え？　ほら、よくいるじゃないですか。部下に裏うら切ぎられて、死んじゃう悪の秘ひ密みつ結社の幹かん部ぶとか（笑）。

ツヴァイ：あ、あぁ！　確たしかにいるいる（笑）。

ＧＭ：そういう意味ではそうですね。アインは〝王威の竜輝石〟がラドフォード伯のところにあることを報ほう告こくしていないようです。

ツヴァイ：報告してないのかよっ！

ＧＭ：ええ。その証しよう拠こにアインはきっぱりとこう言い切ります。「確かにあそこには、なにもありません」

一同：本当だっ！（一同笑）

ＧＭ：「だが、我々には意味がなくとも、ツヴァイにはあるのですよ。彼がエストネルにいては手が出しにくい。そこで、私はこの地にツヴァイをおびき出したまでのこと」

ツヴァイ：本当に俺が原げん因いんなのかっ!?

ダイン：そのようですね（笑）。

ツヴァイ：ちっ！　アインにみすみすおびき出されたってことかよ。

ＧＭ：そういうこと。ただし、プレイヤーは知っていても、ＰＣは知らないことなので注意してくださいね（笑）。

ツヴァイ：うぉ──っ！　なんてこったい！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。そして──。




　アインの言葉に、ホログラムの人物はしばし思案を巡めぐらせる。

　短くも、そして長くも感じられる沈ちん黙もくののち、彼、あるいは彼女は口を開いた。

「お前自身の思おもわくがあってのことなのだな？」

　フードによって顔が隠かくれているはずなのに、心の中まで見通すかのような視し線せんをアインは感じていた。だが、それで動じるアインではない。

「そのとおりです。ツヴァイの存そん在ざいこそが計画の要かなめ。だからこそ失敗は許ゆるされない。予想どおり、獲え物ものが網あみにかかったと先ほど連絡もありました」

「ふん。そこまで言うのであればよかろう。すべてお前に任まかせる」

　それだけ言うと、その姿は揺ゆらぎ、空間に溶とけるように消えた。

　部屋の中にひとり残ったアインは、彼にツヴァイを殺せと命じた人物が映し出されていた場所をじっと見つめたままつぶやく。

「ツヴァイを始末しろですか……。しかし、あなたの思わくどおりになるでしょうか。私はあなた方の計画をすでに知っているのですよ」




ツヴァイ：そういえば、アインは俺を殺さないように動いてるんだっけ。

エルザ：はい。三巻のマスターシーンで、アインがそんなことを言ってました。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス③　狼の魂、竜の光』の[image: ]ページを参照のこと。




ツヴァイ：う～ん、これはどういうことだろう？

ユンガー：アインに命令を出している人はツヴァイを殺せと命じている。でも、アインはツヴァイを殺したくない？

ダイン：それぞれに思わくがありそうですけどね。

エルザ：きっとこれは、兄弟愛ですよ！

一同：きょ、兄弟愛っ!?

エルザ：そうですよっ！　兄であるアインが弟のツヴァイくんのことを想っているってことじゃないですか？

ツヴァイ：兄弟愛……兄弟愛なのかなぁ。

ダイン：どこか違ちがうような気がする（笑）。

ＧＭ：と、バルムンク内でもさまざまな思わくが絡からんでいる様相を見せつつ、このシーンは終了となります！（笑）







◆Middle 03◆襲撃！




ＧＭ：では、ＰＣたちのシーンに戻もどりましょう。キミたちがアインの襲撃について、あれこれ推すい測そくしているというミドルフェイズのシーン１の続きとなります。

ツヴァイ：続き？　ミドル開始そうそうアインが来る予感がするぞ（笑）。

ユンガー：獲物が網にかかったとか言っていましたしね。

ダイン：ということは……。

ＧＭ：「敵てき襲しゆうっ！　敵襲だ────っ！」

一同：やっぱりかっ！

ＧＭ：当然！　それと共に銃じゆう声せいや叫さけび声などが、窓まどの外から聞こえてきます。

ユンガー：銃声？

ダイン：おそらく三巻でツヴァイのお母さんを助けるときに戦ったホムンクルスたちでしょう。アインが前に襲おそってきたときに、仮か面めんをつけた連中を率ひきいていたとコーレアが言っていましたから。

ツヴァイ：また、フィーアかよ！　あいつら嫌いやなんだよな～。俺と同じ顔しているから。

ダイン：しかしまずいですね。エルザさんが到とう着ちやくする前に襲撃されるとは……（と、言いながらエルザに視し線せんを向ける）。

エルザ：はい？

ツヴァイ：なるほど（笑）。大だい丈じよう夫ぶだよ、ダイン。エルザさんなら絶ぜつ対たいに来てくれるって（ツヴァイも視線を向ける）。

エルザ：え？

ツヴァイ：いや、戦闘の最初に登場して欲しいなぁ～と（笑）。

エルザ：あっ！　分かりました！　そういうことですね（笑）。

一同：うんうん（笑）。

ＧＭ：では、ＰＣ同士の意思の疎そ通つうが取れたところで、戦せん闘とう開始！（笑）

ユンガー：よし、行くぞ！

ＧＭ：「みんな、気をつけて！　わたしは念のためにお姉様とウィルくんの方に行くから」

ツヴァイ：おうっ！

ダイン：おや、一いち人にん称しようがボクからわたしに変わってますね（笑）。

ツヴァイ：え？

ＧＭ：「そ、そんなこといいからっ！」　ダインの言葉に頬ほおを真まっ赤かに染そめながら、ミリアは起き上がるコーレアに肩かたを貸かします。「さ、コーレアさんもこっちへ」

ユンガー：（ミリアとツヴァイを交こう互ごに見ながら）なるほど、な。

ＧＭ：「な、何が〝なるほど〟なんですかっ！」　ますます頬が真っ赤になるミリア（笑）。

ツヴァイ：へ？

ユンガー：（ミリアの問いを笑顔で無視して）よし。館やかたの方はミリアに任まかせて、私たちは外に行くぞ。

ツヴァイ：な、なんだ？

エルザ：ほら、ツヴァイくんの前だから〝わたし〟なんですよ（笑）。

ＧＭ：当たり[image: ][image: ]（笑）。

ツヴァイ：そんな演えん出しゆついれるな──っ！（一同笑）

ＧＭ：いや、こういうのもラブコメっぽくていいかと思って（笑）。

ツヴァイ：よくないっ！（一同笑）

ＧＭ：まぁ、それはさておき。ユンガーの背せ中なかに向かって照てれ隠かくしの怒ど声せいを上げるミリアを残して、ユンガー、ツヴァイ、ダインの三人は館の外に出ます。すると、そこには前回も登場した……（三巻を開いて）こいつ、フィーアトルーパーが二グループいます。




フィーアトルーパー

　アインやツヴァイを素にして、バルムンクが作り上げたホムンクルス（人造生物）。

　魔導銃キヤリバーを使用する兵士タイプのトルーパーと、レールガンを使用する指揮官タイプのコマンダーの二種類に分けられる。

　常に仮面で顔を隠しているが、アインやツヴァイを元に作り上げたことからも分かるとおり、ふたりにそっくりな顔立ちをしている。

　ちなみに〝フィーア〟はドイツ語で〝４〟を意味する言葉である。

[image: ]




ツヴァイ：俺そっくりの魔導銃キヤリバー持ちの方か。

エルザ：本当に量産されて利用されてるんですねー。

ツヴァイ：いい加か減げん何度目かになるが、やっぱり自分そっくりな敵は、どうも苦手だな。

ユンガー：前回はなかなか苦戦させられたが……。

ツヴァイ：この三年間でこっちは２レベル上がってるし大だい丈じよう夫ぶですよ、隊長！（笑）

ユンガー：そうだな（笑）。

ＧＭ：では、戦闘を始めましょう！




●第一ラウンド

ＧＭ：フィーアトルーパー二グループは、一〇メートルほど離はなれた位置に、別々のエンゲージで配置されます。まずはセットアップからです。

エルザ：はい！　ここで登場しますっ！　登場判定は……（ダイスを振ふる）成功です！

ＧＭ：では、エルザは敵とエンゲージしていなければ、好きな場所に登場してください。これで登場判定が終わり。セットアップでスキルやアイテムを使う人は申しん請せいしてください。

エルザ：理知の宝ほう玉ぎよくを使用しますよ。ＭＰを３点消費して、これで行動値19になります。

ツヴァイ：今回はコマンダーがいないみたいだし、前回みたいなことにはならないだろう。

ダイン：エルザとツヴァイが先手を取れるならば、《ヘイスト》はいりませんね。

ＧＭ：こちらはセットアップでの行動はなし。とゆーことは、行動順番はこんな感じですね。




▼行動順番（セットアッププロセス終了後）

　①エルザ　　　　　　　　（行動値19）

　②ツヴァイ　　　　　　　（行動値15）

　③フィーアトルーパーＡ　（行動値12）

　③フィーアトルーパーＢ　（行動値12）

　⑤ユンガー　　　　　　　（行動値11）

　⑥ダイン　　　　　　　　（行動値９）
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ＧＭ：では、先手はエルザになります。

エルザ：はーい！　マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《ファイアボルト》！　……（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判定は23で、フィーアトルーパーＡに攻こう撃げきです！

ＧＭ：（ダイスを振る）回かい避ひは失敗！




　迫せまってくるフィーアトルーパーたちを迎むかえ撃うとうとツヴァイたちが身み構がまえたとき、その背はい後ごから突とつ然ぜん、巨きよ大だいな炎ほのおの矢が飛来し、襲しゆう撃げき者しやたちに襲おそいかかった。




エルザ：ダメージは11Ｄ６＋40点！　それ！（ダイスを振る）　ちょっと低いかな。〈火〉の魔法ダメージで81点です。

ＧＭ：それは一撃で沈しずみます（笑）。

エルザ：やった！（笑）

ＧＭ：炎の矢はフィーアトルーパーの一団だんに直撃すると、そのまま爆ばく炎えんと化し、彼らを炎で焼き尽つくします。い、一撃かい！

ツヴァイ：きっと、ツヴァイは何が起こったのか分からずに唖あ然ぜんとしているだろうな。な、なんだっ!?（一同笑）

ダイン：（さも、分かりきったような感じで）どうやら、到着したようですね（笑）。

エルザ：みんな、大丈夫？　遅おくれてごめんっ！

ユンガー：じゃあ、私もうしろを振ふり返らずにこう答えます。（渋しぶい、落ち着いた声で）いや、十分に間に合ったさ、エルザ。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：エ、エルザさんっ！（笑）

ダイン：相変わらず凄すさまじい威い力りよくですね。さすが〝炎の申し子〟（笑）。

エルザ：いつもこの魔法で、いたずらをする学生にお仕置きしていますからね（笑）。

一同：するなっ！




　学生相手に魔法を撃たないでいただきたい。




ツヴァイ：俺も負けてられねぇぜ！　マイナーで《フェイドアウェイ》を使って、フィーアトルーパーＢにエンゲージ。そして、メジャーで《バッシュ》！　命中判定は……（ダイスを振る）ぐあっ、出目悪っ!?

ダイン：ダイス四個こ振って、出目が２、２、２、４ですか。これは確かに悪い（笑）。

ツヴァイ：達たつ成せい値ちは23。でも、《ブレットレイブ》の効こう果かで、エンゲージしている敵のリアクションのダイスが１個減へるから、命中は確かく定ていかな（笑）。

ＧＭ：はい、命中です（笑）。ダメージをどうぞ。

ツヴァイ：７Ｄ＋28点で……（ダイスを振る）おっ、今度はなかなかの出目！　61点の物理ダメージ！

ＧＭ：勢いきおいをつけることなく、滑すべるようにフィーアトルーパーに近づき、銃じゆう弾だんをばらまくツヴァイ。しかし、全員を倒たおすことはできません。

ツヴァイ：ちっ！　ダメか……。

ＧＭ：そして倒れた者のなかには仮面が割われている者もおり、その隙すき間まからはツヴァイそっくりな顔が……。

ツヴァイ：その演出はいいっつーのっ！（一同笑）

ＧＭ：次はこっちの反撃の番！　エンゲージしてきたツヴァイを攻撃！　フィーアトルーパーたちの魔導銃キヤリバーが一いつ斉せいに火を噴ふく！




　だが、フィーアトルーパーの攻撃はツヴァイに命中するも、ダインの《プロテクション》によって傷きずひとつ与あたえることができない。

　そして、その隙すきをつくように攻撃したユンガーの矢を受け、フィーアトルーパーたちはあっという間に倒たおれる。




ユンガー：ふっ、たいしたことなかったな（笑）。

ＧＭ：くっ！　まさか一ラウンドで瞬しゆん殺さつとは……。もうちょっと数出してもよかったかな。

ダイン：いやいや、エルザさんがいたからこそですよ。というわけで、ありがとうございます、エルザさん（笑）。

エルザ：（慌あわてて）え？　ううん、こっちこそ遅れてごめんなさい。

ツヴァイ：しかし、こうして四人がそろうなんて、ひさしぶりなんじゃないか？

エルザ：ですね。みんな無事でよかったです。

ツヴァイ：だけど、こうして俺たちがそろうときって、戦いがあるときばっかだよな。

エルザ：そうですねー。ちょっとため息を吐ついちゃいます。

ツヴァイ：まあ傭よう兵へい団だんらしいっちゃ傭兵団らしいんだけどな（笑）。

ＧＭ：と、四人が再会を喜んでいると、ワシやタカなどの大型の猛もう禽きんにも似にた、翼つばさのはばたく音が頭上から聞こえてきます。

ツヴァイ：アインかっ!?

ＧＭ：もちろんそのとおり！　とゆーところで、次のシーンへと移ります！
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◆Middle 04◆交こう渉しよう




ＧＭ：さて、空から聞こえてきた羽ばたきに気づいた四人が天を見上げると、そこには炎の色にも似た赤い翼を広げたアインの姿すがたがあります。

ユンガー：来たか……。

ＧＭ：「やはりホムンクルス程てい度どでは相手になりませんか。まあ、そのぐらいの実力はなければ、こちらとしても困こまりますが」　アインは小こ馬ば鹿かにするような笑えみを浮うかべて言います。

エルザ：三年前とは一いつ緒しよにしないで！

ダイン：そうそう。あれから私たちも成長してますからね。

ツヴァイ：そんなことよりも、お前は何を企たくらんでいるんだっ！　素す早ばやく魔導銃キヤリバーを引ひき抜ぬいて、銃じゆう口こうをアインに向ける！

ＧＭ：するとアインはやれやれと肩をすくめながら──「血の気の多いのは三年経たっても変わらずですか……。落ち着いて人の話を聞いたらどうですか？」

ツヴァイ：落ち着けだと？　知り合いが襲おそわれて、落ち着いてなんていられるか！

ＧＭ：「私としては逆ぎやくに感かん謝しやして欲ほしいぐらいなんですがね。わざわざ、あのエクスマキナを殺さずにいてあげたのですから」

ツヴァイ：感謝しろだとっ!?

ダイン：エクスマキナ……コーレアのことですか。うーむ……。確かにそれについては感謝してもいい気はしますな。

エルザ：うわっ！　すごい皮肉（笑）。

ＧＭ：「それに私は戦たたかうために、ここにきたわけではありません」

ツヴァイ：戦うためにきたわけじゃない？　なら、いったい何のためにこんなことをしたっていうんだ？

ＧＭ：「私の目的は〝黄金の狼おおかみ〟──つまり、あなた方なのですから」

ユンガー：我々……だと？

ツヴァイ：やった！　俺だけじゃなかった！　俺だけじゃなかったぞ───っ!!（一同笑）

一同：喜ぶのはそこかいっ！（笑）

ツヴァイ：いや、だって、なんとなく俺のせいっていう雰囲気になってたから（笑）。

ＧＭ：まぁ、さっきのマスターシーンだと、そういうやりとりがされていましたからね。しかし、アインの目的は違ちがいます。悠ゆう々ゆうと地上に降おりた彼は、四人をぐるりと見渡して、こう告げます。「正せい確かくに言えば、私が欲しいのはあなた方の持っている〝剛ごう健けんの竜りゆう輝き石せき〟です」

エルザ：剛健の……。

ユンガー：竜輝石、だと？

ダイン：〝王おう威いの竜輝石〟ではないと？

ＧＭ：「別に竜輝石ならなんでもいいのですけどね。ですから、あなた方が〝剛健の竜輝石〟を渡わたさないというのであれば、ここにある〝王威の竜輝石〟を奪うばうまでのこと」

ツヴァイ：俺たち四人を相手にするっていうのかっ!?

ＧＭ：「その場合はそうなるでしょうね。ただ、〝剛健の竜輝石〟さえ渡してもらえれば、ここに用はありません。もう二度と、私がここに来ることもないでしょう」

ツヴァイ：うっ、どうしよう。た、隊長……（ちらりとユンガーを見る）。

エルザ：とりあえず、アインに訊ききましょう。あなた、竜輝石を手に入れて何をしようっていうんですか！

ＧＭ：「それに答える必要はありません」

ダイン：しかし、あなたがここを二度と襲わないという保ほ証しようもないでしょう。

ＧＭ：「それについては、私の言葉を信用していただくしかありませんね。しかし、この三年間、バルムンクがここを襲わなかったことを考えてもらえれば、信しん頼らいできるかどうかは分かるとは思いますが」

ツヴァイ：むっ？

ユンガー：もし、アインが普ふ通つうに他のバルムンクに竜輝石の情じよう報ほうを流してたなら、もっと前に襲撃を受けていてもおかしくなかった──と、いうことか？

ＧＭ：「そう。ここに〝王威の竜輝石〟があることを知っているのは私だけです」

ツヴァイ：こいつ、本当に竜輝石の情報を隠いん匿とくしてたのかよ（笑）。

ＧＭ：「さて、話はここまでです。そうそう、私が戻もどらなかった場合、ここに〝王威の竜輝石〟があることが、他のバルムンクに伝わるようになっていますので、その点を考こう慮りよして選せん択たくすることをお勧すすめします」　またしても、人を小こ馬ば鹿かにするような笑みを浮うかべるアイン。
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ダイン：なんと用よう意い周しゆう到とうな……。

ユンガー：〝剛健の竜輝石〟を渡したくはないが、ここで戦うのはリスクとリターンのバランスが厳きびしいな。

ダイン：そうですね。〝剛健の竜輝石〟を渡した場合の問題は、おそらく石は戻もどってこないだろうということ。利点はマリア様たちの安全が保証されるということですな。

ユンガー：ただし、それはアインが嘘をついていない場合だけだが……。

ＧＭ：メタ的に言えば、ここでアインが嘘をつく理由はないです。〝王威の竜輝石〟が欲しければ、前に襲ってきたときに持っていけばいいわけですから。わざわざ、ツヴァイたちをここにおびき寄せる必要はないわけですから。アインの別の企てが進行中、という推測もできますし。

エルザ：そういう考え方もできますね。

ユンガー：わざわざ敵が多いときに戦う意味はないからな。

ツヴァイ：とすると、竜輝石ならなんでもいいというのも、嘘ではないということか……。

ダイン：我々が〝剛健の竜輝石〟を持っていることを、アインは知っていたみたいですからね。

ツヴァイ：そういうことなら、俺はアインに〝剛健の竜輝石〟を渡した方がいいか。どう考えても、アインとの戦いに勝とうが負けようが分が悪すぎる。それに、ラドフォード伯領の人たちを巻まき込こむことはできない。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

エルザ：成長したね、ツヴァイくん！（笑）

ツヴァイ：と、いうのはＰＣとしての意見。で、プレイヤーとして訊きたいんだけど、竜輝石を渡しちゃっても本当に大丈夫？（笑）

一同：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?（笑）

エルザ：せっかく格好よく決めたのにぃ～（一同笑）。

ツヴァイ：いや、どう考えても、アインは「世界のために竜輝石を使うぜ！」ってキャラじゃないじゃん。ツヴァイとしてはアインに竜輝石を渡すことは納得できるけど、ゲーム的なしかけも知りたいかなぁ～っと思うわけで（笑）。

ＧＭ：シナリオ的には渡しても、渡さなくてもＯＫです。分岐はしますけど、どちらでもストーリーは進むようになっていますから安心してください。ただし、今後の物語に関わる分岐になってますので、よーく考えて選ぶことをお勧めします（笑）。

ツヴァイ：うっ、その笑顔がイヤだ（一同笑）。

ＧＭ：さ、どうしますか？

ツヴァイ：……（考えている）。

一同：（ツヴァイを見てる）……。

ツヴァイ：（ＧＭの顔色をうかがいながら）分かった。竜輝石を渡す──。

ＧＭ：「これで交渉は成立で──」

ツヴァイ：……方がいいのかな？（一同笑）

ＧＭ：どっちですかっ！（笑）

ツヴァイ：う[image: ][image: ][image: ][image: ]む。……ええぇいっ！　決めたっ!!　竜輝石をアインに渡そう。俺たちがずーっとここにいて、ラドフォード伯たちを守ることができるわけじゃないしな。

エルザ：そうですね。わたしもツヴァイくんに賛さん成せいかな。ウィルくんやマリアさんのこともあるし。ユンガーさんは？

ユンガー：私としてはバルムンクに竜輝石を渡したくないが、状じよう況きようが状況だしな。……ここは仕方あるまい。

ダイン：どうやら、みなの総そう意いは固まっているようですね。

ＧＭ：「答えは決まりましたか？」

ツヴァイ：ああ……竜輝石は渡わたす！　ただし、二度とこの場所には手を出すな！

ＧＭ：「それはあなたと兄弟である血にかけて誓ちかいましょう。ラドフォード伯領には二度と手を出さないし、情報をバルムンクに流すこともしません」

ツヴァイ：……分かった持っていけ！　竜輝石を投げて渡す。

ＧＭ：アインは、ツヴァイの投げた竜輝石をキャッチすると、それが本物であることを確かく認にんして言います。「確かに受け取らせていただきました。ここに私がくることは二度とないし、情報も私の心のうちに……」

ツヴァイ：信じたからなっ！

ＧＭ：「ええ。もっとも、ツヴァイ──あなたとはもう一度会うことになるでしょう。そのときは、お互いに自由の身でありたいものですね」

ツヴァイ：自由？　どういうことだっ!?

ＧＭ：しかし、アインはそのツヴァイの問いに答えることなく、しばらくじっとツヴァイの顔を見つめたあと、再ふたたび翼を広げて、大空の彼方かなたへと消えていきます。

ツヴァイ：何だ？　今の意味深な発言は？

エルザ：アインが竜輝石を欲しがっているのと、何か関係があるのかな？

ＧＭ：それは秘密（笑）。というところで、シーンは終了します。







◆Middle 05◆王おう威いの竜りゆう輝き石せき




ツヴァイ：くっ！　さっきのアインのセリフはどういうことなんだ？

ダイン：おそらく、ふたりがヌルの後こう継けい者しやということに関わっているとは思うんですが。現げん状じようでは、情じよう報ほうが少なくてなんともいえませんね。

エルザ：やっぱり、ヌルのこととかを調べないとダメなんじゃない？

ＧＭ：ふっふふふ。では、次のシーン。戦いが終わって一息ついたところに、ラドフォード伯はくが到とう着ちやくします。

エルザ：おじいちゃん来ましたね（笑）。

ＧＭ：「みなのもの、無事か！」と叫さけびつつ、勢いきおいよく扉とびらを開いて館やかたに飛とび込こんでくるラドフォード伯。

ダイン：怪け我が人にんがいるのですから、大声を出されては困ります（笑）。

ＧＭ：「おぉー。す、すまん」　と、申もうしわけなさそうにラドフォード伯が謝あやまったところで、みんなが来ていることに気がつきます。「おぉっ、ユンガー殿どのにエルザ殿、それにツヴァイ殿とダイン殿まで。わざわざ来てくださってかたじけない」

ユンガー：いえいえ。私たち〝黄金の狼おおかみ〟は、ラドフォード伯に大きな恩おんがありますから。

エルザ：それに、ここには守らなくてはならない方々もいますし。

ＧＭ：「マリアとウィルフレッドのふたりのことか……。本当に、〝黄金の狼〟のみなには、なんと感かん謝しやしていいやら」

エルザ：ところで、おふたりは今どちらに？

ＧＭ：その問いにはミリアが答えてくれます。「今は地下の隠かくし部屋にいるよ。一度目の襲しゆう撃げきのときから、念のためにそっちに避ひ難なんしているよ」

ダイン：なるほど。隠し部屋ですか。

ＧＭ：「そこならば、わしが案内しよう。さあ、ついてきなさい」

エルザ：ラドフォード伯みずから……。恐きよう縮しゆくです。

ＧＭ：ラドフォード伯が先せん導どうして歩いていこうとすると、みなにミリアが声をかけます。「じゃ、ボ……わたしは外の後あと片かたづけに戻もどるから。ツヴァイくん、またあとで」

ツヴァイ：お、おう！

ダイン：色男は大変ですね（笑）。

エルザ：ほら、ミリアちゃんは一いち途ずだから（笑）。

ユンガー：ちゃんとあとで、ミリアと話す時間を作るんだぞ。

ツヴァイ：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。ラブコメ、苦手なんだよなぁ（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、それはあとでのお楽しみにということで（笑）。さて、ラドフォード伯が案内してくれたのは、たくさんの本で棚たなが埋うめ尽つくされている書しよ斎さいです。

ツヴァイ：書斎？　ということは……。

ＧＭ：ラドフォード伯が赤い背せ表びよう紙しの本を棚から出して、それを別の棚に入れ直すと──ゴゴゴゴゴゴと書棚が横にスライドしていきます。

一同：やっぱり───っ！（笑）

ＧＭ：（笑）。と、そのうしろには地下への階かい段だんがあります。

ダイン：よくある、よくある（笑）。

ツヴァイ：なんてベタな隠し扉だ（笑）。

ＧＭ：まぁ、お約束ということで。

ユンガー：そして、その階段の先に地下室があると。

ＧＭ：そういうことです（笑）。地下室の中は、造りも調度も豪ごう華かというほどのものではありませんが、それなりの物がそろっています。

エルザ：それでも、一国の王おう妃ひと王子がこんな場所に隠かくれていなければならないというのも、かわいそうな話ですよね。

ユンガー：まぁ、いつもここにいるわけではないだろうがな。

エルザ：それでも、やっぱり人目のことを考えると、別べつ荘そうから外には出られないでしょうし。

ツヴァイ：そうだな。でも、マリア王妃がここにいることは秘ひ密みつだし、ウィルフレッド王子はその存そん在ざい自体が秘密だからな。

エルザ：安全のためには仕方ないんでしょうけど……。やっぱり不ふ憫びんですよね。

ＧＭ：とはいえ、この事実を公表することもできないという状じよう態たいですから。さて、みなさんが地下室に入ってくると、奥おくの部屋に通じる扉が開いて、メイドと共にマリアが出てきます。「みなさん、おひさしぶりです」

エルザ：いえ、こちらこそごぶさたして申しわけございません。

ＧＭ：「また、私たちがご迷めい惑わくをおかけしまして……」

ユンガー：いや、こちらこそラドフォード伯には恩がありますから。

ＧＭ：ユンガーの言葉に、ラドフォード伯は首を横に振ふります。「恩など……。バルムンクの連中をあぶり出すためとはいえ、みなには迷惑をかけてしまったというのに」

ダイン：いいえ。ノーデンスのサイラス殿からの提てい案あんでは仕方ありますまい。あのときはあれが最良の策だったと思います。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス③　漆黒の刃、黄金の牙』第六話を参照。




ＧＭ：「とはいえ、キミたちにダルトン殺しの罪を被せたのはわしだ。あとから娘むすめにきつく叱しかられてな」　そう言うとラドフォード伯はマリアの方を見やります。「恩を仇あだで返すなど、ラドフォード家の、いや貴き族ぞくの風上にも置けぬと……。本当にすまなかった」

ユンガー：もう過すぎたことです。頭をお上げください。

エルザ：そうですよ。それよりも、ウィルくん……ウィルフレッド様は？

ＧＭ：名前に反はん応のうしたのか、マリアのうしろに隠かくれるようにしながら男の子が顔を出します。もう五歳さいですから、幼よう稚ち園えんの年長くらいの年ですね。

エルザ：ウィルフレッド様に話しかけますよ。おひさしぶりでございます。といっても、おそらくご記き憶おくにはないかもしれませんが。

ユンガー：前に会ったのが三年前で二歳の時か。さすがに覚えてはいないだろうな。

ＧＭ：「前からお話ししていたエルザさんよ。さあ、ご挨あい拶さつして」とマリアが言うと、彼は利発そうにぺこりとお辞じ儀ぎします。「おひさしぶりです、エルザさん」

エルザ：…………（しばし沈ちん黙もく）。

一同：（いぶかしげに）ん？

エルザ：（声を震ふるわせながら）あ、挨拶されましたよっ！　なんか甥おいっ子にひさしぶりに会ったような感じですよ、これは！　おおっ、大きくなられて！　言葉もちゃんと話せて……。な、なんか感動でじーんと来ました！（一同笑）

ツヴァイ：エルザさんは、生まれたところから立ち会っているからなぁ（笑）。

ＧＭ：と、感動に打ち震えているエルザには申しわけありませんが、そんなあなたにラドフォード伯が話しかけてきます。

エルザ：え？　あ、はい。何でしょうか？

ＧＭ：「エルザ殿に折り入って頼たのみがある」

エルザ：頼み？

ＧＭ：「うむ。あなたに〝王威の竜輝石〟を預あずかっていただきたいのだ」

ツヴァイ：なんだってっ!?

エルザ：〝王威の竜輝石〟って、アヴェルシア王国のですかっ!?

ＧＭ：「そうだ。アインとやらの言葉を信用するならば、ここにバルムンクはこないかもしれぬ。その情報が伝わることもないじゃろう。だが、信用できるとは限らん」

ダイン：ごもっともですな。

ツヴァイ：ちょ、ちょっと待て！

ＧＭ：はい？

ツヴァイ：つまり、アヴェルシアの〝王威の竜輝石〟をエルザに渡すと、ラドフォード伯はそうおっしゃる？

ＧＭ：そうですが、何か？（笑）

ツヴァイ：そうですが、何か？　じゃねぇ──────っ！　それって、思いっきり『無印』の方に関わる大事件じゃないかっ!!

ＧＭ：そうなる──かもしれませんね、あはっ（笑）。

ツヴァイ：あー、また考えることが増えるのかぁ。なんてこったい（一同笑）。

ＧＭ：とはいっても、この状況ですからね。「もしもの時、ここに竜輝石があっては将しよう来らいのためにはならぬとわしは思うのじゃ」

ダイン：なるほど。確かにラドフォード伯の言うとおりですな。もし奪うばわれでもしたら、バルムンクに利用されるだけですからね。

ＧＭ：「そこで、アヴェルシアの竜輝石をエルザ殿に預かっていただきたいのだ。エルザ殿には一時期とはいえ、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しとして政まつりごとをお手伝いいただいた。その為人ひととなりもわしなりに分かっているつもりじゃ」

エルザ：で、でもわたしなんかが……。

ＧＭ：「なにも永えい久きゆうに預かってくれとは言わん。もし、ウィルフレッドがみずからの意思で王となる決意を固め、その器うつわがあるとエルザ殿が認みとめたならば〝王威の竜輝石〟をウィルフレッドに授さずけていただきたい」

ユンガー：自分の意思で王に……か。

ＧＭ：「まだウィルフレッドは五歳。年とし端はもいかぬ子どもじゃ。彼が成人するまででかまわん。その間、この石をあなたに見守っていただきたい」

エルザ：そこまで熱心にラドフォード伯に頼たのまれては、できませんとむげに断ことわることはできませんね。

ツヴァイ：でも、なんでエルザさんなんだ？

エルザ：そ、そうですよ。一介の商人で傭兵のわたしが〝王威の竜輝石〟を預かってもいいんでしょうか……？

ＧＭ：「いや、だからこそだ。あなたならば竜輝石を悪いようにしないと信じておる」

ダイン：ただ、問題もありますな。竜輝石を預あずかれば、エルザさんはいつバルムンクに──いやバルムンクだけではなく、レイウォールやグラスウェルズなどに襲おそわれてもおかしくない立場になるわけですから。

ＧＭ：「無む論ろん、危き険けんはある。だから、これはあくまでもわしの頼みだ。それに、もしウィルフレッドよりも王にふさわしい者が現あらわれた場合、その者に竜輝石を託たくしてもかまわん」

エルザ：……。

ＧＭ：「どうじゃ、頼まれてくれるか？」ラドフォード伯は、じっとエルザの顔を見つめます。

[image: ]

エルザ：ふぅ～。ここまで言われたら断わるはできませんね（笑）。

ＧＭ：「では……」

エルザ：はいっ！　わたしでよければ、お引き受けいたします！

ＧＭ：「かたじけない」　貴族らしからぬ態たい度どで、頭を深々と下げるラドフォード伯。

ダイン：しかし、これでエルザはアルディオン大陸の七分の一の重さを、背せ負おうことになるわけですな（笑）。

エルザ：……それって、いくらぐらいなんでしょう？

ツヴァイ：値ね段だんはつけられねぇって（笑）。

ダイン：王の証あかしですからね。金きん銭せん的てきな価か値ちに換かん算さんすることは難しいかと。まさか、商人の血が騒さわいでるとか言うんじゃないでしょうね？（笑）

エルザ：一いち応おう訊きいてみただけです。商売しようとか思ってるわけじゃないですよ（笑）。

ダイン：少なくとも、レイウォールやグラスウェルズにとっては、計り知れない価値があるでしょうな。アヴェルシアを有することの正せい当とう性せいを証しよう明めいしてくれるわけですから。

エルザ：とんでもないものを扱あつかうことになりましたね。商品として───。

一同：商品っ!?

エルザ：あ、いや今のは嘘うそです！　つい、いつものクセで言っちゃっただけです！　だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、ラドフォード伯。そ、そんなこと思ってもいないですから（一同笑）。




　いや、その、思われても困こまるんですけど……。




ユンガー：まぁ、エルザらしいといえば、エルザらしいがな（笑）。

ダイン：まったくですね（笑）。

エルザ：え～、みんなひどいですよっ！（一同笑）

ＧＭ：と、場が和なごんだところでラドフォード伯が──「そうだな。もしウィルフレッドが平へい穏おん無ぶ事じな生活を望み、竜輝石を託たくせる者が現あらわれなかったその時には──そうだな、この竜輝石を海の底にでも沈しずめてもらってかまわんぞ」

エルザ：えぇ────っ！　り、竜輝石を海の底!?　そ、そんなことしていいんですかっ!?

ＧＭ：「かまわん、かまわんっ！　わっははははは……」

ツヴァイ：（即座に）かまうわっ！　お願いだから、そんなことしないで欲しいぞ。こっち（『無印』のこと）にはこっちのシナリオの都合があるんだから（一同笑）。

ユンガー：ラドフォード伯も言う、言う（笑）。

ＧＭ：まぁ、イラストではすっかりノーブルファーマーですけど、本来は武ぶ人じんですからね。それはともかく、アヴェルシアの竜輝石はエルザに預あずけるということで、以後お願いします。

エルザ：分かりました！

ＧＭ：では、ラドフォード伯は空色に輝かがやく竜輝石をエルザに渡わたします。「それでは、よろしく頼たのむ。エルザ殿」

エルザ：はいっ！　ウィルフレッドという名前には〝平和への意思〟という意味を込こめました。だから、その想いが正しく実るまで、この竜輝石はわたしが責せき任にんを持って預あずからせていただきます。

ダイン：そのうち、その石を手に入れるためにピアニィが来たりして（笑）。

ＧＭ：それは分かりません（笑）。ただ、これでエルザが〝王威の竜輝石〟を持つことが確かく定ていします。これは『無印』の方に、間ま違ちがいなく影えい響きようを及およぼす事じ件けんになります。

ユンガー：そして、エルザとピアニィの間に骨こつ肉にくの争いが（笑）。

エルザ：うぅっ……。ピアニィからＰｖＰを申もうし込こまれそうな気が……（一同笑）。

ツヴァイ：ならば、魔ま法ほうで決着をつけましょう！（笑）

ダイン：魔法大戦争の勃ぼつ発ぱつですね（笑）。

ＧＭ：まぁ、そちらの対決については『無印』の方に期待ということで（笑）。

ツヴァイ：こっちに振るなっ！（笑）

エルザ：え──っ！　本当に対決するんですかっ!?

ＧＭ：それは、きくたけさん次第ですね（笑）。

ツヴァイ：頼む！　お願いだから、これ以上話をややこしくしないでくれっ！　ただでさえ、さっきの竜輝石のことで頭がいっぱいになっているんだから（一同笑）。

ＧＭ：ま、これでアヴェルシアの〝王威の竜輝石〟はエルザが預かることになりました、とゆーことで、あとはよろしく[image: ][image: ]（笑）。

ツヴァイ：くそー、絶対にどこかで仕返ししてやる（一同笑）。







◆Middle 06◆想い出の場所で……




ＧＭ：さて、それではみなさんお待ちかね！　ツヴァイとミリアのシーンと参りましょうか（一同笑）。

ツヴァイ：いや、誰だれも待ってないから。

ユンガー：（期待の眼まな差ざし）……。

ダイン：（傍ぼう観かん者しやの目で）……。

エルザ：（楽しそうに）ツヴァイくん、がんばって！

ツヴァイ：なんで[image: ]よし村むらさんが、ものすごーくうれしそうな顔しているんだろう（笑）。

エルザ：そりゃ、ツヴァイくんとミリアちゃんのシーンだからに決まってるじゃないですか。

ツヴァイ：くそー、エルザの次は俺の番かよ（一同笑）。

ＧＭ：ま、あきらめてくださいな（笑）。それでは時間は夜。場所は二巻かん第四話でツヴァイとミリアが会話していたバルコニーということで。そちらの[image: ]ページ参照！（一同笑）

ツヴァイ：じゃあ、前と同じようにミリアがひとりでバルコニーにいるところに、偶ぐう然ぜん出くわしたということで！（覚かく悟ごを決めたらしい）

ＧＭ：了りよう解かい、了解（笑）。

ツヴァイ：何してるんだ？　そんなところにいると風邪かぜ引くぞ！

エルザ：（二巻を見ながら）あっ！　それ、前と同じセリフ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、それに対してミリアはこう答えます。（二巻を読み上げる）「大だい丈じよう夫ぶだよ。寝ねつけなくて、ちょっと風に当たっていただけだから」

ツヴァイ：なんだよ。そっちも同じ受け答えかよ（笑）。

ＧＭ：するとミリアはちょっと残念そうな顔をします。

ツヴァイ：へ？

ＧＭ：「う～ん、五〇点かな？」

ツヴァイ：五〇点？　なんだ、そりゃ？

ＧＭ：「もうちょっと気の利く言葉をかけて欲ほしかった、ってことだよ」　そう言いながら、笑って振ふり返るミリアの髪かみがふわりと揺ゆれます。その表ひよう情じようは、すでに大人の女じよ性せいのものです。

ツヴァイ：なんで、ここだけそんなに演出細かいんだよ！（笑）　じゃあ、その表情に思わずどきっとしたのを悟さとられないように言う。どーせ、俺おれは気の利いたことなんて言えねーよ！（一同笑）

エルザ：バレてる、バレてる（笑）。

ツヴァイ：（ごまかすように）そ、そんなことよりも、三年ぶりか？　会うのは。

ＧＭ：「うん、そうだね。ツヴァイくんも、すっかり男らしくなって……。自分のこと、俺だなんて」

ツヴァイ：うっ！　い、痛いたいところを突ついてくる（笑）。じゃあ、ここはちょっと言い返して……そ、そういうお前はあまり変わってないんじゃないか？

ＧＭ：「そ、そんなことないよ。ボ……わたしだってもう二一歳だもん」

ツヴァイ：動どう揺ようしてる、動揺してる（笑）。ほら、ムリして〝わたし〟なんて言う必要ないんだよ。どうせ、ボクっ娘なんだから。

ＧＭ：そんな、ツヴァイのからかうような物言いに、ミリアはぷっと頬ほおを一いつ瞬しゆん膨ふくらませますが、一瞬で笑顔に戻もどって照れるように──「ツヴァイくんのバカ」

ツヴァイ：ぎゃ────っ！　てっきり、前と同じように頬をぶたれて、走り去ると思っていたのに────────っ！（一同笑）

ダイン：やぶ蛇へびでしたね（笑）。

ユンガー：自じ業ごう自じ得とくだ（笑）。

エルザ：せっかくミリアちゃんががんばってるのに、からかったりするからです（笑）。

ツヴァイ：く、くっそ──！　まさかそうくるとは（一同笑）。

ＧＭ：いつもきくたけさんが、ＧＭのときにやってることじゃないですか（笑）。

ツヴァイ：いや、ＧＭとしてそういう演出でＰＣを追い詰めるのは好きだけど、追い詰められるのは嫌なんだ。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：まぁ、そんな感じにもんどり打っているツヴァイを笑顔で見つめながら、ミリアが訊いてきます。「そういえば、お母さんを助けることはできたの？」

ツヴァイ：あ、あぁ。みんなのおかげで、なんとか助け出すことはできたよ──って、そっか、俺はあれからこっちに来てないのか。

ＧＭ：その方がツヴァイらしいかなと（笑）。

ツヴァイ：ま、確かにそうかも。じゃあ、ミリアには謝っておこう。本当はミリアにもお礼を言いたかったけど、なかなかこっちに来る機会がなくて……。ごめん。

ＧＭ：「ううん。そんなこと気にしなくていいよ。お母さん、無事でよかったね」　別に怒ったふうもなく、ミリアはうれしそうに笑顔で答えます。

ツヴァイ：お、なんか性格も丸くなったような気がする（笑）。じゃあ、調子にのっていろいろと近況も話しちゃおう。父親にあたる奴が分かったこととか、でもどうやらバルムンクの一員らしいとか。まったく、困ったもんだぜ、みたいな感じで。

ＧＭ：「そっか……。ツヴァイくんもいろいろ大変なんだね。で、そのお父さんの名前は分かっているの？」

ツヴァイ：あぁ、名前はヌルっていうらしい。

ＧＭ：「……ヌル？」　ツヴァイの言葉にミリアが怪け訝げんそうな顔をします。

ツヴァイ：え？　まさか、ミリアが知っているのかっ？

ＧＭ：「ん？　確かどこかで聞いたような……。もしかして、お父様なら何か知っているかも」

ツヴァイ：ラドフォード伯が？

ＧＭ：「うん。昔、どこかでお父様からお話ししてもらったような気がするんだよ」　とゆーことで、フラグが立ちました（笑）。

ツヴァイ：なんだってっ!?

ダイン：灯台下暗しもいいところですな。

ツヴァイ：というか、三年間さまよったのは何だったんだよ！（一同笑）

ＧＭ：「ど、どうしたの？」　ツヴァイの必死な表情に、ミリアも心配していますが（笑）。

ツヴァイ：あ！　わ、悪りぃ。別にミリアのせいじゃないから。今日……はもう遅おそいから、明日ラドフォード伯と話ってできるかな？

ＧＭ：「う、うん。できると思うよ」

ツヴァイ：そうかっ！　じゃあ、また明日っ！　そろそろこの空気に耐たえられなくなってきたので、俺は退たい場じようするぜっ！（笑）

ＧＭ：「ツ、ツヴァイくんっ！　あ、いっちゃった……」（一同笑）

エルザ：もう、まったくツヴァイくんたら（笑）。

ＧＭ：手を振りながら走り去っていくツヴァイの背せ中なかを見つめながら、ひとり残されたミリアがぼそっとつぶやきます。「ツヴァイくんの……バカ」（一同笑）







◆Middle 07◆ラドフォード伯はくと英えい雄ゆう譚たん




ＧＭ：では、翌よく朝あさ。場所は応おう接せつ間まです。

ツヴァイ：じゃあ、バルムンクの情報が手に入るかも、ということでみんなも誘おう。

ＧＭ：では、全員登場ということで。しばらく待っていると、ラドフォード伯が一冊さつの書物を持ってやってきます。

ツヴァイ：書物？

ＧＭ：手記をまとめたもののようですね。背表紙には「騎き士しハロルドの業ぎよう績せき、ここに記す」と手書きの文字が見えます。「しかし、キミからヌルの名を聞くことになるとは……」

ツヴァイ：本当にヌルのことを知ってるのか？　ラドフォード伯に詰つめ寄よります（笑）。

ＧＭ：「うむ。わしの曽そう祖そ父ふの弟───ハロルド大おお叔お父じが、仲間と共にヌルなる輩やからと戦ったという話が我が家に伝わっているからな。この本は、その大叔父に仕えていた従者が残した手記で、大叔父の業績をまとめたものだ」

ツヴァイ：えっ？　戦ったっ!?

ＧＭ：「うむ。そして、大叔父たちはヌルを倒たおしたと手記には書かれておる」

ツヴァイ：で、でも、俺の親父おやじはヌルなんだよな。ちなみに、そのハロルドがヌルを倒したのはいつのことなんだ？

ＧＭ：ラドフォード伯の大叔父の時代ですから、帝紀七二〇年前後のことですね。九〇年ほど昔むかしの話になります。

ツヴァイ：えっ？　えっ？　でも、俺はヌルと母さんの子ども……なんだよな？　ヌルがそんな昔に倒されてるっていうなら、俺の親父はいったい何者なんだ？

ＧＭ：それはラドフォード伯に訊いても、困こまった表情になるだけですが（笑）。とりあえず、ハロルドについて簡かん単たんに説明しましょう。




　ラドフォード伯の大叔父ハロルドは、当時のラドフォード家の三男として生を受けた。

　三男ということもあって家か督とくを継つぐ必要がなかった彼は、武ぶ人じんの家か系けいであるラドフォード家の者らしく、剣けんを頼たよりに各地を放ほう浪ろうする癖くせがあった。実じつ際さい、ラドフォード家に残されている、彼の従じゆう者しやが残した手記には、ハロルドがアルディオンの各地で残した業績が書き記されている。

　その手記によれば、ヌルと呼よばれる者がベルリールの住民を生いけ贄にえに邪じや悪あくな儀ぎ式しきをしようとしていることを知ったハロルドは、仲間と共にその儀式を阻そ止ししようとしたらしい。

　そして、ハロルドはヌルを追っていくうちに、彼が魔族であることまで突つき止めた……。




ダイン：魔族っ!?　その言葉がここで出てくるのですかっ!?

ユンガー：魔族って、アルディオンでは珍しいんでしたっけ？

ＧＭ：珍しいです。アルディオンは魔族や妖魔から守られていると一般的には信じられていますから。とはいっても、三巻で魔族が登場したことからも分かるとおり、実は密かにアルディオンに入り込んでいたりしますけど（笑）。

ユンガー：まぁ、我われ々われもその魔族と戦っていますからね。

ＧＭ：ええ。あと、ユンガーはノーデンスとして、魔族がアルディオンにも存在しているということは知っています。さすがにどのくらいの数がいる、とかまでは分かりませんが。

ユンガー：じゃあ、ラドフォード伯に我々が魔族と戦ったということを話します。

ＧＭ：「なんと！　あなた方は魔族と戦ったことがあるというのかっ!?」

ユンガー：はい。三年ほど前のことですが、ツヴァイのお母上をお助けするときに魔族と戦っております（笑）。

ＧＭ：「ということは、この手記に書かれていることは本当ということか……」

ツヴァイ：で、そのヌルはどうなったんだ？

ＧＭ：「うむ。この手記を読む限かぎりでは、大叔父たちはさまざまな試練を乗り越こえ、ヌルに〝真の死〟を与あたえる方法を得て、ベルリールにて討とう伐ばつすることに成功したとある。しかし、儀式を完全に阻そ止しすることはできず、結果としてベルリールは滅めつ亡ぼうしてしまったらしい」

ダイン：なるほど。それがベルリール崩ほう壊かいの真相というわけですか。




ベルリール

　アルディオン大陸を南北に貫つらぬいているキール山さん脈みやくの麓ふもと、周囲を美しい森に囲まれた場所にあった王国。王都の名前も、国号と同じくベルリールである。

〝王威の竜輝石〟を所有する七王国のひとつだったが、レイウォール王国の戦いの最中、なんの前触れもなく滅亡した。この事件により、〝崩都〟とも呼ばれるようになった。




ツヴァイ：そんなことがあったのかよ……。

ダイン：なんと、こんなところでラドフォード家の伝説が爆ばく誕たん（一同笑）。

エルザ：でも、ラドフォード家が魔族殺しを輩はい出しゆつしていたなんて。さすが武人の家いえ柄がら（笑）。

ダイン：じゃあ、そのハロルドがヌルに関する文ぶん献けんを残していたり、素す敵てきなアイテムがラドフォード家にあったりして（笑）。

ＧＭ：さすがにそんなことはないです。ベルリール崩壊後、ハロルドがどうなったかは分かりません。ですから、残されているのは彼の従者の手記というわけ。

ツヴァイ：つまり、ハロルド本人はベルリールでヌルと戦って、そのまま行方ゆくえ不明になったってわけか。

ユンガー：これはベルリールを訪たずねるべきか……。しかし、思いがけないところでヌルに関するヒントが出てきたな。

ダイン：あとは、先日会った神官のノーラ。彼女が師し事じしているという賢けん者じや───レギン・バスカヴィルの許もとを訪ねるのがいいかもしれませんね。

ツヴァイ：そういや、ベルリールの研究をしてるっていってたっけ。でも、怪あやしい感じがしていたのが気になるな。

ユンガー：とは言っても、ほかに情報があるわけじゃないしな。まぁ、とりあえずヌルを追うにはベルリールについて調べるしかないというところか。

ＧＭ：ちなみにレギン・バスカヴィルですが、彼はこの地を訪おとずれたこともあります。

一同：え？

ＧＭ：「その御ご仁じんならば、大叔父の記録を知りたいと訪ねてきたことがあったぞ。もう、かれこれ何年も前のことだがな」

エルザ：なんか、伏線のにおいがしますよ（笑）。

ダイン：なるほど。賢者であればフィールドワークの一環としてやってきてもおかしくはないですね。ふむ、レギン師しは実じつ在ざいしているのですな。ノーラさんが嘘うそを言っている可か能のう性せいも考えたのですが……。

ツヴァイ：本当にダインは疑うたぐり深ぶかいなぁ（笑）。

ダイン：無む鉄てつ砲ぽうな相あい棒ぼうを持つと、自然にこうなりますよ。

ツヴァイ：誰が無鉄砲だっ！　いや、魔導銃キヤリバーなら持っているけど（笑）。

ダイン：誰がうまいこと言えと（笑）。しかし、けっきょくノーラさんと話をすることになりそうですね。

ＧＭ：そういうハンドアウトですから（笑）。

ツヴァイ：でも、俺は賢者レギンを訪ねたいな。ヌルのことを調べればアインが何を企んでいるか分かるかもしれないし。みんなはどうする？

ダイン：もちろん、私はついていきますよ。ツヴァイひとりじゃ心配ですし。

エルザ：わたしもです。ヌルを追えば、アインに会えるかもしれませんし、彼に渡した〝剛ごう健けんの竜りゆう輝き石せき〟を奪だつ還かんする機会も得られるかもしれませんからね。

ユンガー：私も行こう。バルムンクの調ちよう査さはノーデンスの使命のひとつでもあるしな。ヌルが魔族だという話も気になる。

ツヴァイ：んじゃ、全員でベルリールの情報を求めて、カムロートへ向かおう！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、一気に時間を進めて出発ということにしましょう。とゆーことで、旅の準じゆん備びを終えて出発の朝。ラドフォード伯、マリア、ウィルフレッドらに別れを告つげて館やかたをあとにします。ただ、ミリアだけは別べつ荘そうの城じよう門もんの前まで見送りにきてくれます（笑）。

ツヴァイ：えぇ[image: ][image: ][image: ]っ！（一同笑）

エルザ：（ツヴァイに向かって）ほら、ちゃんと挨あい拶さつしなきゃダメでしょ。

ツヴァイ：わ、分かった、分かった。（小声で）な、なんでこんなところで俺が怒おこられなきゃいけないんだ？

エルザ：ほら、ミリアちゃんも！（笑）

ＧＭ：エルザに言われて、おずおずとミリアがツヴァイの前まで歩いてきます。「じゃ、気をつけてね」

ツヴァイ：あ、ああ。そっちもな。アインは約束したって言っていたけど、本当かどうかも分からないからな。それと……（心配するような口調で）あ、あんまりムリするなよ。

ＧＭ：と、その言葉を聞いたミリアの顔に、まるで花が咲さいたように笑みが浮うかびます。「あ、ありがとう！　ツヴァイくんも……だよ」

ツヴァイ：分かってるって（笑）。

ＧＭ：「また、あのバルコニーでお話ししようね」

ツヴァイ：あぁ、そうだな。約束だ！

ＧＭ：「うん、約束だよ」　大きくミリアはうなずきます。

ユンガー：よし、行くぞ！

ＧＭ：では、みなさんは一路カムロートへと向かいます。ラドフォード伯の別荘を離はなれ、次第に小さくなっていく〝黄金の狼〟の四人を、ミリアは祈いのるように見送っていました。その姿すがたが見えなくなるまで……。

[image: ]







◆Middle 08◆カムロートへ




ＧＭ：では、次のシーンへと移うつりましょう。

ツヴァイ：（『大陸ガイド』を見ながら）旧きゆうアヴェルシアを南下、エストネル王国へと戻もどり、そこからエル川を下ってゴルフォードへ。そこからカムロートという感じかな？

ＧＭ：そんなところですね。まぁ、道中に特に大きなトラブルは起きませんので、みなさんは無事にカムロートの首都クリスタへと到着します。時間は夕方くらいとしましょう。

[image: ]

ツヴァイ：俺たちって、カムロートにきたことはあるのかな？

ＧＭ：どちらでもかまいませんよ。前ぜん巻かんから三年経たっているわけですし、その間ずーっとエストネルにいたわけではないでしょうから。

エルザ：大きな商業都市ですから、わたしは来たことがあると思います。きっと、ブルックス交こう易えき商しよう会かいの支し店てんもあるはずですし（笑）。

ＧＭ：あるんですか？

エルザ：あるんです（笑）。

ＧＭ：あるんじゃ仕方ないですね。では、そういうことで（一同笑）。

ツヴァイ：ブルックス交易商会も、ずいぶんと大きくなったなぁ。『無印』の四巻じゃ、フェリタニアのスポンサーにもなってるし（笑）。

エルザ：最初に思っていたのよりも、はるかに大きくなってます。たぶん、武ぶ具ぐ以外のものもかなり取とり扱あつかっていますから。何でもそろえてみせますよ！

ダイン：もう、コンビニ状態ですな。ティッシュペーパーからミサイルまで何でもそろいそうですね。

ツヴァイ：某外人部隊と取引している、じいさんかって（笑）。

ダイン：また濃いネタを（笑）。

ＧＭ：で、ほかの人はどうします？

ユンガー：エルザが来たことあるなら、私は初めてということにします。ノーデンスとして、まだこの街には来たことがないということで。

ツヴァイ：それじゃ、俺も初めてってことにするか。活気に満ちた港町を見ながらつぶやく。へえ、でけえ街だな！

ダイン：カムロートは七王国のいずれにも属ぞくさない、歴史を持つ街ですね。

ＧＭ：そうです。カムロートには錬れん金きん術じゆつの触しよく媒ばいとなる〝賢けん者じやの石〟の原料が発はつ掘くつされる鉱こう山ざんがあって、それを七王国のいずれもが独どく占せんできないようにとの調停により、中立都市として独どく立りつしました。商業都市であり、貿ぼう易えき港こうもありますので活気に満ちた街です。

ダイン：そういえば、この街の領主はベルリールの〝王威の竜輝石〟を持っているとの噂うわさもありますね。

ＧＭ：あくまでも噂ですけどね。

ツヴァイ：そこら辺も含ふくめて調べりゃいいさ。まあ、それはそれとしてさ……。

ユンガー：ん？

ツヴァイ：俺たち、賢者のレギンさんがどこに住んでるか聞いてねえよな。

一同：本当だ────っ！

ダイン：ということは、まずはレギン師がどこに住んでるかを調べるところから、始めないといけませんね（笑）。

ツヴァイ：有名人なのかな？　すぐに見つかるといいんだけど。

エルザ：なら、ブルックス商会の支店に行って情報を集めましょうか？

ユンガー：闇やみ雲くもに動いて消しよう耗もうするのも意味がない。ここは頼たよらせてもらおうか。

エルザ：分かりました。じゃあ、ブルックス商会の支店に行きます！

ＧＭ：では、みなさんはブルックス商会クリスタ支店にやってきます。店に入ると、店員たちがエルザに気づいて挨拶してきますよ。「こ、これはこれはエルザお嬢じようさま。おひさしぶりです！」

エルザ：おひさしぶり～。なかなか羽は振ぶりがよさそうじゃないですか（笑）。

ＧＭ：「まぁ、ぼちぼちです」

ユンガー：おっ、商人のあいさつ（一同笑）。

ＧＭ：「しかし、こちらに来るならご連れん絡らくいただければ、お出で迎むかえしましたのに」

エルザ：ううん、ちょっと急な用事でこっちに来ることになっただけだから。

ＧＭ：「そうでしたか。そういえば、最近は学校の先生も始めたとか……。お嬢さまも大変ですね」

エルザ：そっちはまぁ、成り行きでね（笑）。そうそう、この街に賢者のレギン・バスカヴィルという人がいるはずなんだけど何か知らない？

ＧＭ：では、ブルックス商会の情じよう報ほう網もうに引っかかっているかどうかを判はん定ていでどうぞ。情報収集系のスキルがあればそちらで、持っていなければ【感知】でどうぞ。難なん易い度どは10です。（＊）

エルザ：スキルはありませんけど、【感知】なら４以上でいけますね。えいっ！　（ダイスを振ふる）出目が６で成功です！

ＧＭ：では、レギンは何度か買い物しに店にやってきていたことにしましょう。

エルザ：たぶん、文ぶん献けんとか手に入れるためにうちの店に来たことがあるんですよ。

ダイン：ただの武具店のはずだったのに、どんどん取り扱う品が広がっていってる。なんとも不思議な商会ですな（笑）。

ユンガー：経済でアルディオンを支し配はいしようとしているのか？（笑）

エルザ：もちろん、そのつもりですけど何か？（笑）

ツヴァイ：お、おいおいっ！

エルザ：各国が戦争している間に、アルディオン経けい済ざいの実じつ権けんを握にぎるのがブルックス交易商会の野望なんです（笑）。

ユンガー：お、恐おそろしい……。

ダイン：エルザの本気を垣かい間ま見みたような気がします。

エルザ：じょ、冗じよう談だんですよ、冗談！　そんな本気にしないでくださいよぉ～（笑）。

ＧＭ：「なんだぁ。冗談でしたか。お嬢さまならてっきり本気かと……」　支店の店員も真ま面じ目めな顔で言います（笑）。

エルザ：えぇ───っ！　だから、冗談ですってば！　そ、そんなことよりも早くレギンさんについて教えてくださいっ！

ツヴァイ：あ、ごまかした（一同笑）。

ＧＭ：「分かりました、分かりました。レギン・バスカヴィルの情報ですね」　慌あわてるエルザをなだめるように、店員は両手を左右に振ふって答えます。「確かこの街の〝滑かつ車しやと舵だ輪りん亭てい〟という宿屋に滞たい在ざいしているはずです。〝崩都〟ベルリールの研究をされている方だったと記憶しています。ベルリールについて調べているなんて珍しいので、よく覚えています」

ツヴァイ：クリスタに住んでるというより、拠きよ点てんのひとつとしてこの街を利用してるって感じなのか。

ＧＭ：「そのようですね。この前の配達先も〝滑車と舵輪亭〟でしたから、宿しゆく泊はく場所は変わってないと思いますよ」　注文票をパラパラとめくりながら店員が教えてくれます。

エルザ：じゃあ、その宿屋の場所を聞いて、みんなで行きましょうか。

ユンガー：そうだな。

エルザ：はい！　（店員に）あ、どうもありがとう。助かったわ。

ＧＭ：「いえいえ、どういたしまして」

ユンガー：〝滑車と舵輪亭〟か……。

ＧＭ：では、みなさんはブルックス商会の支店を出て、〝滑車と舵輪亭〟へと向かうということでいいですか？

ユンガー：はい。

ダイン：何か分かるといいですね。

ツヴァイ：まっ、聞くだけ聞いてみるさ！　よし、行くぞっ！





（＊）情報収集　聞き込みや資料の調査などにより、情報を得るための行動のこと。基本的には【感知】判定で行なうが、内容によって判定に使用する能力値を変更してもかまわない。難易度10はその筋の人なら知っている程度の情報である。









◆Middle 09◆〝賢けん者じや〟レギン・バスカヴィル




ＧＭ：それでは舞ぶ台たいは〝滑かつ車しやと舵だ輪りん亭てい〟へと移うつります。アルディオンでよく見る宿屋と同じように一階が食堂、二階が宿しゆく泊はく部屋になっています。そろそろ夕飯時ということもあって、一階は旅の商人、船員らで賑にぎわっています。

ツヴァイ：さて、レギンさんはいるかな……。

ＧＭ：と、ツヴァイがキョロキョロと辺あたりを見み渡わたしていると──「ツヴァイさん？　それにダインさんではありませんか？」

一同：え？

ＧＭ：ツヴァイとダインが振ふり返ると、そこには神官服を着た黒くろ髪かみの女じよ性せいが立っています。

ダイン：もしかして、ノーラさん？

ＧＭ：「はい。その節はお世話になりました」　ノーラは優ゆう雅がに深々とお辞じ儀ぎをします。

ダイン：いえ、こちらこそなにもご協力できずに……。

ＧＭ：「もしかしてこちらに来られたということは、バルムンクについて教えてくださる気になったということですか？」

ダイン：がぁ────っ！　やっぱりそうなるよな～（笑）。

ＧＭ：ノーラはふたりと別れる際さいに、そう言ってますから（笑）。

ダイン：ここはどうするか……。

エルザ：正直に言うしかないんじゃないですか？

ツヴァイ：どっちにしろ、レギンさんに話を聞かないといけないからなぁ。

ダイン：（ユンガーへ）ユンガー殿どの？

ユンガー：ダインの判はん断だんに任まかせる（一同笑）。

ダイン：や、やっぱりそうなりますよね（笑）。じゃあ、ノーラさんにレギン師しもバルムンクについて知っているか訊いてみます。

ＧＭ：「はい。ベルリールの研究の際に、その名を知ったとのことです。それで、わたくしはレギン師の許もとでお手伝いをしながら、バルムンクについて調べているのです」

ダイン：う～ん、筋すじは通っているんだよなぁ。分かりました。では、レギン師からベルリールのことをうかがったのち、私がお教えできることはお話しいたしましょう。

ＧＭ：「ありがとうございます！　そういうことであれば、レギン師の許へはわたくしがご案内いたします」

ツヴァイ：やったっ！　話が早いぜっ！

ダイン：いいのやら、悪いのやら。まぁ、ここまで来たらもう仕方ありませんね。あとは成り行きに任まかせましょう（笑）。

エルザ：虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得えず、ですね。

ＧＭ：「では、こちらへ」　とゆーことで、ノーラが二階へと案内してくれます。

ユンガー：（小声で）ダインの懸け念ねんもある。警けい戒かいを忘わすれるな。

一同：（やはり小声で）はい。

ＧＭ：二階にはずらりと扉とびらが並ならんでいます。そのなかのひとつの前に着くと、ノーラが扉をノックします。「レギン師、お客様をお連れしました」「（野太い声で）うむ！」

一同：う、うむ？

ＧＭ：カチャっとノーラが扉を開けると、そこには豊ゆたかな顎あご鬚ひげを蓄たくわえた、身長二メートルを超こえる有角族セラトスのドゥアンが机つくえに向かい、なにやら分ぶ厚あつい書物を読んでいます。彼こそ、〝崩都〟ベルリール研究における第一人者、レギン・バスカヴィル師です。

ツヴァイ：ドゥアンかよっ！

ＧＭ：部屋にはそれなりの大きさの机が置かれていますが、それがなんだか小さく見えますね。もちろん、机の上に積まれている本や彼が持っている本もです（笑）。

ダイン：一番賢者らしくないのがきた───っ！（一同笑）

ツヴァイ：なるほど。フィールドワーク中心なわけだ（笑）。

ＧＭ：（笑）。そして、みなさんが部屋に入ったところで、レギンは手元の本をパタンと閉とじて、振ふり向きます。（渋しぶい声で）「お主ぬしらは？」

ユンガー：はい。ベルリールについて知りたく、参りました。

ツヴァイ：あんた、ベルリールについていろいろと調べてるんだろ？

ＧＭ：「ふむ、ベルリールか。お主たちは、あの街について何を知りたいのじゃ」　真っ白な顎鬚を撫なでながら問います。

ダイン：あの地で討うたれたという魔族についてお教え願いたいのですが……。

ＧＭ：ダインの言葉を聞いたレギンの表ひよう情じようが驚おどろきへと変わります。そして、う～むと唸うなったあと重々しく問います。「……ヌルのことか？」

ダイン：そのとおりです。ベルリールの民たみを滅ほろぼしたといわれる魔族──ヌル。我われ々われはそのヌルのことを教えていただくために、あなたを訪たずねたのです。

ＧＭ：「なるほど……。だが、ヌルの名を知っているということは、お主たちもただの傭よう兵へい風ふ情ぜいではあるまい。正体を明かし、我わが研究を進めるに値あたいする情じよう報ほうを聞かせてもらえば、わしの知っているベルリール崩ほう壊かいの真実を教えよう」

ユンガー：等とう価か交こう換かんというわけか……。

ＧＭ：「そのとおりじゃ。わしの道楽とはいえ、研究にも金がかかるのでな」

エルザ：有用な情報には対たい価かを支し払はらうのは、当然といえば当然です（笑）。

ＧＭ：まぁ、そういうことですね。「とはいえ、先に情報を渡わたした側が不利なのは間ま違ちがいない。そこでだ。まずそちらの身分を証あかしてもらおう。次にわしが情報を教える。最後にそちらの情報を教えてもらうというのでどうじゃ？　けっして悪くない取とり引ひきだと思うがな」

ツヴァイ：どうする？

エルザ：わたしとしては、レギンさんの言うことに異い論ろんはないです。さっきも言いましたけど、情報に対価を支し払はらうのは当然だと思いますし……。

ツヴァイ：どうする？　隊長？

ユンガー：ここはレギンと情報を交こう換かんするしかなさそうだな。今のところ、彼しか情報を手に入れられそうな人物はいないしな。よし、その提てい案あんを飲もう。

ＧＭ：ユンガーの返事に満足そうに笑顔でうなずくレギン。「では、まずは身の証あかしを立ててもらおう。そうそう、嘘うそをついてもムダだぞ」

エルザ：なぜですか？

ＧＭ：「わしは《クウェリィ》を覚えておる。当然、スキルレベルは５じゃ！」




《クウェリィ》

　サモナーのスキルで、ＧＭに対して疑ぎ問もん点てんを直ちよく接せつ尋たずねることができるスキルである。今回はＮＰＣが使うということで、ちょっとだけ拡大解釈しています（笑）。




一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：「どんな嘘も〝動物の王〟が見み抜ぬくぞ」

ツヴァイ：見抜くぞ……じゃねぇ─────っ！（一同笑）

ＧＭ：まぁ、冗じよう談だんはさておき、彼には嘘が通じないと思ってください（笑）。

ユンガー：ちっとも冗談ではないような気が（笑）。

ダイン：そういうことなら、隊長の出番ですね。

ユンガー：あ、指輪？

ダイン：ええ。ノーデンスの印章指輪なら、立派な身分の証になります。仮にも賢者を名乗っているのですから、それくらいのことはレギンさんも知っているでしょう。

ユンガー：なるほど！　じゃあ、ノーデンスの指輪を見せます（笑）。

ＧＭ：ノーデンスの指輪ならノープロブレムです（笑）。レギンも顎鬚を撫でながら感心したように言います。「噂うわさのノーデンスか……。なるほど、ヌルについて知りたいわけだ。そういうことであれば、何の問題もない。そちらの情報もいらぬ」

ツヴァイ：本当かっ!?

ＧＭ：「うむ。ただし、頼みがある。これは、お主ぬしたちにしかできないことじゃ」

ユンガー：我々にしか？

ＧＭ：「そうじゃ。わしがこのカムロートに来たのは、ハリソン・トーラム氏に話を聞くためじゃ。だが、病びよう床しように伏ふせておるとのことで門もん前ぜん払ばらいされてしまってな」

ユンガー：ハリソン・トーラム？

[image: ]

ＧＭ：カムロートの領主です。今は病気を理由に娘のシェリーにその全権を任せていますけど、かつて冒険者としてアルディオン大陸のあちこちを旅していた人です。もちろん、ベルリールも探検しています。

エルザ：なるほど。話を聞きたいというのは、そういうことですか。

ＧＭ：そのとおりです。ただ、領主ともなれば、病気でなくともそうそう会えるわけがなく、レギンもいまだに会うことができずにいるわけです。

ダイン：まあ、それはそうでしょうな。

ツヴァイ：ただでさえ領主という立場ゆえに会いにくいのに、病床に伏ふせてるんじゃなぁ。

ＧＭ：「国王や他領土の領主のような、地位のあるものであればお会いすることもできるのじゃろうが、わしのような一いつ介かいの賢者ではままならぬものよ。そこでだ！」

ユンガー：なるほど。ノーデンスである私に、その仲ちゆう介かいを頼たのみたいということか……。

ＧＭ：「そのとおりじゃ。頼たのむ！　お主らの力を貸かしてくれ！」　土ど下げ座ざでもせんばかりの必死な表情で、レギンは嘆たん願がんしてきます。

エルザ：なんか、レギンさんがかわいそうになってきました（笑）。

ＧＭ：「わしが知っているベルリールやヌルのことは、すべてお主たちにお教えしよう。だから、だから────頼むっ！」

ツヴァイ：どうする？

ユンガー：ここまで必死になられるとなぁ、断ことわるのも悪い気がしてくる（笑）。

エルザ：いかにも研究一ひと筋すじって感じの人ですしね。

ツヴァイ：でも、こっちもハリソンに会って話が聞きたいな。何か新しい情報が手に入るかもしれない。

ダイン：ところで、ノーラさんはどうしてます？

ＧＭ：特に口を挟はさむこともなく、黙だまって話を聞いてますよ。まぁ、弟子である自分が、ここで発言するべきではない、という感じですね。

ツヴァイ：動きはなしか……。

ＧＭ：何もないですよ？（笑）

ツヴァイ：その笑いが怪あやしいって（一同笑）。

ダイン：研究馬鹿に美人助手といえば、美人助手が何か企たくらんでいるのは、ひとつのパターンですからね。

ユンガー：まぁいい、レギンの頼みを聞くとしよう。だが、私にできるのは口利きだけだ。実じつ際さいに会えるかどうかまでの保ほ証しようはできないぞ。

ＧＭ：「もちろんだ。話を通してもらえるだけで十分だ。感かん謝しやする」　ユンガーの返事を聞いたレギンは、深々と頭を下げます。

ツヴァイ：じゃあ、教えてくれ。ベルリール、そしてヌルについてを！

ＧＭ：「うむ。では、お教えしよう。ベルリールに起こったことを──」　本を紐ひも解とくように、レギンはゆっくりと語り始めます。「ベルリールが滅ほろんだ理由についてはさまざまな説がある。天てん変ぺん地ち異い、神々の怒いかり、魔獣の侵しん攻こう……。じゃが、ベルリール崩ほう壊かいの真の原げん因いんは、バルムンクという組そ織しきが行なった儀ぎ式しきによるものではないかとわしは思っておる」

ユンガー：やはり……。

ＧＭ：「その指し揮きを執とっていた者の名がヌルじゃ。ヌルの正体は魔族であり、バルムンクのなかでも、かなり地位の高い存そん在ざいだったらしい。そして、ヌルはベルリールの民たみを生いけ贄にえとする儀式で、とある魔獣を召しよう喚かんしようとした、とのことじゃ」

ダイン：魔獣……。

ＧＭ：「しかし、この魔獣は〝神しん竜りゆう王おう〟セフィロスに導みちびかれたという英えい雄ゆうによって倒たおされ、儀式を行なったヌルもまた封ふうじられたらしい」

ツヴァイ：その英雄がハロルドなのか？

ＧＭ：「それは分からん。ただ、ハロルドも一緒にいたのは確からしい。しかし、よく知っておるな。わしですら、この情報を手に入れるのには大変な苦労をしたというのに」

ツヴァイ：いや、その……。俺もこの情報を手に入れるのに、すげえ回り道して三年もかかっているから（一同笑）。

エルザ：ラドフォード伯はくが知っているなんて、誰だれも思いませんって（笑）。

ＧＭ：で、儀式の話に戻もどりますが、ハロルドは儀式自体を完全に止めることはできなかったため、ベルリールの住民は生贄となり、街は滅ほろんでしまったらしいです。

ユンガー：召喚は失敗したのか？

ＧＭ：そこははっきりしません。ただ、ベルリールの奥おくには石化した魔獣がいるという噂うわさがありますから、それがその魔獣のなれの果てなのかもしれません。『アルディオン大陸ガイド』の[image: ]ページ参照ということで（笑）。レギンの話はここまでですね。

ユンガー：やはり、バルムンクには魔族が関わっていたってことか。

ツヴァイ：それにヌルが魔族ってのも、確かなようだし……。

ＧＭ：「わしが話せるのはここまでじゃ。だが、かなりの確かく率りつで真実に迫せまっておるとわしは思っておる。これを信じるか、信じないかはお主ら次第じゃ」

ユンガー：いや、礼を言う。では、明日にでも領主のトーラム氏の館やかたを訪おとずれるとしよう。そのときには、あなたもご一いつ緒しよに……。

ＧＭ：「かたじけない」　レギンはもう一度、みなさんに頭を下げて感謝の言葉を述のべます。とゆーところでシーンは終しゆう了りようします。







◆Middle 10◆闇やみにうごめくもの、再ふたたび




ＧＭ：さて、次はハリソン・トーラムの許もとを訪おとずれることになるわけですが、その前にマスターシーンがここで入ります。

ツヴァイ：おっ！　バルムンク側でも何か動きがあるのか？

ダイン：このタイミングということは、やはりノーラさんが怪あやしい？（笑）

ＧＭ：それはどうでしょう（笑）。さて、今回の舞ぶ台たいは、どこかは分かりませんが、薄うすぐらい部屋の中でアインが何者かと話をしている──というシーンです。

一同：またかいっ！（笑）

ＧＭ：というか、同じ部屋ですね。やはりアインの前にはホログラムのように映うつし出だされたフードの人物が立っていますよ。そして、その人物がアインを厳しく詰きつ問もんするかのように、口調を険けわしくして言います。




「そちらで始末するのではなかったのか？」

「申しわけございません。逃にげられました。相変わらず逃げ足だけは速いようで……」




一同：逃げてない、逃げてない（笑）。

ダイン：相変わらずごまかしているようですね。〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟がラドフォード伯はくのところにあることも言っていなかったようですし……。

エルザ：もしかして、アインはバルムンクも裏うら切ぎっている？

ユンガー：その可か能のう性せいは高そうだな。何のためかは分からないが……。

ツヴァイ：だけど、何かを企たくらんでいるのは間ま違ちがいないからな。俺たちから竜輝石を奪うばっていったわけだし。

ＧＭ：交こう渉しようとは言えないような、一方的なものでしたしね。それはそれとして、アインと謎なぞの人物の会話は続きます。




「大たい層そうなことを言ってこのありさまか」

　吐はき捨すてるように言い放つフードの人物。

「申しわけございません」

　アインは再さい度ど、謝しや罪ざいの言葉を口にする。だが、それ以上何かを言う気配はない。立体映えい像ぞうの人物もアインの言葉の続きを期待していたのかしばらく黙だまっていたが、彼が何も言おうとしていないのを悟さとり、舌した打うちを漏もらした。

「まぁ、いい。奴やつらはこちらの網あみに引っかかった。だが、今までに数多くの同どう胞ほうを倒たおしてきた連中だ。念には念を入れておきたい」

「ご安心を。すでに現地の配下に連絡はつけてあります」

「相変わらずやることが早いな。もっとも、そもそも奴らを逃にがしたのはお前の責せき任にんだ。それくらいのことはやってもらわんとな」




一同：げっ！

ツヴァイ：援えん軍ぐんが来るのかよっ!?

ＧＭ：とはいえ、これはマスターシーン。ＰＣはなにも知りません（笑）。

ダイン：しかし、こっちの行動が筒つつ抜ぬけのようですね。やはり、犯はん人にんはノーラさん？（笑）

ツヴァイ：裏うらをかいて、実はラドフォード伯とかミリアが黒幕だったりして（笑）。

ＧＭ：「ツヴァイくん、騙だましていてごめん！　実はボク……本当はバルムンクなんだよ！」（一同笑）

一同：それはない！（笑）

ＧＭ：もし、それが本当だとすると、『無印』二巻の段階でフェリタニア王国の中ちゆう枢すうにバルムンクがいることに（笑）。

ツヴァイ：そ、それは止めていただきたい。こっちのリプレイ（←『無印』のこと）に重大な路線変へん更こうが生じてしまう（一同笑）。

ダイン：ラドフォード伯は、未来においてフェリタニア軍の一角を担になっていますからね。

ツヴァイ：まっ、ここでどうこう言っていても仕方ないか。敵てきが尻尾しつぽを出さない以上、こっちが行動して相手を引きずり出すしかないわけだからな。

ユンガー：臨りん機き応おう変へん。どのような事じ態たいにでも対応できるようにしておくしかない。

ＧＭ：まぁ、そんな感じでアインと謎の人物との会話は終了し、ホログラムは消えます。ただし、そのあとで嘲あざけるようにアインがこうつぶやきます。




「さて、はたして援軍は間に合いますかね」




一同：おいっ！（笑）

ツヴァイ：裏うら切ぎる気まんまんじゃないかよ！

ＧＭ：いひひ（笑）。

ユンガー：おそらく援軍は来ないな。

ダイン：来ませんね（笑）。

ツヴァイ：謎の人物、哀あわれナリ（一同笑）。

ＧＭ：それ、キャラ違うから（笑）。はいっ！　とゆーことでマスターシーンは終了しま～す。







◆Middle 11◆ハリソン・トーラムとの会談




ＧＭ：それでは翌よく日じつとなります。みなさんはレギン、それにノーラと共にトーラム邸てい、つまりカムロートの領主の館へと向かいます。

ダイン：え？　ノーラさんも来るんですか？

ＧＭ：そりゃ、レギンの弟で子しですから。レギンは当然のように連れてきますよ。

ツヴァイ：あちゃ[image: ][image: ][image: ]。

ユンガー：まさか、連れてくるなとも言えないしな。

ダイン：仕方ないですね。なるべく、私が見み張はるようにしておきましょう。

ユンガー：分かった。頼たのむ、ダイン。

ダイン：（ＧＭに）では、ノーラさんの行動に注意しているということでお願いします。

ＧＭ：了りよう解かい。みなさんが向かう領主の館は、とても特徴的な場所にあります。

エルザ：どこですか？

ＧＭ：川、というか運河の上です。

一同：運河の上っ!?

ＧＭ：港から船に乗ったまま、領主の館へと向かうことができるようになっているんですよ。もちろん警備は厳重ですし、近くに行くまでに検問を通ることになりますけど。

ダイン：おそらく効率化を図るためでしょうが、なんて大胆なことをする（笑）。

ＧＭ：まぁ、みなさんは地上から行くので、あまり関係ありませんが（笑）。さて、館の門前には警けい備び兵へいが配されています。適てき度どな緊きん張ちよう感かんを保たもちつつ、周囲を警けい戒かいしています。

ユンガー：じゃあ、まずはその警備兵に話しかけるか。

ＧＭ：「なんだ貴き様さまらは？　ここは領主の館。一いつ介かいの傭よう兵へいが近づいてよい場所ではないぞ！」警備兵が怒ど鳴なりつけてきます。

ユンガー：ふむ。では、ノーデンスの証あかしである指輪を見せるが……。

[image: ]

ツヴァイ：（警備兵になって）「その指輪は……。ま、まさかっ!?」

ユンガー：そのまさかだ（笑）。

ツヴァイ：（警備兵になって）「す、すぐに領主にお取り次ぎいたします。少々お待ちくださいませっ!!」（一同笑）

ＧＭ：まっ、そんな感じですね（笑）。では、舞台は一気に応おう接せつ室しつへと移ります。

一同：は、早っ!!

ＧＭ：ノーデンスの権けん威いを使えばこんなもんです（笑）。さて、応接室の中ですが、調度の類たぐいは装そう飾しよくよりも実じつ用よう性せいを重じゆう視ししたような物ばかりです。いくつか美び術じゆつ品ひんや骨こつ董とう品ひんなども飾かざられていますが、こちらも派は手でな物ではありません。もともと貴き族ぞくの密みつ偵ていをしていたユンガーや、商人のエルザなら分かりますが、どれもかなり値ねが張はる物ばかりですね。

エルザ：うわぁ[image: ][image: ][image: ]。

ユンガー：悪くない趣しゆ味みだ（笑）。

ＧＭ：「ほぅ、それらの価か値ちが分かるとは……。お会いして正せい解かいでしたかな」　杖つえをついた六〇歳さいくらいのフィルボルの老人が、少女に付つき添そわれて部屋に入ってきます。ハリソン・トーラム本人です。そして、この街に来たことのあるエルザは知っていますが、トーラムに付き添っている少女が領主代行のシェリー・トーラムです。

エルザ：ハリソンさんの娘むすめさんですね。

ＧＭ：そうです。ハリソン・トーラムが体調を悪くしてからは、領主の仕事はすべてシェリーがこなしています。年ねん齢れいは二一歳ですが、フィルボルなので、子どものように見えます。
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ダイン：領主が病気というのは、どうやら本当だったようですね。

ＧＭ：さて、ハリソンは、みなさんに席を勧すすめたあと、シェリーに支ささえられるようにして自分も席に座すわり、話し始めます。「カムロートの領主、ハリソン・トーラムだ。ノーデンスの方々がこの老いぼれにどのようなご用よう件けんかな？」

ユンガー：では……。

ＧＭ：と、ユンガーが話し始めようとしたとき！

一同：とき？

ＧＭ：「ほぅ、あなたがハリソン・トーラム氏ですな。わしの名はレギン・バスカヴィル。こう見えても賢者などをやっております。実は今日お伺いしたのは……」　と、捲まくし立てるように話し出します。

ツヴァイ：お、おいっ!?（一同笑）

ユンガー：まあまあ。落ち着いてくれ、レギンさん（笑）。

ＧＭ：「ちっ！」

ツヴァイ：な、なんだ今の舌打ちは！（笑）

ＧＭ：いえいえ、レギンはみなさんのおかげで領主に会えたことは自覚しているので、ユンガーの制せい止しで口を閉じますよ。しぶしぶですけど（笑）。

一同：しぶしぶかよっ！（笑）

ツヴァイ：俺たちがレギンさんを押おさえてる間に早く質しつ問もんを、隊長！（笑）

ＧＭ：むぐむぐむぐ（一同笑）。

ユンガー：うむ（笑）。では、いきなりだが本題に入ろう。領主、あなたはヌルという存在をご存じですか？

ＧＭ：「ベルリールで魔獣を召喚しようとしたという輩やからのことだな。おかげであの地は、いまだに凶悪な魔ま物ものが存在しておる。おかげでわしは、石化した魔獣の隣にあった巨大な結けつ晶しよう体たいをひとつ持ち帰るのが精一杯だった」

ダイン：結晶体？

ＧＭ：「人の大きさほどもある巨きよ大だいな物だ。知り合いの魔ま術じゆつ師しに調べてもらったが、彼はそれを時間凍とう結けつ結けつ晶しよう体たいと呼よんでおった」

ツヴァイ：いきなり小こ難むずかしい言葉が出てきたな……。それは何なんだ？

ＧＭ：「わしもくわしくは分からん。周囲の空間ごと時間が止まり、その結果、その空間ごと結晶化しているという代しろ物ものらしい」

エルザ：時間が凍りついた空間ですか……。

ＧＭ：「もしかすると、その結晶体こそベルリールを滅ほろぼしたというヌルのなれの果てなのかもしれぬな」　真っ白な顎鬚を撫でながら、レギンが言います。

ダイン：なぜそう思われるのですか？

ＧＭ：「うむ。石化した魔獣の隣にあったとトーラム氏が言っていたからな。おそらく儀式の最中にハロルドに封じられたのじゃろう」

ツヴァイ：じゃあ、〝真の死〟を与える方法ってのは？

ＧＭ：「もし、その結晶体がヌルだとすると、実際は見つけることができず、封印するのがやっとだったというところではないかな」

ダイン：なるほど。話の筋は通ってますね。

ユンガー：で、その結晶体はここにあるのですか？

ＧＭ：「うむ。この屋敷の宝ほう物もつ庫にある」　ユンガーの問いにハリソンはうなずきます。

ツヴァイ：なるほど……。ここはその結晶体についても調べておきたいな。ヌルについて調べれば、バルムンクやアインのことも何か分かるかもしれない。

エルザ：そうですね。

ＧＭ：「確かにその結晶体を調べれば、さらに何かが分かるかもしれませんぞ」　レギンもユンガーの案に同意してくれます。

ユンガー：じゃあ、頼んでみましょう。その結晶体をお見せいただきたいのだが？

ＧＭ：「ノーデンスの頼みでは仕方あるまい」　ハリソンはしぶしぶではありますが、許きよ可かを出してくれます。

エルザ：ノーデンスの効こう果か、すごいですね（笑）。

ＧＭ：「シェリー、この方々を宝物庫に案内してさしあげなさい」とハリソンが指し示じを出します。レギンがいろいろと質問しそうですが、そこは割かつ愛あい！（一同笑）

ツヴァイ：こいつ、本当によくしゃべるなぁ（笑）。

エルザ：研究熱心な人みたいですからね。こと、自分の研究に関係のあることだと、いろいろと知りたくなるんじゃないですか？

ＧＭ：（笑）。では、領主の館の一角にある宝物庫まで、みなさんをご案内～（笑）。







◆Middle 12◆宝物庫へ




ＧＭ：それでは、みなさん四人とレギン、ノーラは宝物庫の前に到着します。その扉とびらは金きん属ぞく製せいで、とても頑がん丈じようそうです。「ここが宝物庫だ。そうそう、部屋の中にある財ざい宝ほうにはトラップがしかけられているものもあるから、むやみやたらと触さわらないことをお勧すすめするよ」

ダイン：盗とう賊ぞく避よけというわけですか。

ＧＭ：「そういうこと。じゃあ、開けるよ」　手元にある鍵かぎ束たばから鍵を選び、それを差し込こんで回すという作業を、シェリーは鍵を替かえながら数回繰くり返します。

エルザ：へぇー、面おも白しろい仕組みですね。

ＧＭ：「ボクが考案した錬れん金きん術じゆつ製せいの鍵だよ。決められた順番どおりに鍵を使わないと、トラップが作動するようになっているんだ」

ダイン：そういえば、シェリーも錬金術師でしたっけ（笑）。

ツヴァイ：しかもボクっ娘（笑）。

ＧＭ：うっ！　痛いところをついてきますねぇ（一同笑）。

ツヴァイ：そりゃ、もちろん！　さっきの仕返しということで（ニヤリ）。

ＧＭ：くっそー、まさかボクっ娘がふたりも出てくるとは……。一生の不覚！（笑）

ツヴァイ：はっはっは！

ＧＭ：しかーし！　そんなことでは退かぬ、媚びぬ、省みぬ！　「鍵がいくつもかかっているようなものだから、《マジックロック》などによる鍵開けの対たい策さくにもなるしね。ボクのちょっとした発明だよ」　と、自じ慢まんげにシェリーは言います。（一同笑）。

ツヴァイ：あ、開き直った（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんなことを話しているうちに、シェリーが最後の鍵を回し終えると同時に、ギギギギギと重い音を立てながら扉が自動的に開いていきます。中は真っ暗ですね。

ツヴァイ：暗くて何も見えねぇーぞ（笑）。

エルザ：ランタンを使いましょうか？

ＧＭ：「いや、それには及ばん。わしが魔ま術じゆつを使おう。どれ──万ばん物ぶつを照らせし光よ。我わが道を示しめす灯あかりとなれ！　《マジックキャンドル》」　レギンが呪じゆ文もんを唱えると、ふわふわと浮うかぶ光の球が出しゆつ現げんします。

エルザ：ありがとうございます。

ＧＭ：「じゃあ、宝物庫に入ろうか」　シェリーが先せん導どうして中に入っていきます。レギンもシェリーのあとに続いて入っていきますが、その前にうしろを振ふり返ってこう言います。「ノーラ、お主は外で待っておれ」

一同：え？

ダイン：てっきり、ノーラさんも宝物庫の中に入ってくるかと思ったんですが……。

ツヴァイ：まさか、領主を狙っているとか？

エルザ：領主を人質にするとかですか？

ツヴァイ：もし、ノーラがバルムンクだとすれば、ヌルの身体である結晶体を手に入れたいと思っても不思議ではないからな。人質と交換という線もありだな。

ダイン：う～む、そうなると仕方がありませんね。彼女の見み張はりも兼かねて、私が倉庫の外に残りましょう。

ユンガー：大だい丈じよう夫ぶか、ダイン？

ツヴァイ：大丈夫なんじゃないかな。もし、ノーラが敵てきでその正体を明かしたとしても、ダインなら耐たえられそうな気がするし。

ユンガー：それしかないか……。分かった。頼たのんだぞ、ダイン。

ＧＭ：では、宝物庫の中に入るのは、ユンガー、エルザ、ツヴァイ、レギン、シェリーということでよろしいですか？　では、魔法の灯りに照らされた宝物庫の中へ、五人は消えていきました。ダインは不安な思いでそれを見つめているのであった（笑）。

ダイン：ううぅ、惜おしい人たちを亡なくしてしまった……。

一同：まだ死んでないって！（笑）







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆正体




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズに入ります。宝ほう物もつ庫この中はかなり暗いです。ゲーム的に言えば明度１となります。しかし、今はレギンが《マジックキャンドル》を使っているので明度３になっています。ですから、特にペナルティはないですね。

ユンガー：普ふ通つうに周囲の風景が見えるんだな。

ＧＭ：ええ。あと、宝物庫の中には「大地の招まねき」というトラップがかかっていますので、移い動どう力がマイナス五メートルされ、さらに飛行状じよう態たいになれません。

ツヴァイ：げっ！　翼つばさが役に立たない。

ＧＭ：もちろん、《テレポート》や転送石も使えません。

ユンガー：宝物庫なだけあって、その手の守りはきっちりしてるわけだ。

ツヴァイ：とりあえずシェリーに訊こう。それで、結けつ晶しよう体たいってのはどこにあるんだ？

ＧＭ：「それならば、確たしか部屋の隅すみにしまってあったはずだよ」と、シェリーは答えます。

エルザ：隅？

ＧＭ：宝物庫の四よ隅すみのどれかということですね。あまりにも雑ざつ多たに物が置かれていて、シェリーもきちんとは把は握あくしていないようです。

ツヴァイ：なんていい加か減げんなんだ（笑）。

ＧＭ：ちなみにレギンは、入り口近くにある宝物がお気きに召めしたようで、シェリーにいろいろと訊きいています。「おぉっ！　こ、これは……統とう一いつ帝てい国こく時代の装飾品ではないかっ！」

一同：つ、使えねぇ────っ！（笑）




　と、そんなレギンはとりあえず放っておいて、結晶体を探さがすことにするＰＣたち。

　エルザとユンガーは念のためレギンと共に入り口付近で待機し、移動力が高く、《カリキュレイト》で先せん攻こうを取ることのできるツヴァイが、単たん独どくで結晶体を探すことになった。

　すると──。




ＧＭ：入り口から見て右の奥おく隅すみ、天てん井じようまで届とどかんばかりに積み上げられた木箱に隠かくされるようにして、黒色の結晶体が立てられているのをツヴァイは発見します。

ツヴァイ：これがその結晶体か……。

ＧＭ：ハリソンの言ったとおり、人間の背丈ほどの大きさで、形は正六角柱です。

ツヴァイ：……触ふれても大だい丈じよう夫ぶなのかな？

ダイン：触れた瞬しゆん間かん、ピカッと光ってツヴァイの身にとんでもないことが（笑）。

ツヴァイ：そんなこと言うなよ……。触れたくなっちゃうじゃないか（一同笑）。

ＧＭ：触れます？（笑）

ツヴァイ：じゃ、ちょっとだけ！

一同：えぇ──────っ！

ＧＭ：では、結晶体にツヴァイが触れた瞬間──っ！

ツヴァイ：……（ゴクリ）。

ＧＭ：脳のう裏りに男の声が響ひびいてきたような気がします。聞いたことがあるような、ないような不思議な声です。

ツヴァイ：で、その声はなんて言っているんだ？

ＧＭ：重く、だが静かな声で──「我われを受け入れろ」　ただ、それだけです。

ツヴァイ：や、やっぱりこれで当たりっぽいな。んじゃ、みんなに大声で呼よびかけよう。おーい、みんなー、あったぞー！

ユンガー：よくやった、ツヴァイ！　よし、我々も急いで──。

ＧＭ：と、エルザとユンガーが移動しようとしたとき、レギンが急に不気味な雰ふん囲い気きをまとい始めます。

一同：え？

ＧＭ：そして地の底から湧わき上がるような低い声で、ぽつりとつぶやきます。「やはりここにあったか……」（一同笑）

ツヴァイ：ノーラじゃなくて、こっちが当たりかよっ!?

ＧＭ：ええ、こいつなんです（笑）。

一同：えぇ──────っ!?

ＧＭ：そして、レギンはうしろを振ふり向き──。

エルザ：ふ、振り向きっ!?

ＧＭ：宝物庫の扉とびらに向けて呪じゆ文もんを唱え始めます。「姿すがた形かたちなき風よ。見えざる力となりて、扉を閉とざせ。《マジックロック》」

一同：な、なんだって─────っ！

エルザ：扉に鍵かぎをかけるつもりですよ！

ツヴァイ：そ、それはやばいっ！

ダイン：どうやら、こちらの戦力を分ぶん断だんするつもりですね。

ツヴァイ：お、落ち着いている場合かっ!!

ダイン：とはいえ、私の方からはなにもできませんので（笑）。

ツヴァイ：こ、この堅かた物ぶつっ！

ダイン：はっ！　もとより身体は金きん属ぞくで硬かたいですが（一同笑）。

エルザ：《マジックロック》って、鍵をかける魔ま法ほうでしたっけ？

ＧＭ：そうです。ただ、「鍵Ａ」のトラップをかけるだけなので、トラップ解かい除じよによって外すこともできます。ただし、メジャーアクションを使用することになりますが。ちなみに扉を破は壊かいすることはできません。

エルザ：宝物庫の扉ですから、簡かん単たんに壊こわせては意味ありませんものね。

ＧＭ：そういうことです。

ユンガー：《インタラプト》で《マジックロック》を打ち消すことはできる？

ＧＭ：もちろん可か能のうです。

ユンガー：ここで《インタラプト》するか、それとも行動を一回使って鍵を開けるか……か。

ＧＭ：ちなみに扉に《マジックロック》がかかった場合、射しや線せんが塞ふさがれるので、「鍵Ａ」を解除するまでダインはほぼ何もできなくなりますね。

エルザ：それって、かなりまずくないですか？

ツヴァイ：とはいえ、《インタラプト》は温おん存ぞんしておいた方がいい気がする。

ＧＭ：さあ、どうします？　《マジックロック》を《インタラプト》しますか？

ユンガー：分かれたままだとこちらが不利ですよね？　ここは《インタラプト》を使用して、《マジックロック》を打ち消します！

ツヴァイ：隊長がレギンの怪あやしい動きに気づいた！（笑）

ユンガー：させるかっ！　とっさに矢や筒づつから矢を取り出して、レギンの腕うでに突つき刺さす！

ＧＭ：「ぐあっ!?」　腕に刺ささった矢の痛いたみに、レギンは思わず魔ま術じゆつを中ちゆう断だんしてしまいます。「き、貴き様さま、気づいていたのか!?」（一同笑）

ユンガー：ふっ、傭よう兵へいの勘かんというやつだ。残念だったな（笑）。

ダイン：では、そこで宝物庫の扉を開け放ちましょう。話はすべて聞かせてもらいました！（一同笑）

ＧＭ：「我が同胞を倒してきただけのことはあるな。やはり一筋縄ではいかんか……」腕に刺さった矢を見ながら、レギンは余裕の笑みを浮かべます。

エルザ：ところで、ノーラさんはどうしてますか？

ＧＭ：「これはどういうことですか。レギン師し！　何が起こってるんです？」　豹ひよう変へんしたレギンの姿すがたを見て、混こん乱らんしています。というわけで、ノーラは戦せん闘とうから除じよ外がいします。

一同：よしっ！

ツヴァイ：よかったぁ～！　敵が増ふえなくて本当によかった～（笑）。

ＧＭ：「ふっ！　だが、それも計算のうち」そう言うと、レギンはシェリーの方へと掌てのひらを差し向け、そこから蜘蛛くもの巣すのようなものを放って、彼かの女じよを壁かべに張はりつけてしまいます。

エルザ：シェリーさんっ!?

ＧＭ：「領主代行。貴様はヌル様を運び出すときのための人ひと質じちだ。そこでおとなしくしているがいい！」　これで、シェリーも戦闘中は除外されます。

一同：よしっ!!（笑）

ダイン：これでＮＰＣを気にすることなく、戦えますね。

ツヴァイ：ところで、ヌル様ってやっぱりこの結晶体のことだよな？

ＧＭ：「いかにも。そして、ツヴァイ──貴様はここで死ぬ。そして、我わが主たるヌル様復ふつ活かつの糧かてとなるのだよ！」

ツヴァイ：俺おれのことを知っている？　おい、お前！　俺のことを何か知っているのかっ!!

ＧＭ：「どうせこの場で死ぬ運命の貴様が知る必要はない。それに知らない方が幸せということもある」レギンはツヴァイの問いに対して、諭すように言います。

ツヴァイ：だったら、強ごう引いんにでも聞き出してやるよっ！　魔導銃キヤリバーを構かまえる！

ＧＭ：ツヴァイが武ぶ器きを構かまえたのを見て、レギンはやれやれというような呆あきれた表ひよう情じようを見せます。「若いの、賢けん者じやの助言は聞くものだぞ」




「バルムンク一二人衆しゆうがひとり、特に、〝大鎚スレツジハンマー〟のレギンの言うことはな！」

　そう言うとレギンは、どこからともなく二メートルはあろうかという巨きよ大だいなハンマーを抜ぬき出だし、構えた。
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◆Climax 02◆バルムンク一二人衆




ユンガー：くっ、やはりこいつもバルムンクかっ！

ＧＭ：〝大鎚スレツジハンマー〟のレギン・バスカヴィル。バルムンク一二人衆のひとりです。

ツヴァイ：こいつも一二人衆かよっ！（笑）

ＧＭ：（笑）。さて、それでは戦せん闘とう開始となるわけですが、その前にひとつだけ。先ほどマップをお見せしたとおり、今回の戦闘はスクウェア戦闘ルールを使用します。




スクウェア戦闘ルール

『バトルフィールド』（ゲーム・フィールド刊かん）に掲けい載さいされている戦闘ルール。スクウェアと呼よばれる四角いマスを使用して、キャラクターの位置や距きよ離りなどを管理する。

　戦闘の状じよう況きようが把は握あくしやすくなるが、通常の戦闘よりも時間がかかることもある。




ＧＭ：宝物庫の広さは、五×五のスクウェアとします。なお、宝物庫に置かれている美び術じゆつ品ひんやら骨こつ董とう品ひんやらは、戦闘では基き本ほん的てきに無む視しするものとします。

ユンガー：基本的に？

ＧＭ：そう、基本的にです（笑）。

エルザ：これは、何かありそうですね。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、すぐに分かります（笑）。配置については、先ほどと同じスクウェアからスタートとなります。戦闘シートの外にいるダインは、セットアッププロセスの最初に登場することができます。

エルザ：ユンガーさんが、《マジックロック》をキャンセルしましたからね（笑）。

ダイン：ええ。これで最初から支し援えんすることができます。

ツヴァイ：頼たのむぜ、ダイン！　お前が頼たよりなんだからな（笑）。

ダイン：心得ています（笑）。

ＧＭ：まぁ、スタートの状況はこんな感じですね。それでは戦闘開始っ！




●第一ラウンド
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ＧＭ：それではセットアッププロセスから行きます！　まず、ここでダインが登場できます。登場判はん定ていはいりませんが、登場できる場所は扉の前──つまり、ユンガーやエルザ、レギンのいる場所のみです。

ダイン：入り口はひとつですから、仕方ないですね。では、登場します。

ＧＭ：はい。そして行動順番はこんな感じですね。




▼行動順番（戦闘開始前）

　①レギン　　（行動値19）

　②ツヴァイ　（行動値15）

　③ユンガー　（行動値11）

　④エルザ　　（行動値10）

　⑤ダイン　　（行動値９）




ＧＭ：まずは行動値19のレギンが先手を取り、懐ふところからひとつの石を取り出します。

ツヴァイ：石？

ＧＭ：錬れん金きん術じゆつ師しが使用する〝賢者の石〟に似にていますが、その色は赤ではなく鈍にぶい灰はい色いろとなっています。「さぁ、我が力の源みなもとを示しめせ」　レギンの言葉に反はん応のうしたのか、灰色の石がぼんやりと輝かがやくと宝物庫のあちこちがかすかに光ります。

エルザ：何が起こってるんでしょうか？

ＧＭ：分かりません。ただ、部屋の一〇ヶ所──黄金の宝物だけが光っているようですね。

ユンガー：宝物？　いったい、どうするつもりだ？

ＧＭ：レギンはユンガーの問いに答えず、落胆したようにつぶやきます。「カムロートの領主の宝物庫と聞いて期待していたが……。ちっ、ずいぶんとしけているな」

ツヴァイ：《センスマジック》（＊）か？

ＧＭ：違ちがいます。《センスマジック》の場合は、術者しか見ることはできませんから。

ダイン：何かを判はん別べつしているのは間ま違ちがいないようですが……。ここは、エルザさんにエネミー識しき別べつをお願いしたいところですね。

エルザ：分かりました！　じゃあ、セットアッププロセスでエネミー識別しちゃいますね。




　ユンガーは、まず遠く離はなれているツヴァイのために《陣じん形けい》を使用（ツヴァイはＢ─１へと移動）。さらに、エルザのエネミー識別の達成値を上げるために、ユンガーは《限げん界かい突とつ破ぱ》を使用する。

　その結果──。




エルザ：エネミー識別いきます！　26＋２Ｄで……（ダイスを振ふる）32です。

ＧＭ：げ──────っ！　いきなり、全部ばれてしまった！（一同笑）

[image: ]

ツヴァイ：レベルは20か……。コーレアより低いんだな（笑）。

エルザ：ただ、《愚ぐ者しやの石》がやっかいですね。

ダイン：自分の所持金、視し界かい内に置かれている金きん製せいの品の価か値ち一〇Ｇにつき、ＨＰダメージを１点減げん少しようさせる《黄金の障壁》と、ダメージを上昇させる《黄金の衝撃》が使えるようになるスキルですね。

ＧＭ：ちなみに光っている宝物の価値は全部同じで、二〇〇〇Ｇです。

ダイン：つまり、二〇〇〇ダメージ防ふせぐというわけですね。

ツヴァイ：それを削けずりきらない限かぎりはダメージが通らないってことかよ。なんてひどい能のう力りよくだ（笑）。

ＧＭ：お誉ほめにあずかり、恐きよう悦えつ至し極ごく（笑）。

エルザ：……いや、ちょっと待ってください。置かれているってことは、わたしたちが所持品として持っていった場合はどうなります？

ツヴァイ：え？

ダイン：なるほど！　《愚者の石》で指定できるのは、自分の所持金と置かれている金きん製せい品ひんだけ。つまり、我々がそれを所持してしまえば効こう果かが及およばない……。

ＧＭ：そのとおり！　よく気づきましたね（笑）。

ツヴァイ：ああー！　そういうことか。

ＧＭ：ちなみにメジャーアクションを使用すれば、宝物を拾えますよ。

ツヴァイ：メジャーを使う必要があるのか。

ＧＭ：はい。ちなみに重量は全部１とします。

ツヴァイ：なるほどなぁ。少なくとも、ここで光っている物に関しては全部ゲットしておかないとダメージが通らないわけか。

ダイン：宝物を破は壊かいすることはできます？

エルザ：（急に大声で）ダインくんっ!!

ダイン：は、はいっ！

エルザ：壊すなんてとんでもないことですよっ！　だって、金製品ですよ！　もったいないじゃないですか！

ダイン：（しどろもどろに）いや、まぁ、そのとおりではありますが……。

エルザ：だから、みんなで一いつ所しよ懸けん命めい拾いましょう！（一同笑）

ツヴァイ：まっ、エルザさんらしいや（笑）。

ユンガー：だが、それしか方法がなさそうだな。手分けして拾うぞ！（笑）




　命令を下したユンガーは《ランナップ》を使用して、レギンから離はなれるように移動（Ｅ─５へ）。そしてダインがエルザに《ヘイスト》を使用。これにより、エルザの行動値が24まで上じよう昇しようする。
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エルザ：まずはわたしからですね。とりあえず、様子見のためにレギンさんに魔法を撃うっちゃいますね。

ツヴァイ：いいんじゃない。下手にダインと離れても危き険けんだし。

エルザ：じゃあ、いつもどおり全力でいきますよ！　マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《ファイアボルト》でレギンさんに攻こう撃げきします！　《限界突破》の分があるので……（ダイスを振る）25で命中ですっ！

ＧＭ：「い、いきなりこの近きん距きよ離りで魔法を放つだとっ！」　その場から離れると思っていたエルザがいきなり魔法を使ったことに驚おどろくレギン。

ツヴァイ：普通の魔ま術じゆつ師しなら、敵から離れると思うもんな（笑）。

ユンガー：相手が悪かったな（笑）。

エルザ：ユンガーさんっ！　それはどういう意味ですかっ!?（一同笑）

ユンガー：えーと、侮あなどれないってことだ（笑）。

エルザ：う～ん、それって誉められているのかしら？

ダイン：気の持ちようじゃないですか？（笑）

エルザ：じゃあ、その話はあとでゆっくりと聞かせてくださいね（一同笑）。

ＧＭ：「貴様ら、何をじゃれておるのだっ！」と、言いながらエルザの魔法を避けるレギン……（ダイスを振る）しかし、回かい避ひは失敗！　ダメージをどうぞ。

エルザ：（ダイスを振る）おっ、今度はいい出目ですよ！　ダイス目で54、スキルと装そう備びで＋40、さらに《限界突破》で＋７されて……〈火〉属ぞく性せいの魔法ダメージで[image: ]点ですっ！

ＧＭ：[image: ]点？　《マジックフォージ》とかも使わずにっ!?

ツヴァイ：すげぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。さすが火力特化型メイジ（笑）。

ＧＭ：しかし、レギンは慌あわてることなく、その身を包つつみ込こむ火か炎えんの中で不ふ敵てきな笑みを浮うかべています。炎ほのおによって焼けただれた皮ひ膚ふはすぐに再さい生せいし、それと同時にここ（Ｄ─２）にある黄金の冠かんむりがみるみるとくすんだ青みがかった灰色の金属──鉛なまりへと変わっていきます。

ユンガー：黄金が鉛に変わっただと？

ＧＭ：「ふはははははは！　これぞ黄金を鉛に変える《愚者の石》だ！　逆錬金、あるいは錬れん鉛えん術じゆつとでもいうべき力なのだよっ！」

ダイン：価か値ちある物を価値のない物へと変化させて、その差分を自分の力にしているというわけですか？

ＧＭ：そのとおりです。そのために黄金を、もっとも価値の低い鉛に変化させるわけです。

ユンガー：今回の敵はそんなか。なかなか面白いな（笑）。

エルザ：しょんぼりというか、それはもう大おお騒さわぎですよ（笑）。あぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]、黄金が！　黄金が────っ!?（一同笑）

ＧＭ：ちなみに、冠の価値は二〇〇〇Ｇから一〇九〇Ｇになってしまいました（笑）。

エルザ：え────っ!?　ちょっと、あなた！　なんてことしてくれるんですか！　せっかくのお金を！　あなたは経けい済ざいの大切さが分かってないです！（一同笑）

ＧＭ：「ふっ、なんとでも言いたまえ。さて、次はわしの番か。う～む、ここは少し明るすぎるな」　そう言うとレギンは《マジックキャンドル》を解除します。

ユンガー：灯あかりが消えたっ!?

ＧＭ：これで明度１に下がります。よって、これより判定のダイスが一個こ減へり、自分と同じスクウェアにいるキャラクターしか攻撃の対象にできなくなります。さらに、移動が自分の周囲１スクウェアのみに制せい限げんされます。

一同：なんだってっ!?

ＧＭ：「だが、これでは不便すぎるか」　とゆーことで、レギンはマイナーアクションで暗あん視しゴーグル（＊）を装備──。

一同：あ、暗視ゴーグルっ!?

ＧＭ：「うむ、これでよし」　そしてメジャーアクションで《ホーリーワード》（＊）を使用して……（ダイスを振る）判定は成功！　魔術のダメージを15上昇させます。

ユンガー：な、なんて準じゆん備びのいい奴やつだ……。

ツヴァイ：自分だけ暗視ゴーグルつけやがって！（一同笑）

ＧＭ：「ふっ、なんとでも言いたまえ」　次はツヴァイの行動です。

ツヴァイ：といっても、この状況で何ができるわけじゃないな。とりあえず、隣となりのスクウェアに移動して、少しでもレギンの能力を削けずるために宝物を拾う。

ＧＭ：そこにあるのはベルリール製の黄金の壷です。

ツヴァイ：これであと九個っ！




　続いてユンガーは足あし下もとにある黄金製の宝（Ｅ─５）を拾い、ダインは所持品からランタンを取り出して灯りをつける。




ダイン：これで移動と攻撃対象の制限は解除されます。もっとも、行こう為い判定へのペナルティは残りますが……。

エルザ：じゃあ、わたしも次のラウンドにランタンを使いますね。

ユンガー：そうしてくれると助かる！

ツヴァイ：くそっ！　まったく今回もやっかいな敵だぜ！

ＧＭ：それは誉め言葉として受け取っておきましょう（笑）。





（＊）《センスマジック》　メイジのスキル。マジックアイテム、魔法によるトラップなどを判別できるようになる魔術。

（＊）暗視ゴーグル　明度の影響を受けなくなる装身具。

（＊）《ホーリーワード》　アコライトのスキル。対象が使用する魔術のダメージを上昇させる魔術。






●第二ラウンド

　続く第二ラウンド。

　レギンはもちろん《愚者の石》を使用する。

　一方、ダインはセットアップで《ヘイスト》を使用して、ツヴァイの行動値を上昇させる。これにより、ツヴァイはレギンよりも早く行動することができるようになり、また別の場所（Ｂ─２）へと移動して宝物を拾う。
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ツヴァイ：これで残りは七個っ！

ＧＭ：「くっ、ちょろちょろと目め障ざわりな奴だ」

ツヴァイ：おっ！　こっちに攻撃か？

ＧＭ：「ん？　なぜ遠く離はなれた奴を攻撃せねばならんのだ？」　とゆーわけで、《バッドステータス付ふ与よ：毒》（＊）＋《ハンマーフォージ》（＊）で、エルザに二回攻撃します。

エルザ：こ、こっちに来ましたっ！（笑）

ＧＭ：一回目！　（ダイスを振る）命中は19！

エルザ：（ダイスを振る）回かい避ひできません！

ＧＭ：大きく振ふりかぶった大おお鎚づち──スレッジハンマーが、エルザめがけて振り下ろされます。さらにここで、レギンは《黄金の衝撃》を使用！　再ふたたび宝たからが鉛へと変わっていき、それと同時にハンマーが淡あわい光に包まれます。一〇〇〇Ｇを消費して、ダメージが10点上昇！　〝地の時代〟のネヴァーフが作ったと思われる黄金像が鉛に代わっていきます（笑）。

エルザ：あーっ！　貴き重ちような金の彫ちよう像ぞうが────っ!?（一同笑）

ダイン：今は宝物を心配している場合ではないでしょうに（笑）。《カバーリング》します。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは46点！　さらに、スレッジハンマーの効果で物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよくが10点減少します。「スクラップにしてやるわっ！」

ダイン：二回攻撃ということなので、《プロテクション》は次の攻撃に取っておいて、それは甘あまんじて受けましょう。物理防御力が15点に下がって、31点受けます。

ＧＭ：では、二回目。ダインを殴なぐった勢いきおいそのままに回転し、もう一度ハンマーがエルザに襲おそいかかってきます！　（ダイスを振る）18で命中！

エルザ：避さけようがないですよー。

ＧＭ：再び《黄金の衝撃》を使用して、ダメージを10点上昇！　（ダイスを振る）40点！

ダイン：それには《プロテクション》を使用して……（ダイスを振る）ダメージを22点引いてください！




　ダインのおかげで、たいしたダメージを受けることなく、レギンの攻撃をしのいだエルザ。

　だが、この攻撃でエルザはバッドステータスの毒を受けてしまう（ダインは《インデュア》を使用して、毒を回かい復ふく）。

　とはいえ、レギンを攻撃するにはまだ宝物が多い。やむを得ず、ユンガーも宝物を拾いに宝物庫の中を走る（Ｅ─３へ移動）。

　ダインは《シンセサイゼーション》と《ポーションピッチ》でエルザの毒とＨＰを回復。

　エルザはレギンの《ハンマーフォージ》を避けるためにエンゲージから離り脱だつし（Ａ─５へ移動）、第二ラウンドは終しゆう了りようとなった。





（＊）《バッドステータス付与：毒》　ダメージを１点でも与えた対象に、バッドステータスの毒を与えるエネミー特殊能力。

（＊）《ハンマーフォージ》　アコライトのスキル。「種別：打撃」の武器による攻撃を二回行なう。






●第三ラウンド

ツヴァイ：あと少しで、宝物の回かい収しゆうが半分終わるな。

エルザ：そろそろ攻撃できそうですね。

ユンガー：だが、むだ撃うちはできん。とにかくまずは宝物だ！




　四人は《ヘイスト》、理知の宝ほう玉ぎよくなどを駆使して行動値を上げ、さらに《陣じん形けい》も併へい用ようすることによって、宝物の回収を急ぐ。
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ツヴァイ：よし、ここで《カリキュレイト》を使用する！　メジャーで宝物を拾うぜ！




　だが……。




ＧＭ：棚たなに置かれている統一帝国時代の古金貨をツヴァイが持ち上げた瞬間──。

ツヴァイ：えっ？

ＧＭ：プシュッ！　何かを射しや出しゆつするような空気音が聞こえますっ！

ツヴァイ：な、なんだってっ！

ダイン：そういえばトラップがしかけられてると、シェリーさんが言ってましたな（笑）。

ツヴァイ：げぇ────っ！　わ、忘わすれてたっ!!

エルザ：ツ、ツヴァイくんっ！

ＧＭ：難なん易い度ど12の【敏びん捷しよう】判定をどうぞ！

ツヴァイ：えーっと、【敏捷】は５。でも、明度のペナルティでダイスが一個減へってるから……出るわけねぇじゃん！　フェイト！　フェイトを２点使って判定するっ！　（ダイスを振る）ふぅ[image: ][image: ][image: ]、せ、成功したぁ（一同笑）。

ＧＭ：古金貨が置かれている土台から撃うち出された毒どく針ばりは、ツヴァイの頬ほおすれすれのところを飛んでいきました（笑）。

ツヴァイ：あ、危あぶね───っ!?　この三年間の修しゆ行ぎようがなかったらやばかったぜ！（一同笑）




　そして、ここからトラップの嵐あらしが始まることになる。

　ダインがポーションでＨＰを回復、エルザのいるスクウェア（Ａ─５）へと移動したあと、そのエルザが宝物を拾おうとすると……。




ＧＭ：難易度14の【幸運】判定をどうぞ。

エルザ：こ、ここもですかっ!?　フェイトを３点使いますっ！




　ズモ────────ン！

　スタンボム、作動！




エルザ：ギ、ギリギリ判定に成功しましたっ！




●第四ラウンド

　そして第四ラウンドでも……。

[image: ]




ツヴァイ：《カリキュレイト》を使用！　マイナーで移動して、宝物をゲット!!（Ｄ─２）




　プシュッ！

　毒針、作動！




ツヴァイ：またかよ！（一同笑）

ダイン：（哀あわれみの目で）またのようですね。

エルザ：（同どう情じようの眼まな差ざしで）ツ、ツヴァイくん……。

ユンガー：（説得するように）運命だと思って、あきらめろ。

ＧＭ：で、どうしますか？（笑）

ツヴァイ：くあーっ、分かったよ！　またフェイト２点使うよ！（一同笑）




　フェイトを使用したかいもあって判定は成功。ツヴァイはバッドステータスの毒を受けずにすんだ。

　なお、この前──第三ラウンドに、レギンが放った《アンデッドベイン》（＊）によってダインとユンガーがダメージを受け、ユンガーが生命の呪じゆ符ふを使用していることを補ほ足そくしておく。




ダイン：これで宝物は、あと三個こですか……。ユンガー殿どのやツヴァイをちまちま回復しても追いつきませんし、今回はマイナーで移動して宝物を拾いにいきます。

ツヴァイ：（期待の目で）ト、トラップは？

ＧＭ：ありません（きっぱり）。

ツヴァイ：ないのかよっ！（一同笑）

ダイン：人の不幸を期待するとは……なんて、あさましい（笑）。

ツヴァイ：二回連続でトラップに引っかかれば、そういう気持ちにもなるよっ！（一同笑）

エルザ：くさらない、くさらない（笑）。次はわたしですね。ダインくんのところまで移動して、ランタンを装そう備びします。これで明度が３になるので、ペナルティはなしです！

ツヴァイ：よしっ！　これで思う存ぞん分ぶん、戦えるぜ！

ユンガー：まだ、宝物が残っているがな。

エルザ：その前に、レギンさんの攻撃がきます。みんな、気をつけてっ！

ＧＭ：「ふんっ！　遅おそいわっ!!」　《ファストドロウ》（＊）＋《アンデッドベイン》でユンガーとツヴァイを攻撃！　本当はダメージが恐こわいので、エルザを狙ねらいたいけど（笑）。

ダイン：私がいますからね（笑）。

ＧＭ：そうなんだよな～。

エルザ：ありがとう、ダインくん！

ＧＭ：「くっ！　だが、ひとりひとり片かたづけていけば同じことだ！」　（ダイスを振る）魔術判定は25！

ツヴァイ＆ユンガー：失敗！

ＧＭ：「もう一度、くらえいっ！」　《愚者の石》の効果で＋10して……（ダイスを振る）ぐわっ！　低っ！　72点のダメージ！

ユンガー：低いと言われても、私のＨＰは残り３点なんだが（笑）。

ツヴァイ：こっちもさっきの分があるからムリ！

ダイン：ならば、ここはギルドスキルの《蘇そ生せい》の使いどころかと。

ユンガー：よし、《蘇生》を使うぞ。

ツヴァイ：ということは、59点のダメージを受けて、残りＨＰは25点だな。ダイン、俺は大だい丈じよう夫ぶだから、隊長を守ってやってくれ。

ダイン：では、ユンガー殿に《プロテクション》を……（ダイスを振る）17点軽けい減げんです。

ユンガー：48点食らうが、13点は残るな。こっちも大丈夫だ！

ＧＭ：「まだ耐たえるか……。しぶとい連中めっ！」

ユンガー：我ら〝黄金の狼おおかみ〟を、なめてもらっては困こまるな。

ツヴァイ：これでも、かなりの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたんだぜっ！

エルザ：覚かく悟ごしなさい！

ＧＭ：「貴様らこそ、バルムンク一二人衆たる〝大鎚スレツジハンマー〟のレギン・バスカヴィルをなめるなよっ！」　レギンは巨大なハンマーを軽々と振ふり回しながら、その柄えをドンと地面に叩たたきつけます。

ユンガー：最後は私の番だな。よし！　さっき倒たおれて拾えなかった、宝物を拾おう。

一同：えぇ─────っ！（笑）

ツヴァイ：せ、せっかく決めたのに（笑）。

ユンガー：ほら、さっきは行動終了になってしまって、拾えなかったから（笑）。

ダイン：しかし、これで宝物はあと一個です。

エルザ：いよいよ、こちらの反はん撃げきですね！

ツヴァイ：そういうことだっ！





（＊）《アンデッドベイン》　アコライトのスキル。アコライトの数少ない攻撃を行なう魔術で、対象に〈闇〉属性の魔法ダメージを与える。

（＊）《ファストドロウ》　ソーサラーのスキル。メインプロセスで使用する魔術の対象を増やす。






●第五ラウンド

ＧＭ：それでは次のラウンド。セットアップでレギンがまず行動します。




「我わが力、逆錬金だけと思うなよ！」

　懐ふところから一いち枚まいの金きん属ぞく版ばんを取り出すレギン。

「魔を帯びし、数多あまたの品々よ。真理と我が命にしたがい、新たな姿すがたとなれ！」

　レギンが言葉を紡つむぎ終わると同時に、彼が手にした金属版に刻きざまれた文字が輝かがやく。それと共に宝物庫に収おさめられていた魔法の品々が集まり、重なり合い、人型を成なしていく。

　金属版から光が失せたとき、レギンの周囲には三体のゴーレム（＊）が出しゆつ現げんしていた。

「見たか！　これぞ、ゴーレム錬れん成せいの術じゆつなり！」




ＧＭ：……という感じです。

ツヴァイ：なんてむちゃくちゃな奴やつだ。今度はゴーレムを作りやがった（笑）。

エルザ：エネミー識別に成功しているので、使うことは分かっていましたけど（一同笑）。

ＧＭ：「さぁ、本当の戦いはここからだ！　行け、我がゴーレムたちよ」




▼行動順番

　①レギン　　　　　　　　（行動値19）

　②ツヴァイ　　　　　　　（行動値15）

　③コランダムゴーレム改　（行動値15）

　③オルゴーレム改　　　　（行動値15）

　⑤ユンガー　　　　　　　（行動値11）

　⑥エッグゴーレム改　　　（行動値11）

　⑦エルザ　　　　　　　　（行動値10）

　⑧ダイン　　　　　　　　（行動値９）




ユンガー：いきなり敵てきが増ふえたか……。

ダイン：ここは先攻を取って、一気に叩たたきましょう。

エルザ：じゃあ、理知の宝ほう玉ぎよくを使います！

ダイン：私はツヴァイに《ヘイスト》を！　次のラウンドのことも考えて、先に宝物を拾ってください。（ダイスを振る）判定は成功。行動値が７増えます。

[image: ]

ツヴァイ：分かった！　《ヘイスト》のおかげで行動値が22になるから、俺が最初だな。もちろん宝物を拾いにいくぜ。半分鉛になっちまってるけどな！　マイナーで移動、メジャーで宝物をゲットだぜっ!!

一同：よしっ！

ＧＭ：おめでとうございます。

ツヴァイ：これで宝物は全部回収───。

ＧＭ：おめでとうございます（笑）。

ツヴァイ：えっ？　それって、もしかして……。

ＧＭ：トラップ作動です（笑）。




　ズモ────────ン！

　スタンボム、作動！




ツヴァイ：えぇ───────っ！　なんで、そうなるんだよっ！（一同笑）

ＧＭ：そんなこと言っても本当なんだから、仕方ないじゃないですか。もしなんなら、マップ見ます？（笑）

ツヴァイ：……いい、見ると悲しくなりそうだから（一同笑）。

ＧＭ：じゃあ、難易度14の【幸運】判定をどうぞ（笑）。

ツヴァイ：きっついなー。でも、まあこのラウンドは攻撃するわけじゃないし……食らってもいいか。（ダイスを振る）失敗しました～（笑）。




　耳を裂さくような爆ばく音おん、目を焼き尽つくさんばかりの閃せん光こうがツヴァイへと襲おそいかかる。

　だが、油ゆ断だんしていたツヴァイはそれを避けることができない！




ツヴァイ：ぐあっ！　目が目がーっ!?　頭がくらくらするー！　もう宝物庫にはこねえ！　こんなのはこりごりだ！（一同笑）

エルザ：ツヴァイくんっ！　よ、よくも、ツヴァイくんを……もう許ゆるしません！




　いや、レギンのせいじゃないし。




エルザ：《マジックブラスト》＋《ファイアボルト》でレギンさんとコランダムゴーレム改を攻撃します！　魔術判定は……（ダイスを振る）クリティカルですっ!!

[image: ]

一同：おお────っ！

ＧＭ：くっ！　ここでクリティカルとは……。（ダイスを振る）レギンもゴーレムも回避失敗。なので、ゴーレムがレギンを《カバーリング》します！

エルザ：じゃあ、《マジックフォージ》も入れて全力攻撃です！　一いち撃げきでゴーレムを倒たおしてしまいましょう。えいっ！（ダイスを振る）

一同：おおぉぉぉ─────────っ!!

ツヴァイ：これはいったかっ!?

ＧＭ：あ、あのー、なんだか６がいっぱい見えるんですけど（一同）。

エルザ：えーっと、10、20、40……[image: ]点のダメージです！

ＧＭ：げ────っ！　エルザの放った炎の矢が、レギンとゴーレムを囲むように爆ばく散さんし、火か炎えんの竜たつ巻まきとなってレギンとゴーレムを包つつみ込こんでいき……。




「むっ！　いかんっ！」

　レギンはとっさにゴーレムに我わが身みをかばわせる。だが、ゴーレムはもともと魔法への耐たい性せいは低い。レギンの分まで攻撃を受けてしまっては、無事にすむはずがない。

　ゴーレムはエルザの魔法に耐たえきれず砕くだけ散ちった。そのあとには、ゴーレムを構こう成せいしていたマジックアイテムの数々が散らばるのみ。




エルザ：見ましたか！　これがお金を粗そ末まつにしたものの末路です！（一同笑）

ツヴァイ：こ、恐えぇ[image: ][image: ]（笑）。

ユンガー：〝炎の申し子〟のふたつ名も伊達だてじゃないってことだな。

ＧＭ：「お、おのれ[image: ][image: ]。まずは貴様から血ち祭まつりに上げてやる！」　逆ぎやく上じようしたレギンがエルザを指さして叫さけびます。

エルザ：えぇ────っ！

ＧＭ：《ファストドロウ》＋《アンデットベイン》でエルザとダインを攻撃！　（ダイスを振る）魔術判定は19！

エルザ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ダイン：こちらも避さけられるはずもありません。エルザさんを《カバーリング》します！

ＧＭ：では、ここでオルゴーレム改が《ディスコード》を使用！

[image: ]

ダイン：な、なんですとっ!?

ＧＭ：「はーっはははははは！　《アンデッドベイン》は分類が機械であるエクスマキナに対して、高い効果を発はつ揮きするのだよ。くらえぇ───っ！」




　だが……。




ダイン：えーっと、ＨＰダメージの合計が[image: ]点だから……残りＨＰは９点。倒たおれませんね。

ＧＭ：な、なんだってっ！

ダイン：《プロテクション》で25点軽減してますし、《リンメルコーティング》で魔法防御力も上がっていますからね。

ＧＭ：……。

ダイン：さすがにちょっと厳きびしかったですが、《蘇生》で回復しておいたのも効ききましたね。

ＧＭ：「な、なんという奴だ……」　驚おどろきを隠かくせないレギンは、無む意い識しきのうちに一歩、二歩とあとずさります。そして、オルゴーレム改は待機。

ツヴァイ：ん？　まだ何かしてくるのか？

ユンガー：だが、ここはレギンを全力攻撃だろう。《ディスアピア》から《サプライザル》。命中判定は……（ダイスを振る）クリティカル！　《マーダースキル》発動だ。

ＧＭ：な、なんだって!?　ユンガーもクリティカルっ!?

ツヴァイ：ふたりともすげぇ────っ！（笑）

ユンガー：ならば、ここが使いどころか。《シークレットアーツ》を使ってダイス三個振り直す！　（ダイスを振る）よし、６がひとつ増えたぞ！　さらに《ブルズアイ》も使用！

ダイン：ならば、ここで《ディスコード》も使用しましょう。ぼぇ[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：ぐわぁっ！　ダメージが増ふえる[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ユンガー：じゃあ、まずはこちらから……。（ダイスを振る）えいっ！　ダメージは96点！

ダイン：では、そこに《ディスコード》の42点をプラスしてください。

ＧＭ：棚の陰へと姿を消したユンガーの放った矢が、レギンの死角から襲おそいかかります！　レギンは[image: ]点のＨＰダメージを受けますが、今回はゴーレムを召しよう喚かんしているので、《愚者の石》は使用できずっ！

ユンガー：よしっ！

ツヴァイ：初めてダメージが入ったぜ！

ＧＭ：だが、次はエッグゴーレム改が動きます。レギンに《ジョイフルジョイフル》！

ツヴァイ：そんな隠かくし球だまがあったのかっ！

[image: ]




　タマゴのような形をしたゴーレムが、レギンに向けて手にしたラッパを吹ふき鳴ならす。

　力を持ったメロディーは、レギンの身体を活かつ性せい化かさせる。

「残念だったな。だが、ここまでだっ！」

　再びエルザとダインに向けて、《アンデッドベイン》を放つレギン。ふたりを闇やみが包つつみ込こみ、静かに身体の活力を奪うばっていく。

　しかし、それでも彼らを倒たおすことはかなわない。

　ユンガーがギルドスキルの《命の滴しずく》を使用して、ＨＰとＭＰを回復させ、ダインがエルザを《カバーリング》し、そのダインをエルザが〝動物の王〟の加か護ご──《ガーディアン》によって守る。さらに次の敵からの攻撃に備そなえ、ダインはＨＰポーションと《ヒール》でみずからの身体を癒いやす。

　その統とう制せいのとれた動き、そして連係は、まさに〝黄金の狼〟という名の一匹ぴきの獣けものだ。




ＧＭ：これでも誰だれも倒たおせないとは……。

ツヴァイ：さぁ、あとは待機していたオルゴーレム改だけだぜ。

ＧＭ：そいつは行動を放ほう棄きして終わりです！

エルザ：まだ、何かあるみたいですね。





（＊）召喚したゴーレム　レギンが召喚したゴーレムは、『エネミーガイド』に掲載されているデータの一部を変更したものとなっている。






●第六ラウンド

ＧＭ：さぁ、第六ラウンド！　こちらのセットアップは《愚者の石》を使用！　といっても、あとは自分の現げん金きんしか使えませんが（笑）。

エルザ：レギンさんの持ち合わせはどのくらいでしょうね。

ツヴァイ：これで一〇〇〇〇Ｇとか言われたら泣くしかない（笑）。

ＧＭ：そんなに持ってるかっ！（一同笑）

ダイン：どっちにしろ、こちらでは判はん断だんできませんからね。

ユンガー：まぁ、そうだな。

ＧＭ：で、ほかにセットアップで何かする人はいますか？

エルザ：理知の宝玉を使います！

ユンガー：あと、ゴーレムも出たことだし、《武器商人》を使用して、矢や弾だまを買っておくか。エルザ、商人を！

ツヴァイ：（商人になって）「エルザお嬢じようさま、へいお待ち！」

ユンガー：そうだな……。〈光〉属性のエレメンタルアロー（＊）を２本、それにリンメルの矢（＊）を１本だ。

ツヴァイ：（商人になって）「毎度あり[image: ][image: ][image: ]」（一同笑）

ダイン：《ファイトソング》で、ユンガー殿の《インタラプト》を復活させておきましょう。何か隠かくし球だまが残ってそうな気がする。

ＧＭ：……な、ないですよそんなの（笑）。

エルザ：嘘うそだ（きっぱり）。

ツヴァイ：あと、《陣形》を使ってもらえると、レギンのところまで一気に移動できるんだけど……。

ユンガー：ならば、それも使おう。

ダイン：ギルドスキルのてんこ盛もりですね（笑）。

[image: ]

エルザ：じゃあ、最初はわたしですね。

ＧＭ：ツヴァイは？

ツヴァイ：いや、まずは様子見ということで、《カリキュレイト》は使わない。

エルザ：では、いきますよ[image: ][image: ]。《マジックサークル》＋《ファイアボルト》をレギンさんに！　さぁ、もう観念しなさいっ！　（ダイスを振る）命中は24です！

ＧＭ：それはクリティカル以外はムリ……（ダイスを振る）おっ!?




　まずはひとつのダイスが停止し、６の目が上を向く。




一同：な、なにっ!?

エルザ：ちょ、ちょっと待ってっ!!

ＧＭ：６出ろ、６出ろ────っ！




　しかし、もうひとつのダイス目は５！




ＧＭ：くっ！　１足りないか……。

ツヴァイ：あ、あっぶね～（笑）。

ＧＭ：そうそううまくいくわけもないか（笑）。「ぐ、ぐわ────っ！」　エルザの放った魔法の炎がレギンの胴どうに直ちよく撃げき、巨大な火の球となって爆ばく発はつします！

エルザ：じゃあ、ここで《リゼントメント》を使ってダメージロールします！　さらにフェイト４点も入れて……えいっ！　（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点ですっ!!

ＧＭ：ひゃ、[image: ]点っ!?

ツヴァイ：すげぇー（笑）。

ＧＭ：レギンは《黄金の障壁》を使ってダメージを打ち消します！　所持金がいきなり一七四〇Ｇも消えたっ！

エルザ：どうよぉ～（一同笑）。

ＧＭ：「い、いかん！　このままでは……」　じりじりとうしろに下がりながら、逃にげる機会をレギンは狙いますが……。

ツヴァイ：逃がすかよ！　魔導銃キヤリバーの出力を最大にして、《エクシードショット》で攻撃！　命中判定にフェイトを２点使用して……（ダイスを振る）命中は32！　吹ふき飛べっ!!

ＧＭ：《ブレットレイブ》の効果で、こっちの回避判定のダイスが一個減へるんじゃ、避けようがありません。レギンの身体にピタリと当てられた二丁の銃じゆう口こうが火を噴ふく！

ツヴァイ：もう、この際さいだ！　《ボルテクスアタック》も使うぜっ！　（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！　もちろん《テンポラリリペア》は使って、魔導銃は修しゆう理りしておくぞ。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かなぁ──────っ！」　限界を超こえた魔導銃の一撃、いや二丁拳けん銃じゆうなので二撃か──を受けたレギンはその場で崩くずれ落おち、地面に片かた膝ひざをつきます。これでレギンは戦闘不ふ能のう！

ツヴァイ：や、やったかっ!?

ＧＭ：しかしっ！

一同：しかし？

ＧＭ：苦く痛つうに歪ゆがむレギンの顔には、かすかに笑えみが浮うかんでいます。それは、もうすべてをあきらめた、というような感じには見えません。

一同：えぇ──────っ！

ツヴァイ：まだ何かやってくるのかよっ！

ＧＭ：次の行動はオルゴーレム改！　メロディちゃんの姿すがたにも似にたそのゴーレムは、脇わき腹ばらのハンドルをくるくると回し始めます。《ラストソング》（＊）を使用して、レギンの戦闘不能を回復させようとしますけど……（ちらりとユンガーを見やる）。

ユンガー：《インタラプト》！

ＧＭ：で、ですよねぇ[image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ダイン：やっぱり何かありましたね。《インタラプト》を戻もどして正せい解かいでした。

エルザ：ダインくん、さすがぁ[image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：「そ、そんな……馬鹿な…………がく」（一同笑）




　残った二体のゴーレムは、ユンガーの弓、そしてツヴァイの魔導銃キヤリバーによって簡かん単たんに倒たおされ、元のマジックアイテムへと戻った。

　切り札を失ったレギンは、その様子を呆ぼう然ぜんと見続けるしかできなかった。

　観念したようにうなだれたレギンの手から、彼の名の由来となった大鎚が離れる。数多くの敵てきを葬ほうむり去さってきた巨きよ大だいな金きん属ぞくの塊かたまりは、宝ほう物もつ庫こに響ひびき渡わたる轟ごう音おんを残して力なく倒れた。





（＊）エレメンタルアロー　精霊の力が宿った魔法具の矢。

（＊）リンメルの矢　矢尻がリンメルという特殊な金属でできている矢。

（＊）《ラストソング》　バードのスキル。対象の戦闘不能を回復し、さらにＨＰを【最大ＨＰ】まで回復する。ただし、自分は戦闘不能となる。
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◆Ending 01◆新たな時代の予感




ＧＭ：とゆーわけで、ここからはエンディングとなります。「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」　戦闘が終わった気配を感じて、ノーラが宝物庫の入り口から恐おそる恐る顔をのぞかせます。

ユンガー：あぁ、なんとかな。

ＧＭ：ユンガーが答えると同時に、ようやく館やかたの警けい備び兵へいたちがやってきます。「な、何があった───っ！」

ツヴァイ：遅いっつーのっ！（一同笑）

エルザ：ところで、ノーラさんの方は大丈夫でしたか？

ＧＭ：「はい、こちらは特に……。あっ！　みなさん、ものすごい大おお怪け我がをしているじゃないですかっ！　ちょっと待ってください。今、《ヒール》します！」　慌あわてたようにノーラが宝物庫へと飛び込こんで来て、みなさんに《ヒール》をかけてくれます。

ツヴァイ：あ、ありがとう……。ちょっと頬ほおを赤らめたりして（笑）。

ダイン：どれ、私もお手伝いしましょうか。ツヴァイの治ち療りようはこの私が……（笑）。

ツヴァイ：なんで、そうなるんだよっ！（一同笑）

ＧＭ：と、戦闘が終わった安あん堵ど感かんに包まれながら会話していると、警備兵に引き立てられていくレギンが、急に高笑いをし出します。

一同：な、なんだっ!?

ＧＭ：「これで終わりだと思うなよ。ここにヌル様の身体があることは連れん絡らく済ずみだ。すぐに我わが援えん軍ぐんが到とう着ちやくする手はずになっている。そうすれば貴様らを倒し、結けつ晶しよう体たいを持ち出すことなど雑ぞう作さもないわ！」

ツヴァイ：（棒ぼう読よみで）なんだって～。

ダイン：（同じく棒読みで）そ、それは大変だぁ～（一同笑）。

ＧＭ：「後こう悔かいしても遅おそいわっ！　三……！　二……！　一……！　〇……！」

一同：……。

ＧＭ：「おや？」

ツヴァイ：そのネタかよっ！（笑）




　はい。そのネタです。くわしくは『ナイトウィザード』のファンブック『ブルームメイデン』（エンターブレイン刊）のボイスドラマをお聞きください（笑）。




ＧＭ：「くっ！　もう一度……。三、二、一、〇！」

一同：……。

ＧＭ：「おや？」（一同笑）

エルザ：来ませんね（笑）。

ユンガー：あぁ、来ないな（笑）。

ＧＭ：「な、なぜ援軍が来んのだ────っ！」（爆ばく笑しよう）

ツヴァイ：騙だまされたんじゃないのか？（笑）

ＧＭ：「くっ、アインは何をやっているんだ！　なぜ、援軍が来ないっ！」

ツヴァイ：やっぱり、マスターシーンでアインと話していたのはレギンか。

ダイン：そのようですね。さぁ、警備兵のみなさん、彼を連れていってください。

ＧＭ：「ば、馬鹿なぁ──────っ！（声がだんだん小さくなっていく）」　絶ぜつ叫きようを残して、レギンは連れていかれてしまいました（一同笑）。

ツヴァイ：あ、哀あわれだ（笑）。

ＧＭ：「さて、キミたちからも話を訊きかせてもらおうかな」　拘こう束そくから逃のがれたシェリーが、笑顔でみなさんのうしろから声をかけてきます。

ダイン：ふぅ、こっちの問題が残っていましたね。

エルザ：まぁ、きちんと、全部お話しすればきっと分かってくれますよ（笑）。

ユンガー：そう、願いたいもんだな。

ＧＭ：「大丈夫。ノーデンスであることまで疑うたがっているわけじゃないよ」　レンズの汚よごれが気になったのか、シェリーは眼鏡めがねを外すと懐から布ぬのを取り出し、静かに磨みがきだします。

一同：……。

ＧＭ：そして、ゆっくりとシェリーは再び眼鏡をかけます。その顔からは人ひと懐なつっこい笑みは消え去り、そこには国を治める重じゆう責せきを担になう統とう治ち者しやの顔が表われます。

ユンガー：それでは？




　ユンガーの問いに、シェリーは否ひ定ていすることを許ゆるさぬ強い調子で答えた。

「レギン・バスカヴィルの正体と、その目的を教えてくれないかな？」




＊　　　＊　　　＊




　ユンガーはすぐにエストネル王国と連れん絡らくを取り、上司であるグリーナ・デュランタリエに現げん況きようのすべてを報告した。その結果、ヌルを封ふうじ込こめている結けつ晶しよう体たいの扱あつかいは、エストネル王国とカムロートとの間で検けん討とうすることになった。ノーデンスであるユンガーに対しても、その結けつ論ろんが出るまでカムロートでの待機命令が下される。

　彼と行動を共にしていた三人も、この状況下ではカムロートを離れ難く、エルザとツヴァイはブルックス交こう易えき商しよう会かいカムロート支し店てんの手伝いを、ダインはノーラと共にバルムンクについての調ちよう査さを続けることにした。

　その一方、レギンが〝滑かつ車しやと舵だ輪りん亭てい〟に持もち込こんでいた資し料りようは、すべて領主の館やかたへと運び出され、四人は暇ひまさえあれば、それらを調べることに時間を費やした。

　それから三ヶ月が過すぎ去さった、帝紀八一二年八月。

　ユンガー、エルザ、ツヴァイ、ダイン、そしてノーラの五人は、広々とした領主の館の一室で、顔をつきあわせながらレギンの残した資料を読みあさっていた。




ＧＭ：「どうやらレギン師……いえ、レギンの目的は、結晶体に閉とじこめられているヌルを解かい放ほうさせることだったようです」　レギンが書いたであろう分ぶ厚あつい書物をめくりながら、ノーラが言います。

ツヴァイ：なんだってっ！

ダイン：ということは、ヌルはまだ死んでいないってことですか……。

ＧＭ：「そのようです。どうやら、ハロルド卿は、ヌルを〝真の死〟で倒すことはできなかったようですね。それと、ヌルについての記き述じゆつも見つけました」　ノーラは書かれている文章を指で追いながら、さらにページをめくっていきます。

エルザ：本当ですか？

ＧＭ：「ええ。ヌルは強大な力を持った魔族ですが、その真の力を使うためには大量の命が必要となるようです」

ユンガー：なるほど。それで魔ま獣じゆうを召喚するために、ベルリールの民を生いけ贄にえとしたわけか。

エルザ：王都まるまるの人間を生贄ですか。召喚にそれだけの命を必要とするほどの力が必要な魔獣……。いったい、どれほど強力な魔獣なんでしょう。

ＧＭ：「それは分かりません。しかし、これによってひとつのことが分かります。つまりヌルを解放するためにも……」　と、ノーラが何かを話し始めようとしたとき──コンコンと部屋の扉がノックされる。

エルザ：誰かしら？　どうぞ。

ＧＭ：「失礼するよ。調査は進んでいるかい？」　部屋を訪おとずれたのはシェリーですね。

ダイン：ようやく糸口が掴つかめたって感じですね。ノーラさんのおかげでだいぶはかどってはいますが……。

ＧＭ：「そうか……。でも、そろそろエストネル王国にも動きがあるんじゃないかな。アルディオン中を揺ゆるがすほどの大だい事じ件けんが起きたからね」

エルザ：大事件って……もしかして、ピアニィ王女のことですか？

ＧＭ：「へぇ、さすがブルックス商会の跡あと取とりだけあって、情じよう報ほうが早いね」（一同笑）

ダイン：プレイヤーは知っていますからねぇ（笑）。

ＧＭ：（笑）。「そう、旧アヴェルシア王国の一部が、レイウォールからの独どく立りつを宣せん言げんして王国を名乗ったよ。しかも、国号はフェリタニアだ。そして、その国王は──」　シェリーはそこまで言うと、五人の表情をうかがうように見み渡わたし、ひとりの女じよ性せいの名を口にします。




「ピアニィ・ルティナベール・レイウォール。レイウォール王国の第二王女だ」




　時に帝紀八一二年八月。

　アルディオン大陸は、新たな時代へと移うつろうとしていた。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

第七話「争そう乱らんへのオーヴァーチュア」

──完──
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◆Preplay 01◆黄金の狼おおかみ、上級クラスになる




　第七話の収しゆう録ろくから二週間後。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に、再ふたたび五人の男女が集まった。

　もちろん、[image: ]よし村むらさんのお土産みやげもある（笑）。




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：それでは『アクロス』の第八話の収録を始めます！

一同：はーい！

きくたけ：やった───っ！　ようやく上級クラスになれるぜ！

矢薙：ようやく、ピアニィやナーシアに追いついた（笑）。

ＧＭ：レベルはまだ、向こうの方が上ですが（笑）。

[image: ]村：それは仕方ないです。生徒は先生を追い抜ぬいて成長していくものですから（笑）。




　ピアニィやエルザが登場する、佐さ々さ木きあかねの描えがく学園ファンタジーコミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』は、『電でん撃げきG's Festival! COMIC』（アスキー・メディアワークス刊かん）にて連れん載さい中！




えんどー：とはいっても、『無印』や『ブレイク』のスタートは12レベルですからね。ほぼ同じ時期に11レベルであれば、追いついたも同然かと。

矢薙：うれしいですね。

ＧＭ：そして、前回のエンディングで『無印』の一巻に追いつきましたからね。いよいよ、ピアニィたちの行動の裏で、〝黄金の狼〟がどんなことをしていたのかが明らかになる──かもしれない（笑）。

きくたけ：なんだ、その中途半端な言い方は。

ＧＭ：それはもちろん、ＰＣの行動によって決まるからですよ。

[image: ]村：確かに。もしエルザがラドフォード伯から〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟を受け取ることを拒否していたら、お話はまったく変わっちゃいますもんね。

えんどー：しかも間違いなく『無印』の方に波及する（笑）。

ＧＭ：そういうことです（笑）。はい！　それでは、今回予告を読み上げます。




今回予告

　ツヴァイの父親ともいえるヌル。

　その肉体は時間の凍こおりついた結けつ晶しよう体たいの中にあった。

　この結晶体を奪うばおうとしたバルムンク──レギン・バスカヴィルは撃げき退たいしたものの、いまだヌルの正体は魔族ということ以外は分からずにいた。

　そして、レギンとの戦いから四ヶ月後。

　カムロートとエストネルの間で、この結晶体の扱あつかいについてようやく結けつ論ろんが出され、レギンの残した資し料りようからヌルの正体がおぼろげながら明らかになってきている。

　だが、アインもまた、ヌルの結晶体を狙ねらっていたのである。

　時に帝てい紀き八一二年九月。

　フェリタニア王国の建国、バルムンクの暗あん躍やく──。アルディオン大陸は、さらなる混こん迷めいを見せ始めていた。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

　　　　　───第八話「折れたる剣つるぎのオラトリオ」




　すべては、竜りゆうの石の導みちびきの下もとに───。




きくたけ：なんか、アインとの戦いの予感（笑）。

えんどー：やむを得ない状じよう況きようとはいえ、前回は交こう渉しようだけに終わりましたからね。

矢薙：勝っても負けても、こちらの分が悪かったし、あれは仕方ないですよ。

[image: ]村：今度こそリベンジですっ！

きくたけ：おうっ！

えんどー：あとはヌルの正体か。それが分かれば、アインの狙いも分かるかもしれません。

[image: ]村：その辺あたりも調べたいところですね。

きくたけ：そうだな。

ＧＭ：と、だいたいの目的が見えたところで、各ＰＣのハウンドアウトはこうなります。




▼ユンガー用シナリオハンドアウト／矢薙直樹やなぎ・なおき

コネクション：グリーナ・デュランタリエ　　　関係：上司

　カムロートの領主代行シェリー・トーラムから呼よび出されたキミは、そこで思いがけない人物と出会う。ノーデンスの上司であるグリーナ・デュランタリエだ。カムロートとエストネル王国との交渉の結果、ヌルの身体からだを閉とじこめている結晶体をエストネルに運ぶことになり、彼女はその護ご衛えいとしてカムロートへやってきたのである。

　そしてグリーナは、キミに新たな使命を下す。




矢薙（以降、ユンガー）：結晶体はエストネルに持っていくことになったんですね。

ＧＭ：はい。オープニングでもやりますが、そういう結論になりました。カムロートの戦力だけでは、ヌルの結晶体を守ることができないだろうという判はん断だんのようです。

えんどー：それにバルムンクと戦っているノーデンスのいるエストネルであれば、結晶体を調べれば新しい情じよう報ほうが手に入るかもしれません。

きくたけ：そうだな。それに期待しよう！

ＧＭ：そしてエルザのハンドアウトがこれです。




▼エルザ用シナリオハンドアウト／[image: ]村清子よしむら・きよこ

コネクション：王おう威いの竜りゆう輝き石せき　　　関係：庇ひ護ご

　ラドフォード伯はくから預あずかった〝王威の竜輝石〟。

　これを持つ者は、アルディオン大陸の宗そう主しゆとなる資し格かくがあるということを意味している。それゆえに、この石を求める者は多くいる。謎なぞの組そ織しき〝バルムンク〟もそんな連中のひとつだ。その目的は分からないが、この石を狙っていることは間ま違ちがいない。

　気をつけねば……。




[image: ]村（以降、エルザ）：そっか、この石があればわたしが王様になれるんですね。

えんどー：エルザがよからぬことを企たくらんでる（笑）。

エルザ：え？　そ、そんなことしませんよ。しないに決まってるじゃないですか（笑）。

ＧＭ：まぁ、だからこそ、ラドフォード伯もエルザに任まかせたわけですから。

エルザ：つまり、それほど信用されているってことですよ。でも～、竜輝石って売ったらいくらになるのかな？

一同：前回と同じこと言わない！（笑）

ユンガー：さすがは商人（笑）。

ＧＭ：では、次はツヴァイです。




▼ツヴァイ用シナリオハンドアウト／きくたけ

コネクション：アイン　　　関係：家族

　ヌルの結晶体を奪おうとしたレギン・バスカヴィルをはじめ、アルディオン各地でバルムンクの動きが活発になっている。

　そして、キミたちから〝剛ごう健けんの竜輝石〟を奪ったアイン。

　彼も自分と同じように〝ヌルの後こう継けい者しや〟として作られたらしい。いったい彼は、竜輝石をどうするつもりなのだろうか？




きくたけ（以降、ツヴァイ）：このハンドアウトは、やっぱりアインとの決戦か（笑）。

エルザ：アインの企みを止めろってことですね。

ＧＭ：いひひ（笑）。

ツヴァイ：な、何かまた企んでいるみたいなんだけど（笑）。

えんどー：やはり、アインの行動には何か裏うらがある！（笑）

ＧＭ：それは秘ひ密みつです（笑）。では、最後はダインです。




▼ダイン用シナリオハンドアウト／えんどー

コネクション：ノーラ　　　関係：友人

　師しであるレギン・バスカヴィルがバルムンクであったことに、ノーラはとてもショックを受けたようだ。レギンが残した資し料りようや集めた書物などを調べることに、積極的に協力してくれているのも、それを振ふり払はらおうとしているのかもしれない。

　それから一ヶ月。キミとノーラの努力のかいもあり、おぼろげながらもヌルがベルリールでなにをしようとしていたのかが分かってきた。




えんどー（以降、ダイン）：まぁ、ショックを受けて当たり前ですね。

エルザ：そりゃ、そうですよ。信しん頼らいしていた師し匠しようが追っていたバルムンクだったんですから。

ツヴァイ：つまり、ノーラも利用されていたってこと？

ユンガー：そのわりには、みんなでノーラが怪あやしい、怪しいと言っていたがな（笑）。

エルザ：まさか、レギンさんがバルムンクだったなんて……。

ツヴァイ：ただの変な賢けん者じやだったのに（笑）。

ＧＭ：変な言うな（一同笑）。

ユンガー：ところで捕つかまったレギンはどうなりました？

ＧＭ：それもオープニングでやります。それでは、レベルアップをお願いしま～す。




●ユンガーの場合（11レベル）

ＧＭ：では、まずはユンガーからどうぞ。

ユンガー：はい。キャラクターレベルが11で、上級クラスにクラスチェンジしました。クラスはもちろんスカウトです。

エルザ：ベネットと同じ（笑）。

ユンガー：そう言われると、なんだか複ふく雑ざつな気持ちです（一同笑）。

ＧＭ：スキルは？

ユンガー：【器用】判はん定ていのダイスが一個こ増ふえる《アキュレイト》と、イニシアチブプロセスに行動できる《アデンダム》を取りました。あと、武ぶ器きを乾けん坤こん一いつ擲てきに替かえました。

エルザ：東洋風な名前ですね。

ユンガー：ええ。東方世界で作られた魔ま法ほうの弓だそうです。一シナリオに一回だけですが、命中判定にダイスを一個追加して、ダメージが10点増ふえます。

ＧＭ：攻こう撃げきが命中しやすくなって、攻撃回数が増えて、ダメージも増えるのか……。

ユンガー：で、乾坤一擲の能のう力りよくを使ったあとは、矢や弾だまを使います。

エルザ：セットアップに買えるようになりましたからね（笑）。

ＧＭ：な、なんていやらしいコンボだ（笑）。では、次はエルザ。




●エルザの場合（11レベル）

エルザ：はい！　わたしもキャラクターレベルが11になって、クラスチェンジです。上級クラスはウィザードにしました。

ツヴァイ：ピアニィに対たい抗こうするため？（一同笑）

エルザ：自分の生徒には負けてられませんから（笑）。で、スキルはウィザードの《インフェルノ》（＊）と、カムロートのエルダナーンの人から教えてもらったということで、セージの《ラーニング》（＊）を取得して《エルダーマジック》（＊）を覚えました。

ＧＭ：また火力が上がった（笑）。

エルザ：これで、火の魔法が11Ｄ＋40になりましたよ！

ツヴァイ：えーっと、ダメージは78点くらい？

エルザ：で、さらに《マジックサークル》とか《マジックフォージ》とか《リゼントメント》とかが加わります。




　どれもこれもダメージを上昇させるスキルである。




ツヴァイ：こ、恐こぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

エルザ：別に恐こわくないですよ。お仕置きのときは《ファイアボルト》を使いますから（笑）。

一同：そういう問題じゃないって！（笑）

エルザ：（笑）。あと、ちょっとでも防ぼう御ぎよ力りよくを上げるために守しゆ護ごの輪を買いました。これで終わりです。

ＧＭ：では、次はツヴァイ、どうぞ。





（＊）《インフェルノ》　ウィザードのスキル。《ファイアボルト》の上位に当たる魔法。

（＊）《ラーニング》　セージのスキル。他の種族の種族スキルを取得できるようになる。

（＊）《エルダーマジック》　エルダナーンの種族スキル。魔術判定の達成値を＋３する。






●ツヴァイの場合（11レベル）

ツヴァイ：俺おれもキャラクターレベルは11、そしてウォーロードにクラスチェンジしたぜ。取得したスキルは《ファストセット》（＊）と《フルスイング》（＊）！　装そう備びはクイックバンドを太陽の腕うで輪わに変へん更こうした。それ以外は変わらない。

ダイン：もうすっかり殴なぐりキャラになってる（笑）。

ツヴァイ：ガン＝カタ（＊）と言ってくれ。まぁ、《リバウンドバッシュ》と《ブレットレイブ》のおかげで、殴った方が強いからなんだけど（一同笑）。

ダイン：《リバウンドバッシュ》でエンゲージ全員に攻撃できますからね。ただし、白兵攻撃のみというのがきびしいですが。

ツヴァイ：だからつい、殴ってしまうわけだ（笑）。

ＧＭ：《ファストセット》は、《フェイドアウェイ》で移い動どうするため？

ツヴァイ：そういうこと。ただ、エンゲージして殴ると、《フェイドアウェイ》の射しや撃げき攻撃のダイスが一個増えるというのが意味がないがな！

ダイン：《フェイドアウェイ》とか言いながら、敵てきに近づくという謎の事じ態たいが発生（笑）。

ＧＭ：いや、《フェイドアウェイ》は消えるっていう意味だから、あまり問題はないかと。

ツヴァイ：じゃあ、いきなり消えて、突とつ然ぜん目の前に現あらわれるという演出でいこう（笑）。





（＊）《ファストセット》　ウォーロードのスキル。マイナーアクションのスキルがふたつ使用可能となる。

（＊）《フルスイング》　ウォーロードのスキル。白兵攻撃を行なうとき、武器の攻撃力を二倍にする。

（＊）ガン＝カタ　映画『リベリオン』に登場する、体術と銃撃を組み合わせた戦闘技術のこと。






●ダインの場合（11レベル）

ＧＭ：では、最後はダインです。

ダイン：私も上級クラスにクラスチェンジして、パラディンになりました。スキルは防御力を上げる《レギリアス》と、《プロテクション》を一回のダメージに複ふく数すう回かいかけられるようになる《ワイドプロテクション》を取得しました。

ＧＭ：ますます硬かたくなったっ！

エルザ：ますます、ダインくんが頼たのもしく（笑）。

ダイン：任まかせてください。これで物理防御力が31、魔法防御力も29ですよ。

ＧＭ：（遠い目をしながら）約30かぁ[image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：《サドンインパクト》（＊）とかで攻撃されない限りは、かなり安心できるな。

ダイン：お任せください！　はっはっは（笑）。

ＧＭ：ま、まぁ、なんとかなるか（笑）。で、ギルドレベルは上がっていないから、これで終わりですね。それでは、本ほん編ぺんを始めましょう！





（＊）《サドンインパクト》　シーフのスキル。対象の【物理防御力】【魔法防御力】を０とみなして攻撃する。ユンガーも取得している。



[image: ]

[image: ]







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆エルザの危き機き？




ＧＭ：オープニングフェイズ最初のシーンはエルザからです。さて、エルザはカムロートに滞在している間、どうやって過すごします？（笑）

エルザ：そうですねぇ～。シェルドニアン学園に戻もどることもできないですし、基き本ほん的てきには支し店てんのお手伝いですね。あとはダインくんの調べ物の手伝いとか、領主代行のシェリーさんから適てき当とうにお仕事もらったりしてると思います。

ＧＭ：分かりました。

エルザ：あ、そうだっ！　お店の方はツヴァイくんにも手伝ってもらいます！

ツヴァイ：え？　俺？

エルザ：だって、昔本店の方で働いていたって設せつ定ていだったじゃないですか。こういう状況だから、きっとお手伝いをお願いしてると思うんですよ。

ツヴァイ：な、なんかこき使われているような気がする（笑）。

エルザ：そんなことないですよ。でも、戦せん争そう特とく需じゆできっと忙いそがしいと思いますけど（笑）。

ツヴァイ：やっぱりこき使われるんじゃないかよっ！（一同笑）

エルザ：ちゃんと日当も払はらいますし……。

ツヴァイ：日当？

エルザ：三食賄まかないつきですよ。

ツヴァイ：（即そく答とう）よし、手伝おう！

一同：早っ！（笑）

エルザ：（笑顔で）ただし、一日一六時間労働ね。

ツヴァイ：えぇ──っ!?　だ、騙だまされたぁ─────っ！（一同笑）

ダイン：どうりでアルも家出するわけですね（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そんな感じでツヴァイに店を任せて、エルザは買い出しついでにカムロートの大通りにあるカフェで休きゆう憩けいしているということで。

エルザ：ふぅ～、疲つかれた。ちょっと休憩していこーっと（笑）。

ツヴァイ：ず、ずりぃ────っ！（一同笑）

エルザ：あれ？　どこからかツヴァイくんの声が聞こえたような気が（笑）。

ＧＭ：と、エルザがリラックスしていると……。あ、ところでアヴェルシアの〝王威の竜輝石〟なんですけど、エルザは普ふ段だんどうしてます？

エルザ：そりゃ、大事な物ですから持ち歩いて──あっ！

ＧＭ：（笑）。難なん易い度ど14の【感知】判定をどうぞ！

エルザ：こ、これってかなりまずい状況？　フェイト使った方がいいですかっ!?

ツヴァイ：いや、オープニングなので、そこまでしなくても大だい丈じよう夫ぶかと（笑）。

エルザ：じゃ、じゃあ、とりあえず判定を……（ダイスを振ふる）し、失敗です！

ＧＭ：道を行き来する商人や傭よう兵へいたちをぼんやりとながめていたエルザは、まうしろから突つき刺さすような殺気を感じます。しかし、すぐに反はん応のうすることができません。その瞬しゆん間かん！　トン、と何かが背せ中なかに突き当てられます。

ダイン：さようなら、エルザさん（笑）。

ユンガー：刺されたときって、すぐに気がつかないっていいますからね。

エルザ：えぇ────っ！　ゆ、ゆっくりとうしろを振り返りますが……。

ＧＭ：すると、そこにはっ！

エルザ：……そ、そこには？

ＧＭ：ピンクブロンドをショートヘアにした女じよ性せいが、笑みを浮うかべながら立っています。

エルザ：え？

ＧＭ：「エルザさん、油ゆ断だんしすぎだよ。街中といっても、大事な物を持っているんだから、気をつけなきゃ」　その女性は親しん密みつな感じで話しかけてきます。

エルザ：も、もしかして──ミリアちゃん？

ＧＭ：「おひさしぶりですっ！　エルザさん！」　ミリアは笑顔で左手を左右に振りながら答えます。

エルザ：ど、どうしたんですか？

ツヴァイ：なんで、ミリアがカムロートに来てんだよっ！

ＧＭ：「お父様からの手紙を届とどけにきたんだよ。はい！」　エルザの背中に突き当てていた封ふう書しよをミリアは渡わたしてくれます。

ツヴァイ：手紙を当てていたのかよ（笑）。

ダイン：なんというお約やく束そくな行動（笑）。

エルザ：ラドフォード伯からの手紙ですか……。この場で開けても大丈夫ですか？

ＧＭ：「うん。大丈夫だと思うよ。ボクにはなにも言っていなかったし」

エルザ：じゃあ、開けちゃいますね。

ＧＭ：すると、手紙にはこんなことが書いてあります。




①あの事じ件けんのあと、アインはもちろん、バルムンクが襲しゆう撃げきしてくることはなかった。コーレアの回かい復ふくも順調である。




ユンガー：どうやら約束は守っているようだ。

ツヴァイ：そういうところは、きちっとしてるんだな。まっ、その方が助かるけど。

エルザ：コーレアさんも無事でよかったね、ダインくん（笑）。

ダイン：な、何のことですか？

エルザ：このぉ～、照れちゃってぇ～（一同笑）。




②フェリタニア王国が建国された。国王はレイウォールの第二王女ピアニィ・ルティナベール・レイウォール。




ダイン：これは前回のエンディングで情報が出ましたね。

ユンガー：これ聞くと、ようやく追いついたって気がする（笑）。

ツヴァイ：とはいっても、向こうはすでに数ヶ月先を行っているけど（笑）。




③彼女はアヴェルシア王家のダンジョンから竜輝石を持ち帰ってきた。でも、それはアヴェルシアの〝王威の竜輝石〟であるはずがない。しかし、エストネル王国が認みとめた以上、その竜輝石には何かあるに違ちがいない。調べてみる価か値ちがあるかも。




ＧＭ：これは『無印』一巻の裏話になります。ピアニィはアヴェルシアの遺跡から竜輝石を得て、それをもってフェリタニア王国を建国していますから。

ツヴァイ：そっか！　ピアニィの持っている竜輝石が〝王威の竜輝石〟でないことを、ラドフォード伯は知っていたことになるのかっ！

ＧＭ：ラドフォード伯が、みずからエルザに渡していますからね。もっとも、『無印』一巻で手に入れた竜輝石が〝王の石〟ではなく、〝ひとつの石〟だった──なーんてことは、この時点ではピアニィ自身も気がついていませんが（笑）。

ツヴァイ：ピアニィがそのことを知るのは、『無印』二巻の終わりの方だからなぁ。

ＧＭ：ええ。ただ、エストネルが認めた以上、何かあるとラドフォード伯は考えています。ですから──。




④そういう理由もあり、もし協力を依い頼らいされた場合は手を貸かそうと思っている。もちろん、ピアニィ陛へい下かの為人ひととなりを見極めてからになるが。




ユンガー：ラドフォード伯も意外と狸たぬきだな（笑）。

ダイン：まぁ、手元にアヴェルシアの王子がいるわけですからね。そりゃ、慎しん重ちようにもなろうというものです。

エルザ：でも、あの時の教え子が女王様になるなんて……。しかも祖そ国こくじゃなくて、別の国のですよ。（棒ぼう読よみで）いったい、彼女に何があったんでしょう（一同笑）。

ツヴァイ：くわしくは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ①　戦せん乱らんのプリンセス』をお読みくださいということで（笑）。

ＧＭ：とまぁ、手紙にだいたいこんなことが書いてありました。で、エルザが手紙を読み終わったのを見計らってミリアが、ちょっと顔を赤らめながら訊きいています。「ところで、ツヴァイくんはどうしてます？」

ツヴァイ：やっぱ、そうなるのかよっ！（一同笑）

エルザ：気になる？（にっこり）

ＧＭ：「そ、そんな気になるだなんて……。そんなことはないよ！」

エルザ：また、照れちゃって～。元気にしてるわよ。会いに行く？（笑）

ＧＭ：「どこにいるの？」

エルザ：今は、うちの支店のお手伝いをしてもらっているわ。

ツヴァイ：（沈んだ声で）死んだ方がましのひどい状況です。

エルザ：いえいえいえ。そんなことないですよ。三食の賄まかないつきだし……。

ツヴァイ：労働時間は一六時間だけどな。

ＧＭ：「ツヴァイくん、大だい丈じよう夫ぶかなぁ～」

エルザ：心配？

ＧＭ：「うん、ちょっと変な夢ゆめ見みちゃって……」　ミリアの表ひよう情じようがちょっと暗くなります。

ツヴァイ：俺が働はたらき過すぎでふらふらになっている夢か？

エルザ：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。そこまで働かせてませんって。

ＧＭ：てゆーか、それはミリアの夢じゃなくて、ツヴァイの現実だから（笑）。

エルザ：だから、そんなに働かせていません（笑）。そんなことよりも、夢の内容をミリアちゃんに訊いてみますね。

ＧＭ：「ん？　そんなたいした夢じゃないよ。じゃあ、ボク行ってくる。ブルックス商会のカムロート支店でしょ？」　ごまかすように言いつくろうミリア。

エルザ：その様子はちょっと心配ですね。じゃあ、わたしも店に顔出さないといけないからと言って、ミリアと一いつ緒しよにお店に行くことにします。

ＧＭ：「ありがとう、エルザさん」　エルザの気き遣づかいに、またちょっと明るさを取とり戻もどしてミリアはうなずきます。というところで、シーンは終了します。

ツヴァイ：しかし、ミリアの見た夢ってなんだろ？

ＧＭ：それはツヴァイのシーンでのお楽しみということで。

ツヴァイ：またかよっ！（一同笑）

ＧＭ：もちろん！　とゆーことで、ここでシーンは終了しま～す（笑）。







◆Opening 02◆移い送そう作戦




ＧＭ：それでは、次のシーン。シェリーに呼よばれたユンガーが、領主の執しつ務む室しつを訪おとずれたところからとなります。エストネルとの交渉がまとまり、使者が来ているとのことです。

ユンガー：ようやくどうするかが決まったというわけですね。

ＧＭ：ええ。そして、シナリオハンドアウトにも書いてありますが、エストネルからの使者とは、なんとユンガーの上司であるグリーナ・デュランタリエだったりします。

ツヴァイ：レイウォールのベルフトですら、一目置くと言われるあの婆さんか……。

ＧＭ：え？　そんなこと言いましたっけ？

ダイン：あとは、ドラゴンが尻尾を巻いて逃げ出したとか（笑）。

エルザ：本気を出すと若返るとか（笑）。

ＧＭ：そこまでは言ってませんって（笑）。でも、きっとそういう逸話をいっぱい持っているに違いないかと。六〇歳ながら現役バリバリの騎士ですし。

ツヴァイ：……お前が世界を救え。

ＧＭ：いや、ほら、もう年だから（笑）。

ツヴァイ：ちっ、都合の悪いときだけ年寄りの振りしやがって（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。まぁ、そんなグリーナがみずからカムロートにやってきます。

ユンガー：じゃあ、執務室にノックして入ると──（驚おどろいた声で）エストネルからの使者が到とう着ちやくしたと聞いていましたが、まさかあなたがいらっしゃるとは……。

ＧＭ：ユンガーの驚いた様子にグリーナは意味ありげな笑顔で応こたえます。「今回の事件は、それほどの事態ということなのですよ」

ダイン：バルムンクに絡むことですからね。

ＧＭ：「では、くわしい経けい緯いはボクの方から説明しよう」　タイミングを見計らって、シェリーが話し始めます。「エストネル王国との交渉の結果、魔ま族ぞくヌルを封ふうじている結けつ晶しよう体たいは、エストネルへと運ぶことになった」

ユンガー：やはりそうなりましたか（笑）。

ＧＭ：「あれから襲しゆう撃げきこそないものの、怪あやしい連中をずいぶんとカムロートで見かけるようになった。もっとも、ゴルフォード王国の方でも、なにやら動きがあるので、そちらの可能性もあるけどね」

ダイン：そういえば、このあと、カムロートはゴルフォードに攻められるんでしたっけ。

ツヴァイ：うん。で、ゴルフォードが自爆ゴーレムを製造したり、それをファントムレイダーズに破壊されたりしている（笑）。

ＧＭ：もっとも、その事件が起こるのはもう少しあとのことですけどね。




　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク②　フレイムレギオン』を参照。




ＧＭ：「それに現げん在ざいアルディオン各地で起こっている一連の出来事、それらもけっして今回のことと関係がないわけではないでしょう」　シェリーの言葉を継ついで、グリーナが説明します。これは前回のユンガーのオープニングに出てきた、さまざまな事件のことです。

ユンガー：そういえば、あちこちにノーデンスを派遣していましたね。

ＧＭ：「そのとおりです。それらも考こう慮りよに入れた結果、先ほどシェリー・トーラム殿どのがおっしゃったとおり、結晶体をエストネルへと運ぶことになりました」

ユンガー：それだけ、この結晶体が重要ということですか……。

ＧＭ：「ええ。そこで、その移送計画にあなたと、あなたのお仲間に協力してもらいます」

ユンガー：バルムンクの襲撃に備そなえて、ということですか？

ＧＭ：「ええ。カムロートから結晶体を運ぶ本隊と囮おとり部隊を、タイミングをずらして合計で三隊、別々のルートを通るように出発させます。このどれかの指し揮きをユンガー、あなたに任まかせます」

ユンガー：分かりました。それで、そのルートとは？

ＧＭ：「現げん状じようでは、次の三つのルートを考えています」　グリーナは机つくえの上に地図を広げると、指で示しめしながら説明を始めます。

[image: ]




①エル川ルート

　グラスウェルズとゴルフォードの国こつ境きようを流れるエル川を遡そ上じようし、エストネルへと向かう。

②ハント大森林ルート

　小国家群ぐんからゴルフォードのハント大森林を抜ぬけて、エストネルへと向かう。

③レイウォールルート

　エールズ海を通って、レイウォールの南岸の街リークシーへ。そこから北上してエストネルへと向かう。




ユンガー：地形のバラエティに富とんでますね（笑）。

エルザ：川と森林と海ですもんね。

ツヴァイ：やっぱり、それぞれのルートで発生するイベントが違うのかな？（笑）

ＧＭ：もちろん！　「では、それぞれのルートの詳細な計画についてですが……」　と、どういう道を辿るかをグリーナが説明し始めます。どういうルートかは、さっき言ったとおりですけど（笑）。というところで、シーンは終了です。

ユンガー：じゃあ、グリーナの説明を聞きながら、頭をフル回転させて考えます（笑）。







◆Opening 03◆悪あく夢む




ＧＭ：では次はツヴァイのシーンです。えーっと……。なぜか想定していたシーンと変わって、舞ぶ台たいはブルックス交こう易えき商しよう会かいのカムロート支店です（笑）。

エルザ：ツヴァイくん、ちゃんと働いているかしら。

ツヴァイ：（うつろな声で）あ、大きな星がついたり消えたりしている。

ＧＭ：そのネタ、さすがに分かりにくいって（笑）。

ダイン：しかし、どんな状況でそんなことになったのやら。

ツヴァイ：倉そう庫こに積んである武ぶ器きの入った箱が落っこってきて、それが直ちよく撃げきしたんだよ。

ＧＭ：死ぬわっ！（一同笑）

エルザ：ちゃんと働かないと、給料あげないよぉ[image: ][image: ]（笑）。

ツヴァイ：……幻げん聴ちようまで聞こえてきたよ（一同笑）。

ＧＭ：「もう、ツヴァイくんはしょうがないなぁ」　ツヴァイが呆ぼう然ぜんとして立っていると、聞き覚えのある声と共に、落ちている武器を片かたづけ始めるミリアの姿すがたが──。

ツヴァイ：幻覚まで見えるようになってきた（一同笑）。

ＧＭ：「幻覚じゃないよ」

ツヴァイ：……しゃべってる？

ＧＭ：「そりゃ、しゃべるよ！」（一同笑）

ツヴァイ：もしかして、本物のミリアか？

ＧＭ：「うん。ボ……わたしだけど？」　キョトンとしながら答えるミリア。

ツヴァイ：な、なんでこんなところにミリアがいるんだよっ！（一同笑）

ＧＭ：「え？　エルザさんに手紙を届けにきたんだけど……。それよりもせっかく会いに来たのに、そんな言い方はないんじゃない？」

エルザ：そうだよ。せっかく、ミリアちゃんが会いに来てくれたのに（笑）。

ツヴァイ：ぎゃ、監かん視し員いんが帰ってきた！（一同笑）

エルザ：か、監視員？

ＧＭ：「エルザさん、ツヴァイくんにいったい何させてるの？」（一同笑）

エルザ：別に普ふ通つうに働いてもらっているだけのはずなんだけど……おかしいな（笑）。

ＧＭ：するとミリアは大きなため息をひとつつくと「まったく、ツヴァイくんが失敗ばっかりしてるからだよ。ツヴァイくんは本当にしょうがないなぁ」

ツヴァイ：失敗ばっかりなんかしてねぇよ。それにミリアだって一いち人にん称しようを変えても、そういう子どもっぽい口調は直んないのな。

ＧＭ：「そう簡かん単たんに直れば苦労しないもん！」　ツヴァイの言葉にミリアの顔がみるみるうちに赤く染そまっていきます。

エルザ：まぁまぁ、せっかくひさしぶりに会ったのにケンカしないの。じゃあ、あとはわたしがやっておくから、ふたりで遊びに行ってきたら？

ユンガー：エルザがすっかり世話焼きのおばさんのようになってる（一同笑）。

エルザ：え────っ！　いや、ほら、お姉さんとしては、ふたりにうまくいって欲ほしいと思っているだけですから（笑）。

ＧＭ：「ありがとう、エルザさん！　ほら、ツヴァイくん、行こう！」　ぺこりとエルザにお辞じ儀ぎすると、ミリアはツヴァイの手を引ひっ張ぱっていきます。

ツヴァイ：じゃあ、ふらふらとしながら引っ張られていきます（笑）。

[image: ]

ＧＭ：「大丈夫？」　心配した様子で、ツヴァイの顔をのぞき込こむミリア。

ツヴァイ：（暗い声で）だめ。

ＧＭ：「そういうこと言わないの！　ツヴァイくんがそんなんだから、変な夢ゆめ見みるんだよ」

エルザ：あ、夢の話だ。

ツヴァイ：ここは訊いておくか。どんな夢なんだ？

ＧＭ：「聞いても笑わないでね」　そう言うとミリアはじっとツヴァイの顔を見つめます。

ツヴァイ：あ、ああ。

ＧＭ：ツヴァイの返事を聞いてもなお、ミリアはしばらく悩なやんでいます。

ツヴァイ：大丈夫、笑わないよ。

ＧＭ：「あのね、目の前にツヴァイくんの背中が見えるんだけど、追いかけても追いかけても追いつくことができないんだよ」　ツヴァイにうながされて、ようやくミリアは夢の話を始めます。

ツヴァイ：……。

ＧＭ：「いくら走っても、追いつくことができないの。すぐそこに、ツヴァイくんがいるのに。それでも一いつ所しよ懸けん命めい走って、それでやっとツヴァイくんの腕うでを捕つかまえることができたかと思ったら……」

ツヴァイ：思ったら？

ＧＭ：「ツヴァイくんはどこにもいなくて、わたしが捕まえた人は見たこともない別の人に変わっちゃってるの」

ツヴァイ：な、なんなんだ、その夢は！　すげー、不ふ吉きつな感じがするぞっ！（一同笑）

ＧＭ：話し終えたミリアも、ものすごく不安そうな顔でツヴァイを見ています。

ツヴァイ：心配するなって！　ただの夢だろ。そんなこと起こるわけないって！　そうだ、エルザさんからいい店を教えてもらったんだ。そこに行こうぜ！

ＧＭ：「そ、そうだよね。夢だよね」　ツヴァイの言葉に、ミリアは元気を取り戻します。そして、ふたりでその店に向かいます。というところで、シーンは終了！

ツヴァイ：ふぅ、なんて不吉なオープニングだ（一同笑）。







◆Opening 04◆情報を求めて




ＧＭ：お待たせしました。最後はダインのオープニングとなります。場所はカムロートの領主の館やかたの一室。ノーラと共にバルムンクについて調べていたわけですが、レギン・バスカヴィルが所持していた資し料りようをほぼ調べ終わったところです。

ダイン：なるほど。ちなみにレギンはどうなりました？

ＧＭ：死し亡ぼうしました。

一同：死んだっ!?

ＧＭ：警けい備びの厳げん重じゆうなはずの牢ろう屋やの中で死亡したそうです。自害なのか、それとも他殺なのかは分かりません。

ユンガー：手がかりのひとつが消えたか。

ダイン：まぁ、彼があっさりと話してくれたとは思いませんがね。

ツヴァイ：あれでもバルムンク一二人衆しゆうだしな（笑）。

ダイン：それで、新しく分かったことは？

ＧＭ：レギンの残した資料から、ヌルが召喚しようとしていた魔獣の正体が判明しました。その名をナグルファルといいます。




魔獣ナグルファル

　その鋭するどき爪つめは神々をも斬きり裂さき、鉄さえも溶かすと言われる炎ほのおを吐はき出す口からは、常つねに瘴しよう気きが溢あふれ出ているという魔獣。〝風の時代〟の神々との戦いに敗れ、邪じや神しんや魔族と共に冥めい界かいに封ふう印いんされたといわれている。




ツヴァイ：ヌルは、そんな魔獣を召喚しようとしていたのかよ。

ユンガー：もし、それが成功していたとしたら……。

ＧＭ：ベルリールはもちろんですが、隣となりのレイウォールやエストネルも大変なことになっていたでしょうね。瘴気をばらまくので、邪悪化（＊）する人や動物も現われたでしょうし。

ツヴァイ：偉えらいぞ！　ラドフォード伯のご先せん祖ぞ！（一同笑）

ＧＭ：それと、レギンはヌルの命令で行動していたことが分かります。時間の止まった結晶体の中からでも、思念だけは飛ばすことがヌルにはできたみたいです。

ツヴァイ：そういえば、結晶体に触ったときに声が聞こえたっけ。

エルザ：でも、時間が止まっているのにどうやって思念を飛ばしているんでしょうね。

ＧＭ：そこは魔族パワーということで（笑）。

一同：魔族パワーっ!?

ツヴァイ：すごいのか、へぼいのか分からんパワーだ（笑）。

ＧＭ：実際には、完全に時間が停止しているわけではなく、ほぼ停止に近いくらい時間の進み方を遅くしているから、思念くらいは送れるわけですが。それはともかく、レギンはヌルの直属の部下のような立場にあったようです。

ユンガー：へぇ～、偉い人だったんですね。

ツヴァイ：そうは見えなかったけどな（笑）。

エルザ：しかもアインに騙されていましたよ。

ツヴァイ：う～ん、アインの目的が今ひとつ見えないなぁ。

ダイン：そこはもっとヌルについて調べることで何か分かるかもしれませんね。

ＧＭ：とまぁ、分かったことはそんなところですね。とゆーところで、部屋にひとりの老人が入ってきます。

ダイン：老人？

ＧＭ：カムロートの領主ハリソン・トーラムですね。

ダイン：これはこれは、ハリソン殿どの。

ＧＭ：「どうかね、調査は進んでいるかね？」　うずたかく積まれた書物の山を見み渡わたしながら、ハリソンは言います。

ダイン：そこそこには。しかし、どうやらこれ以上調べるのはムリのようです。もう少し、ヌルについて調べれば何か分かるかもしれませんが……。

ＧＭ：「となると、あとはベルリールを調べるしかあるまい」

ダイン：ベルリールに？

ＧＭ：「でも、確たしかあそこは廃はい墟きよになっているのでは？」　とノーラ。

ダイン：ええ。そのはずです。

ＧＭ：「なにもベルリールに行けと言っているわけではないよ」　ハリソンは笑いながら言います。

ダイン：では、どこへ？

ＧＭ：「ベルリールで起こったことを知る人物のところじゃよ。わしがベルリールを探たん索さくした時に世話になった人を紹しよう介かいしよう。彼はベルリール崩ほう壊かいをその目で見た希け有うな人物じゃ。彼ならば、あなたたちが知りたいことを教えてくれるやもしれぬ」

ダイン：で、その方は今どこに？

ＧＭ：「ベルリール近くの森にひとりで住んでいる。今は己おのれの名前を捨すてて〝レムナント〟と名乗っておる」

ツヴァイ：レムナント？

ＧＭ：英語で〝生き残り〟という意味です。

ダイン：なるほど、ベルリール崩壊の生き証しよう人にんですか。確かにその方ならば……。

ＧＭ：「ヌルやバルムンクについて知っているかもしれませんわ」　ダインの方を向いて、ノーラが喜びの声を上げます。

ダイン：その可か能のう性せいは高いでしょうね。ハリソン殿、その方に会うことはできますか？

ＧＭ：「では、さっそく紹しよう介かい状じようを用意しよう。新たなことが分かることを祈いのっておるよ」

ダイン：ご助力感かん謝しやいたします。

ＧＭ：とゆーことで、ハリソンからレムナント宛あての紹介状をもらいました。

ツヴァイ：うしっ！　これで情報が入るぞ！

ユンガー：だが、結晶体を運ぶ仕事もあるぞ。

ダイン：まぁ、ひとつずつ片づけていくしかないでしょうね。

ＧＭ：はい！　その相談はこのあとのシーンでお願いします（笑）。では、オープニングはこれで終わり。続いてミドルフェイズへと移うつります。





（＊）邪悪化　魔族や妖魔の放つ瘴気によって汚染され、彼らの僕となってしまうこと。









ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆作戦会議




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズです。場所は領主の館やかたの中にあるユンガーに割わり当てられている客室で、全員登場になります。ユンガーの方から全員集合の号令がかけられて、一堂に会しているという状じよう況きようですね。ちなみにミリアとノーラもいます。

ツヴァイ：ノーラさんはともかく、なんでミリアがここにいるんだ？

ＧＭ：「だって、わたし……ツヴァイくんたちのことが心配なんだもん」　やはり、夢ゆめのことが気になるようです。

ツヴァイ：そんなに心配するほどのことじゃないって。たかが夢の話だろ？　ミリアは気にしすぎなんだよ。

ユンガー：ツヴァイの言うとおりだ。今回の仕事は護ご衛えいだ。まったく危き険けんがないわけではなないが、それでも戦争に出るよりは危険は少ないはずだ。

ＧＭ：「護衛？　もしかして、この人の護衛？」　ノーラの方を見ながら訊きいてきます。

ダイン：いえ、彼女は違ちがいます。この方はとある賢けん者じやの弟子をされていたノーラさんです。バルムンクについての調ちよう査さのお手伝いをお願いしています。

ツヴァイ：でも、護衛ってことは、もしかしてアレを運ぶんですか？

ユンガー：そうだ。今回の任務は結晶体の運搬、およびその護衛。運び先はエストネルだ。

ツヴァイ：（大きなため息をついて）隊長、ようやく動けるんですね!?　この一ヶ月長かった……。本当に長かったっ!!（一同笑）

ユンガー：ツヴァイ……なんでそんなにテンションが高いんだ？（笑）

エルザ：なんででしょうか（笑）。わたしには、まったく見当がつきませんねー（一同笑）。

ツヴァイ：じゃあ、教えてあげましょう。ようやく、ようやくエルザから……。ブルックス商会から解かい放ほうされる時がきたんだよ！（一同笑）

ＧＭ：「ねぇ、エルザさん。いったいツヴァイくんにどんな仕事をさせてたんですか？」　ツヴァイの喜びようを見たミリアが、不思議そうな顔をしてエルザに訊きいてきます（笑）。

エルザ：いえ、地道に商売することの楽しさを教えてあげようと思ったんですけど……。

ツヴァイ：あれは〝楽しさ〟って言うより、〝苦しさ〟って感じなんだよ！

ダイン：まぁ、ツヴァイに地道な商売しろっていうのがムリな話なんですよ（笑）。

ツヴァイ：なんで、そんなすべてを悟さとったような言い方をするんだよ。だいたい、地道な商売くらいなら、俺おれにだって──。

エルザ：できる？

ツヴァイ：……できません（一同笑）。

ユンガー：まぁ、そうだからこそ傭よう兵へいなんてやっているわけだ。さて、無む駄だ話ばなしはここまでにして、グリーナから聞いたことをみんなに話します。かくかくしかじか（笑）。

一同：なるほどぉ[image: ][image: ]（笑）。

ユンガー：こういうことは、エルザがくわしそうだな。今、世界情じよう勢せいはややこしいことになってるみたいだし、どのルートがいいと思う？

エルザ：エル川を上っていくのが一番楽かな。でも……。

ダイン：バルムンクもそう考えるでしょう。それと襲撃された時、川の上で逃げようがないこともマイナスポイントですね。待ち伏せされる可能性もあります。

ツヴァイ：じゃあ、森を抜ぬけていくのは？

ダイン：あそこにはゴルフォードの森林審しん問もん会（＊）の樹じゆ木もく管理官がいます。密みつ猟りよう者しやと間違えられると面倒です。

ユンガー：レイウォールを通るルートは？

ツヴァイ：単たん純じゆんに遠回りじゃね？　まぁ、海なら川よりは逃げられるか（笑）。

ダイン：いや、ちょっと待ってください。そのルートは、我われ々われのもうひとつの目的──レムナント氏に会うには都合がいい。

ユンガー：レムナントって誰でしたっけ？

ダイン：私のオープニングで領主のハリソン氏から紹介された人物で、ベルリール崩壊のことを知っているらしいです。

ツヴァイ：つまり、ヌルについても知っている可能性が高いわけだ。

ダイン：そうです。

ツヴァイ：アインの目的を知る上でも、ヌルについてはいろいろと調べたいからな。そのレムナントさんには会いたい。

エルザ：でも、わざわざ結けつ晶しよう体たいをベルリールに近づけるのは、危あぶなくないですか？

ユンガー：ベルリールが近づいてくると、結晶体がカタカタと震ふるえ出したり（笑）。

ツヴァイ：やっぱり、こっちにくるんじゃなかったーっ！（一同笑）

ユンガー：そういうことなら、我々が囮おとりを担たん当とうするというのは？

ＧＭ：え？

ツヴァイ：なるほど。本隊の方をグリーナさんに任せて、我々は囮を担当するというわけか。なら、遠回りというルートも都合がいいな。

エルザ：本隊がエストネルに到とう着ちやくしてしまえば、囮は用済みですからね。

ダイン：ただ、我々が囮を担当した場合、本隊の結晶体がバルムンクに奪うばわれてしまうというオチが見える（笑）。

エルザ：グリーナさんなら、大だい丈じよう夫ぶじゃないですか？　なにしろ、本気を出すと若わか返がえるという噂うわさですから（笑）。

ツヴァイ：いや、それ[image: ]村さんが言い出したことだし（一同笑）。

ユンガー：で、どうだろう？

ダイン：ふむ。囮を担当するというアイデアは悪くないかと思います。リークシーで無事に本隊が到着したかどうかの連れん絡らくを受けて、そちらになにもトラブルが起こっていなければ、そのままベルリールへ向かえばよいかと。

ＧＭ：そ、それはいいアイデア──ですね（苦笑）。

ツヴァイ：あ、ゆーらさんの顔が引きつってる（一同笑）。

ダイン：う～む、やはり囮を担当するのは想定外？　そんな気はしたんですが（笑）。




　もちろん、想定外です。




ツヴァイ：どうする？　囮はやめておく？

ＧＭ：（ちょっと考えて）いや、それはそれで面白いんじゃないですか？　想定していたシナリオからはちょっとハズレますけど（笑）。

ツヴァイ：まっ、そんなことはよくあることだしな（一同笑）。

エルザ：それに裏方仕事っぽいところも、〝黄金の狼〟らしくていいと思います（笑）。

ユンガー：じゃあ、海から行くルートを使って、囮になることをグリーナに伝えにいきます。

ＧＭ：あっ！（何か思いついた）

一同：ん？

ＧＭ：ちょっと待ってください！　それなら、ここでイベントを挟みます。

一同：イベント？

ＧＭ：はい。ユンガーがグリーナに伝えにいくために、部屋を出ようとすると、ノーラは声をかけてきます。「そういうことなら、わたくしもベルリールまでお供ともさせていただけないでしょうか？」

一同：え？

ＧＭ：「わたくしは少しでもいいから、バルムンクについて知りたいのです。もしかしたら、仇のことが分かるかもしれませんし……。お願いします！」

ダイン：うーむ、それは……。

エルザ：ダインくん、まだ彼女のことを疑うたがってるの？

ダイン：いや、そうではありませんが、我々は襲おそわれることが前ぜん提ていの囮部隊。そこに非ひ戦せん闘とう員いんを連れていってよいものなのかと……。

エルザ：ああ、そうですよね……。

ツヴァイ：ノーラさんは戦うことはできるのか？

ＧＭ：「これでも神官の端はしくれです。きっとお役に立つことはできます」　戦うことはできませんが。

ダイン：それは、なんともデータ的に不安ですね。

ツヴァイ：メタなことを言うな（一同笑）。

エルザ：でも、彼女のことを考えると、できれば連れていってあげたいところですね。

ＧＭ：「わたくしもベルリールにおもむき、バルムンクについて調べたいのです」

ツヴァイ：いいんじゃない？　あんまり難むずかしく考えないでいこうぜ。俺たちが彼女を守ってやればいいんだろ？

ダイン：いや、どう考えても守るのは私なんですけど（一同笑）。




　ごもっとも。




ダイン：で、ユンガー殿どの、どうしますか？

ユンガー：そうだな。賢けん者じやの弟で子しであれば、道中いろいろと助言をもらえるだろう。

ツヴァイ：その賢者がバルムンクだったけどな（笑）。

ＧＭ：あと、ノーラは一いち応おう神官ですから、彼女を連れていくと戦闘終しゆう了りよう時に、ＰＣ全員のＨＰが全回復することにします。今回だけの特別ルールということで。

ダイン：連れていきましょうっ！（きっぱり）

一同：おいっ！（笑）

ツヴァイ：なんという豹ひよう変へんっぷり（笑）。

ダイン：だって、それだけ使用するＭＰポーションの数が減へるじゃないですか。まぁ、それはともかく、我々は陽動役。襲われることが前提ですので、十分にご注意を。

ＧＭ：「自分の身ぐらいは自分で守りますから。安心してください」

ダイン：（素すに戻って、ぼそりと）しかし、そう言って自分の身を守れた人など、ひとりもいない（一同笑）。

ツヴァイ：ところでミリアは？

ＧＭ：ミリアはラドフォード伯はく領に戻りますよ。あちらはあちらで、大変ですから。

ツヴァイ：レイウォールとフェリタニアとの板挟みだからなぁ。

エルザ：ミリアちゃんからもらった手紙だと、フェリタニア側につくつもりみたいですよ。

ＧＭ：でも、その前にラドフォード伯とベネットとの壮絶な戦いが起こりますが（一同笑）。




　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』参照。




ダイン：ところで、今気がついたのですが……。

ユンガー：どうした、ダイン？

ダイン：我々は囮なわけですが、〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟を持っているということを考えると、我々の方が価か値ちが高いように思えるのですが（笑）。

一同：おや？（笑）

ＧＭ：それは大丈夫です。現げん状じようバルムンクはエルザが〝王威の竜輝石〟を持っていることは知らないので、それを理由に狙ねらわれることはないです。もっとも、戦闘に負けたら奪われるでしょうが（笑）。

ツヴァイ：戦いに負けなければＯＫってことでっ！

エルザ：ですね。

ＧＭ：まぁ、そのときはそのときで、またシナリオの展開考え直します。

ツヴァイ：大丈夫！　その場で作り直すよりは、絶対に楽だから（一同笑）。

ＧＭ：確かに（笑）。では、みなさんの行動方ほう針しんが決まったところで、次のシーンに移うつりましょう！





（＊）森林審問会　正式名称はゴルフォード森林審問会。ゴルフォード王家が所有する森林の管理を行なっている国家機関。樹木管理官は、森林審問会に務めている騎士のことである。









◆Middle 02◆出航！




ＧＭ：さて、さっきのシーンのあと、ユンガーはグリーナに進言しにいったわけですが……。

ユンガー：どうでした？

ＧＭ：無事に認みとめられて、みなさんが囮おとりを担当することになりました。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：ＧＭ的にはシナリオの変更があるので、ちょっと大変です（笑）。

ツヴァイ：ほれ、そこはそれということで（一同笑）。

ＧＭ：ということで、時間は進んで出発の日となります。もちろん全員登場です。場所はクリスタ港。すでに船の準じゆん備びはできており、船員たちが出港準備のために忙いそがしそうに働いています。用意されたのは二本マストの中型帆はん船せんで、防ぼう衛えい戦せん用の大たい砲ほうなども積んでいます。

ダイン：武ぶ装そう商船というわけですか。ならば、グリーナさんに、カムロートで傭兵を雇ってもらうようにお願いしましょう。

ユンガー：なるほど。いかにも重要な物を運んでいますということをアピールするわけだな。

エルザ：じゃあ、ブルックス商会に頼んで、そういう噂も流してもらいますか？（笑）

ダイン：あとはそうですね。荷物を運び込むときにも、仰々しい感じにした方がいいですね。オープニングでの話だと、バルムンクの密偵がうろうろしているようですから。

ユンガー：じゃあ、それも頼んでおこう。

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。では、出発までに、みなさんが言ったような工作が行なわれたということで（笑）。そしてついに、大きな木箱がカムロートの血晶石騎士ブラツドナイツ（＊）に守られながら、船の中へと運び込こまれていきます。

ユンガー：これが結晶体ということになるわけか……。

ＧＭ：「そうです。くれぐれもよろしくお願いしますよ」　うしろから鎧よろいに身を固めたグリーナが歩み寄より、声をかけてきます。その隣となりにはシェリーの姿すがたもあります。

ダイン：こちらのリクエストどおりですね（笑）。

ツヴァイ：これだけやれば、バルムンクも引っかかるんじゃない？

ＧＭ：じゃあ、判定しましょうか（笑）。ダイスを振るのは誰でもＯＫです。情報収集の逆みたいなものだから、【感知】判定にしましょう。成功したかどうか、みなさんには分からないので、難易度は秘密です。

ツヴァイ：【感知】なら俺だな。フェイトを１点使っておくか……（ダイスを振る）おっ！　これならいけるだろ。ダイス目が13だから、達成値は21だ。

ＧＭ：了解。では、偽装工作が成功したかどうか、あとでのお楽しみということで（笑）。

ユンガー：これでいよいよ出港だな。

ＧＭ：いえ、その前にひとつイベントがあります。

一同：イベント？

ＧＭ：ええ。間もなく出港というとき、船長室へ来るようにと四人はグリーナに言われます。

ツヴァイ：四人って、俺、隊長、エルザさん、ダイン？

ＧＭ：そうです。

エルザ：いったいなんでしょう？

ユンガー：分からん。だが、グリーナに呼ばれたのであれば行くしかないな。とりあえず、船長室に行くとするか。コンコン、ユンガーです。

ＧＭ：「お入りなさい」　扉の向こうからグリーナの声が聞こえてきます。

ユンガー：では、入ろう。

ＧＭ：アルディオン大陸の地図が張られていたり、舵輪が飾られていたりするこぢんまりとした船長室のなかには、グリーナ、それとアイパッチをした三〇歳くらいの船長がいます。「さて、みなさんには囮を担当してもらうわけですが、その前にひとつお話があります」

一同：話？

ＧＭ：「ええ。すでにみなさんはバルムンクと大きな関わりを持っています。これから先もバルムンクに関するお手伝いをしていただくことになるでしょう」

ダイン：でしょうね。

ツヴァイ：逆にそれは望むところだ。

ＧＭ：「そこで、あなた方の秘匿情報レベルを上げることにします」

ユンガー：秘匿情報レベル？

ＧＭ：ノーデンスといってもさまざまですからね。全員がバルムンクや魔族についての情報をすべて知っているわけではありません。個人個人によって秘匿情報レベルが設定されていて、必要最低限の情報のみが与えられているみたいな感じですね。

ツヴァイ：なんか急に情報機関みたいなノリになってきたぞ（笑）。

ＧＭ：まぁ、似たようなものです（笑）。グリーナはみなさんに厳しい視線を向けて、こう言います。「これからお話しすることを知っている者は、ノーデンスのなかでも、私やここにいる船長をはじめ、ごくわずかしかいません。それから、ここで聞いたことは本当に信頼できる者以外にはけっして話してはなりません」

ツヴァイ：なんか、ずいぶんと大げさだな。そんなに重要な情報なのか？

ユンガー：それで、どんな話なんですか？

ＧＭ：「それは──」




　グリーナが話したこと。それは次のような内容だった。

　フェリタニア統とう一いつ帝てい国こくの初代皇こう帝ていであるウルフリックが亡なくなった数十年後に、多くの魔族や妖よう魔またちがアルディオンを襲おそうという事じ件けんが起こった。

　エル・ウォーデン王をはじめとするセイン（＊）たちは、かろうじて撃退に成功するものの、魔族の来襲という事件は彼らに大きな衝撃を与えた。だが、この事件は公にされることはなかった。そして、多くの人々はなにも知らぬままに時は過ぎ去る。

　バルムンクの名前が世に出てくるのも、この事件以後のことである。そこに関係があることも今までの調査で判明している。




ダイン：うおっ！　『アルディオン大陸ガイド』にも載っていない情報が出たっ!!（笑）

エルザ：な、なんか急に話が大きくなりましたよっ！

ツヴァイ：これって確か、矢野君の書いた小説の三巻の話だよね？（リプレイ収録より前に、原作者として小説の原稿をチェックしていたので内容を知っていた）

ＧＭ：そうです。まぁ、このリプレイが発売されているときには、小説の三巻も出ているので、公開しても大丈夫ということで（笑）。

ユンガー：へぇ～、で、どんな話なんですか？

ツヴァイ：それはもちろん──秘密です（笑）。




　この事件についてのくわしい話は、富ふ士じ見みファンタジア文庫より発売中の『アリアンロッド・サガ③　ロンサム・ヒーロー』で描えがかれています。興きよう味みのある方は、そちらもご覧らんくださいませ。




ツヴァイ：なるほどね。で、こう繋げてきたわけか。

ＧＭ：『アクロス』は、ノーデンスやバルムンクに絡んだ話になっていますから。この設定を活かさない手はないかと！

ツヴァイ：確かに（笑）。

ＧＭ：「ノーデンスはバルムンクだけでなく、魔族と戦うための組織でもあるのです。それに、これだけのダミー情報を流して出航するのですから、間違いなくバルムンクは襲ってくるでしょう。そのなかには魔族がいる可能性もあります。我々本隊よりも、あなた方の方が危険なはず。十分気をつけてください」

ユンガー：分かりました。

エルザ：わたしたちにお任まかせください！

ツヴァイ：しかし、これで襲ってこなかったら、すごい肩かた透すかしだな（笑）。

ダイン：これだけ大々的にアピールしているんですから、間ま違ちがいなく、バルムンクはやってきますって（笑）。

エルザ：気合いを入れていかないとね！　ところで、船の名前はなんて言うんですか？

ＧＭ：「〝白い希望号〟だ」　グリーナの隣にいるアイパッチの船長がニヤリと笑って答えます。「オレは船長のスノー。もちろん、ノーデンスだ。よろしく頼むぜ、〝黄金の狼〟！」

ツヴァイ：任せておけって！

ユンガー：こちらこそ、よろしく頼む。
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ＧＭ：「では、みなさん、あとはよろしくお願いします」　そう言って、グリーナは船を下ります。ちなみにレイウォールの港街リークシーまでは、海上の状況にもよりますが、二週間ほどです。

ツヴァイ：意外と長旅なんだな。

エルザ：まぁ、その間は海の上でのんびりしましょう。

ユンガー：バルムンクが攻せめてこない間はな（笑）。

ＧＭ：さて、そんな感じでグリーナとの話が終わって、みなさんが甲板へと出ると──「ツヴァイく────んっ！」　ミリアが慌あわてたように駆かけ込こんできます。

ツヴァイ：あれ？　そんなに急いでどうしたんだ？

ＧＭ：「どうしたって……そんなの見送りに来たに決まってるよ」

ツヴァイ：あ、ありがとうな。

ＧＭ：「本当に気をつけてね、ツヴァイくん」　心配そうな顔で、ミリアはじっとツヴァイのことを見つめます。

ツヴァイ：ああっ、大だい丈じよう夫ぶだよ。俺は今、生きる力にみなぎってるんだ！　ミリアに元気を出させるために、ちょっと茶化した感じで言う。

ＧＭ：「生きる力？」（笑）

ツヴァイ：（ちらりとエルザを見て）俺はようやく自由を手に入れたんだ！（一同笑）

エルザ：なんで、そんな奴ど隷れい商人から解放されたみたいになってるんですか！（笑）

ツヴァイ：いや、傭よう兵へいとして任にん務むについて、これぞ俺の生きる道だと再さい確かく認にんしてるだけなんですけど……。

エルザ：（ツヴァイの方を見ながら）じーっ。

ツヴァイ：やっぱ、俺には地道な労働は似に合あわねえんだって。地道な労働さようなら～、地道な労働さようなら～。こんにちは、俺の人生！（一同笑）

ＧＭ：「でもまあ、ツヴァイくんにコツコツ人生は似合わないよね」　ツヴァイの冗じよう談だんを聞いて、ようやくミリアの顔に笑顔が戻ります。

エルザ：まあ、そうですね（笑）。

ＧＭ：「でも、本当に気をつけてね？」

ツヴァイ：ああ、大だい丈じよう夫ぶだって。終わったら、土産みやげのひとつでも持っていってやるさ。

ダイン：ツヴァイが死にフラグを立て始めたっ！（一同笑）

ＧＭ：「じゃあ、楽しみに待ってるよ！　でも、お土産って───」

ツヴァイ：これがバルムンクの首だ！（一同笑）




　そんな土産はいりません。




エルザ：そんなものお土産にしないでくださいっ！　ねぇ、ミリアちゃん。

ＧＭ：「そ、そうだね。あ、あはははは……」　頬ほおを人差し指でかきながら、ミリアは空笑いしています（笑）。

ツヴァイ：この仕事が終わったら、すぐに連絡するよ。それと、帰りの道中も大変だろうけど気をつけろよ。あちこちできな臭くさいことになっているからな。

ＧＭ：「大変なのは、お互たがい様さまだよ」

ユンガー：違いない（笑）。

エルザ：そうだっ！　この仕事が終わったら、ラドフォード伯領にみんなで集まって、お祝いでもしましょうか？

ユンガー：そうだな。みんなでパーティのひとつでもするか。

ダイン：なんで、みなさんでそんなに死し亡ぼうフラグを立ててるんですか（笑）。

ツヴァイ：あえて死にフラグをたくさん立てることで死ななくするという、逆ぎやく転てん現げん象しようを狙ねらってるんだよ（一同笑）。

ＧＭ：でも、エルザの提てい案あんにミリアも大きくうなずきます。「じゃあ、ちゃんと用意しておくから」

ツヴァイ：おうっ！　約束だっ！　じゃ、行ってくる！

ＧＭ：すでに出航の準備は終わっており、ノーラも乗のり込んでいます。

ユンガー：よし。出発だ！

エルザ：じゃ、ミリアちゃん！　またね。

ＧＭ：「エルザさんも気をつけて」　こうして、〝白い希望号〟はゆっくりとクリスタ港を離はなれていきます。

ツヴァイ：また帰ってくるからな～！（笑）

ＧＭ：ミリアやシェリー、グリーナらも見送ってくれています。

ツヴァイ：なんだろう、笑顔が遠く見える（一同笑）。

ＧＭ：あとは、ブルックス交こう易えき商しよう会かいの人たちも──。

ツヴァイ：来るな────っ！　お前たちは来なくていいからっ！（爆ばく笑しよう）





（＊）血晶石騎士　カムロートの騎士団に所属する騎士のこと。騎士団長はハリソン・トーラムの長女サンドラ・トーラム。

（＊）セイン　フェリタニア統一帝国の初代皇帝となったウルフリックと共に、魔族や妖魔たちと戦った英雄たちのこと。
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◆Middle 03◆バルムンク来襲！




ＧＭ：さて、そんな一時の別れを経へて〝白い希望号〟はカムロートを出港、外海を南下。そして、内界のエールズ海へと入ります。白い波を蹴立てて、エールズ海を進む〝白い希望号〟。しかし、今まで晴れ上がっていた好天が嘘のように、いつの間にか船の周囲を霧きりが覆おおい始め、しかもどんどんとその霧が濃こくなっていきます。

ツヴァイ：あ、怪しい（笑）。

エルザ：何か起こりそうですね。

ＧＭ：と、マストの上にいる見み張はりが叫さけびます。

ツヴァイ：きたっ！

ＧＭ：とゆーことで、このシーンは全員登場となります。みなさんが甲板や船室などで思い思いに過すごしていると、頭上から大声で叫ぶ見張りの声が聞こえてきます。「船が近づいてくるぞーっ！」

ユンガー：その声を聞いて、急いで甲板に出る！

ツヴァイ：敵てきかっ!?　俺も魔導銃キヤリバーを抜ぬいて襲しゆう撃げきに備そなえるぜ。

エルザ：わたしも外に出ます。

ダイン：私もみんなと急いで合流します。

ＧＭ：では、甲板で全員集合ということで。さて、みなさんが外に出ると、船の周囲は真っ白な霧で囲まれていることが分かります。

ツヴァイ：なんだ、この霧は？（笑）

ダイン：分かりません。しかし、ただの霧ではなさそうですね。

エルザ：それで近づいている船は？

ＧＭ：エルザが辺りをキョロキョロと見み渡わたしますが、霧が濃くて発見できません。と、急に波をかき分ける音が聞こえたかと思うと、霧が真っぷたつに裂さけ、そこから漆しつ黒こくの機械船が姿を現あらわします。

ダイン：機械船？　錬れん金きん術じゆつ製せいの船です！

ツヴァイ：ずいぶんと派は手でな登場しやがるじゃないか（笑）。

ＧＭ：じゃあ、もっと派手にいきましょうか（笑）。霧のなかから突とつ然ぜん出しゆつ現げんした黒い機械船は、〝白い希望号〟にぎりぎりまで近づいてきます。操そう舵だ手しゆは風の向きなどを考えて舵かじをきりますが、振ふり切ることができずに、ぎりぎりまで近づかれて並へい走そうされてしまいます。

ダイン：こう近いと大たい砲ほうも撃うてないでしょうね。

ＧＭ：ですね。と、機械船の甲板にふたりの女性が姿を見せます。クロークをまとった一八歳さいくらいの金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。そして黒髪に眼鏡をかけた、軍服に似た感じの服を着た女性です。こちらは二〇歳くらいに見えます。
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ダイン：女性ふたりですか。

ＧＭ：ここで難なん易い度ど14の【知ち力りよく】判定をどうぞ！　彼女たちを知っているかどうかですね。

ツヴァイ：【知力】は２しかないからなぁ（笑）。

エルザ：わたしは４以上で成功です。

ダイン：なんと、うらやましい。私は９以上ですね。

ユンガー：とりあえず判定するか。（ダイスを振る）よしっ！　達たつ成せい値ち14で成功だ。

エルザ：16で成功しました！

ダイン：おや、クリティカル（笑）。

一同：おおっ！

ツヴァイ：達成値10……ってことは、失敗したの俺だけかよ！（一同笑）

ＧＭ：では、ツヴァイ以外は知っています（笑）。金髪の女性は、〝ブラックヴァイス〟という傭よう兵へい団だんの団長のシャオリーです。

ユンガー：ブラックヴァイス……どっかで聞いたような。前回、その名前出てきませんでしたっけ？

ＧＭ：よく覚えていましたね。〝ブラックヴァイス〟はラングエンドに協力している傭兵団です。前回のオープニングで、グリーナからの報ほう告こくに名前が出ています。

エルザ：あっ！　バルムンクの息がかかっているという噂うわさの傭兵団ですね。

ダイン：なるほど。こっちのコースを通るとこいつらが出てくるわけですか。

ＧＭ：そういうことです（笑）。さて、みなさんがじっと彼女たちの動向を見守っていると、シャオリーが無む表ひよう情じようのまま右手をゆっくりと振り下ろします。

ユンガー：来るぞっ！

ＧＭ：ユンガーが叫さけぶと同時に、機械船から次々と乗のり込こみ板がかけられていきます。

ダイン：ボーディング!?

ＧＭ：それと共にときの声を上げながら、武ぶ器きを持った傭兵たちが、次々と渡わたされた板を伝って〝白い希望号〟へと乗り込んできます！

エルザ：それは《ファイアボルト》で迎げい撃げきですよ！　板を撃うって海に落とします！

ＧＭ：エルザの放った炎ほのおの矢は、いくつかの板を焼き落とすことに成功しますが、すべてに対たい処しよすることはできません。

エルザ：ダメですっ！　間に合いませんっ!!

ツヴァイ：まったく、大おお勢ぜいで攻めてきやがって！

ＧＭ：最終的に乗り込んできたのは数十名ほど。〝白い希望号〟の傭兵たちも、武器を構かまえて無ぶ粋すいな侵しん入にゆう者しやたちを迎むかえ撃ちます。船上のあちこちで剣けん戟げきの音が聞こえ始めます。

ユンガー：さっき確かく認にんしたふたり───ブラックヴァイスの団長とかはいないのか？

ＧＭ：乗り込んできてはいません。機械船の甲板から、戦せん闘とうの様子をじっと見守っています。

ツヴァイ：自分たちが出るまでもないってか？　高みの見物とは、なめられたもんだな。

ＧＭ：「どこを見てるんだよ！　お前らの相手はこの俺様だっ!!」　巨きよ大だいな斧おのを持った隊長らしい戦士が、部下を引き連れて突つっ込こんできます。では、戦闘開始！




●第一ラウンド

ＧＭ：敵てきの位置ですが、五メートル離はなれたところに巨大な斧を構かまえた戦士がいて、そのうしろには槍やりを持った戦士のモブがいます。
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ツヴァイ：よしっ！　成長した俺たちの力を見せてやるぜ（笑）。

ＧＭ：では、セットアッププロセスから。こちらはなにもありません。

エルザ：はいっ！　斧の戦士をエネミー識しき別べつします。

ダイン：じゃあ、私はエルザに《ヘイスト》をかけましょう。

ユンガー：《陣じん形けい》も使った方がいいですか？

ダイン：そうですね。範はん囲い攻こう撃げきを持っているとやっかいですから。

ユンガー：じゃあ、《陣形》も使おう。（渋しぶい声で）散開っ！




　ユンガーの号令と共に散らばる〝黄金の狼おおかみ〟たち。

　ツヴァイとダインは目の前にいるブラックヴァイスの小隊長──グレートウォーリアへとダッシュし、ユンガーは静かに後方へと下がる。さらに、エルザが的てき確かくに敵の能のう力りよくを見み抜ぬき、ダインはエルザに加速の魔術──《ヘイスト》をかける。

　その動き、連係は、数多くの戦いを共にくぐり抜けてきた仲間だからこそできるものだ。




▼行動順番

　①エルザ　　　　　　　（行動値29）

　②グレートウォーリア　（行動値20）

　③ツヴァイ　　　　　　（行動値15）

　④槍そう兵へい　　　　　　　　（行動値14）

　⑤ダイン　　　　　　　（行動値10）

　⑥ユンガー　　　　　　（行動値９）

[image: ]




ＧＭ：では、最初の行動はエルザから。

エルザ：目もく標ひようはグレートウォーリア！　マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《インフェルノ》です！（ダイスを振る）……魔ま術じゆつ判定は27です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回かい避ひは失敗！　いきなり猛もうダッシュをかけてくるツヴァイとダインに気を取られた隊長は、エルザの放った魔法の直ちよく撃げきをくらいます（笑）。

エルザ：では、ダメージいきます！　13Ｄ＋40ですよ！

ツヴァイ：こんな『無印』のピアニィみたいなダメージロールが、『アクロス』で見られる日がこようとは（一同笑）。

エルザ：えいっ！（ダイスを振る）……89点の〈火〉属ぞく性せいの魔法ダメージです！

ＧＭ：エルザの詠えい唱しようが終わると同時、ツヴァイとダインの目の前に爆ばく炎えんが巻まき起おこり、火ひ柱ばしらとなって荒あれ狂くるいます。

ツヴァイ：あちっ！　あちっ!?（一同笑）

ダイン：とんだとばっちりですな（笑）。

ＧＭ：巻き上がった炎は、グレートウォーリアへとまとわりつき、その身を焼やき尽つくしていきます。ぐわっ！　いきなり半分持ってかれました（笑）。

ツヴァイ：えっ、今ので半分も削けずったのか!?　普ふ通つうにスキル使って攻撃しただけなのに!?

エルザ：さらに《イフリート・シマー》の効こう果かがつきますから、命中判定のダイスが一個こ減へりますよ（笑）。

ツヴァイ：なら、ここは畳たたみかけるか。《カリキュレイト》で割わり込こむぞ。

ＧＭ：うぇーっ！　勘かん弁べんしてぇ（一同笑）。

ツヴァイ：勘弁するかよ（笑）。《フルスイング》＋《バッシュ》で攻撃！

エルザ：銃を《フルスイング》ってどういう状況なんでしょうね？（笑）

ツヴァイ：銃じゆう弾だんを叩たたき込こみながら、グリップで打撃を加えていくのだ！（笑）　命中判定は14＋３Ｄで……（ダイスを振る）命中は26。

ＧＭ：それも……（ダイスを振る）避さけられません！

ツヴァイ：ダメージは《フルスイング》と《バッシュ》の効果を合わせて60＋７Ｄ！　（ダイスを振る）うっ、出目が悪い！　ダイス七個振ふって出目の合計19かよっ！（一同笑）

ユンガー：ツヴァイ、何をやっているんだ！（笑）

ツヴァイ：まだ始まったばかりだからな。ウォーミングアップ、ウォーミングアップ（笑）。それでも、ダメージは79点！　ガツンガツンとグリップを何度も殴なぐりつける！

ＧＭ：鎧よろい越ごしに打ちつけられる衝しよう撃げきに、グレートウォーリアはたまらず膝ひざをついてしまいます。げぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]、残りＨＰが……。

ツヴァイ：あとは頼たのんだ、ユンガー隊長！

ＧＭ：しかし、その前にグレートウォーリアが動きます！　マイナーで《スマッシュ》（＊）。メジャーで《ストラグルクラッシュ》（＊）でツヴァイに攻撃！　二回攻撃、いきます！

エルザ：《イフリート・シマー》で、命中判定のダイスが減へってますよ（笑）。

ＧＭ：ぐわっ！　ということは命中判定のダイスは三個か……。

ツヴァイ：それでも三個も振ふれるのかよっ！

ＧＭ：ふっふふふふ（笑）。まずは一発目！（ダイスを振る）……命中は22！

ツヴァイ：回かい避ひは低いんだよな……（ダイスを振る）達成値17で失敗。そんな攻撃、避さけるまでもないぜ。隣となりにダインがいるからな！（一同笑）

ダイン：しかし、二回攻撃では《カバーリング》は片かた方ほうにはできません。

ツヴァイ：げっ！（一同笑）

ダイン：ここはダメージの大きい二回目に《カバーリング》といきましょうか。

ＧＭ：「くたばりやがれ────っ！」　グレートウォーリアは手にした巨大な斧を渾こん身しんの力で振り下ろしてきます。ダメージは……（ダイスを振る）72点！

ダイン：《プロテクション》！　（ダイスを振る）19点軽けい減げんしてください！

ツヴァイ：なら、ＨＰダメージは32点だ。へっ！　たいしたことないな（笑）。

ＧＭ：「馬ば鹿かめっ！　次が本命だっ！」　グレートウォーリアはくっと手首を返すと、袈け裟さに振り下ろした巨大な斧を今度は同じ軌き道どうを描えがくように振ふり上あげます！　（ダイスを振る）命中は23！

ツヴァイ：（ダイスを振る）二回目も回避失敗！

ダイン：では、そちらは《カバーリング》します。ツヴァイ、危あぶないっ！　手にした盾たてで振り上げられた斧を受け止めます。




　グレートウォーリアの叩き出したダメージは84点。

　しかし、ダインの物理防ぼう御ぎよ力りよくは31、さらに《ワイドプロテクション》を取得したことによって、この攻撃に対しても《プロテクション》が使し用よう可か能のうとなっているので、ダインはさらに17点軽減する。

　その結果、ダインの受けたＨＰダメージは受けたダメージの半分以下、36点！




エルザ：ダインくん、すごい！

ダイン：この程てい度どの攻撃なら、まだまだいけますね（笑）。

ＧＭ：ならば、次は槍兵の攻撃！　「今がチャンスだ！　やれっ!!」　グレートウォーリアが命じると、槍兵はその場から動かずに槍を突つき出します。

ツヴァイ：移い動どうしないのかよっ！

ＧＭ：マイナーで《ファストセット》を使用して、《アームズレンジ》（＊）＋《フルスイング》＋《ストラグルクラッシュ》！　これで槍の射しや程ていが五メートルになって、二回攻撃です。

ツヴァイ：ぶほっ!?　ちょっと待て！　うしろにいる槍を持った奴の方が強いじゃねえか！（笑）

ＧＭ：「ふっ！　俺様は囮おとりだ──────っ！」（一同笑）




　しかし──。




「一回目のダメージは55点！」

「《プロテクション》で19点軽減してください」

「だが、こちらも本命は二回目の攻撃で、ダメージは50＋９Ｄだ！」

「そちらはもちろん《カバーリング》です」

「くらえぇ───っ！　げっ、ひ、低っ!!」

「……１が三つも出てますね」

「えーっと……71点？（笑）」

「《プロテクション》で減へらすと、21点しか受けませんね。では、エルザさんに《ジョイフルジョイフル》を使用します」

「はーい！　じゃあ、グレートウォーリアは隊長に任せて、槍兵を攻撃しまーす（笑）」

「おう！　任せておけっ！」




　こうして、わずか一ラウンドでグレートウォーリアは倒たおれ、槍兵も半はん減げん。

　そして、第二ラウンドでも理知の宝ほう玉ぎよくを使ったエルザ、《カリキュレイト》を使用したツヴァイに先せん攻こうを取られ、あっけなく敵は全ぜん滅めつした。




ツヴァイ：最初はどうなるかと思ったけど、意外とたいしたことなかったな（笑）。

ＧＭ：くっ！　ダメージロールさえ悪くなければ！（一同笑）　あっという間に切きり込こみ隊の隊長であるグレートウォーリアが倒れたのを見て、ブラックヴァイスの戦士たちは退たい却きやくしていきます。

ダイン：（兵士になって）「隊長が倒されたぞ！」

ツヴァイ：（同じく兵士になって）「退ひけ、退けっ！」（一同笑）

ＧＭ：まぁ、そんなところですね。とっとと乗り込み板をパージすると、機械船は再ふたたび霧のなかへと消えていきます。

エルザ：ふぅ、とりあえず撃退できましたね。

ユンガー：だが、これで終わりとは限かぎらない。気を引きしめていかないとな。

ダイン：でも、あっさりと退却していきましたね。

ＧＭ：ところが、ブラックヴァイスはこのあと、何回も戦闘をしかけてきます（笑）。

ツヴァイ：まめな連中だなぁ～（笑）。

ユンガー：それだけヌルの結晶体が重要だということなんじゃないか？

ダイン：で、また戦闘ですか？

ＧＭ：いえいえ。全部戦闘で解かい決けつすると大変なので、全員ここで難なん易い度ど14の【精せい神しん】判定をしてもらいます。この判定に失敗すると、戦闘の疲ひ労ろうとストレスとでＨＰとＭＰが４Ｄ６減ってしまうということで。

ツヴァイ：４Ｄ６も減るのかっ!?

ＧＭ：失敗した場合です。成功した場合は特になにもありません。ただし、ノーラがいるから減るのはＭＰだけとなります。

ツヴァイ：それは助かる（笑）。

ダイン：ノーラさんを連れてきて正解でしたね。

ＧＭ：でも、ファンブルした場合はＭＰが６Ｄ６減りますので、よろしく！（笑）

一同：げぇ───────っ！

エルザ：フェイトを使いますっ！

ツヴァイ：俺も、俺もっ！　ていうか、フェイトを２点使わないと成功しねぇ！

ユンガー：私も【精神】は３しかないから、２点使わないとムリです（笑）。

ダイン：念のため、私も１点使っておきましょう。

ＧＭ：では、判定をどうぞっ！（笑）




　かろうじて、全員判定に成功したのであった。





（＊）《スマッシュ》　ウォーリアのスキル。白兵攻撃のダメージに【筋力】を加える。

（＊）《ストラグルクラッシュ》　ウォーロードのスキル。対象に二回攻撃を行なう。しかも、二回目の攻撃は、一回目の攻撃よりも大ダメージとなる。ただし、一回目の攻撃が外れると、二回目の攻撃は行なえない。

（＊）《アームズレンジ》　槍や鞭を使っているとき、エンゲージしていない対象にも白兵攻撃が可能となる一般スキル。









◆Middle 04◆消えたノーラ




ＧＭ：そんな激はげしい戦いを乗り越こえ、みなさんは無事にレイウォール王国南部の港街リークシーへ到とう着ちやくします。

ユンガー：ようやく着いたか。

ツヴァイ：はぁ～、ひどいめにあった（笑）。

ダイン：休む暇ひまもなく、戦いどおしでしたからね。

ツヴァイ：フェイトを２点も使うくらいにな（一同笑）。

エルザ：それで、リークシーはどういう街なんですか？

ＧＭ：もともとは、レイウォールの南にあった小国家のひとつです。現げん在ざいはレイウォールに併へい呑どんされて、街の名前としてその名を残しています。すぐ隣となりに、レイウォールの城じよう砦さい都市ビルムリオンがありますので、そこへ物ぶつ資しを流すための港街として発はつ展てんしてきた──そんな場所です。隣のビルムリオンと比くらべて、〝小さき港街〟とも呼よばれています。
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ユンガー：とりあえずは、エストネルからの連絡を待つしかないな。

ＧＭ：と、ユンガーがつぶやいたとき、バサバサと鳥の羽ばたく音が聞こえてきます。そして、船室に一羽の白い鳩はとが飛とび込んできます。

一同：鳩？

ＧＭ：グリーナのアニマルメッセンジャーですね。鳩の足には手紙が結ばれています。

ユンガー：とりあえず、手紙を読んでみます。

ＧＭ：まぁ、手紙とはいっても鳩の足に結べる程てい度どの大きさなので、くわしいことが書かれてはいません。それに、ノーデンスだけが読むことのできる特とく殊しゆな文字が使われています。

ダイン：他国に漏もれるとまずいような情報も、ノーデンスはやりとりするでしょうからね。

ユンガー：それで手紙の内容は？

ＧＭ：「結けつ晶しよう体たいと共に、エストネルに到とう着ちやくせり。グリーナ・デュランタリエ」

一同：よかったぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ダイン：どうやら、陽動はうまくいったようですね。こちらにバルムンクが何回も襲しゆう撃げきをしかけてきたくらいですから（笑）。

ユンガー：これでひとまずは安心だな。

ツヴァイ：となると、次はベルリールか……。

ＧＭ：「では、わたくしがベルリール方面の状じよう況きようを聞いて参まいりましょうか？　この街に知り合いがいますので」　ツヴァイのつぶやきを聞いて、ノーラがそんな提てい案あんをしてきます。

ダイン：う～ん、言っていることは別に怪あやしくないんだけど……。相変わらずノーラさんの言動が怪しく思えてしまうのは、もうこの人の特とく殊しゆ能のう力りよくですね（笑）。

ツヴァイ：怪しい……（一同笑）。

ＧＭ：ついていきますか？

ツヴァイ：ちなみに、俺おれはついていきたい気持ちでいっぱい（一同笑）。

ユンガー：じゃあ──（渋しぶい声で）我われ々われがこの街に到着したことをバルムンクも知っているはず。危き険けんな状じよう況きようはまだ終わったとは言えない。ひとりで街を出歩くのは感心しないな。

ダイン：確たしかにそのとおりです（ツヴァイの方を見る）。

エルザ：そういうことなら、誰だれかが護ご衛えいにつきます？（ツヴァイの方を見る）

ツヴァイ：お、俺？（笑）

ユンガー：行ってこい（即そく答とう）。

ツヴァイ：よしっ！　ついていく理由はできた（一同笑）。

ダイン：まぁ、戦闘のことを考えると、遠近に対たい応おうしたツヴァイが一番適てき任にんでしょうね。用よう心じん棒ぼうとしては向いてると思いますよ。

ツヴァイ：分かった。ノーラさん、俺に任まかせておいてくれ。あんたのことをちゃんと守ってやるからな。

ＧＭ：「ありがとうございます。それでは、よろしくお願いいたします」

ツヴァイ：んじゃ、ちょっとばかり行ってくるわ。

ユンガー：頼たのんだぞ、ツヴァイ。

ツヴァイ：了りよう解かい、ユンガー隊長！

ＧＭ：では、ノーラとツヴァイは〝白い希望号〟を離はなれ、リークシーの大通りの方へと向かって歩いていきます。

ツヴァイ：さて、何が起こるかな、と。まぁ、それはそれとして、とりあえずカムロートでの生活がいかにひどいものだったかを、ノーラさんに滔とう々とうと語ろう。

ＧＭ：いきなり愚ぐ痴ちかいっ！（一同笑）

ツヴァイ：……というわけでね？　労働時間は長いわ、給料は安いわ、人をこき使うわ、もう大変だったんすよ。ね、聞いてます？

エルザ：なんだか、どんどんとひどいことになってますよ？（笑）

ダイン：このままではブルックス商会が、ブラック商会になりそう（一同笑）。

ＧＭ：「でもそれは、エルザさんも何か考えがあってのことだと思うんですが……」

ツヴァイ：だといいんだけどな。俺は、小さい頃ころからブルックス商会の手伝いしていたんだけど、エルザさんはだんだん彼女の母親に似にてきた気がするんだ。

ＧＭ：「お母さん……ですか？」

ツヴァイ：エルゼリエっていうんだけどな。これがまたすげえ女じよ傑けつなんだ（一同笑）。

ＧＭ：「でも、ブルックス交こう易えき商会の会長といえば、女手ひとつで家族を育て、お店もあそこまで大きくしたと聞いています。きっと、強い女じよ性せいなんでしょう」

ツヴァイ：《ディフェンスライン》も使えるしな。

ＧＭ：少なくともキャラクターレベルは11レベル以上ですからね。

ダイン：そういう問題ですか（笑）。

ツヴァイ：まぁ、それはともかくとして、エルゼリエさんが強い女性だというのは間ま違ちがいないと思うよ。エルザさんもね。

ＧＭ：「エルザさんのこと、よくご存ぞんじなんですね」

ツヴァイ：まぁ、ね。小さい頃からブルックス商会の手伝いしていたからな。友だちっていうよりも、姉ねえさんって感じ？

ＧＭ：「家族みたいなものですか……」

ツヴァイ：ちょっと世話焼きが過すぎるけど（笑）。

ＧＭ：「きっとエルザさんも、ツヴァイさんのことを心配してるんですよ」

ツヴァイ：それは、そうなんだろうけどなぁ。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じでツヴァイの身の上話をしているうちに、街の大通りに出ます。港町ということもあってか人の往おう来らいは多く、船員や商人、あとは働き口を求めてビルムリオンへと向かうであろう傭よう兵へいなども見られます。

ツヴァイ：じゃあ、傭兵たちがどんな話をしているか、ちょっと耳を傾けてみよう。

ＧＭ：やはり、フェリタニア王国建国の話ですね。あと、グラスウェルズ王国とメルトランド王国との間で戦争が始まりそうだとか……。

ツヴァイ：そっか。あれから二週間だと、そろそろきな臭くなっている頃か。

ＧＭ：レイウォールの南部だと、まだ噂レベルですけどね。そんな話に聞き耳を立てながら、大通りをふたりで歩いていると、ノーラとツヴァイの間を馬車が横切っていきます。うしろがカーゴのようになっている、ちょっとしたお金持ちが乗るようなタイプの馬車ですね。

ダイン：ガタガタガタガタ……（笑）。

ツヴァイ：危あぶねぇぞ、こらっ！（一同笑）




　馬車にひかれそうになったようです。




ＧＭ：御ぎよ者しやはツヴァイの文もん句くに取り合うことなく、馬車はゆっくりと進んでいきます。ようやく馬車が通とおり過すぎたあと──なんと、ノーラの姿すがたが見あたりません。

ツヴァイ：おや？

ユンガー：むっ！

ツヴァイ：あ、あれ？（笑）　右を見て、左を見て、遠ざかる馬車を見て……。

ＧＭ：ノーラの姿はありません。

ツヴァイ：……馬車────っ!?（爆ばく笑しよう）　くっ！　今の馬車が犯はん人にんに違いない！

ＧＭ：では、馬車を追いますか？

ツヴァイ：もちろんだ！　おい、ちょっと待て、そこの馬車ーっ！　急いで追いかける！

ＧＭ：街中ということもあり、馬車は歩くより少し速い速度で移い動どうしてる程度なので、すぐに追いつけます。血相を変えて追いかけてくるツヴァイに、馬車の御者が驚おどろいて声を上げます。「な、なんですか？　やぶからぼうに……」

ツヴァイ：御者は無む視しして、扉とびらをバーンッと開けて中に入る！

ＧＭ：馬車の中には、恰かつ幅ぷくのよい紳しん士しがひとり乗っているだけです。「ん？　なんだね、キミは？」

ツヴァイ：こ、これは犯はん人にんじゃないな……失礼（一同笑）。くそっ、関係ねえじゃねえか！　とりあえず辺りを見み渡わたして、ノーラさんを探さがす！

ＧＭ：では、難なん易い度ど22の【感知】判はん定ていをどうぞ。

ツヴァイ：難易度22っ!?　フェイト２点使ってようやく成功率が半々ってところか……。

ＧＭ：どうします？　フェイト使います？（笑）

ツヴァイ：いや、やめとく。クリティカルのみ成功で……（ダイスを振ふる）失敗した。

ＧＭ：やはりノーラの姿は見つかりません。

ツヴァイ：とりあえず、隊長に報ほう告こくだ。ダッシュで船まで戻るっ！　これは俺をはめるための罠わなだっ！　絶ぜつ対たいにそうだ────っ！（一同笑）

ＧＭ：はいはい（笑）。それでは、次のシーンに移りま～す。







◆Middle 05◆アインの影かげ




ＧＭ：では、ツヴァイがノーラとはぐれて大変なことになっている一方、残りのみなさんは〝白い希望号〟を拠きよ点てんにして、ベルリールへ向かう準じゆん備びをしています。ということなので、ツヴァイはこのシーンに登場できません。

ツヴァイ：今、急いでそっちに戻もどっているところだぜ～（一同笑）。

ユンガー：ツヴァイは、ずいぶん遅おそいな（笑）。

ダイン：きっと今いま頃ごろ、ノーラさんとはぐれて困こまっているんじゃないですか？

ツヴァイ：まるで見てきたことのように言うなぁ────っ！　でも、正せい解かい（一同笑）。

ＧＭ：（笑）。そんな感じでみなさんがツヴァイの心配をしているとき、〝白い希望号〟の船員が扉をノックしてきます。「ユンガーさん、お客さんをお連れしましたぜ」

ユンガー：客？　誰だれだ？

ＧＭ：「カムロートでお会いした……そうそう、確たしかミリアって名前のお嬢じようさんでさぁ」

エルザ：えっ、ミリアさん？　なんで？

ユンガー：分かった。ミリアなら、ここまで通してくれ。

ＧＭ：しばらくすると、船員に連れられてミリアがやってきます。「よかったぁ[image: ][image: ]。まだ、ベルリールに向かっていなかったんだ」

ダイン：船で移動した私たちよりも早く到着するとは……。あなたはいったい（笑）。

ツヴァイ：偽にせ者ものだよ（笑）。

ＧＭ：ツヴァイは登場していないんですから、余よ計けいな口を挟はさまないように（笑）。

ツヴァイ：お、俺じゃないよ。船長が言ったんだよ（笑）。

ＧＭ：なんで船長が、そんなことつぶやくんですか！（一同笑）

エルザ：あはは（笑）。

ユンガー：とにかく、ミリアの話を聞こう。……どうしたんだ血相を変えて？

ＧＭ：「アインらしい人を、フェリストルで見かけた人がいたんだよ！」

エルザ：フェリストル……旧きゆうアヴェルシアの王都でしたっけ？

ＧＭ：そうです。ただ、〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟の戦たたかいの影えい響きようで、王都だった頃ころの面おも影かげはありません。それにあちらこちらから難なん民みんが流ながれ込こんでいて、治安もよくないです。

ダイン：しかし、なぜそんなところにアインが……。

ＧＭ：「分からないよ。でも、このことは早く伝えた方がいいと思って、急いでこっちに来たんだよ！」

ツヴァイ：いったい、どんなスピードで駆かけ抜ぬけてきたんだよ（笑）。

エルザ：じゃあ、わたしたちが来るのを待ってたんですか？

ＧＭ：「というか、なんとか追いついたって感じかな。ところでツヴァイくんは？」

ユンガー：あいつなら今、ノーラさんの護ご衛えいをしている。もうすぐ帰ってくるはずだ。

ツヴァイ：やっべ──っ！（一同笑）

ＧＭ：「そっか……。じゃあ、ツヴァイくんにはよろしくって伝えておいて。わたしはすぐにフェリストルに戻って、アインについて調べるから！」

ダイン：このあと、ミリアはフェリタニアにとんぼ返りですか？

ＧＭ：ですね（笑）。

エルザ：じゃあ、ミリアちゃんはさっきの情報を伝えるためだけに来たんですかっ!?

ＧＭ：ことがアインに関連することでしたからね。

エルザ：でも、ツヴァイくんに会っていかなくていいんですか？　もうすぐ戻ってくると思いますけど……。

ＧＭ：「会いたいけど……アインが何を企たくらんでいるかを調べられるのは、今はわたししかいないから。ツヴァイくんのためにもがんばらないと！」

ダイン：アインの企み……ですか。

エルザ：〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟を狙ねらってるとか？

ダイン：いや、それはないんじゃないでしょうか。それなら、前回の襲しゆう撃げきの時点で〝剛ごう健けんの竜輝石〟もろとも奪うばおうとしていたでしょう。

ユンガー：そうだな。

エルザ：じゃあ、フェリストルにまだ何か隠かくされた秘ひ密みつがあるとか？

ダイン：あるかもしれませんね。我々も、ベルリールの調ちよう査さを継けい続ぞくするべきか、それともフェリストルに向かうか考える必要がありそうですね。

ユンガー：しかし、フェリストルの方をミリアが調べてくれるのなら、我々はベルリールを調べるという手もある。

ダイン：そうですね。やはりバルムンクが何をしようとしているのか、という情報は必要ですからね。

エルザ：じゃあ、やっぱりレムナントさんに話を訊ききにいった方がいい？

ダイン：そうですね。情報は少しでも多い方がいいですから。

ＧＭ：「そういうことだったら、わたしはすぐにフェリストルに行って、アインの動向を探さぐっておくよ。ツヴァイくんには知らせておいて！」　言うが早いか、ミリアは部屋を飛び出していきます。

ユンガー：分かった……って、もういない（一同笑）。

一同：早っ！（笑）

ＧＭ：そんな感じで、ミリアがぴゅーっと登場して、ぴゅーっと去ったところでシーンは終了となります。

ダイン：まるで足に羽でも生えているかのようでしたね。

ＧＭ：とゆーところで、ノーラとはぐれてしまったツヴァイが戻もどってきます。

ツヴァイ：大変だぁ────っ！（一同笑）

ダイン：どうしたんですか、ツヴァイ。そんなに慌あわてて？

エルザ：あっ、ツヴァイくん！　さっきまでミリアちゃんが来てましたよ。そこで会いませんでしたか？

ツヴァイ：えっ？　いや、今はそれどころじゃねえんだって！

ユンガー：どうしたんだ、血相を変えて？

ツヴァイ：と、とりあえず報告する。実はノーラさんが───かくかくしかじか（笑）。

ユンガー：ノーラさんがさらわれただと？

ツヴァイ：いや、さらわれたと決まったわけじゃ……。

ユンガー：何をやってたんだ、ツヴァイ！

ツヴァイ：いや、横を馬車が通った瞬しゆん間かん、ノーラさんが消えちゃって……。

エルザ：なら、その馬車に犯はん人にんが乗ってたんじゃないんですか？

ツヴァイ：いや、なかに入って聞き出したけど違ちがったよ。

ダイン：なんて無茶なことをするのやら（笑）。

ユンガー：とにかく現げん場ばに案内してくれ。

ＧＭ：では、ツヴァイの案内で、みなさんはノーラが消えた場所に到着します。

ツヴァイ：ほら、ここだよここ！　足あし跡あとがふたつあるだろ！　ノーラさんが突とつ然ぜん消えたかのように、足跡が途と切ぎれてる（笑）。




　街の大通りに足跡は残りません。




ツヴァイ：（悲しそうに）残ってないの？

ＧＭ：残ってません（きっぱり）。

エルザ：街中の大通りですからね（笑）。

ダイン：しかし、人が煙けむりみたいに消えるわけもないと思うのですが。

ツヴァイ：だから、馬車が目の前を横切ったら、いきなりノーラさんが消えちゃったんだよ！　馬車の方は、御者はもちろん、乗ってた紳士も犯人じゃなかった。もちろん屋根の上とか馬車の下にもいなかったぞ。

ダイン：悲鳴も聞こえなかったのですか？

ツヴァイ：ああ。悲鳴もなかったな。突とつ然ぜん霞かすみみたいに消えちまったんだよ。

エルザ：プラズマの仕し業わざです（一同笑）。




　とりあえず、ここで情じよう報ほう収しゆう集しゆうの判定を行なう一行。

　この判定にツヴァイが成功し、ノーラらしき人を見かけたという情報を手に入れる。




ツヴァイ：でも、さっきの判定よりも難なん易い度ど低くないか？

ユンガー：見失ったときはいくつだった？

ツヴァイ：確か、難易度は22だったような……。

ダイン：これはもしかすると……さっきはギルドスキルの《偽ぎ装そう情報》を使われた？

エルザ：《偽装情報》って、『ブレイク』でナーシアさんたちが使っているものですか？

ツヴァイ：うん、そう。情報を偽装したり、隠いん匿とくしたりするためのギルドスキル。

ＧＭ：まぁ、そこはプレイヤーの判はん断だんにお任せします。ただ、ＰＣが怪あやしく思うかどうかは別ということで（笑）。

ツヴァイ：十分怪しいって！（一同笑）

ユンガー：それで、ノーラさんは見つかったのか？

ＧＭ：ええ。聞き込こみで得た情報を元にその場に行ってみると、ちょうど店から出てきたノーラと会うことができます。どうやら交こう易えき商しようの店のようですね。

ダイン：交易商ですか……。まぁ、情報を仕入れるには妥だ当とうな店ですね。

ツヴァイ：とりあえず、声をかけるか。ノーラさん、勝手に離はなれちゃダメじゃないですか！

ＧＭ：「あ、ツヴァイさん！　ツヴァイさんこそ、急にいなくなってどうしたんですか？」

ユンガー：おや？（一同笑）

ツヴァイ：……ち、違ちがうんだ！（笑）　だって、馬車の陰かげに隠かくれていなくなっちゃったじゃないか！

ＧＭ：「馬車に隠れて……。あのー、どうしてわたくしがそんなことをしなくてはいけないんでしょうか？」　ノーラは話の脈みやく絡らくが分からないようです（一同笑）。

ツヴァイ：くそーっ！　このままじゃ、俺が単にノーラさんを見失っただけのように見えるじゃないかっ！

ダイン：いや、誰が見てもそれ以外に見えないと思いますが（笑）。

ツヴァイ：そうだ！　ノーラさん、さっき貸かしたお金返してくださいよ（←鎌かまをかけているらしい）。

ＧＭ：「えっ？　何のお金ですか？」

ツヴァイ：さっきアイスが食べたいっていうから、お金を出したじゃないですか（笑）。

ＧＭ：「何を言ってるんですか、ツヴァイさん？」

ツヴァイ：記き憶おくにないですか……？

ＧＭ：ノーラはなんのことだか分からないようです……というか、どういう鎌のかけ方しているんですか（笑）。

ダイン：それって、別人に入れ替かわっていなければ意味ないんじゃ……。

ツヴァイ：いや、だからそれを確認したんだって。それに、もしこれに引っかかってくれれば、さらにお金がもらえたかもしれないし（笑）。

エルザ：それはちょっと、がめつすぎません？

ツヴァイ：エルザにだけは、言われたくないな。

エルザ：えぇ──────っ！（笑）

ダイン：まぁ、それはおいとくとして、何か情報を得ることはできましたか？

ＧＭ：「フェリタニア建国の影響は、今のところはないようです。レイウォールも静観しているみたいです。ただ、北方のロスベルク島（＊）の戦いが長引いているようで、そちらに戦力を割いているために、この辺りの戦力は手て薄うすになっているとのことです」

ツヴァイ：……どこでそんな話を聞いたんだ？

ＧＭ：「ですから、知り合いに話を聞きに行くと言ったはずですが」

ツヴァイ：その知り合いって、名前なんだったっけ？

ＧＭ：するとノーラは、今出てきた店とその主人の名前を答えますよ。「もし、何か直ちよく接せつお訊きしたいことがあるのでしたら、ご案内しますけど？」

ツヴァイ：うーむ、堂々としている（笑）。ノーラさんがとーっても怪しい気がするが、今は証しよう拠こもなにもない。

エルザ：でも、警けい戒かいはした方がいいかもしれませんね。考えられるのは、ノーラさんはやっぱり敵てきで、ずっと尻尾しつぽを隠かくしている可か能のう性せい。もうひとつは、さっきさらわれた時にすり替かわった……つまり、今いるのはノーラさん二号！

一同：二号っ!?（笑）

ユンガー：とはいえ、ツヴァイが言ったとおり証拠がないし、もし敵だとしても何を狙っているかも分からないからな。

ダイン：ですね。ここは素す直なおにベルリールに急いで向かった方がよさそうです。

ユンガー：だな。よし、先を急ごう。ところで、ノーラさんもついて来るんだよな？

ＧＭ：もちろんですよ（笑）。ベルリールの話を聞くために、彼女はついて来たわけですから。では、みなさんがベルリールに向けて出発したところで一度シーンを終了しますね。





（＊）ロスベルク島　アルディオン大陸の北方に浮かぶ島。帝紀七三一年～八〇〇年に繰り広げられた神託戦争の舞台となった。ここでノーラが言った戦いの内容は、シナリオ集『ロスベルク島攻防記』（ゲーム・フィールド刊）で楽しむことができる。









◆Middle 06◆〝隠いん者じや〟レムナント




ＧＭ：というわけで、みなさんはベルリールへと向かいます。その道中、特にトラブルは発生しません。

ツヴァイ：ほっ。確か、フェリタニアはベルリールの近くだからな。こんなところで、フェリタニアの女王様に会ったら大変だ（笑）。

ダイン：（棒読みで）ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアが現あらわれた。

一同：ぎゃ─────っ！（笑）

ユンガー：それはやばい、命の危き機きだ（一同笑）。

エルザ：そういえば、この間大竹さん（＊）とお会いした時に、にっこり笑いながら「いつか戦いましょう！」って言われたんですけど……。なぜ、ＰｖＰ前ぜん提ていなんでしょう？

ツヴァイ：あの人は戦せん闘とうが好きなんだよ（笑）。

ダイン：「戦闘をやろう」の、〝やろう〟は〝殺やろう〟という意味か（一同笑）。

ユンガー：で、ＰｖＰはいつやるんですか？

ツヴァイ：そう簡単にできないって。だって、あれ戦闘に三時間以上もかかるんだぞっ！（一同笑）

ＧＭ：以上、ＧＭの悲ひ痛つうな叫さけびでした（笑）。と、道中そんな話をしながら一〇日余り、ようやくベルリールへ到着します。

ツヴァイ：ずーっとそんな話をしていたのか、俺らは（笑）。

エルザ：じゃあ、シェルドニアン学園の頃のピアニィの話をみんなにしておきますね。かくかくしかじか（笑）。

ダイン：おぉ[image: ][image: ][image: ]。な、なんて殺意の高い人なんだ（一同笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな話をしながらキール山脈の山を登っていくと、やがてベルリールの街並みが見えてきます。謎の滅亡から約九〇年──美しかったベルリールの街は廃はい墟きよと化し、見る影もありません。しかし、周囲の木々が家々を覆おおうように伸のびてきており、人工と自然が調和したようなある種の美しさを感じることもできます。

エルザ：マヤ文明の遺い跡せきとか、そんな感じですか？

ＧＭ：そうですね。そんな廃墟となった王都を横目で見ながら、ハリソンからもらった地図にしたがって、みなさんは鬱うつ蒼そうと木が生おい茂しげる中を歩いていきます。そろそろ日が暮くれるという頃ころ、木々に隠されるように建たっている一軒けんの小屋が見えます。どうやらここが、レムナントの家のようですね。

ユンガー：ここにベルリール崩ほう壊かいについて知る奴やつがいるんだな。

ツヴァイ：たーのもー！　ゴンゴン（玄げん関かんの扉とびらを叩たたいてる）。

ＧＭ：「鍵かぎはかかってはいない。入りたければ勝手に入るがいい」　涼すずやかな、それでいて悲しげな男だん性せいの声が聞こえてきます。

ダイン：では、挨あい拶さつしてなかに入ります。

ＧＭ：小屋のなかには、三〇代半ばくらいのヒューリンの男性がいます。小屋は二ふた間まほどの小さなもので、壁かべにはずらりと木き彫ぼりの人形が並ならんでいます。

エルザ：ずらりって、どのくらいの数があるんですか？

ＧＭ：ざっと見積もっても、千体近くはあるのではないかと（笑）。

ツヴァイ：そ、それはちょっと恐こわいかも（笑）。

ＧＭ：で、その男性──レムナントが入ってきたみなさんの方を振ふり向くと、青みがかった黒い長ちよう髪はつがはらりと揺ゆれます。そして、その瞳ひとみにはどことなく憂うれいが感じられます。

ダイン：カムロートのハリソン・トーラム氏よりご紹しよう介かいを受けてきたのですが……。とりあえず、紹しよう介かい状じようを渡わたしましょう。

ＧＭ：「ハリソンとは、また懐なつかしい名を聞いたな」　レムナントは手に持っていた彫ほりかけの人形とナイフを机つくえの上に置くと、ダインから紹介状を受け取ります。「それで、私に訊ききたいこととは？」

ユンガー：我われ々われは今、バルムンクのヌルについて調べている。

ＧＭ：「バルムンクか……。また、その名を聞くことになるとは……。だが、その名を出したということは、逆にキミたちのことをやすやすと信用するわけにはいかない」

エルザ：え？　どうしてですか？

ＧＭ：「バルムンクはどこにでもいる。キミたちがバルムンクではないという保証もない。彼らは、彼らの邪魔する者、敵対する者を排除するためには手段を選ばないからな」

ユンガー：じゃあ、ノーデンスの指輪を見せます。

ＧＭ：ユンガーが指輪を出しても、レムナントは首を横に振ります。「ノーデンスの中にバルムンクがいないという保証もない」

ダイン：確かにレムナント氏の言うとおりですな。ノーデンスだからといって、バルムンクでないという保証はない。

ツヴァイ：お前はどっちの味方なんだよっ！

ダイン：いや、私は単に客観的に言っているだけですから（笑）。

ツヴァイ：くそっ！　じゃあ、どうすればいいんだよっ！　ここまで来たのにムダ足か？

エルザ：身分を証せるもの、身分を証せるもの……あっ！

ダイン：どうしました？

エルザ：アヴェルシアの〝王威の竜輝石〟ならどうでしょう？

ツヴァイ：う～ん、そうだな。あとはそれくらいしかないか。

エルザ：ダメでもともとですし。レムナントさんに〝王威の竜輝石〟を見せます！

ＧＭ：エルザが懐から〝王威の竜輝石〟を取り出して見せると、それまで無表情に近かったレムナントの顔に驚きという感情が表われます。「これはアヴェルシアの〝王の石〟……」

エルザ：はい。故あってくわしくお話しすることはできませんが、アヴェルシア王家に縁のある方からお預かりしているものです。

ＧＭ：「なるほど。白竜王国の〝王の石〟はともかくとして、ほかの王国の〝王の石〟を持つ者であれば信用するに値するな。あなたも運命に選ばれた者というわけか」

エルザ：え？　それってどういう意味ですか？

ＧＭ：「必要な時が来たら、すべて知ることになるだろう。それまでは、私の口から言うことはできない」

ツヴァイ：翻訳すると、まだ決まっていないということだな（笑）。

ＧＭ：いいえ。きくたけさんにお任せしますという意味です（一同笑）。

ツヴァイ：おいっ！

ＧＭ：まぁ、それはさておき、レムナントは大きくうなずいて、こう言います。




「分かった。あなた方に私が知っていることをすべてお話ししよう」





（＊）大竹さん　マセキ芸能社に所属している声優、大竹みゆさんのこと。『無印』に登場するピアニィのプレイヤーでもある。三度の飯よりもＴＲＰＧの戦闘が好きとの噂。









◆Middle 07◆バルムンクの秘密




ＧＭ：では次のシーンに移りましょう。「まずはヌルの属しているバルムンクについて説明する必要があるな」　レムナントは、みなさんが落ち着いた頃を見計らって切り出します。

一同：……。

ＧＭ：「バルムンクは、〝始祖の四人Four Deadly Swords〟を呼ばれる四人の魔ま族ぞくによって作られた組織だ。そして、彼らこそ、約七〇〇年前にアルディオンを襲おそった魔族たちの生き残りなのだよ」

ダイン：やはりバルムンクと魔族には密接な関係がありましたか。

ツヴァイ：しかし、ノーデンスのなかでもトップシークレットの情報を、なんでレムナントは知っているんだ？

ＧＭ：すると、レムナントは自じ嘲ちよう気味に笑ってこう言います。「私はセインの生き残りなのだよ」

一同：セイン────っ!?

ＧＭ：「そして、七〇〇年前からとある魔族を追っている。いや、追っていたというべきか。さて、キミたちはセインというものについて、どれほど知っているか？」

ツヴァイ：ワールドガイドに書いてある程度には！（一同笑）

ＧＭ：あんたが言うな（笑）。

ツヴァイ：いや、ツヴァイとしてですよ、ツヴァイとして（笑）。

ダイン：じゃあ、ここは私が真面目に答えておきましょうか（笑）。セインですか……。なにせ古い時代の存そん在ざいですし、くわしくは知りませんが……。神の使徒であり、魔族と戦った者たちであるとか。

ＧＭ：「エリンディル大陸で魔族と戦った恩おん賞しようとして、神々から憩いこいの地としてアルディオン大陸を与あたえられ、移うつり住すんできた者たち──それがセインだ。もっとも、その家族なども移り住んでいるから、すべてがすべてセインというわけではないが……」

ユンガー：もう、伝でん承しようの中にしか存在しないようなものなんだな。

ダイン：でも、ヒューリンだったウルフリックはもう亡くなっていますよね？　どうしてあなたは生きているのですか？

ＧＭ：「セインはさまざまな力を神々より授さずけられている。私は、その力によって今まで生きてきただけだ。もっとも今は名を捨すてて、助けることができなかった人々の供く養ようのためだけに生きているようなものだがな」

ダイン：それで生き残りレムナントですか……。

エルザ：じゃあ、もしかしてこの人形たちは……。

ＧＭ：「あぁ、亡なくなったベルリールの人々のために彫ほっている……墓ぼ碑ひのようなものだ」

エルザ：それで、レムナントさんはこの地に残って……。

ＧＭ：「話がそれたな。バルムンクを作った四人の魔族のうち、ひとりはまったく正体が掴つかめていない。だが、ふたりのふたつ名は分かっている。〝血の螺旋ダーインスレイヴ〟に〝報復者フラガラツハ〟だ」

ダイン：いずれも有名な剣けんの名前ですね。

ツヴァイ：つまり、下したっ端ぱは武器の一いつ般ぱん名めいで、ボスクラスは神話に登場するような有名な武器の名前ってことだな。

エルザ：そもそもバルムンクが、『ニーベルンゲンの歌』に出てくるジーフリトの使っていた剣の名前ですしね。

ＧＭ：いや、その傾向が強いのは確かですが、必ずしもそういうわけではないです。一般的な武器の名前だから弱いということはありませんし。

ツヴァイ：そういえば小説に出てくるファラフナーズは、ものすごく強いけどふたつ名は〝十字剣クレイモア〟だっけ。

ＧＭ：「そして最後のひとりは、その真の名まで判はん明めいしている。私が七〇〇年にわたって追い続けてきた〝剣の王ノートウング〟──その名はベリアル。バルムンクではヌルと名乗っている魔族だ。ベリアルという名は古エルダ語で〝無む価か値ちなる者〟を意味する」

ダイン：ヌルにも「価値のない」とか「無意味な」などの意味がありますからね。

ツヴァイ：あれ？　でも、母さんから聞いたヌルのふたつ名は〝折れたる魔剣〟だったような……。

エルザ：そういえば、前にバルムンクたちがヌルのことを両方の名前で呼よんでいましたよね。

ツヴァイ：ラドフォード伯のご先祖（←ハロルドのこと）に負けて改名したのか？

ダイン：どちらかといえば、侮ぶ蔑べつした感じで〝折れたる魔剣ノートウング〟って呼んでいましたしね。

ツヴァイ：バルムンクが魔族によって作られた組織だってことは分かった。だけど、その目的はいったい何なんだ？

ＧＭ：「バルムンクについてはいまだに分からないことが多い。あくまでも私の推すい測そくということでよければお話ししよう」　と前置きしてレムナントは話し始めます。




　レムナントの話をまとめるとこうだ。

　約七〇〇年前──ウルフリックが亡なくなってしばらくして、アルディオンに魔族や妖よう魔またちが攻せめ込こんできた。この魔族たちを率ひきいていたのが〝邪じや神しんの御み子こ〟である。

〝邪神の御子〟とは、魔ま界かいに封ふうじ込められて動くことのできない邪神の手足となるべく創つくられた亜あ神しんともいうべき存そん在ざいだ。




ダイン：〝邪神の御子〟については、確か『大陸ガイド』に載ってましたね。

ＧＭ：ええ、68ページに載っています。あとはシナリオ集の『ダブルイメージ』（ゲーム・フィールド刊）も参考になるかと（笑）。




　この戦いは熾し烈れつを極めたが、セインたちの働きによってかろうじて魔族たちの侵しん攻こうを食い止めることができ、〝邪神の御子〟も神しん竜りゆう王おうセフィロスによって封じられた。しかし、神にも等ひとしい力を持つ〝邪神の御子〟を封じるためにセフィロスは自身の身体を封印として使わざるを得なかった。そのためにセフィロスは〝邪神の御子〟と共に永き眠ねむりにつくことになる。

　こうして、アルディオン大陸における魔族との戦いは終わりを告げた。

　だが、セインのひとりであったエル・ウォーデンはこの戦いを隠いん蔽ぺいした。封じられたとはいえ〝邪神の御子〟がこの地にあり、さらにセフィロスもその力の大半を使うことができないとあっては、ウルフリック亡なき今、民たみが混こん乱らんするのは必ひつ至しと考えたのであろう。




ツヴァイ：この辺りは矢野君の小説が解説してますので、ぜひ読んでください（笑）。

ＧＭ：それ、さっきも言ってるって（笑）。




　しかし、セインたちは魔族たちを完全に滅めつすることはできなかった。そして、この戦いに生き残った四人の魔族たちは、バルムンクと呼よばれる組そ織しきを作り上げた。その目的は〝邪神の御子〟の復ふつ活かつに間ま違ちがいないであろう。




エルザ：でも、セフィロスがいない状じよう態たいで、アルディオンはよく大だい丈じよう夫ぶですね。

ＧＭ：もちろん、そこについてはセフィロスも対たい策さくを講こうじてます。セフィロスはみずからの力の一部に形を与あたえ、代行者として〝深しん紅く竜りゆう〟と〝純じゆん白ぱく竜りゆう〟を生み出しました。現げん在ざい、レイウォールとグラスウェルズが信しん仰こうしているのはこの二体の竜です。

エルザ：その二体の竜はどこにいるんですか？

ＧＭ：〝深紅竜〟はレイウォールの中央北部にある〝深紅の森〟に、〝純白竜〟はグラスウェルズのベルク平原にある〝名もなき古の神しん殿でん〟にいるといわれています。もっとも、それぞれ大神殿の神官長級じゃないと訪おとずれることができないとされているので、実じつ際さいに会ったことのある人はほとんどいません。

ダイン：確たしか、その場所で竜からの神しん託たくを受けているんでしたっけ？

ＧＭ：と、言われています。

ツヴァイ：もっとも、その代行者を奉ほうじてる二大国家は戦争真まっ只ただ中なかだけどな（笑）。

ユンガー：となると、その神託とやらも怪あやしいものだな。

ダイン：まぁ、それはおいとくとして。となると、ヌル──ベリアルの目的も〝邪神の御子〟の復活であるのは間違いないですね。

ＧＭ：ダインの言葉にレムナントはうなずきます。「おそらく、魔ま獣じゆうナグルファルで神竜王セフィロスを倒たおそうとしたのだろう。そうすれば、〝邪神の御子〟は蘇よみがえるはずだったからな」

エルザ：でも、ナグルファルを召しよう喚かんする儀ぎ式しきの最中、ハロルドによって阻そ止しされた──。

ＧＭ：「確かにハロルドはナグルファルの召喚を阻止した。だが、彼はベリアルを完全に倒たおすことはできなかったのだ」

ツヴァイ：え？　でも、ハロルドは〝真の死〟（＊）を与あたえる方法を手に入れたんだよな？

ＧＭ：「ああ。それはベリアルの力を流出させるものだったらしい。回かい復ふくする間もなくだ。そして、ハロルドは確かに〝真の死〟によってベリアルを倒している」

ユンガー：じゃあ、なぜ？

ＧＭ：「ベリアルは自身の周囲の空間ごと時間の流れを限界まで遅くすることで、〝真の死〟に対抗したのだ」

ツヴァイ：あの結けつ晶しよう体たいは、そういうことなのかっ！

ＧＭ：「そのとおりだ。まさか、ハリソンがベリアルの結晶体を持ち帰るとは思っていなかったがな。私が知っているのはここまでだ」




　気がつくとすっかり日は暮れ、夜の帳が降りていた。

「今晩はここで休んでいくといい。口に合うかどうかは分からんが、夕飯くらいはおもてなししよう」

　レムナントはゆっくりと立ち上がると、キミたちに背を向けて歩き出す。そのうしろ姿からは、彼が背負っている罪の意識が感じられた。





（＊）真の死　魔族は普通の方法で完全に倒すことはできない。それを可能とする方法が〝真の死〟であり、それは魔族ごとに異なると言われている。









◆Middle 08◆ヌルの後継者




ＧＭ：では、次はレムナントが夕飯を作ってくれている間のシーンです。登場しているのはＰＣたち四人とノーラです。ぶっちゃけ、相談するシーンとなります（笑）。

ツヴァイ：ぶっちゃけた！（一同笑）

ダイン：とはいえ、情報を整理する必要はあるかと。

ユンガー：そうだな。とりあえずヌルの正体やバルムンクについては分かった。

エルザ：とすると、アインの目的ってなんでしょう。

ＧＭ：「あのー、よろしいでしょうか？」ツヴァイのつぶやきに、ノーラが遠慮がちに申し出てきます。

ダイン：おっ、情報だ（笑）。

ユンガー：何か思いついたのか？

ＧＭ：「アインは〝ヌルの後継者〟って言われていると聞きました。もしかすると、彼はヌル──ベリアルを蘇らせようとしているんじゃないですか？」

ツヴァイ：蘇らせようとしている？

ＧＭ：「ベリアルの力の源は人間の命です。もし、結晶体の近くで大勢の人間の命を奪うことで力を取り戻して、時を操あやつるその能のう力りよくを使って己おのれの身体を〝真の死〟を受ける前の状態に戻もどそうとしているとしたら……」

ダイン：しかし、結晶体は現在エストネルにあります。どうやって、大量の人間の命を奪おうとしているのですか？

ＧＭ：「アインはフェリストルにいるとミリアさんが言っていましたよね。そういえば、レギンから聞いたことがあります。あの王城の地下にはとんでもないものが眠っていると」

ユンガー：とんでもないもの？

ツヴァイ：あそこは通ったことあるけど、何もなかったぞ。

ＧＭ：「いえ。あそこにはかつて、グラスウェルズがアヴェルシアとの戦たたかいに使用した巨大ゴーレム──〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が隠されているらしいのです」

ダイン：〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟っ!?

ツヴァイ：なに、知っているのか、ダインっ！（一同笑）

ダイン：ええ。覚えていますか？　『アクロス』三巻に出てきたバルムンクの工房の庭で見つけた、あのゴーレムです。あれは壊れていましたが……。

ユンガー：しかし、なぜそんなものがフェリストルに？

ＧＭ：「昔の戦争でグラスウェルズが使った〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟をアヴェルシアが回かい収しゆうして、地下水路に隠していたとのことです」

ツヴァイ：なんでそんな危険なものを取っておくんだよっ！（一同笑）

ＧＭ：いや、もったいないじゃないですか（笑）。それに、ちゃんと格かく納のう庫こもマップに描いてあったんですよ。

一同：え？

ＧＭ：いや、ちょっと地下水路の地図の設せつ計けいに失敗して、前回通らなかったところがあったんですよ。で、実はそこに巨大な格納庫がありまして……ほら（地図を見せる）。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス②　狼おおかみの魂たましい、竜の光』85ページの左上を参照のこと。




一同：ほんとだ────っ！

ＧＭ：本当はこの近くを通ると、この格納庫の扉が見えたんですけどね。でも、ショートカットしちゃうと近くを通らずに出口に行けちゃうんですよ。実際のプレイでもそうなったし。なので、誰にも分からない伏ふく線せんになってしまいました（笑）。

ツヴァイ：分かるかっ！（一同笑）




　ごもっともです。




ＧＭ：「しかし、アヴェルシアの地下にある〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟も動かないと聞いています。動力源の竜輝石は取り外されているとのことですし、主砲を使うための焔えん硝しよう石せきも装填されていないはずです」

ダイン：焔硝石っ!?

ツヴァイ：竜輝石っ!?




　顔を見合わせる一同。




ユンガー：アインがバルムンクの工こう房ぼうを自じ爆ばくさせようとしたとき、焔硝石を使っていたな。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス③　漆黒の刃、黄金の牙』三巻かん第六話「狼おおかみたちのパルティータ」参照のこと。




エルザ：それに〝剛ごう健けんの竜輝石〟を前回渡わたしていますね。

ツヴァイ：ということは──。

一同：アインは両方持ってる──────っ!!

ツヴァイ：もしかして、アインの狙ねらいはそれかっ!?

ダイン：〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の主砲でエストネルを攻撃し、ベリアルに力を与える……。

ユンガー：これは一いつ刻こくも早く、フェリストルに向かった方がよさそうだな。

エルザ：ノーラさんはどうしますか？　ここから先は危険なことになりそうですが……。

ＧＭ：「そういうことなら、わたくしはここに残って、もう少しバルムンクについてレムナントさんから話を聞かせてもらおうと思います」

ツヴァイ：え？　残るの？　ついてくると思っていた（笑）。

ＧＭ：「いえ、レムナントさんからバルムンクの話を聞くのが目的でしたし、これ以上はみなさんの足手まといにしかならないかと」

ダイン：まぁ、確かにそのとおりですが……。

ツヴァイ：やっぱり怪しいぞ（笑）。

ダイン：しかし、言っていることは正せい論ろんだし、足手まといになるのは間違いない（笑）。

ツヴァイ：ここでこっちが分かれるって選せん択たく肢しもないしな。

ユンガー：やむを得ないだろう。今はフェリストルへ急ぐのが先決だ。

ＧＭ：では、翌よく日じつにフェリストルへ向けて出発するということで、シーンは終しゆう了りようとなります。







◆Middle 09◆再ふたたび、フェリストルへ




ＧＭ：さて、このシーンがミドルフェイズ最後のシーンとなります。

ツヴァイ：いよいよ、アインとの決戦か？

エルザ：この物語の流れだと、間違いないかと。

ユンガー：しかし、なんかとてつもない話になってきたな。

ダイン：えぇ。とにかく今は急ぎましょう。

ＧＭ：では、みなさんはキール山さん脈みやくを越こえて、フェリストルに到とう着ちやくするわけですが、さっきも言ったとおり、街はスラムの様相を呈ていしています。
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エルザ：ひどい！（笑）

ＧＭ：この街は戦争で崩ほう壊かいしてますからね。

ツヴァイ：城しろとか崩壊しちゃったからなぁ。

ＧＭ：ええ。ですから、レイウォールから派遣された代官もフェリストル城を使用していません。城を修しゆう復ふくして使うよりは、別の場所にある城を使った方が楽ですから。

エルザ：（しみじみと）わたしたちにとっては、ひさしぶりの王都ですよね。昔のにぎやかだった街の様子とかを思い出して、切なくなってしまいます。

ダイン：もともとはアヴェルシアの王都ですからね。

ユンガー：だが、今は感かん傷しようにひたっている場合ではない。急いでミリアを探さがそう。

ツヴァイ：ミリアか……。あいつ、大だい丈じよう夫ぶかな。

ＧＭ：では、みなさんで手分けしてミリアを探していると、地下水路の出口辺りで見かけたという情じよう報ほうが手に入ります。

ユンガー：おぉ～、懐なつかしい（笑）。

エルザ：でも、あの地下水路って滝たきになっていましたよね。どうやって上がります？

ＧＭ：みなさんは通らなかったけど、脇わきにちゃんと階かい段だんがあります（笑）。

ツヴァイ：そういえば、そうだった（笑）。

ダイン：我われ々われは上から飛び降おりましたからね。

ユンガー：今となっては、懐かしい思い出だ。

エルザ：じゃあ、その思い出の場所に行きましょう！　（ツヴァイを見ながら）ミリアちゃんのことも心配ですしね（笑）。

ツヴァイ：そうだな。もっとも、ミリアなら多少のことは大丈夫だろ（笑）。

エルザ：照れない、照れない（笑）。心配なら、心配って言っていいんだよ（笑）。

ツヴァイ：そんなこと言えるかっ！　ほら、行くぞ！（一同笑）

ＧＭ：では、ツヴァイを先頭にして、川の方から地下水路に入ります。川の脇にあるトンネルを歩いていくと、だんだんと水の落ちる音がしてきます。

ユンガー：五年ぶりか……。

エルザ：なんだか、もうすごい昔のような気がしますね。

ＧＭ：などと思い出も語っているうちに、貯水池へと到着します。ただ、以前ほど水の量は多くありません。昔は滝のようだった本流の水も、今ではちょろちょろと流れ落ちている程てい度どになっています。

ツヴァイ：〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟がしまわれているのはこの奥だったな。

エルザ：ちょ、ちょっと待ってください。（ＧＭに）〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟について調べることってできます？　ダインくんが覚えていたんですし。

ＧＭ：そうですね。じゃあ、エネミー識しき別べつに成功すれば、あらかじめ調べていたということにしましょうか。

ダイン：確か、前回は24でも成功しなかったはずです。おそらく、達たつ成せい値ちで30くらいは出ないとムリかと。

エルザ：えーっと、わたしの【知力】が10、《エンサイクロペディア》で10足されて……ダイス目で10以上ですね。

ユンガー：フェイトを使えばなんとかなりそうだな。

エルザ：ここはセージの名にかけて、わたしがやりましょう！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

エルザ：フェイトを２点使って……それっ！（ダイスを振ふる）

一同：ぎゃ─────っ!?

エルザ：な、なんでここで１が三つも出るんですかっ!?

ツヴァイ：そ、それは出目悪すぎ（笑）。

ダイン：ダメですな（笑）。

エルザ：うっ！　もういいです！　フェイト１点使って振り直します！

一同：えぇ────っ！

ツヴァイ：（慌あわてて）そ、そこまでしなくてもいいんじゃ……。

エルザ：いいえ！　こうなったら意地でも成功させますっ！　もう一度フェイトを２点使ってダイスを増ふやして──。

ユンガー：こんなところで、フェイトを５点も使うとは（一同笑）。

ダイン：これで失敗したら目も当てられませんね（笑）。

エルザ：いきますっ！　えいっ!!（ダイスを振る）

一同：おぉ──っ！

エルザ：６がふたつ！　今度はクリティカルですっ!!

ＧＭ：ぶばっ！

エルザ：やった！　成功しましたっ!!（笑）

ツヴァイ：なんという派は手でなダイス目だ。

エルザ：成功したから、いいんです。問題なしです（一同笑）。

ＧＭ：バルムンクの工房で戦ったあと、エルザはあのゴーレムが気になって調べたんでしょう（笑）。とゆーことで、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟のデータですが──。




　読者の方は、こちら（＊）をご覧ください。




ツヴァイ：《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》の能力すごいな。〝エストネルを破は壊かいする〟ってなんだ？（一同笑）

ＧＭ：あっ、エストネルを破壊するといっても、エストネル全土じゃないです。王都のエル・ウィン・フリットと宝ほう物もつ庫このあるエル・シフ・ノールドを巻まき込こむくらいですから。

一同：十分だろっ！（笑）

エルザ：でも、ここでエストネルが破壊されると、ほかのリプレイに影えい響きようするんじゃ……。

ＧＭ：きっと、つじつまはきくたけさんが合わせてくれます（笑）。

ツヴァイ：えぇ────っ！

ＧＭ：（笑顔で）ね？

ツヴァイ：よしっ！　全力で止めるぞーっ！（一同笑）

ダイン：しかし、ＭＰを一五〇〇点消費するってことは、三ラウンド目に《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》が発射されるってことですか。

ＧＭ：そうなりますね。まぁ、《自じ己こ修復》でＭＰは消費しますから、そこで多少の変動はあるでしょうけど。

ダイン：それでも数ラウンド先さき延のばしするのがせいぜいですね（笑）。

エルザ：となると、《エネルギー充じゆう填てん》を使わせないために、アインを倒たおした方が早いってことですか？

ツヴァイ：どっちにしろ、アインは倒さなきゃならないんだ。そうしないと、エストネルは破壊されるし、ベリアルも復活する。それになんとしても、奴やつを母さんの前に引ひっ張ぱり出して、誤ご解かいを解といてやらないと。

ユンガー：そうだな。そして、それができるのはツヴァイ、お前だけだ。

ツヴァイ：分かっているよ、隊長！　よし、行くぜっ！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆嘆きのドウラーレス一撃ストローク




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入りましょう！　みなさんは地下水路の階かい段だんを上り、奥おくへと進んでいきます。すると、アヴェルシアの紋もん章しようである翼つばさの生えた狼おおかみが描えがかれた巨きよ大だいな扉とびらのある空間に出ます。ただし、その扉半分が爆ばく破はされたかのように粉々に破は壊かいされています。ちなみにこれはギルドスキルの《破は砕さい突とつ破ぱ》（＊）の効こう果かです。

一同：げ。

ツヴァイ：敵てきもギルドスキル使ってくるのかよ。

ＧＭ：あ、戦いに使うようなものではありません。ほかの目的で使うためのギルドスキルだけで、枠わくが埋うまっちゃってるので。

一同：ほかの目的？

ＧＭ：ええ。それについてはネタばらしのときにでも（笑）。

ユンガー：ほかに入り口は？

ＧＭ：なさそうですね。この壊こわされた扉から入るしかなさそうです。

ツヴァイ：仕方ないな。よし、扉の陰かげに隠かくれて、様子をうかがいながら入ろう。

ＧＭ：扉の向こうは二〇メートル四方程てい度どの広さになっており、その中央には、全高、全ぜん幅ぷく共に六メートルほどの巨きよ大だいなゴーレムが、あなた方を威圧するかのように凝ぎよう然ぜんと立っています。ダインの言ったとおり、その姿すがたはバルムンクの工こう房ぼうで見たものに似にています。

ユンガー：〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟……。

ＧＭ：逆ぎや関くか節んせ─つ─いわゆる鳥とり脚あしで立つ二足歩行の巨大ゴーレムの姿は、首の短いワイバーンを彷ほう彿ふつとさせ、その翼にあたる部分は大きく膨ふくらみ、機き銃じゆうが搭とう載さいされています。そして、なによりも目立つのはその背せに見える巨大な砲ほう塔とう！　トータスキャノンなど比ひ較かくにならないほど大きなものが搭載されています。

ツヴァイ：この砲塔が《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》か……。

ＧＭ：おそらく。そして、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の前には、竜りゆう輝き石せきをかざすアインの姿があります。彼の持つ竜輝石は強い輝かがやきを放ち、それに呼こ応おうするかのように、ゴーレムの頭部にあたる部分も輝き、しかもその光がどんどんと強くなっていきます。

ダイン：なるほど。竜輝石が膨ぼう大だいなエネルギーを、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟にチャージしているというわけですか。

ツヴァイ：感心している場合じゃないだろ！　早く止めないとっ！　やめろっ！　やめるんだ、アインっ!!

ＧＭ：ツヴァイの叫さけびに気づき、振ふり返るアイン。「やはり、来ましたか」

ツヴァイ：エストネルを攻撃させるわけにはいかないからな。あそこには俺の母さんがいるんだ。魔導銃キヤリバーを抜いて、アインに銃口を向けるっ！

ＧＭ：ツヴァイが魔導銃キヤリバーを構えたのを見て、アインもゆっくりと二振りの剣を構えます。「しかし、よくこの場所が分かりましたね。ここを知る者は、すでにいないはずなのに」

ツヴァイ：バルムンクのレギンから、この場所のことを聞いていた人がいるんだよ。

ＧＭ：「おかしいですね。レギンは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟のことは知らないはずですが……」　怪訝な顔をするアイン。

ユンガー：なに？

ＧＭ：「なるほど。私たちを戦わせようと考えている人がいるというわけですか……」

ツヴァイ：俺たちを戦わせる？　どういうことだ？

ＧＭ：「何も知らない方が、逆に幸せかもしれませんよ」アインは呆れたように、でもうらやむように言います。

ツヴァイ：いいから、教えろ！　お前は何を知っているだ？

ＧＭ：「そこまで言うのなら、教えてあげましょう。私とツヴァイ、いやドライも入れて五人（＊）は、ベリアルの新たな器うつわとして創られた存在なのですよ！」

ツヴァイ：新たな器？

ＧＭ：「そう、ベリアルの魂を納めるための器──。それが、我々が〝ヌルの後継者〟とバルムンクで呼ばれている所以ゆえんです」

ユンガー：ドライたちもか……。

ＧＭ：「もっとも、ドライたちは失敗作……。後継者たり得ない存在でしたが」

一同：失敗作かよっ！（笑）

ＧＭ：「ベリアルは私たち五人を戦い合わせ、そのなかで生き残ったひとりに意識を憑依させ、みずからの新たな肉体とするつもりだったのです。自分の新たな身体となる者を複数作り、お互いに競きそわせて、より強力な個体に乗り移ろうと考えていました。それが〝後継者〟の意味です」

ダイン：なんと……。ドライもかわいそうな存そん在ざいだったのですね（一同笑）。

ツヴァイ：失敗作呼よばわりだもんな。まぁ、それはともかく！　ということは、アインが死ねば……。

ＧＭ：ツヴァイがベリアルとなる。

ツヴァイ：俺が死ねば……。

ＧＭ：アインがベリアルとなる──そういう仕組みです。

ダイン：でも、両方が同時に死んだ場合はどうなります？

ＧＭ：同時に両方が死ぬということは確かく率りつ的てきにかなり少ないですよ。ベリアルの意識が憑依した時点で魔族になるわけですから、〝真の死〟を受けるまで絶ぜつ対たい的てきな死とは無む縁えんの身体になってしまいますし。

エルザ：一分でも、一秒でも長く生きた方がベリアルになる、というわけですね。

ツヴァイ：じゃあ、いったいアインは何をしようとしてるんだ？　ベリアルの復活じゃなかったのか？

ＧＭ：ツヴァイの質問にアインは忌々しそうな顔で答えます。「私のやろうとしていること。それは……ヌル──ベリアルの完全なる消しよう滅めつです」

一同：しょ、消滅っ!?

ツヴァイ：お前は、ヌルの力を使って何かしようとしてるんじゃないのか？　てっきり、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟でエストネルを攻こう撃げきして、その犠ぎ牲せい者しやの魂たましいを使って、ベリアルを復ふつ活かつさせるとか思ってたんだが──って、さっきの話からすると、全然違ちがうみたいだな。

エルザ：でも、ベリアルを消滅させるなんてできるんですか？

ＧＭ：「ベリアルは時間の流れを遅くすることで、生き長らえています」

ツヴァイ：らしいな。

ＧＭ：「しかし、この〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》は焔えん硝しよう石せきを利用したもので、その威い力りよくは周辺の空間を時間ごと消滅させることが可か能のう。《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》の力をもってして、結晶体ごとヌルを消滅させる──それが私の目的です」

ダイン：山ひとつを簡かん単たんに吹ふき飛とばすほどの威力ですからね（笑）。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク②　フレイムレギオン』を参照のこと。




エルザ：でも、《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》を撃うてばベリアルは死ぬかもしれないけど、周りのエストネルも壊かい滅めつしちゃうんですよね？

ツヴァイ：そうだよ！　それに、そんなことしなくても、ベリアルならエストネルに封ふう印いんさせときゃいいじゃねえか！

ＧＭ：「それでは私かあなたが死ねば、その瞬しゆん間かんにどちらかがベリアルになってしまう。ツヴァイ、あきらめて私に協力しなさい。そうすれば、我われら兄弟はベリアルのくびきを逃のがれて、自由になることができる！」

ツヴァイ：くそっ！　だからといって、このままアインにエストネルをやらせるわけにいくかよっ！

ダイン：でも、どうやって……。

ツヴァイ：戦ってでも止めてやる!!

エルザ：でも、それでアインが死んだら、そのときはツヴァイくんがベリアルに身体を乗っ取られるんだよっ！

ツヴァイ：あとのことは、あとで考える！　ただ間違いないのは、エストネルを破壊させるわけにはいかないってことだ！

エルザ：そ、それはそうだけど……。

ツヴァイ：とにかく今はアインを倒すしかないっ!!

ＧＭ：「どうあっても私の邪魔をするというわけですね」　あきらめの表情を浮かべながら、残念そうな口調でつぶやくアイン。

ツヴァイ：あぁ、邪魔するさ。絶対に《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》は発射させるものかよっ!!

ＧＭ：「ならば──」




「我ら兄弟を解放する祝砲を聞いたあとで、お前も母親の跡を追わせてあげましょう」





（＊）《破砕突破》　ギルドスキル。建物や橋など、建造物ひとつを破壊する。ここでは、鍵がないと開けることのできない扉を破壊したことにしている。

（＊）ドライもいれて五人　ドライは三人で一組なので、合計で五人となる。









◆Climax 02◆火焔剣フランベルジユの嘆なげき




ＧＭ：それではクライマックスの戦せん闘とうに入ります。ただ、今回の戦闘では特とく殊しゆな条じよう件けんがありますので、それを最初にまとめておきましょう。




《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》の発はつ射しや

《エネルギー充じゆう填てん》によって、毎ラウンドのセットアッププロセスに〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟のＭＰが五〇〇点回かい復ふくする。これが一五〇〇点になったラウンドのメジャーアクション（つまり、三ラウンド目）に、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟は《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》を使用し、エストネルは壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受ける。なお、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟のＭＰの初期値は０である。
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ツヴァイ：つまり、ＭＰが一五〇〇点になる前に、アインを倒せばいいってことだろ？

ダイン：正確には、ＭＰが一五〇〇点になったラウンドの〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟のメインプロセスの前──です。

エルザ：時間制限ありの戦い、ってことですね。

ツヴァイ：あとは、アインにとどめを刺さなければＯＫっていうことか。

ユンガー：ツヴァイもとどめを刺されないようにしろよ（笑）。

ツヴァイ：大丈夫、大丈夫！　よしっ！　さくっとアインを倒して、母さんのところに連れていくぜっ！

ＧＭ：それでは戦闘を開始しましょう。〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟を守るように、炎ほのおを模もした赤い刀身を持つ剣を両手に持ったアインが立ち塞がります。「さて、それではカウントダウンを始めましょうか」




●第一ラウンド

ＧＭ：行動順番は次のようになります。




▼行動順番（ラウンド開始時）

　①アイン　　　　　　　　　　　　（行動値20）

　①嘆きの一撃　　　　　　　　　　（行動値20）

　③ツヴァイ　　　　　　　　　　　（行動値15）

　④エルザ　　　　　　　　　　　　（行動値12）

　⑤ダイン　　　　　　　　　　　　（行動値10）

　⑥ユンガー　　　　　　　　　　　（行動値９）

　⑦防ぼう衛えい用よう自じ律りつ迎げい撃げき型がたオプションＡ　（行動値５）

　⑦防衛用自律迎撃型オプションＢ　（行動値５）
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ＧＭ：では、セットアッププロセスから。こちらは〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が《エネルギー充填》、アインが《二回行動》を使用します。

エルザ：はい！　セットアップで、アインをエネミー識別します。

ダイン：私は《ヘイスト》をエルザさんに。

ユンガー：《限げん界かい突とつ破ぱ》と《陣じん形けい》も使っておこう。あと、念のために《ランナップ》も。

ツヴァイ：どう考えても、短期決戦だからな。

ＧＭ：それでは順番にいきます。〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が《エネルギー充じゆう填てん》を使用。アインの持つ竜りゆう輝き石せきが光ひかり輝かがやくと、ゴーレムのあちこちから光が溢れます。ＭＰが五〇〇点回復！

ツヴァイ：これであと一〇〇〇点だな。

ＧＭ：次にアインが《二回行動》を使用して行動します。マイナーで《ファストセット》を使用！　この効果で《ウィング》と《チャージ》（＊）を使用します！　アインの背せ中なかから燃もえるような紅くれないの翼つばさが展てん開かいされ、そのままみなさんの方へと滑かつ空くうしながら突とつ進しん！　ちなみに、《チャージ》の効果で移い動どう、さらにこのメジャーアクションの攻撃が範はん囲い（選せん択たく）になります。

ツヴァイ：ぶっ!?　いきなり俺たち大ピンチじゃないかっ!?

ダイン：ここは《チャージ》を打ち消した方がよさそうですね。

ユンガー：任まかせろ。《チャージ》を《インタラプト》だ。地下水路で拾っておいた瓦が礫れきの欠片かけらをアインに投げつけます（笑）。

一同：いつの間にそんなものをっ！（笑）

ユンガー：ふっ、こんなこともあろうと思ってな。まぁ、演えん出しゆつですが（一同笑）。

ＧＭ：しかし、アインの気をそぐには十分。欠片を避さけるのが精せい一いつ杯ぱいで、一歩も動くことができません。「くっ、やりますね。しかし、これはどうですか？」　アインは両手に持っていた二振ふりの長ちよう剣けんをくるりと回転させると柄えの部分で合体させます。

一同：合体っ!?

ＧＭ：「これぞ我わが双そう焔えん剣けんです」　性せい能のう的てきには、コンデションゼブラ（＊）の〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージを与あたえるちょっと強い版ばんだと思っていただければよいかと。ちなみに今の形状は両手剣となっています。

ダイン：長剣二本に、両手剣……すごく嫌いやな予感がするんですが（笑）。

ＧＭ：その予感が当たっているかは、あとでのお楽しみということで（笑）。そして、アインはメジャーで《ブレイズブラスト》というオリジナルのスキルを使用します。飛行状じよう態たいから双焔剣を投とう擲てき、対象はエルザ！

ツヴァイ：やはり防ぼう御ぎよ力りよくの低いエルザから狙ねらってきましたか。

ＧＭ：飛行状態なのでやはりオリジナルの《曲芸飛行》が発動。メジャーアクションとリアクションの判はん定ていのダイスが一個こ増ふえます。

エルザ：オリジナルスキル満まん載さいですね（笑）。

ＧＭ：ツヴァイのライバルですから、このくらいの芸当は見せないと（笑）。

ツヴァイ：見せないでいいから（笑）。

ＧＭ：では、いきますっ！　《曲芸飛行》の効果を受けて、《ブレイズブラスト》の命中は５Ｄ＋13！　しかも《ホーミングヒット》（＊）も使用！

ツヴァイ：リアクションできない攻撃っ!?

ＧＭ：クリティカルしろっ！　（ダイスを振ふる）しない！　達成値は33！　アインは双焔剣を投なげ槍やりのごとくエルザに向かって投げつけます。灼しやく熱ねつ化した刀身がエルザに突つき刺ささる──。

ダイン：それは《カバーリング》します！　エルザさん、危なーいっ！

ＧＭ：──かと思いきや、盾たてを構えたダインがエルザをかばうっ！　ダメージは４Ｄ＋[image: ]の〈火〉属性ね。

ダイン：な、なんですと！　４Ｄ＋[image: ]っ!?　いきなりピーンチ（一同笑）。

ユンガー：《チャージ》を潰つぶしておいて正せい解かいだった？

ツヴァイ：正解も正解、大正解！　範囲攻撃くらっていたら、たぶんダインが落ちてた。

ダイン：ええ。片かた方ほうを《ガーディアン》するくらいじゃないと、ムリでしたね。

ＧＭ：それでも、このダメージならば多少は……（ダイスを振る）[image: ]点のダメージ！

ダイン：それは自分に《プロテクション》！　（ダイスを振る）魔法防ぼう御ぎよ力りよくも足して……88点のＨＰダメージを受けました。うぉっ！　残りＨＰが30点っ!?

ＧＭ：くっ、やはりダインだとこのくらいか……。だが！

一同：だがっ!?

ＧＭ：「この攻撃に耐たえるとは……。さしずめ〝黄金の狼おおかみ〟の守しゆ護ご神しん──といったところですか」　上空から剣を投げたはずのアインの声が、すぐ近くから聞こえてきます。

ダイン：な、なにっ!?

ＧＭ：驚おどろいたダインが盾たてを下げて様子をうかがうと、ダインのすぐ目の前──みなさんとエンゲージする位置にいつの間にかアインが移動し、すでに双焔剣を構えています。

ツヴァイ：剣を投げると同時に移動しただとっ!?

ＧＭ：「さて、ここからどうしますか？」　挑ちよう発はつするようにアインは笑います。とゆ～ことで、移動するまでが《ブレイズブラスト》の効果です。ただし、飛行状態は解かい除じよされています。

ユンガー：よし！　ここから反はん撃げきに移うつるぞ。《陣形》は使えないが、《限界突破》は使用！

エルザ：じゃあ、アインのエネミー識別いきます！　《限界突破》でプラス７されますから……固こ定てい値ちだけで27ですね（笑）。

ＧＭ：げっ！　それはファンブル以外、成功だわ（笑）。

エルザ：（ダイスを振る）達成値は35です！

ＧＭ：くっ！　アインもエネミー識別に成功されてしまった。




　アインのデータは、次のデータを参照のこと。
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ダイン：嫌な予感が的中しましたね。やはり、《ディフェンスライン》（＊）も持っていましたか。これはちょっと面倒ですよ。

エルザ：《ディフェンスライン》って、アルくんが使っているスキル？

ツヴァイ：ああ。これを突破するのは、けっこう骨が折れるぞ。

ダイン：大丈夫ですよ。こちらにはエルザさんがいますから。

エルザ：わたし？

ダイン：はい。エルザさんの《インフェルノ》がアインに命中すれば、《イフリート・シマー》の効果によって《ディフェンスライン》の判定のダイスを一個減へらすことができます。

ツヴァイ：それだっ！

ダイン：というわけで、エルザさんに《ヘイスト》です。（ダイスを振る）【行動値】が13上がります。

エルザ：ありがとうございますっ！　これでわたしが最初ですね。

ユンガー：最後に私が《ランナップ》でエンゲージから離り脱だつ、と。

ＧＭ：これでセットアップ終しゆう了りようですね。では、続いてイニシアチブに移うつります。こちらはアインが《カリキュレイト》を使用します。

ツヴァイ：ですよねぇ～（笑）。

ＧＭ：では、アインの行動。マイナーの直前に《サマーソルト》（＊）＋《フェザータップ》（＊）を使用。飛行状態になって、エンゲージから離はなれます。

エルザ：えっ!?　もしかして、ここからさらにマイナーアクションですか。

ＧＭ：当たりです（笑）。マイナーで《ファストセット》を使って《スマッシュ》＋《チャージ》、そしてメジャーで《ストラグルクラッシュ》！　アインがバックダッシュで一度離れたかと思うと、再びエンゲージして攻撃！　対象はもちろん、エルザ、ダインのふたり！

ツヴァイ：あれ？　俺は？

ＧＭ：対象から除じよ外がいしています。

ダイン：なるほど。ツヴァイを倒すわけにはいかないからですか……。

ＧＭ：そういうことです。（ダイスを振る）26で命中！

エルザ：これ、避さけた方がいいですよね。

ツヴァイ：はい。《ストラグルクラッシュ》を使っているので二回目の攻撃がきます。

ダイン：しかも、二回目の攻撃の方はかなり痛いたいです。

エルザ：……フェイトを使ってでも避けますっ！（一同笑）

ユンガー：がんばれ、エルザっ！（笑）

エルザ：いきますっ！　フェイトを４点使って……えいっ！（ダイスを振る）　あ──っ！　ダイス目がよくないっ!!

ツヴァイ：だ、大だい丈じよう夫ぶかっ!?

エルザ：ダイス目が15で、《限界突破》で７足して……合計で26ですっ！

一同：あ、危ねぇ─────っ！

ツヴァイ：ぎりぎりっ！

エルザ：で、ダインくんは？

ダイン：はっははははは……。もちろん、回かい避ひ失敗です（笑）。

エルザ：な、何やってるんですかっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）とりあえず81点のダメージね。

ダイン：自分に《プロテクション》をして……（ダイスを振る）おっ！　高めだ。27点軽けい減げんするから25点か。残りＨＰは５点！　おっ！　残った（笑）。

ＧＭ：では、二回目の攻撃いきます！

ダイン：すいません、《蘇そ生せい》をお願いします（一同笑）。




　この攻撃でダインは58点のＨＰダメージを受けるも、《蘇生》によりその直前にＨＰが全ぜん快かいしていたため、かろうじて助かった。




ユンガー：よし、ここで《アデンダム》を使おう。

ダイン：隊長、お待ちを。ここは先にエルザさんに攻撃してもらいましょう。先ほど言ったとおり、彼女の攻撃が命中すれば、《ディフェンスライン》のダイスが一個減へります。確かく実じつに命中させるためには、その方がよいかと。

ユンガー：おっ！　そういえばそうだった（笑）。

エルザ：じゃあ、わたしからいきます！　《マジックサークル》＋《インフェルノ》でアインに攻撃しますよ！　（ダイスを振る）命中は31です。

ＧＭ：魔法には《ディフェンスライン》が使えないので、回かい避ひ判定はクリティカルのみ……（ダイスを振る）くっ、６が一個出てるけどクリティカルせず！　命中しました！

エルザ：そんなドキドキさせないでください！（笑）　もう、最初から全力でいきます！　《リゼントメント》も使用します！　（ダイスを振る）[image: ]点の〈火〉属ぞく性せいの魔法ダメージです！　あとダメージが１点でも入ったら、《イフリート・シマー》の効果で命中のダイスが一個減ります。

ＧＭ：アインの足下から炎ほのおの嵐あらしが吹ふき上がります。しかも、その炎はアインにまとわりついて、彼の動きを阻そ害がいします。《イフリート・シマー》は《ディフェンスライン》使いには辛つらいんですよ（笑）。

ツヴァイ：こうなると順番は関係ないな。ＭＰ温おん存ぞんのために《カリキュレイト》はやめておこう（笑）。

ＧＭ：では、次は〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の行動。《六連れん装そうミサイルポッド》＋《地ち精せい霊れい弾だん》で、全員に攻撃。ダメージが入ると転てん倒とうが入ります。命中は３Ｄ＋９で……。

一同：ファーンブル！　ファーンブル！　ファーンブル！（笑）

ＧＭ：声を合わせてコールしないっ！（一同笑）　（ダイスを振る）ほっ、命中は20です。

ユンガー：《限界突破》の効果で達成値＋７されているし、まず失敗はないな。




〈地〉の精せい霊れいの力を封ふうじたミサイルが雨あられと降ふり注そそぐ。

　しかし、《限界突破》の名のとおり、限界を超えた力を発揮している〝黄金の狼〟たちは、軽々とこの攻撃を避ける。




エルザ：最後のフェイトを使って避けました（笑）。

ツヴァイ：意外と〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟の攻撃も侮あなどれないな。今回は《限界突破》があったからなんとかなったけど、この攻撃が次来たらやばいぞ（笑）。

ダイン：大丈夫です。次のラウンドはミサイルの再さい装そう填てんで攻撃できませんから（笑）。

ユンガー：どっちにしろ、三ラウンドになったらこっちの負けだ。

ツヴァイ：なるほど！　なら、どんどん攻撃するぜ！　《ファストセット》で《ウィング》と《フルスイング》を使用！　そして《エクシードショット》でアインを殴なぐる。フェイトを１点使って……（ダイスを振る）命中は33っ！

ＧＭ：「銃じゆうで殴なぐってくるだとっ！」（一同笑）

ツヴァイ：こういう使い方もあるんだよっ！（笑）

ＧＭ：アインは双焔剣を両手剣から長剣二本に切きり替かえて、《ディフェンスライン》を使用します。でも、ダイスが二個も減へるのでリアクションは12＋２Ｄか……（ダイスを振る）避けられないっつーの（一同笑）。

ツヴァイ：よしっ！　ここで《ボルテクスアタック》も使用だ。当たるときは全力でいく！　くらえっ!!　[image: ]＋12Ｄで……（ダイスを振る）[image: ]点のダメージ！

ＧＭ：ツヴァイの一いち撃げきは、十字に構えたアインの剣をかいくぐり、確実に急所を捕とらえます。「くっ！　私の鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを抜ぬけてくるとは……」　[image: ]点のＨＰダメージ！　わずか二回の攻撃で累るい積せきダメージが[image: ]点っ!?　こ、これはちょっとまずいですよ（笑）。

ツヴァイ：いつまでも、昔むかしの腕うでのままだと思うなよ。と、言いながら《テンポラリリペア》で破は損そんした魔導銃キヤリバーを修しゆう復ふく。バキューンッ、シュシュシュシュ！　直った（一同笑）。

ダイン：次は私ですね。ここは《ジョイフルジョイフル》をエルザに。もうひと働きしてもらうとしましょう。

エルザ：じゃあ、もう一回いきますよー。《ファミリア》からＭＰを引き出して、《マジックサークル》＋《インフェルノ》で攻撃しますよー（笑）。

ＧＭ：これ以上、あの攻撃を受けるわけにはいかない──とゆーことで、その《インフェルノ》を《インタラプト》で打ち消します。さっきユンガーに投げつけられた欠片かけらを、エルザに向かって投げ返します。

エルザ：なんで、そんなの持ってるんですか！（一同笑）

ＧＭ：演えん出しゆつ、演出（笑）。では、次はユンガーになります。

ユンガー：まず《アデンダム》を使用して追加行動を得る。そして、いつもの《ディスアピア》＋《サプライザル》。さらに乾けん坤こん一いつ擲てきの能力も使用！　これで命中は７Ｄ＋24……（ダイスを振る）クリティカルしないので、《シークレットアーツ》でダイスを三個振り直して……よしっ！　今度はクリティカル！

ＧＭ：げっ！　今度はクリティカルっ!?　（ダイスを振る）６は一個しか出てない！　《ディフェンスライン》は失敗っ!!

ユンガー：なら、ダメージロールにいくぞ。クリティカルしたから《マーダースキル》が起動。さらに《ブルズアイ》を使って、フェイトも４点消費だ。

ダイン：でしたら《ディスコード》も乗せてしまいしょう（笑）。




　ユンガーとダインのコンビネーションによるダメージは[image: ]点。




ＧＭ：これで累るい積せきダメージは[image: ]点っ!?　まだ倒たおれないけど、これは厳きびしい！　「ま、まさかここまで強くなっていたとは……」　というより、四対一では分が悪すぎる。くそっー、一ラウンド目は〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟が攻撃されている想定だったのにっ！

エルザ：エネミー識別、大正解でしたね（笑）。

ツヴァイ：敵の能力が分かっていると、戦術の組み立てがかなり楽になるからなぁ（笑）。

ＧＭ：アイン、大ピンチです（笑）。

ダイン：しかもこのあと、さらにユンガーの通つう常じようの行動があるんですよね（笑）。

ツヴァイ：なんという隊長無む双そう（笑）。

ユンガー：では、おなじみの《ディスアピア》＋《サプライザル》で再さい度ど攻撃だ。今度はリンメルの矢を使用する。




　アインは《バトルコンプリート》（＊）を使用して振り直すも、ユンガーの放ったリンメルの矢はアインの《ディフェンスライン》の隙すきを縫ぬって命中。さらにユンガーは《サドンインパクト》も使用し、装そう甲こうの隙間を狙ねらう。

　だが、この攻撃に対してアインは《ガーディアン》を使用。〝動物の王〟の加か護ごにより、その攻撃をかろうじて防ふせいだ。




ユンガー：ちっ、仕し留とめきれなかったか。




　防衛用自律迎撃型オプションはエルザとユンガーが危き険けんと判はん断だんし攻撃するも、ダインの《カバーリング》《プロテクション》などによって阻はばまれ、たいしたダメージを与えることができずに、このラウンドは終了した。

　そして、運命の第二ラウンドがやってくる。





（＊）《チャージ》　移動を行ない、さらに範囲への攻撃を可能とするエネミー特殊能力。

（＊）コンデションゼブラ　ＭＰを消費することで、二振りの長剣に分裂させることが可能な両手剣。

（＊）《ホーミングヒット》　ニンジャのスキル。リアクションを行なうことのできない武器攻撃を放つ。

（＊）《ディフェンスライン》　ウォーロードのスキル。回避判定ではなく、武器の命中判定でリアクションが可能となる。ただし、両手にそれぞれ同じ種別の武器を持っていないと使用できない。

（＊）《サマーソルト》　ダンサーのスキル。マイナーアクションの直前に《フェザータップ》が使用できるようになる。

（＊）《フェザータップ》　ダンサーのスキル。マイナーアクションで飛行状態になる。

（＊）《バトルコンプリート》　ウォーロードのスキル。攻撃の命中判定を振り直す。






●第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第二ラウンド。〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟とアインのセットアッププロセスでの行動は、それぞれ《エネルギー充填》《二回行動》──一ラウンド目と同じです。

ダイン：問題はこれをどう切きり抜ぬけるかですね。状じよう況きように合わせて、《ファイトソング》か《ヘイスト》を使うことにしましょう。

エルザ：わたしは理知の宝ほう玉ぎよくを使います。

ＧＭ：では、セットアッププロセスでのアインの攻撃！　アインは再び剣を合体させて、マイナーで《ファストセット》による《ウィング》＋《スマッシュ》、そして《ストラグルクラッシュ》。目標はエルザ！

エルザ：来たっ！

ダイン：ふぅ、やはりそうなりますか。

ＧＭ：当然。ツヴァイを狙うことができない以上、この状況ではエルザを狙うしかない。本当はユンガーから倒たおしていきたいところなんだけど……。

ツヴァイ：俺が飛行状態だからな。エンゲージを離はなれようとすると、離脱せざるを得ない。

ＧＭ：そういうことです。なので、アインとしてはエルザを攻撃するしかないのです。というわけで一発目！　（ダイスを振る）命中は30！

エルザ：回避はクリティカルのみです。（ダイスを振る）おしいっ！　出目は11、あと一歩及およばずです。

ＧＭ：では、ここで《ボルテクスアタック》を乗せます。

ダイン：《ボルテクスアタック》を乗せるのであれば、その攻撃は《カバーリング》！　エルザさんをやらせるわけにはいきません！

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の〈火〉属性の魔法ダメージ！

ダイン：それは《プロテクション》しても消せません。生命の呪じゆ符ふが飛んで、ＨＰが……（ダイスを振る）残り２点。

エルザ：ダインくんっ！

ダイン：まだ、大丈夫です。

ＧＭ：「ふっ、しかしもう《カバーリング》はできないはず！」　二発目いきます！　命中判定は……（ダイスを振る）クリティカル！　《バーストスラッシュ》（＊）の効果で防御力は０になって、ダメージがすべて通ります！




　エルザをかばったダインを斬きり倒たおし、返す刃やいばでエルザを攻撃するアイン。だが、その攻撃は不ふ可か視しの障しよう壁へきによって弾はじかれる。

　ユンガーからの攻撃をアインが完全に防いだように、〝動物の王〟の加護──《ガーディアン》がエルザを守ったのだ。




エルザ：ふぅ、なんとかなりました（笑）。

ツヴァイ：だが、もう一回アインの攻撃が来るからな。

ユンガー：その前に倒たおさないと、さすがにこっちが持たない。

ダイン：となると、アインより確かく実じつに先せん攻こうを取れるツヴァイに《ヘイスト》ですね。

エルザ：わたしも理知の宝玉を使っておきますね。




▼行動順番

　①ツヴァイ　　　　　　　　　　　（行動値26）

　②エルザ　　　　　　　　　　　　（行動値22）

　③アイン　　　　　　　　　　　　（行動値20）

　④嘆きの一撃　　　　　　　　　　（行動値20）

　⑤ユンガー　　　　　　　　　　　（行動値９）

　⑥防衛用自律迎撃型オプションＡ　（行動値５）

　⑥防衛用自律迎撃型オプションＢ　（行動値５）

　－ダイン　　　　　　　　　　　　（行動済ずみ）




ＧＭ：これで確実に先攻を取られる形になりましたか……。では、イニシアチブプロセス。ちなみにアインは《エンカレッジ》（＊）を使います。

ツヴァイ：おっとそうは行かない。《カリキュレイト》を使って、こっちが先行だ。

ＧＭ：はい、どうぞ（笑）。

ツヴァイ：マイナーで《デスターゲット》、そしてメジャーでもう一度《エクシードショット》を使うぜ！　これで本当に終わりだっ！

ＧＭ：白い翼つばさを広げ、アクロバティックに至し近きん距きよ離りで撃うちまくるツヴァイ。一方、赤い翼を広げ、両手に持った炎ほのおの剣でその銃じゆう弾だんをなぎ払はらうアイン──。

ユンガー：なんと空中で壮そう絶ぜつな剣と銃の戦いが（笑）。

ダイン：まるで、悪魔が泣く某アクションゲームのようだ（一同笑）。

ＧＭ：また、分かりにくいネタを（笑）。

ツヴァイ：《ディフェンスライン》を突とつ破ぱしないとならないし、ここはフェイト３点使おう。14＋７Ｄ……（ダイスを振る）ぶほっ!?　ここで１が三つも出るかっ!?（笑）

ダイン：さすがツヴァイ。肝かん心じんな時にこのダイス目（笑）。

ツヴァイ：うるさいっ！（笑）　フェイト１点使って振り直す。こうなったら、さらに３点消費してダイスを増ふやす！　これでフェイトは残り０！　（ダイスを振る）くっ！　６が一個しか出ない。なら幸運のペンダントも使って……よしっ！　クリティカルが出たっ!!

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ツヴァイ：これで、どうだっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルしません！　回避失敗！

ツヴァイ：よしっ！　なら、ここで魔導銃キヤリバーを撃ちながらアインに話しかけるぞ。もう、やめろっ！　エストネルには俺たちの母さんもいるんだぞ！

ＧＭ：では、銃弾を剣で叩たたき落としながら──「お前だけを連れて逃にげた母親など……」

ツヴァイ：いや、それは違う！　母さんはお前のことも助けようとしてたんだぞっ！

ＧＭ：「では、なぜ私はここにいる！」

ツヴァイ：当時のことは、俺もくわしくは知らない……。でも、母さんは後こう悔かいしてたよ。ふたりの子どものうち、ひとりしか助けることができなかったことを。その悲しみが、どうしてお前には分からないんだ！

ＧＭ：「バルムンクから逃げ出して、のうのうと過すごしてきたくせに何を言う！」

ツヴァイ：この分からず屋め。だったら、多少手て荒あらになっても、お前を母さんのところ引きずっていってやる！

ＧＭ：「それはかないませんよ。〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟によって、彼女もまた消しよう滅めつするのですから」

ツヴァイ：消滅なんかさせねえ。ここでお前をぶっ倒して、母さんのところに連れていってやるっ！

ＧＭ：ツヴァイの気き迫はくに反はん応のうしてか、ツヴァイの魔導銃キヤリバーの弾速が徐じよ々じよに増まし、そのスピードはやがてアインの剣けん捌さばきを上回り始めます。一発、二発とツヴァイの放つ弾だん丸がんが、アインの身体を捕とらえていきます。「なぜ、なぜ邪じや魔まをするのですっ！　ここでベリアルを消滅させれば、私もお前も助かるというのにっ！」

ツヴァイ：だからといって、多くの人を犠ぎ牲せいにしていいわけがない。母さんだけじゃない。エストネルには大おお勢ぜいの人が住んでいるんだ！　いいかげんにしやがれっ!!（ダイスを振る）

ＧＭ：「いいかげんにするのはお前だっ！」




　再びリミッターを解除して、ツヴァイは魔導銃キヤリバーを撃つ。この攻撃でアインが受けたＨＰダメージは96！　累積ダメージはすでに[image: ]近くにもなっている。ツヴァイの攻撃もこれが最後だ。二度目の限界を超えた魔導銃キヤリバーは、しばらくは使い物にならない。

　それでもアインは轟ごう音おんと爆ばく煙えんの中から、嘲笑を浮かべながら平然と姿を現わす。もうダメか……そう、ツヴァイが思った瞬間──アインの顔から笑みがすっと消えた。それと共に両手から二振りの剣が零こぼれ、その身体も崩くずれるように地面へと落ちていく。

　そして、アインが倒たおれると同時に竜りゆう輝き石せきの輝かがやきが止まり、〝嘆きのドウラーレス一撃ストローク〟も機き能のうを停止、膝ひざが砕くだけるように前のめりに倒れこんだ。




ツヴァイ：よしっ！　倒した！　これで戦闘終了だな。

ＧＭ：いえ。まだ戦闘は継続します。

一同：え？

ＧＭ：ここで、ギルドスキルの《偽装情報》を使って隠れていた人物が、《エンカレッジ》を使用します。

ツヴァイ：《エンカレッジ》っ!?

ＧＭ：そしてマイナーで《カッティングプラン》（＊）、ダメージロールの直前に《ダイレクトヒット》（＊）を使って攻撃します。

ツヴァイ：《カッティングプラン》に《ダイレクトヒット》？　《カバーリング》も《プロテクション》もできないっ!?

エルザ：もしかして、ツヴァイくんを攻撃？

ＧＭ：違います。

ダイン：ツヴァイではないとすると……アインっ！

ＧＭ：そのとおりです。これはアインに〝とどめを刺す〟攻撃です。いずこからか飛来した短剣は狙ねらい違たがわず、アインの心しん臓ぞうを貫つらぬきます。

ダイン：えーっと、防ぐ方法は……防ぐ方法は……もしかしてない？

ＧＭ：一応こっちでも確認していますけど、ないはずです。

ダイン：くっ！　《ファイトソング》で《インタラプト》を復活させるんだったっ!!

ＧＭ：では、アインが死亡したことで戦闘が終了し、エンディングフェイズへと移ります。

ツヴァイ：ど、どうなるんだ？　俺……。





（＊）《バーストスラッシュ》　ウォーロードのスキル。武器攻撃の命中判定でクリティカルした場合、対象の【物理防御力】【魔法防御力】を０とする。

（＊）《エンカレッジ》　ダンサーのスキル。対象をイニシアチブプロセスに行動させる。

（＊）《カッティングプラン》　スカウトのスキル。《プロテクション》などでＨＰダメージを軽減できない攻撃を行なう。

（＊）《ダイレクトヒット》　レンジャーのスキル。「他人をかばう」によって攻撃を防がれないようにする。









ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆王の帰き還かん




ＧＭ：さて、それではエンディングとなります。ルール的にはアインはすでに死亡していますが、演出上ちょっとだけセリフを言わせていただきすね。

ツヴァイ：まさか、こう来るとは……。

ＧＭ：まぁ、これも結末のひとつですから。ＰＣの行動によっては、アインの死亡を防げた可能性もあったわけですしね。

エルザ：これからどうなるんですか？

ＧＭ：それは次巻でのお楽しみということで。では、アインのセリフです。

一同：……。

ＧＭ：「まったく……馬鹿なことをしてくれたものです。これでヌル──ベリアルの復活は……止められなくなりました」　瀕ひん死しの状態のアインが力なく笑いながらいいます。

ツヴァイ：くっ！　とりあえずアインの近くまで駆け寄る！

ＧＭ：「ツヴァイ──これからあなたに訪おとずれるのは、苦く痛つう、絶ぜつ望ぼう、そして虚きよ無む」　そう言うと、アインは懐ふところから竜輝石を取り出すと、それをツヴァイに渡わたします。「これはもう私には用のないものです。あなたにこそ必要なものとなるはず」

ツヴァイ：？　それはどういうことだ？

ＧＭ：その問いにアインは答えません。そして、意味ありげな笑みを浮かべるとこう言います。「健闘を祈っていますよ」

ツヴァイ：……。

ＧＭ：そして、アインはツヴァイの見ている前で息を引き取ります。

ツヴァイ：くそっ！　いったい誰の仕業だっ！




　ツヴァイの叫び声に呼応するように、暗闇からひとりの人物──美しい黒くろ髪かみの神官服を着た女じよ性せいが姿すがたを現あらわす。

　ツヴァイは、いやツヴァイだけでなく、ユンガーもエルザも、そしてダインもその人物のことを知っていた。

　彼女の名前は──。




ダイン：ノーラさんですか？

ＧＭ：そのとおりです。「本当によく、わたくしの掌の上で踊っていただいて助かりました」ノーラは心の底から楽しそうに微笑みながら、そう言います。

ユンガー：踊っていた、だと？

ＧＭ：「えぇ。あなた方がリークシーの街で会ったミリアさんは、わたくしの変装だったことにまったく気づいていないんですもの」　ノーラがその場で身を翻すと、その姿はあっという間にミリアへと変わります。これも《偽装情報》です（笑）。

ツヴァイ：そういえば、さっきも《偽装情報》を使って隠れていたっけ。

ＧＭ：そうです。一回目がリークシーの街でツヴァイから姿を隠かくした時。これはミリアと仲のよいツヴァイに気づかれるのを防ぐためです。二回目がミリアとしてリークシーに現われた時。これはアインの情報を与えるためです。三回目がフェリストルでミリアに変装して行動した時で、四回目がクライマックスの戦闘で隠れていた時。そして最後が──。

ユンガー：今の変装か。

ＧＭ：最後はおまけみたいなものですけど（笑）。《破は砕さい突とつ破ぱ》と《偽装情報》が五つ。これが、今回敵てきが持っているギルドスキルです。

ダイン：やはり《偽装情報》を使っていましたか。うすうす感じてはいましたが……。

ＧＭ：一応、ミリアの変装はヒントもあったんですけど……。

ツヴァイ：ヒント？　そんなのあったっけ？

ＧＭ：ツヴァイのいないところで、ミリアが〝わたし〟って言ってる。

一同：へ？

エルザ：そ、そういえばミリアちゃんの一人称は、普段〝ボク〟でしたっけ？（笑）

ツヴァイ：分かるかっ！（一同笑）

ＧＭ：うぅ、やっぱり分かりにくかったですか……。

ダイン：まぁ、それはおいといて、ノーラさんの目的は、やはりツヴァイとアインを戦わせる──ですか？

ＧＭ：ご明察。「アインが結晶体を吹き飛ばそうとしていることは知っていましたから。あの結晶体がベリアル様であることを知れば、ノーデンスは結晶体をエストネルに運ぼうとする。そうすれば、ツヴァイはアインを止めようとするはずですから。でも、アインは結晶体を破壊したい。ほら、お互いに戦う理由ができたでしょ？」

ユンガー：なんて遠回りな計画だ（笑）。

ＧＭ：「なにしろ、アインはツヴァイが死ぬと自分がベリアル様になることを知っていましたから。本当に苦労しましたわ」

ツヴァイ：お前はいったい何者なんだっ!?

ＧＭ：ノーラはツヴァイの質問に、くすりと笑いながらこう告げます。「わたくしの名は〝刻銘剣オルナ〟──王にすべてを伝えるといわれる剣──オルナの名を持つバルムンク」

ツヴァイ：〝刻銘剣オルナ〟って、母さんが言っていたバルムンクか……。じゃあ、俺たちを作ったのは、お前なのか？




「ほらほら、そんなこと訊いている場合じゃありませんよ。そろそろ時間です」

　ノーラ──いや、オルナがそう言った瞬しゆん間かん、ツヴァイの心臓辺あたりから闇やみにも似た光が溢あふれ出だす。ノーラ──いや、オルナはその光を愛おしそうに見つめると、一歩、また一歩とツヴァイの方へと近づいていく。だが、ツヴァイは凍こおりついたようにまるで動くことができない。それは、ほかの〝黄金の狼〟たちも同様だった。

　四人がじっと見つめるなか、オルナはツヴァイの前に膝をつき、臣しん下かの礼れいを取る。そして、満面の笑みを浮かべながら言った。




「お帰りなさいませ。ベリアル様」




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』

第八話「折れたる剣のオラトリオ」

──完──
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あとがき




　三巻で一年、そして四巻で三年の月日が過ぎ、『アクロス』もついに『無印』や『ブレイク』に追いつくことができました。

　もともと『アクロス』シリーズは、ＰＣのキャラクターレベルが１レベルからスタートということが最初から決まっていました。それはこの『アクロス』シリーズが導入用のリプレイという位置づけだったためです。

　ですから、普ふ通つうにプレイしていては『無印』や『ブレイク』のＰＣと大きなレベルの差が出てしまい、将来的に絡からませるのが難しいかも──とも思っていました。

　しかし、これはちょっとしたアイデアで解決することができました。

　このシリーズを最初からお読みの方ならもうお分かりですね。そう、物語のスタートを過去へとシフトするいう方法です。結果的には、アヴェルシアの服属、元隊長のカテナ・アウレア、アヴェルシアの竜りゆう輝き石せきと、過去と未来という形で『無印』『ブレイク』とリンクさせることができたのも、思わぬ掘り出し物でした。

　そして、本書『剣の嘆き、王の帰還』では三ヶ月前とはいえ、ついに時代がそろいます（もっとも、『無印』は帝紀八一三年まで進んでいますが）。

　そのため、今まで積み重ねてきた、溢あふれんばかりの設定が『アクロス』にも襲おそいかかってきています。文中や欄らん外がいで可能な限り解説はしていますが、できましたら『無印』『ブレイク』『デスマーチ』と、同じ時代を進むほかの物語も併あわせて読んでいただけるとより理解していただきやすいかと思いますので、ぜひそちらも本屋さんでお手にとってみてください。

　それと諸しよ般はんの事情により、四巻からイラストが武ぶ礼れい堂どうの村むら正まさみかどさんに代わりました。キャラクター原案の植田亮うえだ・りようさんのラインを活かしつつ、新しいツヴァイたち〝黄金の狼おおかみ〟を描かいていただきましたので、そちらも楽しんでいただければと思います。

　それでは、恒こう例れいの各シナリオの解説です。本編のネタバレにあたるような箇か所しよもありますので、本編をお読みでない方はページを戻もどして第七話からお読みください。




●第七話「争乱へのオーヴァーチュア」

『アクロス』第二期にあたる「ノーデンス編」スタートとなる物語です。

　サプリメント『バトルフィールド』（ゲーム・フィールド刊）が発売されたあと──ということで、『バトルフィールド』に掲けい載さいされているフェイズプロセッション形式の例として、ＰＣは全員バラバラの立場、場所からシナリオが始まっています。フェイズプロセッション形式は三巻でも使用しているのですが、あちらはダインがミドルの最後まで合流できないという特とく殊しゆな例となってしまいましたので、改めてご紹介するという意味で採用しました。

　ＧＭが許可すれば、いかなる場所、いかなる時間でも登場することができるこの形式は、本編でエルザがやっていたように、タイミングを狙ねらって格好よく登場することができます。

　まぁ、エルザの場合は登場することを忘れていたことが、逆にプラスに働いたわけですが（笑）。こういう登場する、しない。登場に成功した、失敗したというような、ちょっとしたアクシデントも、フェイズプロセッション形式ではシナリオを盛り上げるドラマに結びつきます。まだ遊んだことのない方はぜひ試ためしてみてください。

『アリアンロッド』はダンジョンを舞台にしたシナリオだけでなく、このようなストーリー性の高いシナリオ、ＰＣそれぞれの立場が違うシナリオをプレイすることもできます。また、この第七話で使用しているスクウェア戦せん闘とうルール、『アリアンロッド・サガ』シリーズではありませんが、コロナとセレネという姉妹を主人公とした『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズでもコロシアム形式（の一部）などを使用しています。

　これらの選せん択たくルールを取り入れることで、ほかの遊び方を楽しむことができるのも『アリアンロッド』の特とく徴ちようです。ぜひ、いろいろな選択ルールを採用して遊んでみてください。

　そして、物語も重要なターニングポイントを迎えています。アヴェルシアとベルリールのふたつの〝王威の竜輝石〟の行方です。

　まずはアヴェルシアの〝王威の竜輝石〟は、預かるという形ではありますがエルザが所持することとなりました。

　本編でもツヴァイ役のきくたけさんが嘆なげいていましたが、これはラドフォード伯はく領にいる王妃マリアとロストロイヤルであるウィルフレッド王子の存在と共に、『無印』のシナリオに影響を及ぼす大事件です。

　そして、もうひとつの〝王威の竜輝石〟──ベルリールの〝王威の竜輝石〟。本編中では解説する隙ひまがなかったのですが、『アルディオン大陸ガイド』に書かれている噂うわさとは異なり、カムロートのハリソン・トーラムは持っていないことが明らかになっています。彼がベルリールから持ち帰ったのは、ヌルが封じ込められている結晶体だったのです。

　はたしてエルザの持つ〝王威の竜輝石〟はどうなるのか、ベルリールの〝王威の竜輝石〟は、どこにあるのでしょうか？　このあと、きくたけさんがこの事件をどう『無印』のシナリオに反映していくか──読者のみなさんと共に、私も楽しみにしたいと思います。




●第八話「折れたる剣のオラトリオ」

「男の仕事の八割は決断、あとはおまけみたいなもの」と某ぼうハードボイルドな探たん偵ていさんが言っていましたが、『アクロス』シリーズもストーリー的に、そしてギミック的にもＰＣに決断を迫るシナリオが多くなっています。

　一巻での偵察ルートやクロフトでの潜入ルートの選択、二巻での地下水路やカテナとの共闘、そして三巻でのノーデンスとなるか否いなかの選択……。

　このほかにも、敵てき陣じんを燃やしたり、橋を落としたりといった小さなＰＣの選択でも、物語を大きく変える力を持っています。

　これらはすべて、そのあとの物語が大きく変わるターニングポイントとなっています。ＰＣの行動によってストーリーの流れが変わる──これもＴＲＰＧの醍だい醐ご味みです。

　そして第八話ではＰＣたちがみずから決断をし、それによってシナリオの流れが大きく変わりました。自分たちが結晶体を運ぶ囮おとりとなるという決断です。

　通常、ＴＲＰＧではＰＣたちが主人公です。本来であれば、結晶体を運ぶ役目はＰＣたちとなるのが普通です（騙だまされて偽にせ物ものを運ばされることになる──というシナリオもありますが）。そこをあえて囮の任務につく──実に〝黄金の狼〟らしい選択だと思いませんか？

　そのために途と中ちゆうで荷物が奪うばわれるかも、というドキドキ感はなくなりましたが、ノーラことバルムンクのオルナの陰いん謀ぼうがより目立つことになったのは、うれしい誤算です。

　とゆ～ことで、明かされなかったオルナの計画についてです。本来であれば、これらは本編で語るべきことなのですが、オルナがＰＣと一緒に行動することになり、そちらに書くことができなくなってしまったので、やむを得ずあとがきで解説することにしました。

　オルナの計画はツヴァイとアインを戦わせることです。彼女は当初の予定どおり、より強い個体にベリアルを憑ひよう依いさせたいのです。そこで、まずアインの部下の振りをして、彼にレギンを利用するように進言しました。

　ベリアルの忠実な部下であったレギンは、アインからの増ぞう援えんがあると信じて、結晶体を奪おうとします。しかし、これは失敗（このとき、アインはツヴァイが殺されそうになった時は助けろとオルナに命令し、彼女もそのつもりです）。

　そして、結晶体はオルナの予測のとおり、エストネルへと運ばれることになります。次に、オルナは結晶体がカムロートにあること、それがエストネルへと運ばれることをアインに教えました。その結果、アインはエストネルごと結晶体を消しよう滅めつさせることを選択。その結果、ツヴァイと戦うことになったわけです。

　なお、ＰＣたちが流した結晶体の偽情報は、結果的に効果を発揮します。オルナ以外のバルムンクは「本物は〝白い希望号〟が運んでいる」と思いこみますが、そちらには彼女がことに当たっているのであえて手を出すことはしなかったからです。さすがにＰＣがいないところで奪われてしまう、ということにはしませんが、グリーナが重傷を負い、次巻に支障が出る……くらいにはなっていたかもしれません。

　ちなみに、《歪曲デイストーシヨン砲ブラスト》が発射された場合、エストネルはただではすまなかったでしょう。『無印』的に困るので、超強力なエストネルバリア（笑）が発動して別のところが壊かい滅めつするか、それともエストネルの勢力が超弱まったかもしません。今となっては確かめる術すべはありませんが、きくたけさんがどう処理することになったか気になるところではあります。その場合、アイン、ツヴァイ、ベリアルという三つ巴どもえになったかもしれませんが……。

　あと、オルナがツヴァイをひとりだけ連れ出しのは、ミリアと一番仲がよいツヴァイを警けい戒かいしたということが彼女なりの理由ですが、シナリオ的にはツヴァイの前でしかミリアが「わたし」を使わないのという部分のギミックを活いかすためです。もっとも、謎なぞ解ときのヒントとしては難しすぎたようです。個人的にはミリアのキャラクター性を表現できて面おも白しろいかと思ったのですが、なかなかうまくいかないものです。

　まぁ、この辺りは反省すべき点として、次に活かしていきたいと思います。




　そしてもうひとつ。『アクロス』四巻のテーマはワールドツアーです。

　ラドフォード伯領から始まってカムロート、レイウォールの港町リークシー、〝崩都〟ベルリール、そして懐なつかしの旧アヴェルシアの王都フェリストル。たった一巻のなかで、ＰＣたちはアルディオン大陸をぐるりと巡めぐっています。

　これも『アクロス』の一巻からやりたいことのひとつでした。

『無印』のピアニィはフェリタニア王国の女王ですから、ほいほいと他国に行くことはできませんし（それでもメルトランドまで出かけてスリスを助けたり、アンソンやナーシアたちとグラスウェルズの王都まで行ったりしていますが）、『ブレイク』のナーシアたちも幻竜騎士団の騎士ですから、任務として向かう場所以外に出かけることもあまりありません。

　一方、『アクロス』の〝黄金の狼〟たちは、ほかのシリーズのＰＣたちに比べてかなり自由に動くことができます。それを今回ようやく実現することができました。〝黄金の狼〟たちと一緒に、読者のみなさんも世界アルディオンを巡る旅の気分が少しでも味わえたら──と思います。




＊　　　＊　　　＊




　さて、そろそろ紙面も少なくなってきました。

　いつものことではありますが、参加しているプレイヤーの方々、前巻までイラストを担当してくださった植田亮さん、そして今巻よりイラストを描いていただくことになった村正みかどさん、制作に関わってくださったスタッフ、そして読者のみなさんに感謝とお礼を！　ありがとうございました。

　さて、次巻で『アクロス』も最終巻となります。

　はたして、ツヴァイはこのままベリアルに身体からだを乗っ取られてしまうのか！　バルムンクの〝始祖の四人Four Deadly Swords〟であるベリアルの復活に対してエストネルが下した命令は？　そして、ユンガーたちはその命令に対してどうするのか？

　ご期待ください！




二〇一〇年六月　久保田悠羅







※注意：「アルディオンの勇者募集」は文庫版発売当時に開催されたもので、すでに終了しています。宛先なども当時のもので、現在は異なっています。当時の記録を残す目的で掲載しています。
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